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　鬱うっ蒼そうと生い茂る木々の間を、白い影がふわふわと飛んでいる。小鳥と戯れるかのように浮き上がったかと思えば、地に咲く花々を揺らすように舞い降りる、まるで踊っているかのように見えた。

　しばらくすると、風に乗って舞っていた白い影がぴたりと止まる。そこにはアカシャの大木があり、その根元にはぐったりとして寄りかかっている一人の少年がいた。

『大変！　けがをしているわ』

　それはとても澄んだ声だった。声を発したのは白い影で、気配に気づいたのか少年がもぞりと動く。少年の少し長めの黒髪の間から、真っ赤な目が覗いていた。破れた右袖から見える腕には血がこびりつき、禍々しい黒い模様がまるで蜘蛛の巣のように広がっている。そしてその模様は、少年の顔にまで浮かび上がっていた。

「ごめん、森を血で穢すつもりはなかった」

　少年が傷ついた身体を庇うようにして立ち上がると、白い影にぱっと輪郭が浮かび上がった。澄んだ声に相応しく、とても美しい少女の姿をしていて、色づいた青い目はまん丸に見開かれている。少年から話しかけられるとは思ってもみなかったのだろう。白い少女は少年の声に驚いたように飛び上がり、それから恐る恐る地上へ下りてきた。

『その傷で動いては駄目』

　少女の白い手が少年に伸ばされる。しかし触れそうになった瞬間、少年はすっと身体を避けた。その足元には血に汚れた剣が見える。

『その剣……あなた、騎士様なの？』

「魔法騎士、と言っても、まだ新人だけど」

『その傷は、誰かと戦った……から？』

　もう一度伸ばされた少女の手を、またもや少年は避けた。

「駄目だよ。これは呪い……悪い魔法だから、触れてしまったら君に穢れが移ってしまう」

『呪い？　悪い魔法……けがれ？』

「氷の死霊を討伐したんだ。でもへまをして『断末魔の呪い』を受けてしまったのさ」

　少女は、少年の言葉の意味を考えているのか、首を傾げて少し眉を寄せている。白い少女の白い髪は、風もないのにふわふわと揺れていた。

『けがれたらどうなるの？』

「この呪いが全身を蝕んで、やがて死に至る」

『それじゃあ、あなたは死んでしまうの？』

　少女の問いかけに、少年は曖昧に微笑んだ。少女は悲しげな顔をすると、すいっと少年の側に近寄ってくる。

『心配しないで……ここでは、私が願えばなんでも叶うのよ』

「なんでも叶う？」

『そうよ。だってほら』

　少女は、血のついた剣を指差し、空中に文字を書くようにくるくると回してみせた。するとどうだろう。赤黒い染みがキラキラと輝き出し、光の粒になって消えていく。少年は目を見開き、すっかり綺麗になった剣をまじまじと見た。

「これは、浄化の魔法？」

『ただきれいになれって思っただけよ。ここでは、自由に空を飛んだり、知らない魔法を使えたり、不思議なことばかり起きるの！』

　少女は得意げに笑うと、少年の目の前に座り込んだ。

『ね、信じて。あなたにかけられた呪いは、私がやっつけてあげるから！』

　言うが早いか、少女は安心させるように微笑み、少年が止める間もなく傷ついた腕に触れる。すると驚いたことに、少年の肌の上に刻まれていた黒い模様が、少女の指を避けるように散り散りになり始めた。

『呪いなんて全部消えちゃえ！』

「信じられない、この力は、まさか君は、この森の守護精霊か!?」

『せいれい？　私にはよくわからないけど……ああ、黒いのが逃げちゃった！　ね、服を脱いで』

「服？　ちょ、ちょっと待って！」

『ぐずぐずしてたら黒いのがどこかに隠れちゃうわよ』

　少年の身体を逃げ回る黒い模様を、少女は夢中になって追いかけ回す。指が触れた箇所は青白く光り、明らかに浄化されているのがわかる。そのことに驚いた顔をした少年だったが、少女の気迫に押されるようにしてなんとかぼろぼろの上衣を脱いだ。

『えい！　このっ！』

「あっ、そ、そこは」

『動かないで』

「……うっ、も、もういいから」

『よし消えた！』

　少年ながら均整の取れた身体の至るところに黒い模様が浮かんでいる。それは少女の柔らかな手が触れることにより霧散し、あるいはずるずると形を変えながら肌の上を動き回った。こそばゆいのか痛いのか、時折びくりと身体を震わせる少年は唇を噛んで天を仰ぐ。しなやかな筋肉がついた肩の上の黒い模様を消した少女は、得意になったように胸部や腹部に残った模様を辿っていった。

「はっ……ふ……」

『ああ、下の方に逃げちゃった……』

　あと少しで上半身にあった黒い模様が完全に消えそうだったが、わずかの差で下半身の方に逃げられてしまったらしい。残念そうな声を出した少女が、少年をじっと見つめてきた。次に何を言うのか先読みしたのか、少年は首を横に振って腰の革帯を引き上げる。その顔は少し赤くなっていた。

「ここまで浄化してもらえれば大丈夫だ」

『もしかして痛かった？』

「い、痛くはないけど、これ以上は、その」

　下は脱いでもらえないと理解したのか、少女は白い指を唇に当ててぷくりと頬を膨らませる。納得していないその顔に、少年は慌てたように礼の言葉を口にした。

「助かった、感謝す……」

『そうだわ！　とっておきの魔法を使えばいいのよ』

　少女は少年の声をさえぎると、驚く少年の鼻先に指を突きつける。とん、と指が触れると青白い光が波紋のように広がり、少年は赤い目を瞬かせた。

『お母様がいつも私にしてくれる魔法なの。とてもよく効くのよ』

「守護精霊の母君の魔法？」

『特別な魔法だから、私にできるかわからないけど』

　少女の顔がゆっくりと少年の顔に近づいていく。少年がごくりと喉を鳴らしたことに気づかないのか、青い目が長く白いまつ毛に覆われて伏せられる。そして、『きっと大丈夫』という言葉と共に、少女の唇が少年の唇に触れた。




　リィーーーン




　鈴の音のような音が触れた唇から響く。少年の身体全体が青白く光り、残っていた黒い模様が一瞬にして消えていた。ただ浄化されただけでなく、あちこちにあった傷すらも塞がっていく。

　突然のことで目を瞑る暇がなかった少年は、その奇跡をすべて見ていた。

『……どう、かな？』

　やがて、少し恥ずかしそうにしながら唇を離した少女が、上目遣いに少年を見てきた。

「大丈夫だと……思う」

『下の方の黒いのもきちんと消えてる？』

　少年は顔を赤くしながら、編み上げの革靴の紐を解く。素早く靴下を脱ぐと、まだ青白い清浄な光が残っていた。

「すっかり浄化されてしまったみたいだ。ありがとう、君のお陰で命が助かった。感謝してもしきれない」

『ふふふ、よかった。すっかり元気になったみたいね』

「こんな奇跡のようなことをいとも簡単に……君は本当にグイヤーニの森の守護精霊じゃないのか？」

　少年の問いかけに、少女は再びふわりと浮き上がる。

『本当に私にもわからないの。何もかもが不思議だし、もしかしたら夢の中なのかも』

　そう言うと、少女は右手をかざして手のひらに薄紅色の花びらを具現させる。それを蝶々のように飛ばしながら、楽しそうにくるりと回った。

「夢の中……だったら現実の俺は、未だに氷の死霊の断末魔の呪いに蝕まれているのか」

　気落ちしたように目を伏せた少年を見て、少女は慌てたように再び下りてきた。気遣うように覗き込んだ青い目が、少年の赤い目を捉える。

『大丈夫よ！　もし夢だとしても、目が覚めればきっと元気になっているわ』

「そうかな……いやそうかもな。ずっと苦しかった身体が嘘のように軽い。死ぬしかないと思っていたのに。ありがとう、君に逢えてよかった」

『私もよ。あなたに逢えてよかったわ』

　嬉しそうに破顔した少女は少年の手を握ろうとして、「ああ」と哀しそうに溜息をついた。

『せっかくお話ができたのに、残念だわ』

「どうした？」

『もう時間がないみたい』

「時間がないって、何が……」

　手を伸ばしてきた少年に、少女はゆっくり横に首を振ると、素早く上へと浮き上がる。その身体は段々と輪郭を失っていき、最初の時のように白い影になっていた。

『何かに引っ張られているみたいなの。私、帰らなきゃ』

「待ってくれ、もう行ってしまうのか!?」

『あまり長い間ここにいると、なんだか戻れなくなりそうだもの』

「せめて、君の名前を！」

『いいわ。そのかわり、あなたの名前も教えてちょうだい？』

　少女の声が嬉しそうに響く。もう顔すら判別できないくらいの白い影になった少女は、少年の側まで下りてきた。しかし、その影すらも向こう側が透けて見えるほど薄くなっている。

「守×精霊よ、俺の名は××××××」

『どうしたの？　よく聞こえないわ』

「××××だから、君に捧げ×××」

『ラピス。私の名前はラピスよ』

「×××、×××」

　少年の発する声は雑音が混じったように響き、何を言っているのかよくわからなかった。しかし少女が名を告げれば、その唇が「ラピス」と動いたように見える。何度繰り返しても雑音にしかならない声に、少年は悔しそうに赤い目を歪めた。

『じゃあ、私はもう帰るから……あなたも気をつけて』

　ラピスは輪郭のない手を伸ばす。しかしその手はすり抜けてしまい、少年の伸ばした手に触れることはできなかった。

　名残惜しげにその場に留まっていたラピスだったが、本当に時間切れだったようだ。やがて少年をその場に残し、霧が晴れるようにその姿を消してしまった。
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　セレンジェム公国の首都クリスターレンは、夜中でも魔法の灯りが絶えることのない「眠らない都」だ。時計塔から見下ろす夜景は絶景で、色とりどりに輝く魔法灯がまるで宝石のように見えた。

『やっぱりこの季節の夜景が一番綺麗』

　時計塔の屋根の上、景色を眺めていた女性がくるりと回る。青白いドレスの裾がふわりと広がり、大輪の花が咲いたようだ。

　夜景を楽しむ女性はしかし、ここが高い屋根の上だということを気にしていないのだろうか。踊るように回りながら屋根の縁を歩き始めると、一際明るい建物がある方向に両手を伸ばした。

『眠らない都の眠らない宮殿シルリアン……ようやくたどり着けたわ。今日こそは』

　女性はふらりと足を踏み出しそうになり、それから思い留まったのか胸に手を当てて立ち尽くす。

『大丈夫よ、ラピス。私ならできる。絶対に大丈夫だから』

　呪文のように呟いた女性──ラピスは、もう一度宮殿を見た。

　夜空に複雑な魔法の光を放つ宮殿では、舞踏会が開かれていた。強固な結界魔法であらゆる悪しき魔法や侵入者を阻む宮殿も、この時ばかりは招待を受ければ自由に出入りすることができるのだ。しかしラピスは招待されていたものの、どうしても父親が許可をくれず今年も参加することができないでいた。

　去年も一昨年も、招待されて舞踏会に参加した従姉妹は、その素晴らしさを余すことなく伝えてくれた。宮殿の中はとても煌びやかで、素晴らしい装飾品で溢れかえっているらしい。

　しかし、ラピスの興味はそこにはない。ラピスが知りたいのはただひとつ、王家に仕える騎士や、宮殿に勤める者たちのことだった。

『これだけ探しても見つからないなら、あそこしかないわ……大丈夫、私はきちんと舞踏会に招待されているんだし、臆することなんてない』

　手を握りしめたラピスは、時計塔の屋根からそっと下を見る。遥か下には人々が行き交う小さな黒い影が見え、落ちたら命はない高さだ。

　大きく息を吸い込んで息を止めたラピスは意を決すると空中を見つめた。

『迷ってても仕方ない……行くわよ、私』

　ドレスの裾が翻り、そしてついにラピスはその一歩を空中に踏み出した。




　◇◇◇




　古い貴族であるミルフォード家の令嬢ラピスには、誰にも言えない秘密があった。それは『人々が紡いだ夢の世界を渡る』というものだ。

　ラピスは八歳の頃、高熱を出してひと月ほど寝込んだことがある。夢うつつでうなされる中、ラピスは不思議な森の中で、怪我をした少年と出逢ったのだ。

　寝込んでいる状態で、どうやって森まで行って帰ってきたのかわからない。元気になったラピスは両親に「少年にかけられた呪いを解いた」と説明した。しかし、身振り手振りで夢中になって伝えるラピスを、両親は「熱のせいで夢を見たんだろう」と思ったようだ。夢の中で物語の主人公になったり、空想の世界を冒険したりすることは、子供にはよくあることだったからだ。

　しかしその後も時々、ラピスは子供が知り得ないような高度な知識や、あり得ないくらいに正確な情景を「夢で見た」と言うことがあった。子供らしいと微笑ましく見守っていた父親も、段々といぶかしむようになる。

　決定的になったのは、ラピスが十一歳になった夏のことだ。




「お父様、お母様！　私ね、夏の宮殿を見たのよ」

　いつものように、夢の中での出来事を話し始めたラピスは、大公妃殿下の夏の宮殿にある、素晴らしい庭を見てきたと言った。ちょうど、大公妃殿下が避暑地で開催するお茶会の招待状が届いていたことを思い出した両親は、ラピスを諭すようにたしなめる。

「いいかい、ラピス。大公妃殿下のご招待を賜ったのはお母様だけなんだよ。わかっているだろう？」

「ごめんなさいね。貴女はまだ成人の儀をすませてないから、連れて行けないのよ」

「もう、そうじゃなくて、私見てきたのよ！　たくさんの花壇にね、冬のお花が咲いていたの。一番綺麗だったのはデューティアの花よ」

「そうかそうか」

「ラピスは想像力豊かねぇ」

　ラピスの夢によると、その花壇は、夏でも冬の花が咲く魔法の花壇なのだという。詳細に語ったラピスは、やけにむきになっていた。最初は両親も、夏の宮殿に行けないことに拗ねたラピスが、注意を引きたくて話しているのかと思い聞き流していた。

　しかしその後、招待された母親が夏の宮殿から帰ってきて早々に、血相を変えて父親に相談したのだ。

「カーネリウス、あの子の夢の話は本当だったのよ……大公妃殿下の宮殿には魔法の花壇があったわ。それだけじゃないの。あの子が言った通りの花がすべて咲いていたわ」

　植えられている順番も、花の種類も色も……すべてがラピスの言う通りだったという。さすがの母親も娘の夢の話が普通ではないと思ったのか、顔色が悪い。父親は、無垢な青い目で見上げるラピスに恐る恐る聞いてみた。

「ラピス、花壇の話はどこで聞いたんだい？」

「聞いたんじゃないわ、お父様。私ね、何度か夏の宮殿の夢を見たのよ」

　得意げな様子のラピスが、まるでいたずらが成功したかのように小さく笑う。

「夕涼み会ではね、大公妃殿下は水色に白のレースのドレスでとてもお綺麗だったから、うっかり見惚れた給仕が庭の池に落ちちゃったの。それで大公妃殿下は」

「何故知っているの、ラピス！」

　それを聞いた母親は、ラピスの話を遮るように叫んだ。父親はわなわなと震える母親の手を握り、ラピスと母親を交互に見る。

「落ち着いてアンバー。君は誰かにそのことを話したのかい？」

「話してないわ！　だって、私も直接見たわけじゃないのよ。カーネリウス、あなた、どうしましょう」

「なんということだ」

　父親は、不安そうに見上げてくるラピスに、できるだけ優しく聞いた。

「ラピスや。お母様について行った侍女たちから聞いたのではないんだね？」

「侍女たちは私が聞いたって教えてくれないもの」

「いつも話してくれる夢で見たのかい？」

「そうよ、お父様」

「ラピス、お前はまさか、寝ている間に本当に誰かの夢の中に迷い込んでいるのか？　それとも、未来を予知しているのだったら……」

　ラピスを見つめる両親の表情は暗い。ラピスはこの時まで、自分が厄介な能力を持っているとは思ってもみなかった。

　さらには、翌日から毎日のようにたくさんの魔法師たちがラピスを『治療』しにやってくるようになると、さすがに自分が普通ではないということに気づいたのだ。事実、両親からは、「夢のことは絶対に誰にも話してはならない」と約束させられてしまった。




　◇◇◇




『こんなに大きな宮殿だったなんて。外壁に埋め込まれているのは魔晶石かしら。素晴らしい大きさだわ』

　シルリアン宮殿は、特殊な結界魔法により幻想的な光を放っている。近づいてみると、外壁はさらに煌びやかだった。随所に巨大な魔晶石が埋め込んであり、淡い七色に輝いている。

　宮殿へと続く道には、たくさんの馬車が並んでいて、ラピスは人の多さに目を白黒とさせた。このすべてが今夜の舞踏会に招待されている人たちのためのものだ。随分と混み合っているが、夢を渡っているラピスには混雑などまったく関係ない。馬車の間をすいすいと通り抜け、門番に軽く会釈しながら正門をくぐった。

『あら、変な膜が……これが結界？』

　先ほどからラピスの身体の周りでは、虹色の薄い膜のようなものが現れては消えていった。手で払えばすぐに霧散してしまうそれには少しばかり気になったけれど、今はそんな時間が惜しいと先を急ぐ。

　招待客たちは、まず水晶の大広間に通された。ラピスもその流れに乗って、ふよふよと宙に浮きながら列に続く。誰か自分に気づいてくれる人はいないかと、人の顔を覗き込んで顔の前で手を振ってみても、誰一人としてラピスに目を向ける者はいない。

『困ったわ……これじゃ、どこに行っていいのかわからないじゃない』

　宮殿の中は広い。そしてたくさんの騎士や魔法師たちがうろうろしている。一人一人確認して回るわけにもいかず、ラピスは身体ひとつ分だけ浮き上がると、注目を集めるようにくるくると回った。

『誰か、私のことが見える人はいませんか？』

　しかし、どの騎士たちもラピスを見てはくれない。魔法師ですら、明らかに挙動不審なラピスを無視しているかのように見ていなかった。

『もう、誰だっていいから、私のことに気づいてよ！』

　ラピスは、不敬ながら公子の御前や、麗しい貴族令嬢の頭の上、さらにはダンスの輪にも紛れてみた。でも結果は散々で、誰ひとり気づいてくれない。

　使用人たちが慌ただしく行き来する裏方にまで顔を出したラピスは、美味しそうな料理を前にして項垂れる。

『こんなに美味しそうなのに、夢だから食べられないのよね。なんて残酷なの』

　それに、夢の中だというのに妙に気怠く、不思議なことにお腹も空いてきてしまった。

　なんの反応も示さない使用人たちに背を向けたラピスは、まだ行っていなかった庭園に行くことにした。

（ようやく舞踏会の夢に渡ることができたというのに、なんの収穫もなしじゃ帰れないわ）

　夢の世界へは好きに行けるわけではない。なんの予兆もなく、ラピスが気付いた時には人々が紡ぐ夢の世界の中を漂っているのだ。

　その場所も様々だ。誰かが開いた夜会の会場だったり、市井の民が熱狂している祭りの広場だったり、酒場だったり。婚姻式の会場だったこともある。しかし、たくさんの人が溢れる夢の世界でも、ラピスは誰かに話しかけられたことはなく、いつも眺めているだけであった。

　子供のころ、大公妃殿下の夏の宮殿の話をした日を境に、屋敷には魔法師や呪術師が訪れるようになった。ラピスは色々と調べられ、様々な魔法具や薬を試されたりもした。

　その結果判明したのは、ラピスには『夢を渡る能力』があるのではないか、ということだ。

　寝ている間に人々が紡ぐ夢を渡り歩き、その者の記憶を覗き見る。そしてどうやら、ごく限定された個人の夢ではなく、大勢の人々が見ている夢が重なり合った『夢の世界』とも呼べるものあるようだった。

　そう推測したのは、とある公国魔法師だ。ラピスには、人々の夢が重なっているという意味がよくわからなかったが、偉い魔法師が言うのだから間違いないと両親は言った。そしてその魔法師は、ラピスの能力を素晴らしい力だと称賛したものの、両親はそうは思っていなかった。

　ラピスの能力が判明してから、高明な魔法師から異国の怪しげな呪術師まで。父親が連れてくる魔法師たちの『治療』をラピスは頑張って受けた。しかし、夢を渡る能力はそれらを嘲笑うかのように発現し、夜な夜な意識をどこかへと飛ばしてしまうのだ。

（結局どんな魔法師や呪術師も、私を治せないんだもの）

　最初は両親や魔法師たちの言うことを信じ、真面目に治療を受けていたラピスも、今ではすっかり懐疑的になってしまっていた。

（魔法師たちは口を揃えて「人々が紡いだ夢の世界を渡っている」って言うけど、私は過去ではなくて現在の光景を見ているわ。今だって、今まさに行われている舞踏会に、こうして来ることができているのに……どう考えたっておかしいじゃない）

　それに、夢を渡っているのであれば、夢の主たちと会話ができてもいいはずなのだ。なにせセレンジェム公国の人口分の夢だ。誰か一人くらいラピスの存在に気付く者がいてもいいはずであった。しかし、夢の中でラピスと会話をすることができた人は、後にも先にもあの少年以外に誰もいないのだからおかしな話である。

　これ以上変な治療は受けたくないけれど、両親の落胆する顔も見たくない。

　だからある時、ラピスは嘘をついた。「治療のおかげかな。ここ最近、ずっと夢を見ないの」と。夢のことを話さなくなっただけで、母親は涙を流して安堵した。もちろん、毎晩ではないが深い眠りについた時は、自分の意思とは関係なく夢の世界を渡り歩いていたのだけれど。それでも両親はことのほか喜んだので、ラピスは複雑な心境になったものだ。




　招待客に開放されている庭園でも、ラピスはただ一人ぽつんと浮かんでいるしかなかった。何やら親密そうに寄り添う影がちらほらと見えたが、彼らはお互いのことしか眼中にないようだ。さすがに覗き見をしているようで気まずくなる。そんなラピスがふっと目を向けた先で、良い雰囲気の男女の影が隙間なくくっついた。

（キ、キス!?）

　睦言を囁きながらキスを交わすその男女に驚いたラピスは、大慌てで庭園から出て行く。幼い頃は、キスは仲が良い男女がする挨拶くらいの認識しかなかったけれど、今のラピスは十分に大人だ。キスがどんな意味を持っているのか、もう知らない少女ではない。

　声にならない叫び声をあげながら、ラピスは庭園のさらに奥に続いている人ひと気けのない場所へと避難した。

『あ、あんなところで、キ、キ、キスなんて……』

　夢の中なのに妙に心臓がドキドキする。顔が熱くなり、何故か恥ずかしくなって、意味もなくくるくると回ってしまった。

　そんなラピスだったが、一度だけ自分もキスをしたことがあったことを思い出し、さらに身悶えた。

（あの時は、夢の中だもの！）

　不思議な森の中で、ラピスは一人の少年と出逢い、彼を助けるためにキスを交わした。母親がしてくれるおやすみのキスの意味しか知らず、まだ無垢だった少女の頃のあやまち。額や頬よりも効くだろうと、少年の唇にキスをした。

　その時のことを鮮明に思い出したラピスは、無意識のうちに指で唇をなぞった。初めて夢の中で不思議な体験をした時に出逢ったあの少年が一体誰なのか、今も知らないままだ。それと同時に、高熱を出して寝込んだ記憶も一緒に蘇よみがえる。

『こんなことをしている場合じゃないのに』

　うっかり目的を忘れそうになったラピスは、ぱしぱしと頬を叩いて気を取り直そうと頭を振ったその時──




「おい、こんなところで何をしている！」




　背後から、誰かに腕を掴まれた。

　はっと振り返ったラピスは、自分の腕を掴んでいる人物に目を奪われる。

　背が高く、切れ長の鋭い目に綺麗に整えられた黒髪の男性は、黒い騎士服を着ていた。まだ年若いというのに、騎士服の裾が長くて肩章も煌びやかだ。そしてなんと言っても、その不思議な瞳の色。真ん中は赤いのに、その縁は鮮やかな青色と、見たこともない色彩だった。

『あ、あの……』

「なんだ？」

　声は鋭く威圧感がある。しかし、とても良い声だった。

　ラピスは掴まれた腕を気にしながら、この状況が何を意味するのか気づいて喜んだ。あの少年以来、夢の中で初めて自分を認識してくれる人に会えたからだ。そこに何か手がかりがあるのではないかとラピスは期待する。

『貴方、私が見えるの!?』

「何を言っている。ここは死霊の立ち入りは禁止だ。祓われたくなければ有無を言わず大人しくしろ」

『え？　死霊……って、私は違うわ！』

　ラピスは掴まれていた腕を振りほどくと、男性から距離を取った。いくら夢の中とはいえ、死霊と間違うとは失礼ではないかと、いささか憤慨したラピスだったけれど、改めて自分の手足を見てなるほどと思った。ドレスは青白く、髪も肌もどことなく透明さを帯びているようにも見え、さらには宙に浮いている。死霊に間違われてもおかしくはない状況に、男性を責める気はしぼんでしまった。

　こほんと咳払いをして気を取り直したラピスは、確かに自分を見ている男性に向かい合う。

『貴方、本当に私が見えるのね？　よかった、誰も私を見てくれないんだもの……あ、心配しないで。貴方を害するとかそんなことは絶対にしないから』

　不審な顔をする男性に、ラピスは慌てて説明した。怪しい者ではないと、精一杯愛想よく笑顔を浮かべる。

　しかし、虚を突かれたような表情を浮かべた男性は、穴が開くくらいにまじまじとラピスの顔を凝視するばかりだ。微動だにせず、瞬まばたきひとつすらしていない。

『あの……突然お邪魔してごめんなさい』

　ラピスが男性の目の前で手を振ると、ようやく彼はぱちりと目を閉じた。それから再び目を開いたと思ったら、恐る恐るといったように手を伸ばしてくる。ラピスはふわりと身体を浮かすと、怖くない存在だとわかってもらうためにそっと男性の手に自分の両手を添えた。

『どう？　死霊ってもっと冷たいもので、普通は触れたりなんてできないでしょう？』

　死霊という存在は、この世界のあらゆる場所にいるものだ。それは一般的に、死んでしまった生物の魔力が変質して魂が歪ゆがんでしまう状態をいう。特に魔力が強い者や魔獣などが死霊になりやすいと言われており、強い負の感情を持つ者ほど強力な死霊──悪霊となって生者を脅かす。

　もちろん、そのような悪い死霊ばかりではない。ごく稀に心残りがある状態で死した者が、その心残り故に現世にとどまることもある。その場合は、早く魂を浄化してあげないと、悪霊になってしまうことすらあるというが。

　そもそも、死霊も悪霊も素手で触れることは不可能だ。実体がないので、聖せい言ごんを刻んだ特殊な道具を介さないと触れることなどできないというのが常識である。ラピスの目の前にいる男性は黒く染めた革手袋をしているが、特殊な道具を使っているようには見えなかった。

「触れるのは当たり前だ。この手袋には聖言が刺繍してあるからな」

　男性が、どこか呆然とした様子でラピスを見つめた。

『え、嘘』

「嘘をついて何になる。私はこの宮殿の魔法騎士だ」

『魔法騎士！　貴方魔法騎士なのね！　よかった、来た甲斐があったわ。私、魔法騎士を探していたの』

　ようやく巡り会えた自分と会話ができる人物が、運良く魔法騎士だったことに、ラピスは嬉しくなってくるりと回る。これで手がかりが掴めると思うと、死霊と間違えられたことなど些細なことのような気になった。

　しかし、騎士はそうではないようだ。ピリピリとした魔力を放出しつつ、あろうことかラピスを威嚇してきた。

「私の任務は、舞踏会に紛れてやってくる君のような者を排除することだ」

　ぞくっとするような低い声に、ラピスは騎士から本能的に距離を取った。ふわりとドレスの裾がひるがえり、垂らした髪が揺れる。

『私、死霊なんかじゃないし、死んでないわ！　さっきまで、ちゃんと起きていて、食事だって取ったもの』

「自分が死んだことに気づかない者はたくさんいるぞ。君に悪意はないということはわかっている……この宮殿の結界魔法は悪意ある者を決して通さないからな」

『悪意なんてあるものですか。ただ人を探しているだけなのに』

「それが君の心残りか？」

『心残り？』

「死霊には心残りがある者が多い。君は魔法騎士を探していると言っていたな。それは私ではないのだな？」

　いきなりそう言われても、ラピスも断言はできない。何故ならば、あの時はラピスもまだ子供で、探している魔法騎士も少年だったのだから。

『子供の頃に夢で……ううん、十年前の話なの。その頃から成長しているでしょうし、お互いひと目でわかるものじゃないと思うわ』

「そうか。君の心残りを探す手伝いをしてあげたいが、私にも任務がある。仕方ない、別の魔法騎士を呼んであげよう」

　すっかり死霊扱いされたラピスは、さっさと伝令の魔法を飛ばす騎士にあっけにとられた。どうも話が噛み合っていないような気がして、どうするべきか悩む。それに、話を聞かずに一方的に決めつけるのはどうなのか、とラピスは歯痒さを覚えた。

『あの、さっきから私を死霊扱いしているの、やめてほしいのですが』

「ああ、すまない。まだ受け入れられる状態じゃなかったか」

『違います！　私の話を聞いてくれたっていいでしょう』

「まあ、それもそうだな。で、君は私に何を訴えたいんだ？」

　少しばかり偉そうな騎士の物言いに、ラピスはむっとして声を張り上げた。

『私は死霊なんかじゃありません、ちゃんと生きてます！　ちょっと眠って、夢の世界を渡っているだけなの！』

　ラピスの言葉に、騎士はいぶかしむように見つめてくる。いきなり死霊だなんて言われて戸惑ったラピスのように、彼も夢だと言われて戸惑っているようだ。

『実は私には、人々が紡いだ夢の世界を渡る能力があるらしいのよ。信じられないかもしれないけれど、子供の頃からずっと夢を渡って色々なことを見聞きしてきたの。だから、貴方は夢を見ているのだと思うのだけれど』

「夢を渡る……では君は、私が任務中にうたた寝をしているとでも？」

『そうは言ってないわ。見たところ貴方は真面目そうですから、夢の中でもお仕事をしているのではなくて？』

　少し嫌味を込めたラピスは、騎士の眉間に軽く皺が寄ったことに気を良くする。失礼にも人のことを散々死霊扱いしたのだ。そこはあの少年のように精霊扱いしてほしかった、とラピスはほんの少しだけ残念に思った。

「君が夢だと思いたい気持ちはわかるが、残念ながらこれは現実だ。今すぐには無理かもしれないが、受け入れるしかない」

『貴方こそ、夢の中って認めた方がいいわよ。証拠はこの私。どう？』

　ドレスの裾を広げて優雅にくるりと回ったラピスは、これみよがしに騎士の目の前で浮かんでみせた。

　騎士はラピスの全身に何度も視線を這わせると、何を思ったのか黒い手袋を外した。素手になった騎士がゆっくりと近づいてくる。

『な、何？』

「いや、これが君の言うように夢で、君が死霊ではないと言うのならば、確かめてみようと思ってな」

　そう言うと、騎士は左手を差し出した。

『どうすればいいの？』

「私の手を握るだけでいい。先ほども言ったが、この手袋には聖言が刺繍してある。霊的なものに触れられるようにな。さすがの私でも、素手では死霊に触れることはできない。もし触れることができたら、君の言葉を信じよう」

『そう……何か変なことはしない？』

　ラピスは騎士に疑わしげな顔を向ける。自分は死霊ではないけれど、いきなり浄化の魔法を使われたら、夢の中とはいえ不安である。すると騎士は胡乱うろんな目になり、不思議な色の瞳をすっと細めた。

「いくら私が魔法騎士とはいえ、無害そうな死霊……いや、初対面の君に対して騙し討ちをするほど落ちぶれてはいないのだが」

　憮然とする騎士の手と顔を何度か見たラピスは、握手するだけなら、と左手をそろそろと伸ばす。触れるか触れないかのところで迷って止まってしまったラピスだったが、そんな複雑な心情に配慮することなく、騎士は無遠慮に手を掴んできた。

『いきなり掴まないで！　心臓に悪いじゃない』

「す、すまない……ああ、しかし、だが……これは君の言う通りなのか？　まさか君は、君は」

　驚いたような声を出した騎士は、信じられないとばかりにラピスの手を撫でたり握ったりと忙しい。

（冷たいかと思っていたけれど、結構温かい手をしているのね）

　騎士の手は剣だこができていて、手のひらの皮も分厚い。繋いだ手から伝わってくる熱は温かく、久しぶりに夢の中で熱を感じたラピスの心に、感慨深いものが湧き出した。

『そういえば、私に触れることができた人は貴方で二人目だわ』

「二人目？　君はその……本当にこれが夢の中だとして、いつもこうして誰かと会話しているわけではないのか？」

『たまに敏感な人がいて、私がいることをなんとなく察知されることはあったわ。でも気のせいにされてしまって、それだけね』

　ラピスは手を離そうとして、それを阻まれた。騎士は手を放してくれず、無意識なのか親指でラピスの手の甲を撫で続けている。

『あの……もういいかしら？』

「あ、ああ、すまない」

　恥ずかしくなってきたラピスが訴えると、騎士はぱっと手を離した。温もりが消えてしまい、そのことがなんとなく名残惜しく感じられたラピスは、自分の右手で左手をそっと包み込む。

『あら、これは何？』

　そのラピスの左手から、薄っすらと光る糸のようなものが伸びていた。皮手袋の糸くずかと思い引っ張ろうとするも、それは何故か摘むことができない。よく見るとその糸くずは、ラピス左手の環かん指しに絡まっている。

『ねえ、貴方さっき変なことはしないって言ったわよね』

「していない。私は何もしていないぞ」

『だったら何、この変な糸くず……』

　ラピスは触れることができないその糸くずの端をたどっていき、そして驚いて口を開いた。今しがた握手をしていた騎士の左手からも、その糸くずが垂れていたのだ。しかもご丁寧に糸くず同士は繋がっているらしい。

「まさか、縁えにしだと!?」

　騎士は騎士でとんでもなく驚いているようだ。糸くずを振り払うように手を振り、己の左手環指に巻きつく糸くずを外そうと必死になっている。

『えにしって何？　これは何なの？』

「魂と魂を繋ぐ呪いのようなものだ。君こそ私に何をした！」

『貴方が握れって言ったから握手しただけじゃない！』

　お互いにぶんぶんと手を振り、なんとかしようと指を擦るがどうにもならない。糸くずは絡まったまま、そしてお互いに繋がったままだ。なんとも言えない空気が二人の間に漂う。

　そこに、別の騎士がやってきた。

「ジェイド隊長、一人で何をやっておられるのですか？」

　裾の短い騎士服を着た男性が、息を切らして駆け寄ってくると、怪訝そうに尋ねた。

「ああ、わざわざすまないアゲート」

「大丈夫ですよ。えっと、それで死霊はどこに？　まさかもう浄化しちゃいました？」

　ラピスが今まで話していた騎士はジェイドと言う名前らしい。しかも隊長と呼ばれたことから、それなりに位の高い騎士のようであった。

　ジェイドが何か話し始めたので、ラピスは新たにやってきたアゲートと呼ばれた騎士に目を向ける。彼の目はこちらに向くことはない。それはラピスを無視しているというよりは、初めから認識していないように思えた。

『やっぱり夢の中じゃない。こっちの人には私の姿が見えてないみたいだし』

　そんなラピスの呟きに、ジェイドがぱっと振り返る。その瞳の赤い部分がやけに輝いて見えた。

「隊長、先ほどからどうされたんですか？」

「いや……アゲート、お前にはそこにいる彼女が見えないのか？」

「えっ、そこにいるんですか？　そう言われるとなんとなく、本当になんとなーくですが、何かがいるような気はしますね」

『だって私は死霊ではないのだから……』と言おうとしたラピスは、アゲートの言葉に引っかかりを覚えた。彼も「なんとなーく」であっても、自分の存在がわかるのだろうか。

　そんなラピスを置いて、騎士たちの会話は続く。

「彼女は死霊だと思うか？」

「へぇ、女性なんですね……って、言われなくちゃわからないくらいの気配の薄さですよ？」

「具合でも悪いのか、アゲート。彼女はこんなにもはっきり見えているではないか」

「いつも通り元気いっぱいです！　隊長、僕はそもそも生者の相手をするのは苦手ですからね。多分、ここにいる女性の霊体は、事故か何かでうっかり生いき霊りょうになってしまったんじゃないですか？　半分生きているから、僕には見えない、と」

「『生霊!?』」

　ラピスとジェイドの声がぴたりと重なった。

「まさか生霊など……ではお前は、彼女が生霊になるほどの深い恨みつらみを持っていると」

「そんな怖い目で見ないでくださいよ、隊長。あくまで仮定ですからね。それに、悪意があるなら結界に阻まれるでしょ。だから僕は、事故かなにかで生霊になってしまったんじゃないかって思ったんですけど。死霊なら僕にも見えてなきゃおかしいですし」

「なるほどな。なんらかの事故で生霊に、か」

　生霊とはどういうことなのだろうと、ラピスはアゲートの見解にむっとした。先ほどは死霊で、次は生霊。ラピスは、失礼続きの魔法騎士たちにひと言物申そうと、アゲートの前にずいっと移動する。

『ちょっと、失礼すぎません？　人のことをつかまえて死霊だの生霊だの』

「アゲート、お前の目の前で彼女が憤慨しているぞ」

「言われてみれば、もやっとした空間の歪みがある……気がするようなしないような」

『もやっとって何？　ちょっと隊長様、貴方の部下は躾がなっていないわ』

「それは、部下が大変失礼した」

「残念ながらやはり僕には見えません。さすがは隊長、やはり精霊に愛されし人は違いますね！　こんないるかいないかわからないような薄い気配のいきりょ……霊体がはっきりと見えて、意思の疎通までできるなんて」

　多分、アゲートは悪くはない。悪いのは説明を省くジェイドだ。ふつふつと沸き上がる苛立ちを抑えながら、ラピスはジェイドに向かい、子供がするようにいーっと歯を見せた。

『別に貴方が私のことを何と思ってくれてもいいわ。また別の魔法騎士を探しますから』

　指に絡まる縁えにしについて気になるところだけれど、いかんせんラピスには時間がない。どうせ聞いてもはぐらかされるのだと思うと、こんなところで引き止められる時間が惜しかった。

「どこへ行く」

『言ったでしょう、人探しよ』

「探しているのは魔法騎士だったな」

『その通りですけれど、貴方はお忙しいみたいだから私はもう行くわね』

　自分の姿を見ることができても、ジェイドは協力的とは言い難い。諦めてふわりと身体を浮かせたラピスは、目的の人を探すために再び高度を上げる。

「待ってくれ！」

　くるりと後ろを向いたラピスの耳に、ジェイドの呼び止める声が聞こえた。それと共に、左手がぐいっと引っ張られる感覚がする。手を見ると、あの糸くずが紐のような太さになっており、反対の端で繋がっているジェイドが手繰り寄せているではないか。

『や、やっぱり貴方が何かしたのね！』

「それは違う。しかし、君は空、私は地上にいるんだ。繋がっている以上引っ張るしかないだろう」

『放して！』

「駄目だ」

　抵抗虚しくぐいぐいと引き寄せられてしまったラピスは、ジェイドの手が届く距離まで降ろされると、その手を掴まれてしまった。がっちりと手首を締めつける彼の手は、ラピスの力ではびくともしない。

　アゲートと呼ばれたもう一人の騎士に訴えようとしたラピスだったが、そちらはラピスを認識していないので明後日の方向を向いていた。

「隊長、何を引っ張っているんですか？」

「お前も手伝え！」

「残念ながら僕には見えていないので。なんというか、隊長が一人で変な踊りを踊っているようにしか」

「断じて踊ってなどいない！　彼女が逃げようとするからだ」

「我々死霊担当班の見える騎士って、見えない人からするといつもこういう風なのかと思うと、変人扱いも妥当だなと思います」

　どこか遠い目をしたアゲートがぽつりと呟く。その間にもラピスは完全に捕らえられてしまい、鋼のように硬い腕に羽交い締めにされてしまった。

『時間がないのは本当よ！　私にかけられた呪いを解いてくれるだろう彼を見つけないと、手遅れになってしまうの』

　ラピスがジタバタともがくので、ジェイドは少しだけ腕の力を緩めてくれた。しかし身体はぴたりとくっついている状態で、ラピスは恥ずかしいやら逃げたいやら、とにかく腕の中から抜け出そうと試みる。

「呪いとはどういうことだ？　まさか、魔法騎士を探しているのは、呪いを解いてもらうためか？」

『は、半分正解。でも、魔法騎士なら誰でもいいわけじゃないの』

「確かに、魔法騎士でも呪いを取り扱える者はそうそういないが……そうか、君のこの状態は呪いのせいだったのだな」

『不正解よ。呪いとこの状態は別』

「呪いとは別？　しかし、万が一、君が生霊の状態であれば厄介だぞ？　あまり長く身体を離れると戻れなくなってしまうからな」

　耳元で響くジェイドの声に何故かドキドキしてしまい、ラピスは必死に顔を背ける。さらに身体から伝わってくる温もりが、まともな思考を奪っていくようだ。

　しかし、ジェイドが説明した生霊について頭の中で反はん芻すうし、その内容の重大さを理解したラピスは、身体が冷たくなるのを感じた。

『そ、それって……もしもよ？　もしも貴方の言う通り、私が生霊だとしたら…………死んでしまうこともあるってことなの？』

「そうだな。身体に戻れなくなったら死ぬしかない」

『嘘っ！』

「何故慌てる？　やはりアゲートの言う通り、君は生霊なのか？」

『ち、違うけれど、万が一、万が一よ！　もう今日は帰るわ、ねぇ、帰るから放して！』

　急に怖くなったラピスは、ジェイドの胸に両手を当てて突っぱねた。すると先ほどとは違い、さほど抵抗しなくてもお互いの距離が離れる。はあはあと肩で息をするラピスを、彼はまたあの不思議な色の瞳を細めて見つめていた。

「隊長、今、素手ですよね？」

　そこに、アゲートがおずおずと口を挟んでくる。彼の目にはジェイドが一人芝居をしているように見えるかと思うと、ラピスはなんだかいたたまれない気持ちになる。しかし、当の彼は気にしていないようだ。

「ああ、それが何か」

「死霊だろうが生霊だろうが、霊体は素手では触れない、が常識ですよね？」

「そうだな」

「では、隊長は今何を羽交い締めにしてたんですか？」

　アゲートの焦ったような声に、ジェイドが「あ！」といささか間抜けな声を上げる。そして何かを考え込むように目を伏せ、口元に手を当てた。

「アゲート、お前、今夢を見ているわけではないな？」

「夢だとしたら、僕は堂々と仕事をサボって居眠りをしていることになりますね」

　ジェイドの質問に不思議そうに首を傾げたアゲートが、自分の頬をつねって顔をしかめる。

「そうだ。仮に生霊だとしても、霊的な存在に素手で触れられるはずがない。だが、夢であれば……いや、しかし」

　ぶつぶつと呟くジェイドは、ラピスとアゲートを交互に見る。すると、アゲートが何かを閃いたように「あっ！」と声を上げた。

「隊長、万が一だとは思いますが、彼女が精霊ってことはないですよね？」

「精霊？」

　精霊と聞いたジェイドが、驚いたような顔でラピスを凝視する。

「精霊は、精霊に選ばれた人にしか見えないっていうじゃないですか。隊長は精霊に縁があるので、もしかして、ひょっとすると」

　精霊と聞いて、ラピスはアゲートを見た。そんな風に呼んでくれたのは、探している魔法騎士の少年に次いでアゲートが二人目だ。まさかアゲートがあの少年かと一瞬考えたラピスだったけれど、残念ながら彼は金髪に灰色の瞳で肌の色も少し違う。面影はまったく見当たらない別人だ。

　アゲートにはラピスの声が聞こえていないようなので、返事を伝えてもらうべくジェイドの顔を覗き込む。

『残念ながら精霊じゃないわ。でも、子供の頃に精霊と間違われたことがあるの。死霊なんかより、そう言ってもらえるのは嬉しい、と伝えてくれませんか』

「……精霊じゃないそうだ」

　何故かむっつりとしたジェイドが、勝手に簡潔にまとめてアゲートに伝える。間違ってはいないけれど、その態度に釈然としないラピスはむっとして彼を睨む。お互いに睨み合っていた二人に、しばらく何かを考えていたアゲートが次の質問をしてきた。

「では、お名前はなんと？」

『名前はちょっと……昔から、夢の中で名前を伝えたら魂を縛られてしまうっていうでしょう？　だからごめんなさい。もしかしたら私を蝕むしばんでいる呪いは、昔、夢の中で名前を伝えてしまったせいかもしれないのよ』

　ラピスが申し訳なさそうな声を出すと、ジェイドが明らかに動揺したような顔になった。ラピスの顔をまじまじと見たかと思うと、左手に絡む奇妙な紐を手繰り寄せてラピスの身体を再び引っ張る。

『ねぇ、ちょっと！　きちんと伝えてほしいのだけれど』

「ああ……いや。すまない、アゲート。少し気になることができた。ここの担当を代わってもらえるか？」

　きょとんとした表情を浮かべたアゲートは、態度が豹変したジェイドに首を傾げる。ラピスとのやり取りが見えていないので、話の流れがわからないのだろう。しかし、ラピスにもジェイドの考えていることがよくわからなかった。

「まあ、僕にはそこにいる彼女の話を聞いてあげられませんからね。わかりました、現時点より隊長に代わり警戒警らを務めさせていただきます」

「本当にすまない、後で埋め合わせはする」

　二人の魔法騎士の間で短いやり取りがなされると、ジェイドはラピスの左手を引いて歩き出した。




　庭から建物内へと続く回廊は、ぽつぽつと魔法灯が灯っているくらいで人ひと気けもない。急な展開について行けずおろおろとついて行くだけのラピスに、ジェイドが歩きながら話しかけてきた。

「君に少しだけ聞きたいことがある」

『あの場では駄目だったの？』

「ああ、誰の目があるかわからないからな」

『部下の方にも聞かれたくないわけ？』

　するとジェイドは立ち止まり、いきなりラピスを引き寄せて回廊の壁に押しつけた。身体の両側に突かれた腕が、まるで檻のようで逃げ出せない。

「いきなり何をするの」と文句を言おうとしたラピスだったが、言葉を飲み込んだ。ジェイドの顔があまりにも真剣で、それでいて瞳が切なげに揺れていたからだ。何かを訴えるような表情に、ラピスは逃げるどころか視線すら逸らせなくなってしまった。

　そのまましばらく息を詰めて見つめ合っていた二人だったが、先にジェイドの方が短く息を吐いて口を開く。

「君は、夢の世界を渡るんだったな」

　ジェイドが左手を壁から外し、ラピスの髪を一房手に取った。そのゆっくりとした仕草に、ラピスはふるりと身体を震わせる。

「死霊でも精霊でもない」

　ラピスの淡い白金色の髪は、ジェイドの手の中でゆらゆらと揺れている。左手の環指に巻きついている紐は赤っぽい色味をしているので、混ざり合って編み紐のように見えた。

「昔逢ったという魔法騎士を探している」

　ジェイドが左手をラピスに見せつけるように口元に運ぶ。そして、形の良い唇がラピスの髪に落とされた。感覚があるわけでもないのに、何故か髪からぞくぞくするような痺れが走る。

「君は、グイヤーニの森の守護精霊ではなかったんだな」

　それは質問ではなく確認であった。いきなり守護精霊と言われ、ラピスは信じられない思いでジェイドを見上げる。すると、彼の眼差しが優しいものになり、張り詰めていた空気が緩んだ。

　ずっと詰めていた息を吐き出したラピスは、ジェイドの端正な顔に、あの夢の中の少年を重ね合わせた。

　深い森の中。

　アカシャの大木の下に横たわる傷だらけの少年。

　その肌の上を蠢うごめく黒い模様。

　揺れる赤い眼。

　ラピスの記憶が、脳裏に色鮮やかに映し出される。自分のことを精霊と呼んだのは、その少年が初めてだった。しかもただの精霊ではなく、守護精霊と呼んだ彼は、新人の魔法騎士だと言っていた。

『貴方、何故それを……』

「知っているのか、だろう？」

　ラピスの言葉を継いだジェイドは、ひと呼吸を置く。それから、ラピスにとって衝撃的な事実を告げてきた。




「私が、君の探している魔法騎士だ」




　咄嗟に息を吸い込んだラピスは、震える唇を開く。

『そんな……だって』

　記憶の中の少年と、目の前にいるジェイド。その二人の共通点を探して、ラピスはジェイドの全身に目を走らせた。

『嘘よ。だって、瞳の色が違うもの』

　ジェイドの瞳の色は、中心が赤く縁が青という珍しい虹彩だ。特に右目はほとんど青に近く、中心から放射状に広がる赤が、まるで星の輝きのように見えた。あの少年の、煌めく紅玉のような瞳とは、まるで違う。

「昔は赤一色だったんだ。私が魔法騎士になって初めて死霊を浄化した時から、色が変化し続けているんだ」

　髪を離してラピスの目元に指を這わせたジェイドは、わざと見せつけるように目を見開いてきた。

「あの日、グイヤーニの森で出逢った守護精霊が、私に加護を授けてくれたのだと、ずっとそう思っていた」

『加護なんて、そんなことできるわけないわ。だって、私がしたことは、気休めでしかないもの』

「気休め？　現に私は助かり、こうしてここにいるというのに？」

『夢だから、あの気味の悪い模様だって消せたのだと。だって、知らない魔法を使えたり、空を飛んだりなんて……今だってそうよ、夢じゃなければなんだというの!?』

　混乱したラピスは思い出しながら答える。確かに少年の面影があるような、しかし精悍な大人になった彼は、当然ながらあの頃よりもずっと逞しい身体つきになっていた。

　目まぐるしく表情を変化させるラピスに、ジェイドは穏やかに微笑むと、その指を頬にすべらせる。くすぐったさに身をよじったラピスは、先ほどよりさらに近づいたジェイドの顔にどきりとした。

「他に覚えていることはあるか？」

『私は、あの時初めて穢れという言葉を覚えたわ』

「そうか、子供だった君には難しい言葉だったんだな」

『そうね……とても子供だったのよ。私は本当にそれを信じていて、だからいきなり、あ、あんなことを』

　子供だったからなんの違和感も抱かずできたキスも、今となっては具体的に口に出すのも恥ずかしい。ラピスは顔が熱くなっていくのを感じながら、再会できたら言おうとしていた言葉を口にした。

『ごめんなさい』

　しかし当の本人は涼しい顔をしてラピスを見つめるばかりだ。

「何に対する謝罪なんだ？」

『それはその、貴方に、勝手に……』

「勝手に？」

『も、もう！　貴方だって覚えているでしょう！』

「私がグイヤーニの森で守護精霊から解呪してもらったという話をしたのは、騎士団のごく僅かな人にだけだ」

　ジェイドは一旦言葉を切ると、囁き声で続けた。

「だが、君とのキスについては誰にも話したことがなかった」

　ラピスは恥ずかしさからジェイドの左手を振り払う。その剣幕に動揺することなく、目を弓なりにして微笑んだ彼は、縁えにしの紐を摘み上げた。ラピスもその紐を掴もうとしたが、何故か手をすり抜けてしまい掴めない。先ほども彼はこの紐を手繰り寄せていたので、どう考えても彼が何か魔法を使ったに違いない、とラピスは疑いの目を向けた。

「そんな顔をしないでくれ」

『やっぱり覚えてるじゃない！』

「もちろん、忘れたことはなかったさ」

　急に真顔になったジェイドは、吐息がかかるくらいまでラピスに顔を近づけてくる。

「森でのことは、夢じゃなかった。あれも現実だ。そして今も。だとしたら、君は今どこにいる？　私はようやく、現実の君に逢えると思っていいのか？」

『現実の、私』

「君は守護精霊ではなく、人なんだろう？　呪いを解いてほしいと、そう言ったじゃないか」

『そう……なのだけれど』

　実際に探していた人が見つかった途端に、ラピスの中に言いようのない不安が湧き上がってくる。呪いのことも、もうさほど時間が残されていないことも本当だというのに、いざ声に出そうとすると喉がつかえたように言い澱んでしまう。

「アゲートは私の部下の中でも、死霊に対する見識が深く経験も豊富だ。奴が君を生いき霊りょうだと言ったことがどうにも引っかかる。君の身に何が起こっている？　言ってくれ、君を助けたい」

『あの、ね……思い当たることが、あの時しかなかったからなんだけど』

「ああ、泣かないでくれ……ラピス」

　彼に名前を呼ばれた途端に「泣いてなんかない」と抗議する間もなくラピスの意識が弾け飛んだ。あまりに突然だったため、声を上げることすらできない。

（私の名前、覚えてたの？）

　過去にただ一度だけ、ラピスは夢の中で他人に名前を告げたことがある。その相手が不思議な森で出逢った魔法騎士の少年だったのだけれど、それはどうやらジェイドだったらしい。

（ここは夢の世界なの？　それとも、ジェイドが言うように現実？　わからない、何がどうなっているの!?）

　ラピスの身体が宮殿の回廊ではない空間に沈み込み、同時にどこか遠くで悲痛な叫び声が上がった。「ラピス」という呼び声が聞こえるのに、うまく返事ができない。もがくように空をかいた手が掴まれ、ラピスの唇にふわりと温かな感触がしたような気がした。

（あ……目が覚めちゃう）

　真っ白になった世界に身を委ねつつ、ラピスが最後に見たものは、赤い光を放つ不思議な紐と、自分の名前を呼ぶジェイドの顔だった。




『ラピス？』

（何？）

『ラピス、どこだ!?』

（多分、目が覚めちゃうの……だけど、これは誰の夢？　夢じゃないの？　わからない）

『聞こえているなら、ラピス、またこの庭に来てくれ！』

（わかったわ）

『待っているから、必ず』




　アカシャの花の香りがする。

　ラピスは、嗅ぎ慣れた香りと誰かが動く気配にゆっくりと意識を浮上させた。窓にかかっている帳とばりを開ける音がして、ラピスの目にわずかな光が入ってくる。

「おはよう、ヘルガ」

「おはようございます、お嬢様」

「今日は陽射しが強いみたいね、とても眩しいわ」

「はい、雲もないよく晴れた空でございますよ」

　侍女であるヘルガの手を借りて起き上がったラピスは、寝台の端に腰掛けて足元にある部屋履きを探す。すっと足の裏に生地が当たったので、ヘルガが室内用の靴を履かせてくれたようだ。

「もう、甘やされると一人では何もできなくなってしまうわ」

「ですがお嬢様、私は心配で心配で居ても立っても居られないのです」

「ヘルガは心配性ね」

　ラピスは小さく笑うと、立ち上がって五歩横に歩く。そこには手すりがあり、それを伝いながら隣の部屋まで歩いていく。

　これがラピスの日課だった。身体が弱いわけではないが、目がよく見えないのだ。高熱によって視力が弱り始めてから十年。それは確実に進行し、今では左目は薄ぼんやりとした影が、右目はかろうじて光がわかるくらいしか視力がない。

　いつものように顔を洗うと、ラピスはぐっと顔を近づけて鏡を覗いた。どんなに近づいても、鏡には何も映らない。いや、ラピスの目には何も映らない。左目は縁が白く、右目はほぼ真っ白になってしまったらしい自分の目。ラピスはそれすら見ることができず、溜息が出る。

（魔法騎士ジェイド。本当にあの時の少年が……）

　ラピスは自分の頬をつねると、痛みを感じて顔をしかめる。痛いということは、生きている証だ。そう、ラピスは生きている。決して死霊なんかではなく、現実の世界に生きているのだ。

（でも彼は、私を生霊かもしれないと言ったわ）

　ラピスはずっと、人々が紡いだ夢の世界を渡り歩いていると言われ続けてきた。だから今までラピスを診てきた魔法師も呪術師も『夢の世界を渡る』という観点から診察し、治療してきたのだ。

（やっぱり、その考えが根本的に間違っていたとか……でもそんなこと）

　確かに、実際に夢を渡っているラピスには、ずっと違和感があったのだ。それをうまく説明できず、今の今まで『人々の夢が重なり合った夢の世界』なのだと、信じ込もうとしていた。

　しかし、それは大きな間違いであり、もし夢を渡っているのではなく、身体を抜け出した魂の状態──生霊になって、夜な夜な街を徘徊していたのだとしたら。

　そこまで考えて、ラピスは身支度を整えるためにゆっくりと移動する。自室の間取りはすでに覚えているので、難なく化粧台の前にたどり着いた。

「お嬢様、あまりお具合がよろしくないのですか？」

「そんなことないと言いたいのだけれど、少しフラフラするわね」

「お顔色がよくありません……部屋に篭もりっきりではお身体に触ります。今日は奥方様も外出なされるようですから、その間お庭に出ませんか？」

　ヘルガの心配そうな声にラピスは微笑む。両親はラピスを外に出すことを酷く嫌がっているので、こうして屋敷の中ですごすしかないのだ。それに視力のこともある。ヘルガは不健康な生活を強いられているラピスをとても心配して、こうして隙を見ては外に連れ出してくれていた。

「わかったわ。天気がいいのならたくさん光を浴びることにするわ」

「では、昼食を四阿あずまやに用意させることにしましょう！」

　ラピスの髪を結っていたヘルガの声が、嬉しげに響いた。








第二章　魔法騎士との再会









　ラピスは彼の逞しい腕の中で、その温もりをうっとりと感じていた。ようやく逢えた魔法騎士の少年が、すっかり大人になっていて、自分に優しく微笑んでくる。彼の左手には赤く輝く紐のようなものが絡まり、それはラピスの左環指と繋がっていた。彼がラピスの髪を掬すくい上げ、唇を落とすと、ラピスは身をよじって顔を上げた。

『……ねぇ』

『なんだ、どうした？』

　赤と青の不思議な色の瞳がラピスを捉え、お腹の奥が疼くように引き攣れた。彼の優しく低い声は、ずっと聞いていたくなるような心地よさだ。

『いつものようにしてくれないの？』

『いつものように、とは？』

『もう、わかっているくせに！』

　ラピスが少し膨れっ面をすると、笑い声を上げた彼が頬を撫でて顎に指を当ててくる。それがいつもの合図だ。ゆっくりと近づいてきた端正な顔を見るのが恥ずかしくて、ラピスはそっと目を閉じる。

『ラピス』

　名前を呼んだ彼の唇が、ラピスの唇に触れる。

　わずかに離れてもう一度。

　今度は少し長く。

　そして唇を蹂躙するように激しく。

　もっとその熱がほしい、もっと近づきたいとラピスの中の何かが渇望している。その飢えがなんなのかわからないけれど、それは彼でしか満たされないことはわかっていた。

　ラピスは息を吸おうとして喘ぐと、彼の名前を甘い声で呼ぶ。

『ジェイド、もっと、もっとキスして』




　目覚めたラピスは、寝台の上でごろりと身体を横に向けた。

　宮殿での出来事から七日。不思議なことに、シルリアン宮殿で魔法騎士の夢に入り込んだ後から、夢の世界を渡ることはなくなった。そうだというのに──

（一体、何がどうなっているの？）

　本当なら喜ぶべきことなのに、ラピスの気持ちは一向に晴れない。その原因は、夢だった。

（私、なんという夢を……）

　そう、ラピスは今、自分の夢に悩まされていた。何故か、ジェイドとキスをする夢を立て続けに見てしまったのだ。夢の中でのやり取りもやけに現実味があって、あたかも本当に経験したことがあるように生々しい。うっとりとキスを受け入れる自分と、熱い吐息を漏らしながら名前を呼ぶ彼の姿が脳裏から離れてくれない。

（まさか、私が望んでいることなの？　キ、キスとか、そんな願望が私にあったなんて！）

　こんなことは今までなかったので、戸惑いが大きい。何故こんな夢を見てしまうのかわからず、ラピスは恐る恐る左手に目を凝らしてみる。ジェイドが縁えにしと呼んでいた不思議な紐のせいかと思ったけれど、目の見えないラピスには確認のしようがなかった。

　考えるとまた不埒な夢を見てしまいそうだと、ラピスは思考を切り替えようとして身体を起こす。

「こんなにも急に夢を渡らなくなるなんて……どうすればいいの？」

　ラピスはため息とともに呟いた。夢を渡らなくなったことを手放しで喜べない理由がもうひとつ。ジェイドに会いに行けなくなってしまったことにある。

　あの夜、突然現実の世界に引き戻されてしまったラピスは、ジェイドの「待っている」という声を確かに聞いた。ラピスもまだ話したいことがあったので、もちろん夢を渡って会いに行くつもりだった。しかしこの七日間、その試みはすべて失敗している。

（宮殿の結界が原因なの？　そもそも、特定の誰かの夢を見つけて渡ることなんて無理なのかしら）

　魔法騎士のジェイドがいる場所はシルリアン宮殿だ。騎士たちは宮殿の宿舎に住んでいる。

　人々が紡いだ夢の世界を渡るといっても、それはラピスの意思とは関係なく起こる事象なのだ。それに、宮殿を覆う結界によってジェイドの夢に渡れないのだとしたら、どうやって会いに行けばいいのかわからない。

（もうそれほど時間もないのに）

　せっかく呪いを解く鍵を手にしたというのに、焦れば焦るほどうまくいかない。それでも、この七日間は体調もよく、魔力も非常に安定しているので、ラピスにとって悪いことばかりではないのが唯一の救いだった。いつも夢を渡った翌朝は、身体を巡る魔力が乱れ、身体が怠くなる症状にみまわれていた。そのせいか、ラピスは部屋から出ずに寝台ですごす時間が多く、不健康な身体になってしまったのだ。

「ああ……せめて片方だけでも目が見えていたら、直接訪ねて行けたのに」

　ラピスは、ほとんど見えていない目を瞑って長いため息を漏らした。正直に父親に相談してみようかとも考えたけれど、まだ夢を渡り歩いていたという事実が知れたら、厳重な監視がつくかもしれない。そうなればますます外に出したがらなくなるだろう。ジェイドに会いに行くなんてもってのほかだ。両親が心配する気持ちもわからなくもないで、父親に打ち明ける案を早々に諦めることにする。

（そうね、直接会いに行くのは無理だわ。だって、目も見えないような、こんな状態だもの）

　夢の中のラピスは、自分の願望を映し出しているのかとても健康的だ。しかし、現実はそうではない。ようやく見つかった魔法騎士の少年──ジェイドに、現実の自分を知られたくはなかった。

「駄目だわ、こんなんじゃ無理！」

　帳とばりを降ろしているので室内は薄暗いが、外は真っ昼間のはずだ。体調がよくないと嘘をついて二度寝を決め込んでいたラピスは、気分を変えようと寝台から下りて、ゆっくり慎重に窓の方へと歩く。そして光を浴びるため、帳を手繰り寄せて両側に開いた。

　視界が白くなるような陽射しを想像していたラピスは、さほど明るくないことを不思議に思う。少し窓を開け、顔を覗かせて上を見てしばらくすると、わずかに陽が射したり曇ったりを繰り返していることがわかった。それに、なんだか白と青が見えるような、そんな気がする。

「お、お嬢様！　私を呼んでくださいませ」

「ヘルガ？　横になっていたらなんだか気分がよくなったの。今日は晴れていると聞いたけど、雲がたくさん浮かんでいるみたいね」

　扉が開く音がして、ちょうど様子を見に来たヘルガに見咎められてしまったようだ。ラピスの目には、確かに窓の外が明るいのに影が差しているよう見えていた。だから感じたとおりを口にしただけだったが、ヘルガのいる方向から水がこぼれるような音が聞こえ、ラピスはいぶかしむ。

「どうしたの、ヘルガ」

「お、お嬢様、おわかりになられるのですか!?」

「ぼんやりとだけれど、青に白がたくさん見えるような……」

「その通りです、その通りでございますよ、お嬢様！　だ、旦那様、旦那様!!」

　何やらヘルガが大慌てで部屋を出ていく。ぽつりと部屋に残されたラピスは、自分の目が信じられずにもう一度外を見た。ラピスの部屋は奥の庭に面しており、今の季節は花壇に色とりどりの花が咲いているはずだ。

「あれが花壇？　よく見えないけれど、庭の緑はわかるわ……どうして？　見えてる……私、少しだけど見えてるわ！」

　ラピスが左目を瞑ると、その緑がもう少しだけ濃く見えた。右目を瞑ると、ぼんやりとした白い光と影と色が見える。今まで光と影しかわからなかった左目に、視力が戻っている。そしてほぼ見えなかった右目も、影がわかるくらいになっていた。

（どうして、何がきっかけ？）

　これもジェイドに逢ったからなのだろうか。彼と繋がっている、あの不思議な縁えにしとやらが、呪いの力を弱めてくれているのだろうか。ラピスはあらゆる可能性を考える。

（あの時起こったことは何？　全部思い出さなきゃ！）

　考えられることは、縁で繋がっていることと、あとは名前を呼ばれたことだ。ジェイドは確かに、過去の邂逅の際にラピスが告げてしまった名前を覚えていた。

（名前が原因？　夢の中で名前を知られると魂を縛られてしまうっていうお伽話は、本当に本当だったの？）

　昔から「夢の中で名前を問われても、絶対に告げてはいけない」という言い伝えがあった。それは、相手に名前を知られることにより、魂を支配される可能性があるからだ。特に強大な力を持つ精霊は、相手の名前を得ることにより、その魂を隷属させることもできるのだという。

（逆に、名前を呼ばれたことで呪いが解け始めたとか……ああ、もう、わからない！）

　ラピスは、視界に映る色の塊にぼんやりと視線を移す。

（魔法騎士って、呪いを解いたりできるのかしら）

　治療を行っていた高名な魔法師の一人は、ラピスの目の状態を診て、病気ではなく呪いの仕業だと告げた。だからどんな高度な医術でも治せないのだと。

　以来、ラピスの視力は年々落ち続けており、どの眼鏡をかけてもよく見えなくなってしまったばかりか、失明寸前まで症状が進行している。両親は呪いを解こうとやっきになり、ラピスもその頃から、視力低下の原因と考えられる魔法騎士の少年を探し始めたのだ。

　視力の急激な低下と、頻繁に夢を渡るようになった時期はほぼ同じだ。だからラピスは、夢の中で少年にかけられた『断末魔の呪い』を肩代わりしてしまったのではないか、と考えている。

（なにがなんでも、もう一度、ジェイドに会わなくちゃ）

　ジェイドと再会したことで、わずかにでもラピスが回復したというのであれば、その仮説は案外正しいのかもしれなかった。




「お嬢様、ど、どうしましょう！」

　階下に下りて行ったばかりのヘルガが部屋の中に戻ってくる。その声はいつもより緊張しているような響きで、ラピスは何があったのだろうと思った。

「落ち着いてヘルガ。お父様とお母様に何か言われたの？」

「いえ、旦那様はお客様のお相手をなされておりまして、そのお客様が、その」

「私の知っている人？　まさか、またモリオン卿がいらしたとか」

　モリオン卿は、ラピスの症状を診察した公国魔法師だ。ラピスに『人々が紡いだ夢の世界を渡る』能力があるのだと言った張本人であり、その能力がいかに素晴らしいものであるかを褒め称え、何かとラピスのことを聞きたがる困った人だった。うまく能力を使えば稀代の魔法師になれる、と豪語する彼を、ラピスは苦手としている。

「いえ、モリオン卿ではございません。見たところ、魔法騎士だと思います。もしや、旦那様はお嬢様のことを魔法騎士にご相談なされたのでは」

　ヘルガの見間違いではないか、とラピスはそう言おうとして、それから湧き上がる期待に口をつぐんだ。父親に魔法騎士の知り合いはいない。むしろ何故か毛嫌いしている節があるので、相談を持ちかけたりしないはずだ。

（まさか、彼が？）

　ラピスを実在する人物として認識したジェイドが、居どころを掴んで様子を見に来たのかもしれない。ラピスの記憶と耳が正しければ、彼は宮殿の庭で待つと言ってくれていた。それなのに一向に来ないラピスを心配したとは考えられないだろうか。

「ねぇ、ヘルガ。その魔法騎士様って、裾の長い騎士服で、肩章が金地で、髪が黒くて赤と青が混ざったような瞳の若い人じゃなかった？」

「少し見ただけですから、そんなに細かいところまではわかりません。ですが、黒髪の若い方でしたね。裾は……長かったでしょうか」

　すらすらと特徴を聞いてきたラピスに、ヘルガは多分面食らっているはずだ。ラピスはその魔法騎士となんとかして会えないだろうかと考える。

「お父様は客間に？」

「はい。ですが、何やら難しい顔をしておられました」

「わかったわ。私もその魔法騎士様にお会いしたいの。ヘルガ、客間へ行くから着替えを手伝って」

「お、お嬢様！」

「ヘルガ急いで、早く！」

　父親が魔法騎士を追い返す前に会わなければならない。ラピスは室内着を素早く脱ぎ、歩行を補助するヘルガを急かして衣装室へと向かった。




　◇◇◇




　首都クリスターレン南東地区にある貴族の屋敷は、どこも敷地が広く、広大な庭を構えている者も少なくない。その一画にあるミルフォード家の敷地には、他の屋敷よりも一際広い庭があった。青々とした木々が生い茂るそこは、庭というよりもはや小さな森である。

「ミルフォード家のラピス嬢は年齢十八歳で金髪に青い目だとか。どうです隊長、何か感じるものはありませんか？」

「年齢は期待できそうだ。色は全体的に青白いとしか形容ができない。感じからして淡い色合いだろうとは思うが……ああ、目は鮮やかな青だった」

「まあ、僕には見えないくらいの薄い気配の霊体でしたからね」

「見ればわかる。どのような色だろうが、彼女を見間違うことはないさ」

「期待してますよ。ところで縁えにしの方は反応がありますか？」

「……ない」

　ジェイドは己の左手を見て溜息をつく。あの夜は確かに見えていたはずの縁えにしが、今はまったく反応していない。魂と魂を強い想いで結びつける縁。それは良い感情だけではなく、むしろ恨みつらみといった悪い感情である場合が多い。少なくとも死霊担当班に属している魔法騎士たちは、負の感情の縁を幾度となく断ち切ってきた。

（私を恨んでいるか、それとも……）

　あの夜会から毎晩あの庭で待っていたジェイドだったが、三日目も肩透かしを食らってから、『ラピス』という名前の者を片端から調べ上げた。クリスターレンの中でも百七十九人。一人一人会うのも時間がかかるため、まず始めに夜会の招待客を当たることにした。無謀だとも思えたがこれしか確実な方法がない。昔の夢の中も再会した時も、ラピスは品の良いドレスを着ていた。多分、裕福な家庭の令嬢だとジェイドは見当をつける。

　招待客の中で名前に『ラピス』がある女性は全部で五人。ラピスが消えてから七日目の今日までに三人に会ったが、全員似通ったところがまったくなかった。残るは二人。ミルフォード家のラピスは四人目で、どうか正解であってほしいとジェイドは焦りを感じていた。

（君は、時間がないと言った）

　呪いを解いてほしいと言っていたラピスに、何が起きているのか心配でたまらない。一刻も早く彼女にかけられた呪いを解き、憂うれいを取り除いてあげたかった。なにせ、ジェイドの命の恩人であり、長らく再会できることを望んでいた相手なのだ。

　ラピスを精霊だと信じていたジェイドは、そうそう姿を現してくれないとわかっていても、暇があればグイヤーニの森を散策し、彼女の痕跡を探していた。実際には彼女は人であったので、森に行ったところで会えなかったのだが。

「それにしてもこの塀の向こうすべてがミルフォード家の敷地だとは。この家のラピス嬢は、生粋の深窓のご令嬢なんでしょうねぇ」

「ああ、南東地区では確かに広いな」

「そういえば隊長のご実家のクレスウェル家も馬鹿でかい屋敷なんでしたね……これだから貴族って」

　ジェイドは、あの夜の出来事を知っているアゲートを供に連れてきていた。日頃から死霊を相手に死闘を繰り広げている魔法騎士にしては、彼はどこかのんびりとした雰囲気をしている。人当たりのいい彼に前面に出てもらう方が何かと都合がいいだろうと考えたからだ。

　なぜならジェイドはまず目つきが鋭く、平時から殺伐とした魔力が滲み出ているので交渉ごとには向かないからだ。

　朝に先触れを出してその日の昼前に伺うと伝えたので、ミルフォード卿はさぞかし不安な時間を過ごしていることだろう。娘を溺愛している父親であれば、いくら魔法騎士といえども不信感を抱いた時点で会わせてくれないかもしれない。その点からしても、第一印象は大事だった。とても大事だったはずなのだが……。




「お引き取り願おう」

　目の前に座るミルフォード卿は、最初から嫌悪を隠しもせずにジェイドを威嚇していた。隣には愛想笑いを引きつらせたアゲートが座っており、その右手はジェイドの尻をつねっている。結構な力を入れられているので地味に痛い。

「ミルフォード卿、私はラピス嬢の顔を拝見させていただきたいということ以外、卿をここまで警戒させるようなことは申し上げておりませんが」

　ジェイドは硬い表情のミルフォード卿に向かい、生真面目に答える。

　例えば、この屋敷の敷地の隅々まで結界魔法が異常に施されていることや、異国の魔除けの類たぐいがひしめき合う壁などについては、ジェイドはまったく触れてはいない。魔法騎士としてそこら辺の話も詳しく聞きたいところだが、今はラピスの安否確認が優先されるので放置した。

　ジェイドはこの敷地に入った瞬間に、ラピスの気配をわずかに感じ取っていた。だからアゲートを介さず、単刀直入に「ラピス嬢に会わせてほしい」と申し出たところ、ミルフォード卿が悪鬼のごとき剣幕で追い出そうとしてきたのだ。

「お前たち魔法騎士などに娘の姿を見せてやる義理などない！　帰りたまえ」

「そう言われて引き退がれるような悠長な事情でもないのです。ミルフォード卿、我々はこちらのご令嬢の力になりたいと思っております」

　アゲートが事情を知っている風にわざと匂わせる。ジェイドはミルフォード卿を警戒させるという大失態を犯したばかりなので、ここは素直に部下に任せることにした。

「な、なんだね君たちは。不躾にもほどがあるぞ」

「我々の方が力をお貸ししたいと申し上げているのですから、卿になんの不利益もないはずです」

「魔法騎士の死霊担当班に所属していると言ったな？　それが娘と何の関係がある」

　ミルフォード卿は、ジェイドたちが死霊担当班ということに明らかな嫌悪を示した。

　悪霊は、セレンジェム公国では不浄の存在として忌避されている。そのため悪霊を屠る『死霊担当班』の魔法騎士たちは、人々から避けられていた。ジェイドたちにとっては、ミルフォード卿の反応はいつものことだ。ジェイドもアゲートも、自分たちが普通の人であれば関わりたくない存在だということを理解していた。

「ご令嬢をお見かけしたと言えばおわかりになるかと」

　アゲートのその言葉を聞いたミルフォード卿は、目に見えて動揺した。叩き出されても仕方がなかった状況を一変させたアゲートに、ジェイドはこのようなやり方は自分にはできないと素直に思う。腹の探り合いは苦手だ。任務に徹して感情を表に出さない方が、よほど簡単なことだからだ。

「何を言っているのだね。娘がいつ外出したと？　少なくともお前たちに会うような場所に用はない」

「おかしいですね。現に我々はお会いしました……まさか、ご令嬢の偽物でしょうか」

「ここ最近、娘は敷地から外に出てはおらん」

「宮殿です、卿。私は七日前に宮殿でお会いしました」

　アゲートがありのままの事実を突きつける。するとミルフォード卿が、何かを気にするように扉に視線を向けた。何かこちらに知られたくない事情を抱えているらしい。

　ジェイドが注意深く様子を見ると、卿の額にじわじわと汗が噴き出していた。葛藤しているのか口をつぐんでしまった卿に、アゲートを静止したジェイドは、畳み掛けるように話した。

「彼女は私にあることを願いました。だからこれは任務ではありません。私的に動いていると考えてください。私は、彼女の力になりたいだけなのです」

「そんなことを言って、お前たちは娘を都合よく利用するのだろう！　そんなことは決して許さん」

　ミルフォード卿は弾かれたように立ち上がると、肩で息をしながらジェイドを睨みつけた。ジェイドは卿が娘を案じる姿にどこか安心する。もしかしたら、ラピスはこの家に監禁されているのではないかという一抹の不安があったからだ。物々しい数の結界魔法と魔除けで、彼女の魂を縛っているとも限らなかった。

（嘘はついていないようだが……ここまで敵意を剥き出しにしてくるとは、過去にラピスの能力が利用されそうになったことがあるのかもしれないな）

　人や魔法に感知されることなく、何処へでも入り込み様々なことを見聞きできるなど、誰しもが手に入れたい能力だ。ジェイドとて、自分にその能力が備わっていれば、魔法騎士などではなく諜報機関に入っていただろう。ミルフォード卿は、ラピスがそんな世界に足を踏み入れることがないように、父親として彼女を庇護しているのだ。

「私は彼女を利用するなどいたしません。むしろ、そうならないように能力を封じたい。縁あって私は彼女の姿を見て、会話することができましたから」

「知らぬ、それは私の娘ではないっ！　そうだ、偽物だ、娘の偽物が何かを企んでいるのだ！」

「ミルフォード卿!!」

　激昂するミルフォード卿に、ジェイドは若干の魔力を込めて名前を呼び威圧した。こちらの話を聞かない死霊に有効な方法だが、もちろん生身の人にも効果はある。静かになったところで、ジェイドはこちらの手の内を明かすことにする。アゲートをちらりと見ると、わかったとばかりに頷いてきた。

「正直に言いましょう……彼女は私に自分が夢を渡っているのだと説明しました。きっと卿もそのように認識しているはずです。しかし我々の見解は違います」

「……な、なんだと言うんだ」

　急に弱腰になったミルフォード卿が、自信のない声を出す。自分が優位に立ったと感じたジェイドは、比較的優しく、諭すような声音で告げた。

「それはご令嬢本人にも伝えてあります。そうだろう、ラピス嬢？」

　客間の扉の向こうでわずかに音がする。ミルフォード卿は気づいていなかったようで、扉に心配そうな視線を向けた。

　実は、話の途中から扉の方から人の気配がしており、ジェイドは確かに覚えのある魔力を感知していたのだ。結界魔法や魔除けの力が邪魔をしてなかなかはっきりしなかったラピスの気配が、今はしっかりと確認できる。多分、気になって様子を見にきたのだろう。扉の前で気まずい表情を浮かべているだろうラピスを想像し、ジェイドの口元が緩んだ。




　まさか名前を呼ばれるとは思っていなかったラピスは、驚いてよろめいたところでヘルガに支えられた。客間にいる客人は、間違いなく魔法騎士のジェイドだ。早く中に入りたいけれど、父親であるミルフォード卿の許可がないのでそれはできない。ラピスが扉の取っ手を握って許可を待っていると、渋々といった風の父親の声がした。

「入りなさい、ラピス……お前の話を詳しく聞きたい」

　ラピスが未だに夢を渡っていることが、とうとう父親にばれてしまった。ばらしたのはジェイドだが、彼は悪くはない。悪いのは、両親が安心するからとずっと嘘をついていた自分なのだ。ラピスは観念したように息を吐くと、扉を開けた。

「ごめんなさい」

　部屋の中は明るさしかわからないので、父親の魔力を感じる方に向かって謝罪する。

　ヘルガはラピスの背中にそっと手を当てて、いつものように歩行の補助をしてくれた。視力が弱くなったラピスのために、この家の者たちは、ラピスにも誰が誰であるかわかるように微量の魔力を発してくれている。父親の向かい側からも魔力が漏れてきているけれど、それはラピスの知らないものであった。

「ラピス、こちらに来なさい」

　長椅子の近くにまで行くと、父親が手を引いてくれたのでそれに従って座る。正面になんとなく黒いものが見えるので、それがジェイドなのだろうか。

「私の娘、ラピスだ。お前たちが見た者で間違いはないか」

　少しの沈黙ですら耐えられそうにない。ラピスはジェイドが現実の自分の姿を見て落胆していないか、それだけが心配であった。

「よかった、無事に戻れたんだな」

「その節はご心配をおかけしました。私はこの通り無事に帰ってこられました」

「ラピス嬢……君はまさか、目が」

　ラピスはジェイドの声がする方に顔を向ける。視線も焦点も合わず、また白濁したような瞳の色なので、言わなくてもすぐにわかってしまったようだった。

「これが私にかけられた呪いの正体です。もうほとんど見えていなくて……」

「いつから、その状態なんだ？」

「十年前から徐々に。酷くなったのは七年前からで、魔法師たちは病気ではなく呪いだと言いました」

「そうだったのか……だから時間がないと」

「はい、ジェイド様」

　ラピスはジェイドの名前を初めて呼んだ。自己紹介されたわけではなかったので、なんとなく名前を呼ぶに呼べなかったのだけれど、今が好機とばかりに声に出す。その声も少しだけ震えてしまったが、彼はどのような表情をしているのだろうか。ラピスは見えないのを残念に思った。

　すると隣に座っていた父親が、唸るような溜息をついた。どことなく苛立ったような魔力も感じられる。

「お父様、私……」

「お前はまだ、夢を渡っていたのだな」

「嘘をついていてごめんなさい」

「いつお前の姿を見られて、その能力が世間に知れ渡ってしまうとも限らなかったのだぞ。そこの魔法騎士が善良なる者で幸いした」

「本当にごめんなさい……私も自分に出来ることをと考えて、呪いを解いてくれる人を探していたの。でもお父様、彼はきっと大丈夫。彼に会ってから身体の調子もよくて、今朝は空の色と庭の緑の色が少しだけわかったのよ」

「本当なのか、ラピス。色が見えるように……」

　父親の手がラピスの頬に添えられる。多分、目の状態を確認しているのだろうと思い、ラピスは顔を上に向けた。

「魔法騎士よ……いやジェイド・クレスウェル君と言ったか。こちらに来て、娘の目を見てくれ」

「よろしいのですか？」

「どんな高名な魔法師も呪術師もどうにもできなかった呪いだが、私は君たち魔法騎士に依頼をしたことはなかった。意見を聞かせてくれ」

　衣ずれの音がして、ラピスの正面に気配が動いてきた。至近距離なので、あの黒い騎士服を着ているのだとはっきりわかった。それにしては黒く見える範囲が大きいと思っていたラピスに、もうひとつの声が降ってくる。

「ラピス嬢、僕も見せていただいてよろしいですか？」

「その声は、確かアゲート様？」

　あの庭でジェイドが呼び出した部下の声だ。語尾がゆっくりのんびりした特徴的な口調で、ラピスはしっかり覚えていた。

「なんと、名前を覚えていてくださったとは。隊長ばかりが貴女の姿を見たり声を聞いたりと正直羨ましかったので、直接お会いできて光栄です」

「こちらこそ。アゲート様も、あの夜の記憶がおありなのですね」

　これで、ラピスが夢を渡っていなかったことがはっきりしてしまった。ラピスはともかく、ジェイドとアゲートまでもが夢の世界を渡り歩くとは到底考えられない。

（そうよ、だってジェイドは、夢を渡っているっていう私の説明をはっきりと否定していたじゃない）

　もはやラピスには、自分たち三人が夢を共有していたのだとは思えなかった。

「ラピス、こちらを向いてくれ」

　ジェイドの硬い声がする。目が見えなくなってきてから、人の感情の機微に敏感になっていたラピスは、彼の声の中に怒りを感じた。何かあったのだろうかと気になったラピスは、目を瞬またたかせて押し黙る。

「そんなに僕を威嚇しないでくださいよ、隊長」

「煩い、余計なことを言うな」

　何やら小声でやり取りをする魔法騎士の二人に、ラピスはぽかんとする。どうやらジェイドの怒りの矛先はアゲートに向けられていたようで、少しだけほっとした。

　しかし、ジェイドに意識を集中させた結果、目の前に白っぽい薄茶色のような色が見えてどきりとする。それは多分肌の色で、彼が顔をぐっと近づけてきたのだ。

「元の瞳の色は鮮やかな青だったはずだ……こんなに曇ってしまって」

「娘は十年前に高熱を出してな。それから時々目が霞むようになり、七年ほど前から縁ふちの方から白く濁り始めたのだ」

「卿、しかしそれは、目が白く濁る病気ではなかったということですか」

　ジェイドの指がラピスの目元に触れる。あの黒い革手袋ではなく素手の感触がして、ラピスのドキドキは最高潮に達しそうになった。次いで、魔力が流れてくるような感覚と温かさを感じ、ラピスの顔が羞恥によって熱くなる。

「この白い曇りはわずかにですが動いています……まるで雲か煙のようなこれが、呪いによってご令嬢の瞳を覆っているようですね」

「君はそこまでわかるのか!?」

「我々は死霊との戦いで呪いを受けることもあります。私自身も何度か危険な呪いをかけられました……これは、まさか……」

　そう言うと、ジェイドは手のひらでラピスの目を覆ってきた。いきなり視界が真っ暗になったラピスは、反射的に目を瞑る。瞼に触れる彼の温もりが心地よく、唇から小さな吐息が漏れた。

「目の温度がかなり低い……アゲート、症状をすべて書き出してくれ。絵心はあるな？」

「お任せください」

「ミルフォード卿、我々は魔法資料館の禁書を調べたいと思っています。ご令嬢の呪いに関しては、今後は私に任せていただきたく」

　ジェイドの手が離れ、ラピスはゆっくりと目を開いた。相変わらず何ひとつはっきりと見えてはくれないが、やはり色は見えている。呪いが解けたらまた見えるようになるのだろうか。

　ジェイドがラピスの目の状態を淡々と告げ、時折ラピスに症状の質問をする。アゲートが紙に何かを書き記す音がして、部屋の中にインクの匂いが広がった。

「ジェイド君」

「なんでしょう？」

「娘の、その、夢についてだが……それも呪いということはないのだろうか」

　父親の覇気のない声がして、ジェイドが作業を止めた。

「君たちの見解を知りたい。娘にはすでにそのことを告げているのだろう？」

「ええ、夢というには矛盾点が多く、不可解な状況でしたので。大変申し上げにくいのですが……我々は、ご令嬢の能力は夢を渡るものではなく、魂が肉体を抜けだしていると思っております」

「なんだと？　つ、つまり娘は」

　大声を上げた父親に、ラピスはびくっと身体を震わせて驚いた。どすんという鈍い音がして、何かが倒れて割れる音と共にラピスの隣からその気配が消える。何がどうなっているのか見えない分、ラピスの不安が煽られた。

「お、お父様、どうしたの？」

　ラピスも慌てて立ち上がろうとしたところ、その身体がぐらりと揺れた。まるで貧血の症状のように目がぐるぐると回るような感覚がしたかと思うと、上下がわからなくなってしまった。床に倒れたはずなのに、身体のどこも痛いところはなく、不思議と身体は軽かった。

「ラピス、ラピス！」

「卿、揺らしてはなりません。そのまま身体を支えていてください。揺らさないようにゆっくり寝かせましょう」

『待って、大丈夫だから。少し貧血みた……い』

　そう説明したラピスは、目の前の状況に唖然とする。

　足元に、父親から抱きとめられた自分がいる。

　そしてその状況を、ラピスは少し上の方から見ていた。顔を白くした不健康そうな自分が、おろおろとした父親に介抱されている。その隣で的確な指示を出すアゲートが使用人を呼んでいた。

「大丈夫かラピス」

『え、ええ……というか、何が起こっているのか私にもさっぱり』

　一人悠然と構えたジェイドが手を伸ばしてきたので、ラピスは何も考えずにその手を取る。すると、その左手から、あの縁えにしの赤い紐がふわりと現れた。そのことに何故か嬉しそうに破顔したジェイドが、ラピスの身体を腕の中に捕らえると、ラピスの身体にじんわりとした温もりが広がっていく。

「やはり君の姿はお父上には見えていないようだな」

『どういうこと？』

「君は今、魂と身体が分離しているんだ。何がきっかけなんだろうな」

『分離……まさか私、今、本当に魂が身体から抜けだしているの!?』

　こくりと頷いたジェイドの腕の中で、ラピスはへなへなと脱力した。

　まだどこかで自分は寝ているのではないかと思ったけれど、目の前で慌てふためく父親やヘルガ、それに自分の身体の様子を見てがくりと項垂れた。その頭を、ジェイドが優しく撫でてくる。

『お父様、私はここにいるのに……』

　そんな声もジェイド以外には聞こえていないようだ。

「君の姿は私にしか見えないようだ。縁えにしも見えるようになったということは、魂が表に出てこないと見えないものなのかもしれないな」

『やっぱり、生いき霊りょうってことになるの？』

「状態としてはそうとしか」

『その呼び方は少し抵抗があるわ』

「我々の専門用語では『霊体』と呼ぶが。どんな状態でも君は君だ、ラピス」

　そんな話をしていると、アゲートがくるりとこちらを向いた。それからもう一度ラピスの身体を見て、ジェイドに問いかける。

「隊長、もしかしてラピス嬢がそこに？」

「ああ。ここにいるぞ。少し取り乱してしまったようだが、比較的穏やかに状況を受け入れてくれた」

「では間違いなく、魂と肉体が分離しているのですね」

「あの夜と同じ状態だ。間違いないだろう」

　魔法騎士たちの不思議な会話に、父親が固唾を飲んで聴き入っている。ラピスの姿が見えない父親には、ジェイドの腕が不自然な状態に見えるのだろう。誰もいるはずがないのに、誰かを抱きしめているような格好は、はっきり言って不審だ。

「ジェイド君、娘がどうしたのかね？　医術師、いや呪術師を……」

「ミルフォード卿、ご令嬢はここにおります」

「なんだと？　君は頭でもおかしくなったのか？」

「いえ、ご令嬢は現在、魂と肉体が解離している状態……つまりは、生きたまま霊体となり、私のここら辺に漂っております」

　ジェイドが自分の胸の前の空間を指差して説明すると、ラピスの身体に寄り添っていたヘルガが「ひぇっ」という変な叫び声を上げ、同じような声を上げた父親が目を剥いた。

「ふ、ふざけるのも大概に」

「ふざけておりません」

「そ、そんな、一人芝居だろう！」

「見えない者からすれば、私の姿は滑稽なのでしょうね。仕方ないな。ラピス、君の知っているお父上の秘密を教えてくれないか？」

　ラピスを気遣うように抱きしめ、ぽんぽんと背中を軽く叩いたジェイドが、鋭い目を細めて見つめてくる。相変わらずの赤と青の不思議な瞳だったが、この間より赤色が目立っているように見えた。

　ラピスはそんな彼を見上げ、それから疑うような目でこちらを凝視している父親に目を移した。

『お父様の秘密？　でも、言っても怒らないか心配だわ』

「ご令嬢が秘密を語ると怒られるのではと心配しております。どうかこれから言うことを怒らないでやってください」

「ふんっ、どうせそれも嘘なのだろう！」

「卿」

「わかった、怒らない……これでいいか」

「ありがとうございます、卿」

　ジェイドはラピスを促すように、左手で髪をゆっくりと撫でた。目の端に縁えにしの赤い紐がちらりと見え隠れしており、自分の左手に繋がっているそれをたどる。

『貴方が嘘つき呼ばわりされるのは嫌だわ』

「私を心配してくれるのか？　なんだかくすぐったいな。死霊担当班はいつも変人ぞろいと言われているから、それくらいどうということもないさ」

『それでも、貴方はこうして私を見てくれるじゃない。こうなったら、お母様にも内緒にしている、とっておきの秘密を教えてあげるわ』

　ジェイド以外には聞こえていないとわかっていても、ラピスはなんとなく雰囲気から口元に手を当てて彼の耳元に口を寄せる。ラピスの意図を察したのか、彼は内緒話をしやすいように屈んでくれた。

『あのね……』

「ほう、なるほど」

『だから、お父様はお母様に……』

「ふむ、お父上のお気持ちもわからないでもないな」

『そんなもの？　多分今も……』

　内緒話を終えたラピスは、ジェイドの反応を窺う。

　父親の秘密といっても、目が見えていた頃のことなので今はわからない。しかし、急に鋭くなったラピスの嗅覚は、今もまだ父親がそれを続けていることを告げていた。ジェイドは大丈夫だと言うようにラピスに頷いて見せる。そしてはっきりと聞こえるように話し出した。

「ミルフォード卿……魔法師にそんなものを頼んでいたとは」

「な、なんだね、急に」

　ただそう言っただけなのに、父親が慌てている様子が見て取れた。よほど心当たりがあるようだ。もちろん、ラピスはそれを使っている父親の姿を見ている。

「私も同じ男としてその効果がいかほどなのか気になるところです。卿、どうですか？　悩んでいる同僚が多いので、効果があるのであれば是非教えていただきたい」

　すると、父親は額に手をやり、慌てて何かを誤魔化すように咳払いをした。

「ジェイド君、もしや君も気になるのか？」

「大いに。ちなみにそこにいるアゲートも気にしていると思いますよ」

「え、僕ですか？」

　急に話を振られたアゲートが、何のことだかわからないというように首を傾げる。

　ジェイドは抱擁を解き、ラピスと手を繋ぐと、父親の方に近づいていく。そしてラピスとの内緒話と同じようにして口元を手で隠すと、父親の方に向かってボソボソと声を潜めて何かを告げた。口を引き結んでいた父親の顔が、少しずつ赤くなっていく。

「まさか、娘に見られていたとは……」

「大丈夫ですよ。何ら恥ずかしいことではございません。ですが、奥方様が不審に思われないうちに打ち明けた方がよいかと」

「妻は薄々勘づいている。そうだな、娘にもばれているんだ。隠すのはやめにするか」

　父親は生え際の辺りや頭頂部が薄くなってきていることを気にして、密かに魔法師たちに毛生え薬を作らせていたのだ。狼狽したような表情と声音からは、やはりそれは今も続けられていたことがありありとわかる。

『私はお父様の髪がなくても、お父様のことが大好きよ』

　ラピスが父親を励ますように声をかけるが、残念ながら父親には聞こえていなかった。すがるようにジェイドを見上げると、彼は頷いてから口を開いた。

「ご令嬢も、ありのままがいいと言われております」

「そうかラピス、そこにいるんだね？」

『ええ、お父様。私はここに』

　父親が伸ばした手に、ラピスは触れようと手を伸ばす。しかし青白い自分の手は父親の手をすり抜けてしまい、掴むことができなかった。

　悲しげに顔を曇らせたラピスに何か思うところがあったのか、ジェイドが騎士服の下からあの黒い革手袋を取り出して差し出すと、手にはめるように促す。

「聖せい言ごんが縫い付けられた特殊な手袋です。これを装着すれば触れるだけなら可能かと」

「すまない、ありがとう」

　ジェイドの手袋は、父親には少しだけ大きかったようだ。指先まで指が届いていない手を、なんとも言えない顔でもう一度差し出す。親子の指先が、今度は確かに触れた。

「おお……わずかにだが、何かに触られている感じが！　ラピスなのかい？」

『もう、私に決まっているじゃない……お父様、ご心配をおかけしてごめんなさい』

　ラピスがぎゅっと力を込めると、父親も握り返してくる。しばらくそうして手を握っていた親子だったが、すっかり牙を潜めた父親が改めてジェイドに向き直った。

「数々の無礼を働き、まことに申し訳なかった。ジェイド君、アゲート君……どうか、娘を助けてほしい。この通りだ」

　深く頭を下げた父親の姿に、ラピスは潤んできた目を拭う。霊体でも涙がわかるのは不思議だったが、ぽろりとこぼれた涙の一粒は、キラキラと輝きながら消えていった。

「わかりました、全力を尽くさせていただきます」

「報酬はいくらでも払う」

「私が私的にすることですから今はその話はやめましょう。早速ですが、まず手始めに、この状態をなんとかしましょうか」

「すぐにできるのか？　必要なものはなんでも用意する、遠慮なく言ってくれ」

「そうですね。少し庭に出て、ご令嬢の精神を安定させたいと思います。安全は保障いたしますので、少しばかりご令嬢と庭の散策をしてもよろしいでしょうか？」

　ジェイドが告げた意外な提案に、ラピスも父親もきょとんとした表情になる。ラピスは魔法的な儀式などを想像していたため、肩透かしを食らったようにがくりと身体を傾けた。

「たったそれだけでいいのか？」

「ええ。霊体は感情や魔力の影響を受けやすく、波があれば身体に戻れない恐れがあります。今日は良い天気です……ご令嬢は霊体の状態であれば目が見えると言われておられますので、いい気晴らしにもなるかと」

「そうか、その状態であれば見えるのだな……わかった、許可しよう。ヘルガ、庭まで案内をしてやってくれ。ラピスの身体は私が見ておく」

「は、はい、旦那様」

　ヘルガがちらりとジェイドを見上げる。不安そうな表情のヘルガに気づいたのだろう。まるで別人のように優しく微笑みかけた。するとヘルガの頬が一気に赤く染まり、あたふたとし始める。端正な顔をしたジェイドに微笑みかけられれば、誰だってそうなる。何故かそれが面白くなかったラピスは、腕を組んで引っ張った。

『庭はこっちよ』

「そうか、君も案内できるのだったな」

『自分の家ですもの、隅から隅まで知ってるわ』

「アゲート、後は頼む」

「了解です、隊長……ごゆっくり」

　ジェイドが恭しく一礼をして、ラピスに引っ張られながら客間を辞す。その後をヘルガが追いかけるという不自然な構図に、アゲートが手を振って見送った。

「さて、僕はもう少し詳しい話をお聞きしたいのですが、卿はそれでよろしいですか？」

「わかった、これまでのことをすべて話そう」

　ラピスの身体に膝掛けを被せたミルフォード卿が、分厚い手帳を広げて待ち構えていたアゲートに向き合った。




　久しぶりに昼間に見た庭は、驚くほどに手入れされていた。ラピスはむせ返るほど咲き誇るアカシャの花の間を飛び回り、下で見ているジェイドに手招きする。

『こっちに私の花壇があるの』

「ラピス。私は飛べないから少し下りてきてくれ」

　そう言ってジェイドが手を伸ばしてきたので、ラピスはアカシャの木の陰にわざと隠れる。

　ジェイドは庭に出てからこちら、ラピスを眩しそうに眺めるばかりだ。気晴らしと言っていたので好きにさせてくれているのだろうけれど、彼の低い声には不思議と抗えないものがある。

　顔だけ覗かせてなかなか下りてこないラピスに、彼が左手から伸びている縁えにしの紐をつんつんと引っ張り合図を送ってきた。

『もう、この紐ってこういう使い方をするものなの？　私には触れないし、霊体になった途端にまた出てくるし、きちんと説明してちょうだい』

　拗ねたように唇を尖らせたラピスは、渋々ながら木から離れた。

「我々魔法騎士は、縁えにしと呼んでいる。恨みつらみや嫉妬に愛情、そういった深い感情を抱いた死霊が、その相手の魂を自分に繋ぐ時に現れる魔力の糸だ」

『それって、生身の人は使えないの？』

「……ああ。だからこれは、君が私を繋いでいるのだと、そう思っているが、それにしては君が触れないのは不思議だな」

『恨みつらみや愛情……私、貴方のことをずっと探していたから、だからかな』

　ラピスはジェイドの前まで下りてくると、微笑を潜めた彼の眉間に指を伸ばす。そこには深い皺が刻まれており、見ていてなんだか痛そうだ、と思った。

　ふと、二人の視線が合う。そのままジェイドに目をまじまじと覗き込まれ、ラピスは目を逸らすこともできずに固まってしまった。

『な、何？』

「いや……瞳の色は昔と変わらず青いのだなと思って。それに曇っていない」

『そうなの？　この状態で鏡を見たことなかったからわからなかったわ』

「昔見た時と同じように澄んだ青だ。どうやら君にかかった呪いは魂を蝕んでいないということらしいな」

『あ！　だからこの状態だと普通に見えるのね』

　なるほど、と感心するラピスに、ジェイドが微笑む。そして頬に添えられた手がゆっくりと上下した。その優しい手つきが思いのほか気持ちよく、ラピスは無意識のうちにすり寄る。穏やかな時間が流れていく中、ラピスは気になっていたことをぽつりと呟いた。

『あの、もしかしてだけれど、私の呪いって貴方のあれをもらってしまったということなの？』

　ラピスは純粋な疑問として聞いてみたつもりだったのに、ジェイドがはっとしたような表情になり、すぐに顔を逸らす。頬を撫でていた彼の手が離れてしまいそうな気配に、ラピスはその手を握りしめた。

　別に彼のせいと言うつもりはなかった。むしろあの時、触れないように言われていたのに、無理矢理触れたのはラピスの方だ。

「多分……そうなのだろうと思う。君をこんな目に遭わせてしまい申し訳ない」

『違うの！　謝ってもらおうとか、そんなつもりじゃないの。元はと言えば勝手に触った私が悪いのよ。貴方のせいじゃないわ』

「あの黒い模様は、氷の死霊の『断末魔の呪い』だった。様々な恨みつらみが混じり合った死の呪いだ。それを君に肩代わりさせてしまった責任はとる。どんなことをしても、必ず君のことを助ける」

　険しい表情のジェイドが顔を上げ、ラピスに握られた手を剥がして地面に片膝をつく。そして断罪を待つ者のように首こうべを垂れた。

『あ、あの、ジェイド様』

「ジェイドでいい」

　ジェイドと同じようにしゃがみ込んだラピスは、彼の頬に手を当てて顔を上げさせる。

『ジェイド、あのね……あの時の黒い模様は、本当に貴方を死に至らしめるようなものだったの？』

「ああ、未熟だった私がへまをしたせいで受けてしまった、強い殺意の呪いだ」

『それに比べたら多少目が見えなくなるほうがましだと思うの。貴方は死なずにすんで、私の目も、これから貴方が何とかしてくれるのでしょう？』

「勿論だとも！　私の全身全霊をかけて君の呪いを解いてみせるさ」

『くれぐれも、自分を犠牲にしたりしないで』

「そ、れは」

　言い淀むジェイドに、ラピスはぴんとくるものがあった。きっと、この生真面目そうな魔法騎士は、ラピスの呪いをもう一度自分に移すことを考えていたのだ。ラピスが自分で思う限りの怖い顔をして睨んだところ、気まずそうに目を泳がせる。

（元はと言えば自分が受けた呪いだ、とか言いそう）

　また目が見えるようになるのは大歓迎だけれど、誰かを犠牲にすることはラピスの本意ではない。それをわかってほしくて、ラピスはある提案を持ちかけた。

『決めた、私も貴方と一緒に呪いを解く方法を探すわ』

「君が!?」

『そう、私が、よ。ねえ、もしこの呪いがあの黒い模様の呪いだとして、どうして私に移ってきたの？』

「それは、君に触れたからだと思っている」

『でもあの時、黒い模様が青白く光って消えていったのを貴方も見たじゃない』

「呪いには核がある。その核が……」

『何、大事なところで止めないで』

　ラピスは、口をつぐんでしまったジェイドの端正な顔を両手で挟んでじっと見た。

『言って』

「しかしだな」

『出し惜しみ反対。呪いを共有した仲間として私にも聞く権利があります』

「呪いを共有……君は面白いな。そうか、私たちは仲間だったのか」

　あっけにとられたようなジェイドに、ラピスは『そうよ！』と胸を張って答える。ラピスは彼のように死霊に対する知識はないけれど、自分の目に関しては様々なことを試みてきた。その中に、もしかしたら正解が潜んでいたかもしれない。彼と一緒に、ラピスも自分ができることはなんでもやりたかった。

『ジェイド、呪いの核がなんなの？』

　ラピスの執念に観念したのか、ジェイドが溜息をつく。それからラピスの手を引くと、その腕の中に閉じ込めるようにして抱きしめた。

『また、貴方はそうやって』

「この間のように逃げられても困るからな。今度は逃げないできちんと聞いてくれ」

『あれは逃げたわけじゃないわ』

「キス」

『そうキス……って、え？』

「君とのキスだよ」

『やだ、ジェイド、何』

　ジェイドが真剣な表情をして、ラピスの後頭部に手を回す。そしてラピスの額にかかったほつれ毛を摘んで耳にかけると、その指先で耳の後ろをくすぐってきた。

「推測でしかないが、あの時君としたキスで、呪いの核が君に移ってしまったんだ」

『の、呪いを、浄化できていなかったということ？』

「途中までは綺麗に浄化されていたから、多分君には浄化魔法の適性があるのだろう。夢の中ではなんでも叶うと信じていたからこその奇跡だったのかもしれない。だが、呪いの核を浄化するまでには至らなかった」

　ジェイドの指先が首筋に降りてきて、くすぐったさからラピスは身をよじる。彼は事あるごとに抱きしめたり思わせぶりに触れてきたりするので、生身であれば身が持たなかったかも、とラピスは思った。

　しかしジェイドの体温はとても心地よく、彼からわずかに流れてくる魔力には惹かれるものがある。結局大人しくその腕に収まったラピスはされるがままになっていた。

『キスが原因ってことは、やっぱり私のせいだわ。だ、だって貴方に断りなく、私が勝手にしたんだもの』

「キスは古来より呪いに対して有効な手段と言われている。君のご両親は、君が眠る前にキスでおまじないをしていたのではないか？」

『ええ、悪い夢を見ないように、夢魔に連れて行かれないようにって』

　ジェイドの指先がラピスの顎をくすぐり始め、あろうことかその形の良い唇が頬に触れた。

『ジェイド！』

「今の私は昔と違い、様々な呪いを解く方法を知っている。試してみる価値はあると思うぞ」

　何故か穴が空くくらい熱心に唇を見てくるので、気になったラピスは自分の唇をぺろりと舐める。するとジェイドは獲物を捕らえた魔物のように瞳孔を収縮させ、口の端を上げて悠然とした笑みを浮かべた。

『もう、揶揄わないで！　今は私だって、キスの意味を知っているもの』

　ラピスは口の中でもごもごと呟いた。大人になった今、キスは子供のように無邪気にできる行為ではない。それがたとえ呪いを解く方法なのだとしても、キスをしてはい終わり、ではラピスも複雑な気持ちになる。ジェイドが責任感から提案してくれていることがわかっているので、余計に心が痛い。

「そういえばまだ言っていなかったか」

　ラピスの気持ちを知ってか知らずか、ジェイドが囁くように名前を呼んだ。

「ラピス」

『な、なに？』

「君が私を探していたように、私もずっと君を探していたんだ」

『そうなの？』

　ジェイドの手が、ラピスの腰に添えられる。切なげに目を細めた彼に、ラピスはどきりとした。先ほどまでの、ラピスを揶揄うような雰囲気はない。

「暇を見つけてはグイヤーニの森に行っていたから、今ではあの森のことは誰よりも知っているぞ」

『ジェイド』

「ようやく逢えた……ラピス、君が精霊ではなく人でよかった」

『どうして、どうしてそんなに、私のことを』

　切れ長の目が、その不思議な色合いの瞳が、ラピスの心拍数を上げる。羞恥と、それから少しのときめきにより、ラピスは誘われるようにジェイドに身を寄せた。

「キスをしてもいいか？」

『な、何故？』

　ジェイドはラピスの質問には答えず、真剣な顔で見つめてきた。ドギマギしたラピスは返事に詰まる。

「私が必ず、君の呪いを解く」

　ジェイドの顔が近づいてきて、ラピスはぎゅっと目を瞑った。しかし、いつまでたっても何も起こらないのでそろそろと目を開けたところ──

「すまない」

　ジェイド不思議な赤い星の瞳が目前に迫っており、驚いたラピスはもう一度目を瞑る。そして、短い謝罪の言葉と共に、ラピスの柔らかな唇が塞がれた。

　熱い、とラピスは思った。

　ラピスが思い描いていた本物のキスとは、もっとふわふわして、甘くて、幸せの塊のようなもののはずだった。そう、ここ最近、毎晩夢で見ていたキスのように。しかしこれは、昔読んだ恋愛小説とはまったく違うキスだ。

　少しカサついたジェイドの唇が、ラピスの唇を何度も何度も優しく食む。まるで、許しを請うように。それもそのはず、彼はキスをする前に、呪いを解くと前置きをしていたではないか。

（これが……呪いを解くキス？）

　嫌かと言われたら、そうではない。ラピスの頭の中は混乱する。優しくて、切なくて、泣きたくなるようなキス。ジェイドにキスをされているという最初の衝撃が過ぎ去り、ラピスは身体が痺れるような感覚に見舞われた。

（勘違いしちゃ駄目。これは、呪いを解くためなんだから）

　息苦しさを覚えたラピスは、ジェイドが軽く唇を離した隙に、懸命になって息を吸い込む。

『んっ！』

「ラピス、鼻で息を吸って」

　ジェイドが舌先でラピスの唇の間を舐める。初めて感じる温かなそれは、とんとんとつついてきたり、唇をこじ開けようとしたりと忙しなく動く。言われたように鼻で息をしようとしても、ラピスは思うようにできず、口を開けてしまった。彼はその隙を逃さず、濡れた舌をラピスの唇の中に滑り込ませてくる。

『ん、んんっ』

　ついに侵入してきたジェイドの舌が、ラピスの舌を追いかけ回す。抵抗しようにも気持ちよく、気づけば彼を押し返すどころか、そのたくましい胸にしがみついていた。そしてラピスは、もっとしてほしいと強ね請だるように甘い声を上げてしまった。

「んん」

「どうした？」

『ふうっ、ん、はっ、ん』

「ラピス……私のキスに応えてくれるのか？」

『ジェイ、ド、少し、待って』

　ジェイドの舌に翻弄されたラピスが、キスを止めようとして目を開く。しかし至近距離にとろんとした目つきの彼の顔があり、ラピスはその色気に全身が熱くなるのを感じた。

「ラピス、まだだ」

　何がまだだというのか。まだ呪いを解くには至っていないのだろうか。キスに翻弄されたラピスの思考が蕩けていく。力が抜けてしまったラピスの身体を抱え直し、ジェイドが、もう一度唇を塞いできた。

「君の唇は甘いのだな。いや、甘いのは君の魂か？」

　魂が甘いのかどうか、それはラピスにキスをしているジェイドにしかわからないことだ。しかしそう言われると、ラピスも確かに、彼とのキスに甘さを感じていた。

　ラピスの口内を蹂躙するかのごとく自由に動くジェイドの舌は、特に甘く感じられる。すっかり翻弄されてしまったラピスは、彼の唇から流れ込んでくる甘露を夢中になって飲み干した。蕩けるように甘く感じられるキスが、ラピスを大胆にさせていく。

『貴方も』

「ん？」

『甘くて美味しい』

「私が甘い？」

『そう、もっとちょうだい、ね？』

　ラピスのまとまらない頭の中を占めているのは、ジェイドがもたらしてくれるキスのことばかりだ。唇を離してしまった彼にふわりと微笑んだラピスは、その大きな左手を取って頬ずりをする。環指に絡まる縁えにしの赤い紐が煌々と輝いていて、ラピスはなんだか嬉しくなった。

「ラピス、どうした？」

『ふふふ、貴方のキスってすごく甘いのね』

「甘い？」

『とっても甘くて、美味しい』

「まさか、君は私の魔力に酔っているのか？」

　様子がおかしなことに気づいたジェイドが、ラピスの目を覗き込んでくる。

『わからない。でも蕩けるように甘くて、頭がふわふわするの。ああ、ジェイドの瞳って赤い星が輝いているみたいで綺麗ね』

「そう言ってくれるのは君だけだ」

『そうなの？　私は素敵だと思うわ』

「仲間には精霊に愛されし証だと言われているが……普通は気味悪がるものだぞ」

　そう自嘲気味に呟いたジェイドがとても寂しそうで、ラピスは少し浮き上がると、彼の頭をぎゅっと抱きしめた。その髪からいい香りがしたので、胸いっぱいに吸い込んでみる。

『森の香りがする』

「森の香り？　霊体だというのに、君には嗅覚もあるんだな」

『ええ。深い森の中のような、とても落ち着く香り。私は好きよ』

「そうか……なら、ずっと好きでいてくれないか」

『ずっと？』

「できればの話さ。すまない、忘れてくれ」

　ジェイドは何かを考え込むように縁えにしの赤い紐を見つめると、それを掴んでラピスの左手首にぐるぐると巻き始めた。まるで赤い腕環をしているようにも見え、ラピスは嬉しくなって彼の周りをくるくると回る。

『不思議ね、私の姿は貴方だけにしか見えない。声も貴方にだけしか聞こえない。それがこの赤い紐で繋がっているからだとしたら、とても素敵なことだと思うの』

「ラピス、やはり君の症状は魔力酔いだ。先ほどのキスで、私の魔力をたんまり吸ったな？」

『だって甘くて美味しかったんだもの。もっとキスしてくれるの？』

　あふれんばかりの笑顔を浮かべ、ジェイドの胸目がけて急降下したラピスは、その勢いのまま抱きついた。普段は絶対にしないようなことも、今ならなんでもできそうな気さえしてくる。

　声を上げて笑うラピスに、彼は言葉では「やめるんだ」と諌めながらも、壊れものでも扱うように抱きしめ返してくれた。

　ラピスは甘えて頬をすり寄せながら、心が満たされるような充足感に包まれる。それと同時に、自分の姿が急速にぼやけていくのを感じ取った。

『あ……もう時間切れ？』

「身体に戻れそうなんだな？」

『多分、そう……向こうに引っ張られるような感覚が』

　ラピスが指差した先には客間がある。ジェイドはラピスを抱え上げると、客間の方へ戻り始めた。その間にも、はっきりとしていた自分の輪郭が、白くぼやけてあやふやになっていく。

『自分のことなのに、なにもわからなくてごめんなさい』

「大丈夫だ。呪いを解く方法も、今から二人で探していくのだろう？」

『いいの？』

「勿論だ。私も君と一緒に、より良い解決法を見つけたい」

『嬉しい！』

　まだ酔いが残っているラピスは、それでも伸び上がるとジェイドの唇に自分からキスをした。唇の表面を少しだけ舐めると、またあの甘い味がして身体が熱くなる。

「君は酔うと甘えたがりになるのだな」

　とても優しく低いジェイドの声が響き、ラピスはうっとりとして目を瞑る。

（だって、私はいつも独りぼっちだったから）

　現実では部屋に篭もりきり。夢を渡っている時──実際には、霊体になって身体を抜け出している時も、ラピスを見つけてくれる人はいなかった。夢の中の同じ年頃の貴族の子女たちは、親しい人と手紙のやり取りをしたり、友人たちとお茶会を開いたり、社交に勤しんでいたのに。ラピスはその様子をただ見ているしかなかったのだ。そう、ラピスとは違い、彼女たちは眩しいくらいに輝いていた。

　だからラピスにとって、魔法騎士の少年はずっと特別な存在だったのだ。唯一、自分を見つけてくれた人。もう一度出逢えたらと、探していた──

『……ジェイド』

　もうほとんど白いもやのような状態になってしまったラピスは、これだけは伝えようと懸命に言葉を紡ぐ。

『私、昔も今も、貴方に逢えてとても嬉しいわ。今度、貴方をお茶会に誘ってもいい？』

「喜んで。しかし、長らく魔法騎士をやっていたから面白い話などできそうにもないが」

『構わないわ。貴方のことを、もっと教えて……』

「ああ、私も君の話を聞きたい」

　その会話を最後にラピスの意識は暗転した。




　目が覚めると、ラピスは寝室に戻されていた。ずっとついていてくれていたのであろうヘルガが、ラピスが起きた気配に気づいて近寄ってくる。

「なんだかまだふわふわしてる」

「お嬢様、お加減は？　身体はきちんと動きますか？」

「大丈夫よ、ヘルガ。貴女には黙っていたのだけれど、これまでも結構頻繁にあったことだから」

　それでも手を握ったり開いたりと、身体の状態を確認したラピスは、部屋に灯された魔法灯の橙だいだい色の光に目を細める。久しぶりに直接目に入ってきた光は、一瞬目がくらむほど眩しかった。

「随分強い灯なのね」

「あの魔法騎士様が新しく取りつけてくださったのです。なんでも宮殿に施された結界魔法と同じ効果があるとか……お嬢様、お見えになられているのですか？」

　ラピスの目は、不思議と灯りの色を捉えていた。今朝見た時よりも、部屋の中の物の色が濃く見えるような気がする。側で様子をうかがっているヘルガの姿も人の形をしていると認識できた。

「すごいわ。貴女の形がわかる」

「まあ、なんと……あんなに苦労してたくさん治療を受けられても変わらなかったものが……あの魔法騎士様はこうも簡単に」

「ジェイド、魔法騎士様たちはどこに」

「お嬢様の魂が身体にお戻りになったことを確認されてからお帰りに。私はお嬢様がお目覚めしたことを旦那様に伝えて参ります」

　ラピスが起き上がると、水が注がれたグラスを手渡される。部屋の扉が閉まる音が聞こえ、しばらく記憶をたどっていたラピスは唇に指を伸ばした。

「キスって、甘かったのね」

　霊体の状態でのキスなので、実際にはどうか知らない。しかしラピスはジェイドの甘い唇がもっとほしくなり、不埒にも自分から強ね請だってしまった。喉の渇きを覚えて水を飲み干したラピスは、空になったグラスに口を当てて、心の中で盛大に叫ぶ。

（ど、どうしよう、キス、してしまった！）

　最初はぎこちなかったのに、ジェイドが与えてくれるキスの甘さに、ラピスは積極的に応えてしまった。夢に見た時よりも鮮烈で、温かいを通り越して熱いくらいのキスの記憶が、次々と流れ込んでくる。心臓がばくばくと激しく鳴り、どうしていいのかわからず脚をばたばたと動かした。あんなに優しい声で名前を呼ばれたら、どんな令嬢だって絆ほだされてしまうではないか。

（いいえ、駄目。勘違いしては駄目）

　ラピスは平静を取り戻そうと深く息を吸い込む。ジェイドは、呪いを移してしまったというラピスに対する罪悪感から、協力してくれているだけなのだろう。「すまない」と言った時の、彼の切なげな顔が頭から離れてくれない。

（ジェイドは私の呪いを解くために試してくれただけだもの……きっと、他の意味なんてないわ）

　ジェイドの優しい声も、熱いキスも、それはラピスが世間を知らないから、勘違いしそうになっているだけだ。どこにも発散しようのない感情を持て余したラピスは、父親が様子を見にくるまで寝台の上で身悶えていた。




　◇◇◇




　シルリアン宮殿に隣接する公立魔法資料館の一室で、ジェイドは解呪についての文献を読み漁っていた。

　禁書と呼ばれる部類のものは、閲覧するには資格が必要で、さらには外部に持ち出すことができない。様々な呪いとその解呪の方法について記されているため、取り扱いを間違えれば危険な書となるからだ。ジェイドが今読んでいるのは『移い送そう』といわれる項目だった。

（呪いが本来の対象から他に移ることは昔から確認されていたのか）

　移送とは、呪いを元の対象から別の対象へ移動させることをいう。とはいえ、呪いによる穢れが感う染つるのではなく、ジェイドとラピスのように呪いの核そのものが移る事象は珍しいようだ。ジェイドが予想していた通り、呪いの核は、身体が直接触れることにより移ることが確認されている。そのほとんどが、性的な接触であることを知ったジェイドは、なんとも言えない顔になった。

（粘膜により結合した場所に魔力を流し、核を送り込む……常軌を逸した方法だな）

　古くは、娼館の女たちにわざと呪いをかけ、対象に知られないように交合の際に移していたのだという。暗殺などに使われる手法だが成功率は低く、現在ではその非効率的な手段は廃れてしまった。

（私とラピスの間で、偶然にもそれが成されてしまったというわけか）

　運良く、氷の死霊の強力な断末魔の呪いは、ラピスの純粋な願いによってほとんど浄化されていた。彼女の目に残ってしまった呪いを解けば、視力の問題については解決しそうなものだが。

　ラピスの目の奥にある核は、長い期間をそこに留まり続けたせいか、そう簡単には移せそうにない。最初は、魔法により強制的にもう一度自分の身体に呪いを移送させようと考えていたジェイドだが、それより有効な『キス』という方法を知ってしまい苦悩した。

　何故なのか理由はわからないが、古来よりキスは呪いを解く効果があることが知られている。禁書にも、『真実の愛による口付け』や『聖なる接吻』と記されていた。ラピスの場合も、キスの際に浄化の魔力を流し込めばいいので、さほど負担にもならない解呪法だ。

（だが私は、十年間も彼女を苦しめている原因だぞ？　嫌悪こそあれ、いい感情など持てるはずがないではないか）

　今のラピスは『夢の中の少年』である自分と再会できたという驚きでいっぱいなだけでは、とジェイドは思った。時間が経てば、彼女も冷静になってくるだろう。その時、ジェイドのキスによる解呪を受け入れてくれる保証などなにもない。

（解呪なら、他の魔法騎士にも可能だろう……）

　しかし、自分ではない他の誰かがラピスの無垢な唇に触れることを考えただけで、ジェイドの心がドス黒く染まっていく。

（それは駄目だ、絶対に）

　ジェイドとしては、その役目は自分でありたいと願うばかりだ。一度だけではなく、むしろ何度でも何時間でも、ラピスの瑞々しい唇をついばめる自信はある。問題は、それが治療の域を超えそうなことだった。

　昨日ラピスはさしたる抵抗もなくジェイドのキスを受け入れ、言われるがまま素直に従った。少しでも嫌がればやめられる自信があったはずのジェイドから、軽く理性を奪うくらい夢中になってしまった。彼女とのキスは、それは甘美なもので、うっかり執拗に深くしすぎたくらいだ。

　それでも、魔法で強制的に呪いを自分に移そうと考えていたジェイドは、キスに乗せてなんとかラピスに浄化の魔力を流し込み、霊体の彼女がどのような反応をするのか試した結果。

（まさかあれほど酔うとは……）

　いたずらっぽい顔で無邪気に笑うラピスはとても可愛らしく、また艶のある眼差しで無意識に誘っていた。「もっとちょうだい」と、魔力を強ね請だる彼女の誘惑に負けなかった自分を褒めたいくらいだ。確実にあの時ジェイドは、あの庭で真っ昼間からいかがわしいことをする寸前まで追い込まれてしまっていた。それを引き留めたのは、彼女に対する真摯な思いである。

　呪いを解き、彼女の体質を改善させること。

　それが今のジェイドの最優先事項であり、十年という時を奪ってしまった償いであり、魔法騎士としての矜持だったはずが。

　ジェイドはもう一度文献に目を向ける。何度読んでも、そこに記してある文字は変わらない。

（こんなことを、彼女が受け入れられるはずがないではないか）

　文献には、キスによる解呪の方法ともう一つ、『楔くさび』を打ち込むことにより解呪する方法が示されていた。そしてその方法は、魂を肉体に定着させることにも有効だと記されている。ジェイドは額に手を当てて目を瞑ると深い溜息をついた。

「楔くさびだと？　簡単に言ってくれる」

　呪術的な『楔くさび』とは、身体を交えることにより魔力を送り込み、『生せい』の力を使って魂を肉体に縛りつけることだ。ようは、交合して魔力と精を対象の胎内に放出するのである。古くから使われてきたいささか原始的な方法だが、これは相手が受け入れてくれないとただの犯罪になってしまう危険もある。

　ジェイドは極力ラピスに負担をかけたくないと考えている。しかし、楔を打つなど負担の最たるものだと項垂れた。




　閲覧を終えたジェイドが魔法資料館を出たのは、陽が傾き始めた時刻だった。アゲートには三刻ほどで戻ると言って昼過ぎから篭もっていたが、集中しすぎて時間が経つのも忘れていた。

　団本部へ急ぐジェイドは、近道をするために宮殿の西口から入り奥の庭を突っ切る。途中、ラピスと再会を果たしたあの場所を通ることになり、夜空を背景にふわふわと浮かんでいた彼女の姿を思い出したジェイドの足が自然と止まった。ちょうどその場所に、誰かがいる。

「おや、クレスウェル隊長ではありませんか」

「貴方はモリオン卿。こんなところでどうなされましたか？」

　細面で背の高いモリオン卿が、被っていた帽子を軽く上げて挨拶をしてくる。ジェイドは敬礼をしながら、珍しいことがあるものだと思った。

　死霊について研究している魔法師のモリオン卿は、死霊担当班の魔法騎士たちと面識がある。ジェイドもその一人だが、彼は研究のことになると人が変わる、いわゆる奇才と呼ばれる魔法師だ。寝食を忘れて死霊の研究に励む彼に研究室以外の場所で会うのは、ジェイドが覚えている限りかなり久しぶりだった。

「たまには身体を動かさないと病気になってしまうと助手たちに怒られまして」

「助手たちの気持ちもわかりますが、陽が暮れてしまうと足元が危ないですよ」

「散歩をしながら今度の学会のことを考えていたのです。時間はいくらあっても足りませんからね」

「そうですか、あまり無理をなさらずに」

「はい、ありがとうございます」

　ジェイドは、まるで本人が死霊であるかのように顔色の悪いモリオン卿とすれ違う。異国情緒あふれる嗅ぎ慣れない香の匂いが漂ってきて、妙に気になった。

「ああそうだ。クレスウェル隊長は、この間の夜会の時に何か不思議なものが侵入してきたのをご存知ですか？」

　ジェイドの背後から質問が投げかけられる。内心で舌打ちをしながらも、振り返ったジェイドはいつもの真面目な顔で淀みなく答えた。

「噂になってしまいましたか。心配はありません。部下からは精霊ではないかと報告を受けましたが、精霊はその姿を見せてはくれなかったそうです」

「ほう、精霊ですか！　見つけたのがクレスウェル隊長であれば姿を見せてくれていたかもしれませんね」

「残念ながら、私も精霊を見たのはたった一回だけですよ」

　モリオン卿には、グイヤーニの森で出逢った守護精霊の話をしたことがある。しかし、ジェイドはラピスのことをアゲート以外には口外していない。そのアゲートも口は堅く、他に漏らすことはないと断言できた。

（モリオン卿はどこで知った？）

　誰もいない空間に向かって何かを喋るジェイドの姿を、誰かが見ていたのだろうか。一般開放されていない奥の庭といえども、巡回中の近衛騎士や宮殿で働く者たちが通ることがあるのだ。

（しまったな……興味を持たれると厄介だ）

　死霊や魂の研究をしているモリオン卿がラピスのことを知ったら、珍しい研究材料が見つかったと歓喜して押しかけるに違いない。ジェイドはどんなことがあっても彼女を護りたいので、宮殿の魔法師たちの協力は仰がないつもりでいた。下手をすると人体実験でもしそうな彼らに、悟られてはならない。

（ラピスを実験などに巻き込ませてなるものか）

　研究のことになると周りが見えなくなるので、モリオン卿には絶対に黙秘を貫こうと思い、ジェイドは小さく肩を竦めた。

「さすがの『死霊狩り』の隊長も、精霊にはそうそう会えるものではないようですね」

「精霊は穢れを嫌いますからね。私のように全身穢れ塗れの者に、わざわざ会おうとする精霊はいないと思いますよ」

　興味を失ったのか、モリオン卿はそこで会話を終了し、ふらふらと立ち去っていった。その後ろ姿を見ながら、ジェイドは今後のことについて素早く頭を巡らせる。

（私が頻繁にラピスに逢いにいくのは考えものだな）

　ジェイドは、ラピスの呪いを解いて魂を安定させるまで、自分のところに住まわせたらどうかと思い立つ。割り当てられた魔法騎士の宿舎ではなく、首都中央地区南部にあるクレスウェルの邸宅の方だ。無駄に部屋がたくさんあるので、一人くらい滞在させたところで何の問題もない。

　唯一懸念があるとすれば目の状態だ。ラピス曰く、少しだけ見えるようになったということだ。昨日のキスの際の魔力がうまく作用したのかもしれないが、完全に視力を取り戻すまでには時間がかかるだろう。

（あの侍女も一緒に連れてくるとして、他に不都合はないだろうか）

　一人で考えていても仕方がなく、また父親であるミルフォード卿の許可も必要になってくる。ある程度準備を整えてから切り出した方がいいのかもしれない。

　ぐずぐずしていたせいですっかり陽が落ちてしまったようだ。回廊に魔法灯が灯ともり、帰宅する官吏たちとすれ違う。彼らは一様に、ジェイドの姿を見ると視線を逸らして俯いた。死霊と相対する魔法騎士たちは、こうやってあからさまに避けられることがある。もう慣れているのでなんとも思わないが、彼らは死霊を時に屠ほふり、時に浄化する騎士たちを穢れた存在であると考えている。先ほどモリオン卿がジェイドを『死霊狩り』と呼んでいたのも、決して賛辞ではないのだ。

　ジェイドは空を見上げ、そして小走りになるとなるべく人を避けて先を急いだ。








第三章　『生ける屍』との邂逅









　ジェイドから連絡が来て三日。明日、彼が家に訪ねてくる。

　ラピスの呪いについて具体的な解決方法を集めてくれたらしく、父親は上機嫌だ。ジェイドが最初に来た日に外出していた母親は、端正な顔立ちの魔法騎士がやってくると聞いて喜んでいた。聞けば、彼の生家のクレスウェル家はミルフォード家と同じくらい古い名家であるという。どうやら母親は、あわよくば彼を娘のお相手にと思っているようだ。

（もう、そんなんじゃないのに）

　そう思いながらも、ラピスもジェイドが来てくれると聞いて嬉しさが込み上げてくる。天気がよければ、四阿あずまやでお茶をしてくれるだろうか。呪いをなんとかすることが第一なので無理強いはできないけれど、彼はラピスの話を聞きたいと言ってくれた。そこに少しだけ甘えてしまっても、きっと彼は快く受けてくれるだろう。

　その夜、興奮してしまったのかラピスはなかなか寝つけなかった。ジェイドがどんなお茶が好きなのか、甘いものは大丈夫なのかと考えていたら、深夜になってしまっていたようだ。今宵は月のない夜なので、いつもより夜空が暗い。それがわかるくらいに急激に回復してきた視力に、ラピスの期待は膨らむばかりだ。

（それにしても、星の煌めきまでわかるようになるなんて……）

　さすがにそれには違和感を覚えたラピスは、自分が知らない建物の前でふわふわと浮いていることに気づいた。どうやら再び霊体になり、いつの間にか外に出ていたらしい。はっきりとした視界は、どこかの街の大きめの建物を捉えていた。

（やだ、また抜け出しちゃったのね……ここはどこ？）

　二階の一室から紐で引っ張られているような感覚があり、ラピスは疑問に思って抵抗することなく近寄った。窓は帳とばりが降ろされ、中からは誰かの低い声が聞こえてくる。それは二人で言い争っているようにも聞こえ、気になったラピスは橙色の光が漏れ出ている隙間から中を凝視する。窓の四隅からは煙のようなものが立ちのぼっていた。

（何この匂い、焦げ臭い）

　施されていたのであろう結界魔法は無効化されているのか、真夜中だというのにドタドタと走り回る音、何かを呼ぶ声、かすかな金属音までが聞こえてくる。しかし帳が邪魔で中がよく見えない。

　この部屋で何かが起こっている、とても良くない感じのことが。

　早くこの場を離れた方がいい状況だと、荒事に疎いラピスでもわかった。この焦げ臭い煙が火事だとしたら、どれくらい火が回っているのか。他の部屋に人がいるのであれば、起こさないと炎にまかれてしまうかもしれない。

　ラピスは深呼吸をしてから気持ちを落ち着かせようとするも、胸の前で握りしめた手は微かに震えていた。どうしてもここを離れることができず、戸惑いながらもこの建物に何か心当たりがないかあたりを見回す。

（同じような窓ばかり……ここは宿？）

　建物の裏側なのか看板はない。しかし一階は食堂を経営しているようで、外のごみ置き場には大量の生ごみやお酒の空瓶が置いてあり、動物避けが施してある。建物に面した路地の魔法灯はまばらであった。

　その間にも煙はどんどんとあふれてくる。命の危険すら感じる状況で、ぐずぐずしていても仕方がない。

　そういえば自分が霊体だったことを思い出したラピスは、窓をすり抜けられるのではと考えた。そっと手を伸ばすと窓硝子の冷たい感触がしたが、ぐっと押すと手首から先がずっとめり込んだように消える。やはりすり抜けることが可能のようだ。ラピスは、ふぅーっと長い息を吐くと、意を決して窓をすり抜ける。

「ぐあぁぁぁっ！」

『きゃあっ！』

　断末魔の叫びのような声がして、驚いたラピスの声と重なった。呻き声とどすっという鈍い音と共に、何かが倒れるような音がする。

『やだ、何……嘘』

　ラピスは、たった今目の前で起こった惨事に身体を硬直させた。先ほどまであれだけ騒がしかったはずの部屋の中は、しんと静まりかえっている。床には紫色と橙色の魔晶石が転がっており、辺りを煌々と照らし出していた。

「愚かな男だ、最期まで私に手間をかけさせるとはな」

『ひっ!?』

　部屋の真ん中に男が倒れていた。その身体の下にはどろりとした赤黒い血だまりができている。

　もう一人、ラピスに背中を向けて立つ男は剣を持っていて、黒っぽい服も所々破れて血に塗れていた。狂気を孕んだような声で「お前の望みどおり殺してやったぞ」と物騒な言葉を吐く男に、ラピスは一気に血の気が引いた。火事かと思っていた焦げ臭い煙は、部屋の四隅に置かれた気味の悪い香炉から漂っているようだ。

　空中で尻餅をついた状態になったラピスは、剣を持つ男からジリジリと距離を取る。その立てた膝が小刻みに震えだした。

（逃げ、逃げなきゃ）

　こんな時だというのに、ラピスの身体はうまく動いてくれない。

　その間にも、倒れて絶命した男の側に剣の男がしゃがみ込む。手は赤く光っていて、何かの魔法を使っていることが見て取れた。さらに、ぶつぶつと抑揚のない声で呪文を唱えると、倒れた男の肌に赤く禍々しい文字がいくつも浮かび上がる。そしてその赤い文字は床にまで広がり、床に転がっている魔晶石が、まるでそれに呼応するように禍々しくその輝きを増した。

（これは、魔法陣？　何かの儀式なの？）

　剣の男はきっとラピスには気づいていないはずである。しかし魔法師や呪術師の中には、稀にラピスの気配を察知できる者がいるので油断はできなかった。

　見つかったら殺される、と恐怖に身を縮めたラピスは、浅い息を繰り返しながらそろそろと後退する。やがて呪文を唱え終えた剣の男は、荒い呼吸をつきながらふらりと身を起こした。

（お願い、気がつかないで！）

　ラピスは必死に祈った。

　剣の男が息を整える間、ラピスが部屋を後にするわずかの間。

　それはほんの数秒くらいだったに違いない。ふいに剣の男の視線が、ラピスがいる方を向いた。ラピスはひっと息を飲む。剣の男が獲物を見つけたかのようににたりと笑い、ゆっくりと首を傾げた。その顔は上半分を奇妙なお面で隠していて、血が飛び散った口元が魔物の口を連想させた。

（見つかってしまった！）

　剣の男は一層いやらしく笑うと、あまりの恐怖に声の出ないラピスの元にゆっくりと足を踏み出した。

「誰か覗いているなぁ……誰だ、誰がいる？」

　男が手に持った剣を振り回しながら、部屋を動き回る。目が合ったのは気のせいだったようだが、執拗に「誰だ」と繰り返しながら歩く姿はまともではない。

　絶体絶命の緊迫感の中、ラピスはぎゅっと口を引き結ぶと上へと浮き上がった。しかし身体が妙に重く、魔法陣の中心に引き寄せられるような感覚がますます酷くなっていく。

（逃げなきゃ、どこに、どこに）

　と、血だまりの中で倒れていた男が、なんの前触れもなく起き出した。頭は後ろに垂れ、両手はだらりと下がっている。大きく開いた口からは血と涎がだらだらと流れ落ち、濁った黄色い目がぐるんと上を向いた。

『ひっ！』

　そこに生気は感じられない。男は死んだまま動いているとしか言いようがなく、その様子を見ていた剣の男が狂ったように笑い出した。

「成功だ！　お前は死にながらにして身体を得たのだ！　さあ、こっちへこい、私がお前のご主人様だぞ？」

　死んだはずの男が、ふらふらと不自然に身体を揺らしながら足を一歩踏み出す。どちゃりという水分を含んだ足音が聞こえ、それを見ていたラピスと黄色く濁った目が合った。

「ぐがぁぁぁ、あぁぁあ、ぁぁぁ」

　不気味な叫び声に、ラピスは目を瞑って飛び上がると、渾身の力を振り絞って天井をすり抜ける。建物の上空に出た途端に、あの気持ち悪い引力が嘘のように消えた。

　星が煌めく夜空をあてもなく彷徨いながら飛んだラピスは、下を見て見覚えのある街並みが広がっていることに気づく。宮殿の見える位置からして、首都クリスターレンの北地区あたりだと見当がついた。

（どうしよう、見られたわ、あれと目が合ってしまった！）

　今までは、ある程度時間が経てば勝手に身体に戻っていた。しかし、身体から離れてからさほど時間も経っておらず、自分の力ではどうにもならない。うろうろしていたらあの死体の化け物に見つかってしまいそうだ。

　ラピスは気が動転してしまい、必死になって身を隠す場所を探して飛び回る。

（ジェイド）

　脳裏に浮かぶのは、あの精悍で逞しい魔法騎士の姿だ。左手を見ると、ぼんやりと縁えにしの赤い紐が見えた。環指と手首に巻きついている赤い紐を抑え、ラピスは必死に名前を呼ぶ。

（ジェイド、ジェイド……助けて、お願い！）

　闇雲に飛び続けたラピスは、唐突に何かにぶつかり、柔らかいものの上に倒れ込んだ。慌てて身体を起こそうとするも、その手を誰かにがっちりと掴まれてしまう。

（まさかあの死体!?）

　あの黄色く濁った生気のない目を思い出し、逃れようと身をよじったラピスは、掴まれた手を力の限りに引っ張る。

「お前は誰だ、何をしにきた！」

　しかし抵抗も虚しく、鋭い声がしてラピスはいきなり押し倒された。喉元に硬くて冷たいものが押し当てられ、手と脚を押さえつけられているのか身動きが取れない。

『やだ、放して！』

「……ラピス？」

『お願い放して、ジェイド、ジェイド、助けて、ジェイド！』

「しっかりするんだ、ラピス！　私だ、ジェイドだ。何故君がここに」

　聞き覚えのある声に、恐る恐る目を開けたラピスは、覆いかぶさるようにして短刀を突きつけている人物の姿をはっきりと見た。黒い髪は濡れているのか水滴が滴り落ち、赤い星が煌めく不思議な瞳は驚愕に揺れている。

『ジェイド？』

「すまない、ラピス。大丈夫か？」

　ラピスに馬乗りになっていた人物はジェイドであった。彼は短刀を放り投げると、慌ててラピスを引き起こす。

『ジェイド』

「なんだってここに」

『ジェイド……』

「どうしたんだ、ラピス。身体に戻れないのか？　何が起きた？　怪我はないか？」

　矢継ぎ早に質問をされて、ラピスはただただ頷いた。ジェイドは安心させようとして、胸に抱き込むようにラピスの身体に腕を回してくる。温かな体温に包まれたラピスは、急に怖くなって彼にすがりついた。

『助けて、剣を持った男が、血が』

「ミルフォード邸が襲撃されたのか!?」

　緊迫したジェイドの声に、ラピスはかぶりを振って否定する。しかし、うまく伝えられそうになく、キラキラと輝く涙がこぼれては弾けて消えていく。

『しら、知らないところに、いたの』

「霊体の状態で何かを見たんだな？」

　ラピスが頷くと、ジェイドは落ち着かせるように背中を撫でてくれた。

　じわじわと恐怖が侵食していく。それでも伝えなければと、ラピスはジェイドの質問にぽつぽつと答えた。

「ラピス、それはいつの話だ？」

『たった今、し、四半刻も経ってないと思う』

「知っている場所か？」

『多分北地区の、宿みたいな二階建ての建物』

「誰がいた？」

『剣を持った男と、もう一人……男が倒れてて、血が広がってたのっ！』

　ラピスの悲鳴のような声に、ジェイドが抱き寄せる腕に力を込める。

『け、剣を持った男が魔法を使ったら、倒れていた男が起き上がったの』

「起き上がる？　高位の回復魔法か」

『違うの、そんな綺麗なものじゃない……あの男は死んでた』

「なんだって!?」

　ジェイドは信じられないという顔をしてラピスを見てきた。しかし嘘ではない。あの剣の男はラピスの気配を察知し、死んだはずの男とは目が合ったのだから。間違いなく、あの場所で起こった出来事だ。

『し、死にながらにして身体を得たって、剣の男が言ったの。死んだ男の身体に赤い文字が浮き上がって、ま、魔法陣みたいになって、黄色の目が、私を』

「蘇生なんてそれこそ神の領域の話だ。まさか、『生ける屍』か？　そんな、あれは禁呪だ」

『どうしよう、私、見られたの。あの男たちに、見られてしまったの！』

「もう大丈夫だ、ラピス。私が君を護る。絶対に護るから」

　ジェイドの胸にすがりついたラピスは、耳元で彼の低い声を聞きながら、声を上げて泣いた。少なくとも、ここにいれば安全だ。この時ばかりは身体に戻りたくなくて、ラピスは暗闇の中で赤く輝く縁えにしの紐で繋がった手を、彼の左手に重ねて握りしめた。

「ラピス」

　名前を呼びながら、ジェイドがラピスの頭や顔にキスを落とす。くすぐったいそれがもどかしくなったラピスは、自ら彼に唇を差し出した。すぐさま応えてくれた彼のじんわりとした熱が覆い被さり、ラピスは口を開いて迎え入れる。彼の温もりと甘いキスが、どうしようもなくほしかった。

　ラピスは目を閉じて、ジェイドだけを感じられるように集中する。絡まる舌と、流れ込んでくる彼の甘い魔力がラピスの強こわ張ばった身体をほぐしてくれた。労わるような軽いキスに変わると、ラピスは鼻をすり寄せて甘えるように声を出す。

『ん……はっ』

「大丈夫か、ラピス」

『だ、大丈夫』

　やがて落ち着きを取り戻したラピスは、小さくしゃくり上げて目を開く。そして心配そうに見つめているジェイドに、弱々しい笑みを浮かべた。

『取り乱してしまってごめんなさい』

「いいんだ。君が無事ならそれで」

『あれは本当に起きたことなの？　死体が動くなんて、あまり信じたくないわ』

「『生ける屍』は禁じられた呪術だ。私は、古い時代に『生ける屍』と化した悪霊を任務で討伐したことはあるが、この時代に生み出されたものは見たことなどない……他に気づいたことはなかったか？」

　そう言われると、ラピスはいくつか鮮明に覚えていることがあった。

『最初、強く引き寄せられるような感覚がしたの。その部屋に吸い寄せられるみたいな感じで、部屋には焦げ臭い匂いの香こうが焚かれていたわ』

「焦げ臭い……例えばどんな焦げ臭さか説明できるか？」

『腐った肉や魚が焦げたらあんな匂いになると思うくらいに臭かった。あと、橙色と紫色の魔晶石と、不気味な赤い文字の魔法陣』

　さほど魔法に詳しいわけではないラピスでも、あの魔法が悪いものであるということくらいはわかる。あれだけ禍々しい魔力だったのだ、禁呪だと言われても納得できるものがある。

「魂を捕らえるための魔法が使われた可能性があるな。どちらにせよ放って置くわけにもいかない。ラピス、今からアゲートと何人かの部下を呼んでもいいか？」

『え、ええ……』

「証拠隠滅される前に部下に探らせたい。『生ける屍』の禁呪は、取り締まり対象だからな」

　ジェイドがキリリと気を引き締め、すっかり魔法騎士の顔になる。彼はいくつか伝令の魔法を飛ばすと、ラピスを寝台に座らせて自分は立ち上がった。ばさりと音がして床を見ると、多分羽織っていただけと思われる幅広の布が落ちている。

『え……あの……』

「どうした？」

『ううん、なんでもないわ』

　ラピスはジェイドから目を逸らし、明後日の方向を向いた。

（まさか裸なんて、裸だったなんて!?）

　均整の取れた逞しい身体が、目に焼きついて離れない。腕も胸も腹も筋肉が盛り上がっていて、まさに戦う人の身体つきである。ところどころに傷痕が残っていたが、またそれがなんとも野性味を加味していて、ラピスは思わず見惚れてしまった。気が動転しすぎて、まさか裸のジェイドにすがりついていたとは思わなかった。やけに温かく離れ難いと思っていたラピスだったが、自分の行動が恥ずかしくなってくる。

（抱き合って、キスまで！）

　しかし、ジェイドが悪いわけではない。そういえば彼の髪から水滴が垂れていたような気がする、とラピスは今さら思い出した。ラピスは、彼が身を清めている最中にやってきてしまったのだ。衣装棚から服を出して着替え始めた彼に、ラピスは聞こえないように謝った。

「ラピス、疲れや怠だるさを感じていないか？」

『い、いいえ、特には』

　着替え終えたジェイドが寝台に戻ってきて、ラピスの隣に腰掛ける。羞恥のせいで少し間を空けようとしたラピスを、彼は素早い動きで腕を伸ばして捕らえてきた。再び抱きしめられる形になり、ラピスは身体の中に篭もった熱で溶けてしまうかと思うくらいに熱くなる。

「霊体の君は全体的に青白いから、見た目では直ぐに気づいてやれない。心配だから、きちんと言ってくれ」

『大丈夫なの、ただ、このまましばらく匿ってくれないかと考えてただけ。ここはジェイドのお部屋？』

「ああ、団本部に勤務する者に充てがわれた宿舎の一室だ」

『なら、この部屋には貴方しかいないってことね』

　なんとかごまかしたラピスだったが、匿ってほしいというのは嘘ではない。ここが魔法騎士たちの宿舎なら、自分の身体がある邸宅までは距離がある。少なくとも暗いうちは一人で戻りたくはなかった。

「ラピス、身体に戻らないと」

『いや、戻りたくない！』

　ラピスは再びジェイドの胸元に顔を埋める。困ったような溜息が聞こえて申し訳なさが込み上げてきた。しかし、わがままを言っている自覚はあるものの、ラピスは無事に戻れるかどうか本当に心配だったのだ。もしあの男が自分の魂を捕らえようものなら、死んだ状態で動いていた男のようにされてしまうのだろうか。そんなことばかり考えて震えるラピスに、彼は諭すように告げてきた。

「ラピス、今の君は霊体だ。あまり長い時間肉体を離れると本当に死んでしまうかもしれないんだぞ」

『でも、勝手に引き寄せられたのよ？　また引き寄せられてしまうかもしれないのは怖いわ』

「困ったな。この状態で君と朝までか」

　ジェイドにそう言われて、ラピスはふと先ほどの彼の裸を思い出す。そういえばここは寝台の上で、部屋の中に二人きり。いくら霊体だといっても、彼はラピスの身体に触れることが可能な人物である。気になる男性と一緒に一晩をすごしたら、自分は一体どうなってしまうのだろうか。

（いいえ……何を考えてるの。これ以上甘えては駄目だわ。呪いのこともあるのに、今だって面倒ごとを持ち込んでしまった。私って馬鹿ね）

　ジェイドが本当はラピスのことを迷惑だと感じてたとしても、責任感の強い彼は絶対に断らない。少し冷静さを取り戻したラピスは、自分がどれだけわがままなことを言っているのか自覚する。先ほどは取り乱してしまい、キスまで強請ってしまった。そんな自分を、彼はどう思っているのだろう。それを直接聞く勇気はないので、ラピスは渋々戻ることを選んだ。

『取り乱してごめんなさい。でも、一人は怖いの』

「わかっている。緊急事態だ。こんな時間に君の家に訪ねていく無礼を許してくれ」

『ジェイド？』

「本当は明日説明するつもりだったんだが、君の身の安全が最優先だ……送っていく」

　ジェイドの優しさに、ラピスは鼻の奥がつんとした。

『わがままばかりでごめんなさい』

　ただでさえ呪いについて時間を割いてもらっているのに、さらなる問題を呼び込んでしまった。ジェイドには魔法騎士としての任務がある。彼の睡眠時間を奪ってまで迷惑をかけてしまう自分を、ラピスはいつになく嫌悪する。

「そんなに謝ることなど何もない。本当は、事実が確認できるまで、君を私の側に置いていた方がいいのはわかっている」

『そんな、私のために貴方の生活を変えさせるなんてとんでもない！』

　咄嗟に出た言葉だったが、ジェイドが鋭い視線を向けてきたのでラピスはそれ以上言葉が続かなかった。赤い星の瞳を細くして、真剣な表情になった彼がラピスの左手を掴む。

「警護対象と生活を共にすることなど日常的なことだが、君は特別だ」

　とさっという音がして、ラピスは寝台に仰向けになっていた。正面には腕をついて見下ろしているジェイドがいて、あっさりと押し倒されてしまったのだと気づく。触れ合ったところが熱く、それでいて心地よい。頬を撫でられるとぴりっとした刺激が走り、ラピスはびくりと身体を震わせる。

「ラピス、私を見てくれ」

『あっ……』

「私はもう少年ではないんだ。あんなキスをしておきながら」

『さっきの、キ、キス……ごめんなさい、私』

　咄嗟に謝罪したラピスの指先を、ジェイドはゆっくりと口に含んだ。指の腹を舌でなぞられぞくりとする。指の股や手のひらにまで這わされた彼の舌が、煽るようにつついてきて、ラピスは身を縮める。

「謝罪などいらない」

　ちゅっという水音と共に手首に吸いついたジェイドが、目を細めて唇を離す。

『だって私、迷惑ばかりかけてる』

「私は迷惑だとは思ってない」

『ジェイドは隊長でしょう？　忙しいのはわかってる。私なら、ほ、他の魔法騎士を紹介してもらっても全然構わないから』

「私では、頼りないか？」

　ラピスの言葉を遮ったジェイドが、ラピスの髪を一房掬い上げて唇をつける。それから目を閉じて何かを呟くと、再び目を開いた。彼の不思議な色の目には、不安げな顔の自分が映っている。

「もっと私に頼ってくれていいんだ。迷惑じゃない。遠慮なんていらない。お願いだから、君だけは、他の者たちのように……私を避けないでくれ」

　一体何のことを言っているのかわからず、ラピスは眉根を寄せて辛そうな顔をしているジェイドに両手を伸ばした。その右手に頬をすり寄せてきた彼が、切なげに瞳を揺らす。

（避ける？　むしろ頼りっぱなしだし、今だって押しかけてきたのは私の方なのに）

　ラピスは左手を伸ばし、ジェイドの眉間に刻まれた深いしわに触れてみる。ラピスの環指からは赤い紐が垂れていて、やはりその先は彼の左手の環指に繋がっていた。この縁の紐のこともそうだ。いきなりやってきて、面倒ごとを持ち込んだのは、どう考えてもラピスの方だった。

『貴方こそ、私のことが嫌じゃないの？　こんな変な魔法の紐で繋がってるし……すぐに霊体になってしまうし。目の呪いのことは貴方の責任じゃないから、大丈夫よ、アゲート様も経験豊富で、呪いのことにも詳しいのでしょ』

「他の奴の名前を呼ばないでくれっ！」

　アゲートの名前を出した途端、ジェイドは荒々しいキスでラピスの唇を塞いできた。まるでラピスにそれ以上何も言わせたくないかのように。すぐさま彼に唇をこじ開けられ、ラピスは熱い舌で歯列をなぞられる。驚いたものの、嫌ではなかった。

（いきなりどうしたの……ジェイド？）

　蹂躙してくるジェイドの唇を受け入れながら、ラピスは彼が抱きしめてくる手が小刻みに震えているのを感じていた。

「ラピス、霊体の状態で、私以外の者の名前を呼ぶな」

『あ、ご、ごめんなさい』

　ジェイドがラピスと額を合わせてくる。きつい物言いなのに、その仕草はラピスに許しを請うみたいで、彼の言動はちぐはぐだ。彼は、抵抗らしい抵抗をしないラピスの唇をもう一度塞いできた。今度のキスは幾分優しいものになったものの、執拗に舌を絡ませてくる。

「すまない……いきなり怖かっただろう」

　急に態度を変え、唇を離したジェイドが苦いものを吐き出すように謝罪した。

「私は、死霊を屠る魔法騎士だ。そんな穢れた私が、君の呪いを解くなど……」

『穢れ？　そんなの、誰が言ったの？』

「さあ、誰だろうな。常に死を取り扱う任務だ、忌み嫌うには十分な理由だろう」

　自嘲気味に呟いたジェイドに、ラピスの胸がつきんと痛む。

『私は、そんな変な理由で忌み嫌ったりしないわ』

　ジェイドはラピスの言葉を聞いて、何を考えたのだろうか。

　しばらくすると彼は上体を起こし、ラピスの手を引っ張ると起き上がらせた。そしてまるで、ラピスが神聖なものであるかのように、恭しく左手を取り上げる。二人の目の前では縁えにしの赤い紐が揺れていて、彼は手の甲に唇が触れるだけのキスをした。

「こんなに綺麗な魂を、私のような者が穢していいはずがないんだ」

　ジェイドはそう言うとラピスから視線を逸らした。先ほどまでは、あんなに激しく感情を露わにしていたのに。ラピスは自分に何か非があったのかと不安になる。

『どうして、何故そんなことを言うの？』

「事実だからだ。君の無垢な魂に呪いを移してしまったように、また……」

『たった今、貴方とキスをしたわ。あの時よりも、もっとたくさん、もっと深く。でも、貴方が不安になるようなことは起きてないじゃない』

　ラピスはジェイドの手を取り、指を絡ませて握る。彼の手は逞しくも優しくラピスを包んでくれる、温かい手をしていた。しかし、彼は首を横に振る。

「君と初めて逢ったあの日から、私は数え切れないほどの死霊たちを浄化し、時に無慈悲に屠ほふってきた」

　その顔が寂しげに、そして更に自嘲気味に笑うのを、ラピスは歯がゆい思いで見ていた。

『でもそれが貴方の任務なんでしょう？』

「任務だとしても、非情なことをしている自覚はあるさ。避けられて当然だ」

『そんな風に言わないで！』

　ジェイドにこれ以上自分を貶めて欲しくなくて、ラピスは叫んだ。

『同じくらい貴方に救われた魂だってあるはずよ！』

　死霊は時に生者を脅かす。その脅威からラピスたちを護ってくれている魔法騎士たちが、まさかそんな風に考えていたとは知らなかった。皆の知らないところで人々を救ってくれている彼らを、どうして悪く言えるのだろう。

『私だってそうだもの。貴方がいてくれることが、どれだけ救いになっているか。私、私ね、貴方に触れられると、ここがとても温かくなるの』

　握ったジェイドのその手を、ラピスは自分の胸に当てた。高鳴る鼓動を彼に伝えるように。胸に触れた彼の手は、とても温かかった。

『抱きしめられるとドキドキして、キスをされると蕩けてしまいそうになるくらい、幸せな気持ちになるの』

　ジェイドの目に葛藤が見え隠れしている。キスをする時の、とろんとして優しげに細められる目の方がラピスは好きだ。真剣な目もいい。でも、哀しみのこもった目をしてほしくない。

『本当よ。だから、お願い。触れちゃ駄目なんて言わないで』

　ラピスの真摯な訴えに、ジェイドはゆっくりと目を伏せて、それからぽつりと呟いた。

「君と繋がったこの縁えにしは、君に恨まれているからではと、そう思っていたんだ」

『恨むなんて……そんなことしないわ』

　お互いを繋ぐ縁の赤い紐は消えることなく、逢うたびに赤々と輝きを増しているようにみえる。ラピスはそこに悪いものがあるようには思えず、むしろジェイドと繋がっていることにどこかで安堵していた。彼はそうは思ってくれてはいなかったのだろうか。

『呪いのことだって、貴方に再会してからいい方向に向かってる。貴方のおかげで人影が見えるまでに回復したのよ。だからそんな顔をしないで』

「しかし、君の呪いを完全に解く方法はまだ判明していない。有効だと思うものはいくつかあるが、君の負担になることばかりだ」

『それって、どんな方法？』

「浄化の魔力を込めたキスを継続して行うこと」

　それを聞いたラピスはかっと顔が熱くなった。生身であれば、顔や耳が真っ赤になっていたかもしれない。呪いが解けるまで定期的にジェイドとキスを続けるのは、恥ずかしいけれど嫌ではない。ラピスはちらりと彼を見上げる。

『それは、貴方に負担がかかるんじゃ』

　ラピスとキスをするために時間を取られるのは、ジェイドの方が負担になりそうだった。彼には魔法騎士としての任務がある。いつ完全に解けるともわからない呪いのために、家に通ってもらうのはしのびない。

「負担ではない。むしろその……私も君とキスをしたい。できれば霊体の状態ではなく普通に」

　ジェイドがもう一度、ラピスに覆いかぶさってくる。それから彼は、ラピスの肩のあたりに顔を埋めてきた。

『ジェイド!?』

　ジェイドから首の付け根にキスをされ、そこにピリッとした痛みが走る。労わるように入念に舐められると、キスをされている場所から甘い痺れが広がった。

「跡は残らないのか」

　ちゅっという音を立てたジェイドは、唇を首から胸の方へと移動させてくる。そして彼の指先が、ラピスの胸元のドレスの縁をなぞった。

『ひゃん』

　抵抗らしい抵抗ができずに戸惑うラピスを見て、ジェイドが顔を離し、口の端を上げて笑う。次に何をされるのかと、ラピスは期待と不安を込めて見つめた。

「君の優しさにつけ込んで、キスより先を望んでしまいそうになるな」

　ジェイドが、握ったままだったラピスの左手の指先を、ゆっくりと口に含んでくる。指の腹を舌でなぞられ、ラピスはぞくりとした。それは今まで知らなかった感覚だ。

「嫌なら、抵抗してくれ」

　指の股や手のひらにまで這わされたジェイドの舌が、ラピスを煽るように突いてくる。手首に吸いついた彼は、目を蕩けさせて唇を離した。

「君は、唇だけじゃなくて指先も甘い」

『そんなに舐めちゃ駄目っ』

「感じたのか？」

『し、知らない』

　そう言いながらも、ラピスは心臓が口から飛び出すのではないかと思えるくらいにドキドキしていた。

「ここに、キスをしても？」

　ジェイドがラピスの唇を指でトントンと叩く。今さら何を、と言おうとしたラピスは思いつく。再会してからずっと翻弄されっぱなしで、振り回されてばかりだ。ここはひとつ、自分も不意打ちで驚かせてみたい。にこりと笑ったラピスは、返事をする代わりに、彼の唇に噛みつくようなキスを仕掛けた。

「ラピスッ」

『ん！』

「君はまた」

『貴方の唇だって、とても甘いわ』

　ジェイドにされたように、ラピスは唇の隙間に舌を這わせたり、歯列を舌でなぞったりしてみる。拙いながらも必死にキスをするラピスに、彼も段々と応え始めた。

「不意打ちとはずるいな」

『ふふふ』

　ラピスは悪戯が成功したことに喜び、笑い声を漏らした。ジェイドの雰囲気も柔らかくなり、二人の間に親密な空気が漂ってくる。

「ラピス……」

　一方的なキスはやがて、熱を帯びた二人の戯れに変わる。ちゅるっと音を立て、ラピスはジェイドの唇から垂れた唾液を舐めすする。彼にされたように舌で上顎をくすぐると、いつの間にか腰に回されていた彼の手に力が篭もり、そしてぐっと引き寄せられた。

『ジェイド、もっと……』

　ラピスはジェイドに身体を預ける。このキスが、呪いを解くためだけのものではないということを、なんとなく理解していた。

（もっと、欲しい。貴方がもし望んでくれるなら、私……）

「ラピス、私は──」

「隊長、アゲートです！」

　そこに、聞き覚えのある声が割って入る。キスの熱と甘さに酔いしれていたラピスは、ぎくりと身体を強こわ張ばらせた。動きを止めた二人は揃って扉を見遣り、それからラピスは慌てて敷布をめくって身体を隠す。

「ラピス、何も隠れずとも」

『だって、今の姿を見られたら』

　今まではラピスの霊体を見ることができたのはジェイドだけだった。しかし、今はどうなのかわからない。キスをしていたという恥ずかしさからラピスが敷布の中でもぞもぞしている間にも、部屋の外に気配と声が増える。

「隊長、緊急招集に応じ、アゲート以下三名の者が参りました！」

「…………」

「ジェイド隊長？　カルセドニーです」

「同じく、ショールです」

「…………構わない、入れ」

　しばらく沈黙したジェイドが、扉の向こうに待機している部下に向かってぞんざいに応える。ラピスはその前に舌打ちする音を聞いたが、きっと間違いではないのだろう。彼から滲み出る魔力が、ビリビリと肌を刺す。あからさまに不機嫌になった彼が身を起こしたので、ラピスは慌ててその背中に飛びついた。

『ジェイド……そんなに怒らないで。つ、次は、きちんと身体に戻ってから、ね？』

　慌てたラピスは、自分でも何を言っているのかわからない慰めの言葉を口にする。

　部屋の中に入ってきた魔法騎士たちは、顔を片手で覆い耳を赤くして震えているジェイドに怪訝そうな顔を向けてきた。誰に向けたものなのか、「別に怒っているわけじゃない」と呟いている彼を見て、ピンときたらしいアゲートも半眼になる。

「隊長、ラピス嬢がいらしているんですか？」

「……ああ、まあな」

　事情を知らない二人の部下は、そんなジェイドとアゲートの様子に、ただ首を傾げるしかなかった。

　それでもすぐに気を取り直して隊長の顔になったジェイドが、的確に指示を出していく。アゲート以外の二人の騎士にはやはりラピスの姿が見えず、そこにいるという説明に半信半疑だ。

「隊長、ご所望の羽根筆です」

　魔法騎士の一人が、ジェイドに羽根筆を手渡した。見たところ普通の羽根筆よりも少しだけ太い。

「ラピス……この羽根筆を使って何か書いてくれ」

　ジェイドが手渡してきた羽根筆は、いかにも魔法がかかっていますと言わんばかりに仄かに光っていた。それはラピスが意識しなくても触れることができるので、多分霊体のラピスのために聖言を刻んであるのだろう。

　アゲートが差し出してきた紙に、ラピスはとりあえず『こんばんは』と書いてみる。きちんと文字が浮かび上がり、魔法騎士たちが羽根筆から上、ちょうどラピスの上半身のあたりに目を凝らした。

「姿が見えないほど魔力が弱いのですか？」

「なるほど隊長、こうすれば筆談も有効ですね」

「これで書く度に魔力を使うことになるから長くは無理だな」

　どうやら、この特殊な羽根筆を使用するには、魔力が必要のようだ。『ラピスといいます。ご就寝中にご迷惑をおかけして申し訳ありません』と書くと、二人の騎士は口々に「問題ありません」と言ってくれた。しかし、これではなんとなく微妙だ、とラピスは考える。

『ねぇ、ジェイド。この方たちがしている手袋って貴方のものと同じ聖言が刺繍してあるの？』

「ああ、そうだが」

『なら、触れることができるのよね』

　紙に『お二方とも片手を出してください』と書くと、不思議な顔をして手が前に出される。その手を握ると、騎士たちの顔があっというように変化した。

「おや、随分と華奢な手ですね」

「魔力が弱いのでしょうか？　しかしそれにしては力がある」

　普段から不可視の存在や死霊たちを相手にしているだけあって、順応性は高いらしい。魔法騎士たちは、握手をするように手を上下に振ってくる。しかし、彼らは触れても自分の姿を見ることができないので、ラピスは少しの寂しさを感じた。

「さて、納得してくれたところで本題だ。ラピスのことは他言しないでほしい。彼女は死霊ではなく、霊体が身体から離脱してしまう体質の持ち主なんだ」

「なんと、それは心細いでしょう。お可哀想に」

「魂が無防備な状態になるのは危険です。早く処置を施す必要があるかと」

　何故かすごい勢いで同情されてしまったラピスは、とりあえず『お気遣いありがとうございます』と書こうとして、まだ両手を握られていることに困惑した。ジェイドは難しい顔をしてむっつりとしており、部下二人に手を放すように言うと、ラピスの腰に背後から腕を回して自分の方へと引き寄せてしまった。その様子を、アゲートが訳知り顔で見ている。

「それが簡単にできればな」

「何か問題でも？」

「ああ、実はラピスは先ほど北地区で『生ける屍』の禁呪の儀式を行っている現場に遭遇している。アゲートを班長に、ショールとカルセドニーにはその調査に向かってほしい」

「生ける屍ですって!?　隊長、それは冗談ですよね？」

　アゲートが驚いたような顔をしてジェイドを見る。のんびりとした印象だっただけに、きりっと気を引きしめた雰囲気に、ラピスも緊張が走った。

「冗談で言えるものか」

「ラピス嬢の見間違いでは」

「だったらお前たちを呼ばない。ラピス、君には絵心はあるか？」

『なんとか見られる程度には』

「この紙に君が見たという部屋の見取り図を描いてくれないか」

『わかったわ』

　ラピスは部屋の様子を思い出しながら、紙にゆっくりと描いていく。部屋の四隅に置いてあった香炉は難しかったので、『不気味な動物のような形の蓋がついた香炉』と文字で補足する。そして橙色と紫色の魔晶石を配置し、真ん中に倒れた男の姿を、そしてその前には仮面を被った剣の男の姿を描いた。

「ほう、これは上手いな」

「僕より絵心がおありですね。この香炉の動物は……死を貪る魔獣フォス＝ガルガーン？」

「橙色の魔晶石は生命の象徴、紫色は死の象徴とも言えますね」

「赤い魔法文字に魔法陣とは、血を媒介にしたのかもしれません」

　絵や文字など久しぶりに書いたラピスだったが、どうやらきちんと伝わったようで安心する。そして、仮面を被った男の魔物のような顔を描き終わった頃には、魔法騎士たちは皆険しい顔で真剣にラピスの描いた絵に集中していた。

「この仮面は……死霊王の仮面か」

「古代禁呪に近いような気がします。ラピス嬢は当然生ける屍の禁呪を知らないのですよね？」

『ええ、ジェイドから初めて聞いたわ』

「初めて聞いた、と。この真ん中の男が剣の男に刺され絶命し、呪文と魔法陣により動き始めたところまでを見たようだ」

　ラピスの言葉を、ジェイドが三人に伝えていく。さらにラピスは、少しでも役に立てるように説明をつけ加えていった。しかし、香の匂いと、抗えなかった不思議な引力について書いたところで、ラピスは急に羽根筆を取り落としてしまった。

「ラピス、どうした!?」

『多分……身体に戻るみたい』

「もう少しだけ頑張れるか？」

『ええ。ね、ジェイド、死んだ男の目は黄色だったの。白いところまで全部』

「わかった、書き加えよう」

『怖い……きちんと戻れるか心配で、私』

　例のごとく身体の輪郭があやふやになり始めた。ラピスは、身体に戻ろうとする自分の霊体をこの場に留めようと、ジェイドの腰にすがりついた。触れた途端に温かく心地よくなり、ラピスは自然と吐息を漏らす。

「私の魔力を自分で取り込めるか？」

『やり方がわからない……でも、気持ちいい』

「触れているだけでも多少の効果はあるか。どのみち私は彼女の保護を優先する。お前たちは巡回を装って隠密裏に探りを入れてくれ」

「見つけたらどうしましょう」

「ラピスは二階建ての宿ではないかと言っているが、隠れ家である可能性も高い。何か判明したらすぐに伝令を送れ」

「了解しました」

　ラピスの目の端で、アゲートがラピスの描いた見取り図に手をかざし、魔法で別の紙に転写していく。準備を終えると騎士たちはジェイドの前に立ち、三人揃って敬礼してあっという間に部屋から出て行った。

『また、迷惑をかけた』

「君は重要参考人だぞ。その君の安全を確保するのは魔法騎士として当たり前だ」

『そう、よね』

「……それに、私は君を護りたい。魔法騎士としてだけでなく、ただの男としても」

　ジェイドがラピスの頭を撫で、寝台から立ち上がる。ぼんやりと人の形を保っていたラピスは、彼の動作をじっと眺めていた。騎士服を着込んだ彼は、何故か暗い色の外套を羽織っている。

『どこに行くの？』

　まさか置いていかれるのかと、身を起こしたラピスを、ジェイドは優しく抱き上げた。彼が顔をぐっと寄せ、赤い星の瞳が間近に迫る。以前よりも、星を取り巻く青が薄くなっているように感じるが、気のせいだろうか。

　ラピスが腕を首に回すと、当然のようにして唇を塞がれ、ジェイドの魔力が注がれていく。しかし甘くて美味しいキスは、すぐに終わってしまった。

「深夜に訪問する無礼を、君のお父上は許してくれるだろうか」

『え？　今から家に？』

「生者の魂と身体は本来離れてはならないものだ。私も一緒に行き、お父上に説明しよう」

『ごめんなさい』

　最大限、気を遣ってくれているジェイドに、どういう態度をすればいいのだろう。魔法騎士ではないラピスは無力だ。このまま一人で身体に戻ればいいと頭の中では理解していても、恐怖に打ち勝てるような精神力はない。ただ謝るしかないラピスの額に彼の唇が触れた。

「つらくはないか？」

『ええ』

「もし途中で身体に戻ったとしても、今度は君が目覚めるまで側にいる」

『……ありがとう、ジェイド』

　この腕の中にいられるなら安心、とばかりにラピスは大人しく抱かれていた。部屋を出ると、ジェイドは暗い廊下をどこかへ向かって歩いていく。そこは魔法騎士団の宿舎らしく、そこかしこに結界魔法が施されていた。

　裏口のようなところから外へ出たジェイドが、巡回中と思われる魔法騎士とすれ違う。何かを感じ取ったのか、騎士が不思議そうな顔を向けるが、彼はただ短く労いの言葉をかけるだけに留めていた。

　やがて、馬房のような建物が見えてきた。限界なのか、急速に遠ざかっていく意識の中で、ラピスは縁えにしの赤い紐のことを思い出す。ジェイドにしか触れることができない不思議な赤い紐。ラピスは離れたくないと思いながら、左手の環指に巻きつくそれに唇を寄せる。魂と魂を想いで結ぶこの縁が、悪いものではなく愛情であればいい。するとその想いに呼応するように赤い色が濃くなった。

（私、貴方のこと……）

　ラピスの魂がジェイドの腕の中から飛び立ち、夜空を駆けていく。ラピスはそのことに気づくことなく、遠ざかる意識の中で、彼が驚いたように名前を呼ぶ声と、鋭い馬のいななきを聞いたような気がした。




「おはよう、ラピス。気分はどうだ？」

　次にラピスが目覚めた時、そこは自室だった。

　約束通りジェイドが側にいてくれたことに喜んだラピスだったが、その背後に父親と母親がいることに気づく。普段よりやけにはっきりと見える視界に、ラピスはまだ身体に戻れていなかったのかと思ったけれど、きちんと自分の身体だった。

「ラピス……とうとう恐れていたことに、お前はとんでもないことに巻き込まれてしまったのだな。私はまだ納得したわけではないが、お前のためだと思い、ジェイド君の提案に従うことに」

「見えるわ！　白いもやがかかってるような見え方だけど、お父様はもしかしてすごい寝癖なの？　髪の毛が頭の上にもさもさ生えてるように見えるわ。母様も髪が伸びてるみたい」

　まだ何か喋り続けようとした父親は、ラピスの言葉の意味を理解できなかったのか、きょとんとした顔になる。しかし、父親の隣にいたジェイドには、きちんと意味が通じたようだ。ラピスを見つめる彼の顔には安堵が広がっている。

「ラピスよ。お前はミルフォード家の淑女なのだから、もう少し落ち着きなさい」

「ジェイド、貴方が貴方だってわかるわ！」

　父親の小言を遮り、ラピスは寝巻き姿なことも忘れてジェイドに飛びついた。それから父親を見て笑い、母親を見て涙ぐむ。

　突然のことに声も出ない父親だったが、やがて事態を飲み込むと、ジェイドから引き剥がすようにしてラピスを力いっぱい抱きしめた。








第四章　同じ屋根の下









「では、いってくるよ、ラピス」

「はい……いってらっしゃいませ」

　微笑みを浮かべたジェイドが、ラピスの頬に軽いキスをして玄関を出ていく。その後ろ姿を見送りながら、ラピスは甘酸っぱい気持ちでいっぱいだった。

　毎朝、魔法騎士団に出勤するジェイドとこうしたやり取りを始めてから八日。ラピスは母親が父親にしていたように彼の見送りをしているが、本当にこれでいいのかどうか悩んでいる。

　ラピスは今、クリスターレン中央地区にあるジェイドの私邸で秘密裏に保護されていた。生ける屍の禁呪の目撃者として、公的な警護がつけられることになったのだ。

　担当してくれるのは彼率いる魔法騎士の死霊担当班の面々で、ラピスの所在は魔法騎士団の上層部にしか知らされていなかった。もちろん外出にも制限がかけられている。ジェイドはそのことを気にしていたが、もともとほとんどの時間を自宅ですごしていたラピスにとっては些細なことだった。

　使用人が扉を閉める音がして、ラピスは緊張していた身体から力を抜く。そこへすかさず慣れた気配が近寄ってきた。

「お嬢様、お戻りになられますか？」

「ええ、お願い。ヘルガ」

　まだ視力が完全ではないラピスにとって、歩き慣れない屋敷の中は、一人で歩くには心許ない。手すりもないので、一緒に連れてきたヘルガの介添えが必要だ。ラピスは隣に立つヘルガの腕に手を添えた。

「歩数を数えるからゆっくりね」

「かしこまりました、お嬢様」

　二人はゆっくりと、一階の奥にある部屋へと戻っていく。あとどれくらいここでお世話になるのだろう。呪いが解けるまでではなく、禁呪を使用した者を捕まえるまでいなければならないとしたら、何ヶ月も滞在することになるかもしれない。

　ジェイドによると、ラピスが見たあの建物が特定され、儀式が行われた部屋も判明したらしい。そう、あの夜のことはすべて現実であったのだ。あの剣の男と禁術により『生ける屍』になってしまった男は、目撃者のラピスのことを探しているだろう。

『生ける屍』という存在を見たその夜、自分の屋敷に連れ帰ってもらっている途中に、ラピスはジェイドの腕の中で一足先に身体に戻ってしまった。ほぼ意識がなかったのでよく覚えていない。しかし、彼はとても心配したらしい。

　目が覚めた時、約束どおり側にいてくれたのは嬉しかったが、それまでの間に父親との間で一悶着があったようだ。本人たちに聞いても教えてくれなかったので、後からこっそり母親に聞いたところ──

「ジェイドさんって今時珍しいくらい礼儀正しくて真面目な方なのね。お父様に負けないくらいの堅物よ。見ていてはらはらしたわ」

　と、なんとも曖昧でわかりにくい説明を受けた。ヘルガ曰く、あの手この手でラピスの安全を確保すると引かないジェイドと、娘ラピスを手放したくない一心の父親が夜通し起きて話し合っていたということだ。結局、娘の命が狙われる可能性があるという説明を受けた父親が折れ、彼の屋敷に移ることになった。ラピスは唯一の目撃者なのだから、顔を見られた可能性が否定できない以上、命を狙われる恐れがある。

　あれよあれよという間に準備がなされ、ラピスは短期間で支度をしてやってきた。

　最低限の使用人しかいない静かな屋敷でむかえた八日目の朝、ラピスはようやく生活に慣れてきたばかりである。

「お嬢様、今日の花が何かおわかりになりますか？」

「そうね……白のルルナル？」

「その通りでございます。早速活けましょう」

　部屋に戻ると、低い机の上に花束が置かれていた。これはジェイドの気遣いの一つで、少しでも心穏やかにすごせるよう毎朝用意されているものだ。この屋敷の庭に咲く花だそうで、結界魔法が整うまでは庭にすら出られないラピスのために部屋に飾られた。以前に比べて随分と視界が明るくなったラピスは、花の名前を当てるのが最近の楽しみになっている。

「さすがは魔法騎士様でございますねぇ。お嬢様の呪いは、あとひと月もすれば解けてしまうのでないでしょうか」

「ジェイド様は焦っては駄目だと言われたわ。表面上は治ったようにみえても、呪いの核はまだ根深くてすぐには取れないのですって」

「再発しては困ります。お嬢様のためにも、魔法騎士様には頑張っていただきましょう」

　そんな何気ないヘルガの言葉に、ラピスは恥ずかしさから返事を控える。呪いを解くために頑張るのは、ラピスも同じだ。もう七日間連続して、キスによる浄化の魔力の受け渡しを行っているのだから。

　呪いを解くためにどんなことをしているのか、ヘルガは知らない。当然、父親にも母親にも知らされていない。ラピスとジェイドの二人だけしか知らない秘密の時間は、日を追うごとに二人の間に親密さをもたらした。




　昨日の治療の時のことだ。

　キスによりジェイドから浄化の魔力を流し込んでもらい、ふわふわとした気分で彼の身体に寄りかかって休んでいたラピスに、彼は迷いながら告げてきた。

「ラピス……私は呪いだけではなく、君の魂と身体が分離してしまう状態をなんとかした方がいいと思っている」

「貴方もそう思う？　私もなんとかならないかと考えていたところなの。事件に巻き込まれるのはもうこりごりだもの」

　ラピスも同じ事を考えていたので快諾したものの、問題はその方法だった。魔法資料館でずっと調べてくれていたジェイドだけれど、どうも現在のところ『楔くさび』より効果的と思えるものがないのだという。そう言われても、ラピスは魔法に詳しいわけではないのでピンとこない。

「くさびって言われてもわからないわ」

「君の魂を身体に繋ぎ止めて固定するためには、楔を打つことが有効なんだ。前に言ったように、君の負担になるようなことはできるだけ避けたいのだが」

「あの、楔って三角形の杭のようなものでしょう？　昔温室を建てる時に教えてもらったことがあるわ。でも、それを打つって……痛くないの？」

　ラピスは、建築材を繋ぎ合わせる時に楔というものを使うことは知っていた。それそのものではないにせよ、身体に魔法的な何かで作られた楔を打ち込むとしたら、想像しただけでも痛そうだ。急に不安が芽生えたラピスは、どれくらい痛いのか知りたくなった。

「痛くは……いや、痛いかもしれない。だがもし君が望むなら、できる限り優しくしたい」

「魔法的な何かなのよね？」

「分類的には儀式のようなものだ。解呪のキスと原理は変わらない」

「貴方がしてくれるの？　それとも、他の人？」

　ラピスの質問にジェイドは口籠もる。微妙に視線が彷徨っていて、どう答えようかと言葉を選んでいるようだ。それほど難しい魔法なのかとラピスはごくりと唾を飲み込む。

「ラピス……私が言う楔とは、交合のことだ」

「こうごう？」

「その、つまり、君と身体を重ねて、君の体内に浄化の魔力と精を放つことなんだ」

　ジェイドが口籠もった理由が、ラピスにもやっとわかった。いくら有効な方法だとしでも、躊ちゅう躇ちょなくできるものではない。できれば他の方法を見つけたいし、それしか方法がないというのであればこのままでもいいのではないか、とさえ思えてくる。

　ラピスの表情から、彼は何かを悟ったようだ。慌てて説明を付け加えてきた。

「もちろん、君が決めていい。私はこれからも他の方法を探すつもりだ。しかし、君の状態はあまり芳しいものではないと、正直に言っておこう」

「どういうこと？　まだ何かあるの？」

　目に根付く呪いや、自分の意思にかかわらず霊体になることの他にまだあるのか、とラピスは身構える。

「霊体になって飛び回るのはかなり魔力を放出する。そもそも死霊は、存在し続けるには魔力が必要なんだ。だから死霊は、生者から魔力を奪うために襲ってくる」

「私は死霊じゃないけど、霊体になっている時は魔力を放出し続けているの？」

「ああ、その通りだ。君は私とキスをする時に甘い、と言っていたな」

「ええ。貴方とのキスは、とても甘いわ」

　夢中になって甘露を吸ってしまうくらい、ジェイドとのキスは甘い。そして、吸いすぎるとふわふわと気分が良くなってくる。どうやらラピスは、彼の魔力に酔ってしまうらしい。しかし、魔力を甘く感じると何かいけない理由でもあるのだろうか。ラピスは無意識に自分の唇を指先でなぞった。

「多分、君は霊体になることで、魔力切れに近い状態になるんだ。喉が渇いた時に飲む水は特別に美味しく感じるだろう？　それと同じさ。私は君に、キスによって浄化の魔力を送り込んでいるから、君は補給した魔力を甘く感じているんだと思う」

「そう、なの？　じゃあ、霊体の状態で貴方の側にいると、す、すごく満たされたように感じるのは……私が貴方の放つ魔力に引き寄せられて、美味しいって感じているから？」

「美味しいかどうかは別として、君がそう感じるのであれば、多分そうだな。霊体になった君は、魔力を補給するために漂い、補給を終えては身体に戻っているのだろう」

　ラピスは呆然としてジェイドの推測を聞いていた。思い当たる節があり、頭を抱えたくなる。夢を渡っていると思い込んでいた頃も、夢の中では常に人を探して彷徨っていた。もし彼の言う通り、他人から魔力を取り込まないと霊体を維持できないのだとしたら、それは大問題だ。

「魔力が尽きたら死んでしまうって、誰だって知ってるわ……私って自分が思っている以上に危ないところだったのね」

「その一端は、多分私の呪いが原因だ。初めて君が霊体になったというグイヤーニの森の出来事の時、君は高熱で伏せっていたのだとお父上から伺った」

「ひと月ほどうなされていたらしいわ。その時からよ、夢を渡る……霊体になって彷徨い始めたのは」

「高熱による生命の危険に瀕し、偶然霊体になった君は、私の呪いの核を受け取ってしまった。アゲートの分析によると、君の身体は呪いに抵抗しようとして、常に魔力を放出している状態にあるようだ」

　ジェイドは、幾つもの偶然が重なり合った結果、ラピスが今の状態になったと考えているようだ。言われてみればそうとしか言いようがなく、それなら今まで自分を診察してきた魔法師たちは何だったのかと、ラピスは思った。

（夢を渡るどころか、肉体から魂が抜け出して、魔力を求めて彷徨っていたなんて……）

　当事者のラピスですらにわかには信じがたい出来事なので、可能性すら誰も考えなかったのだろう。でも、とラピスは思う。ジェイドの推測が正しかったとしても、まだ、不可解なことが残っていた。

「でもジェイド……死霊担当班の騎士たちにも、私の姿が見えていないのはどうして？」

「もしかしたら、縁えにしが作用して、私のみが君の姿をはっきりと見ることができるのかもしれない。まだ解明できていないんだ……私はまずは、目の呪いを解くことに専念したいと思っている」

　ということは、キスの治療はまだまだ続くらしい。ジェイドが責任を感じているのは明らかだ。ラピスは、彼の心の負担を早く取り除いてあげたいと思い了承する。

「わかったわ」

「ラピス……私は、君のことを大切に想っている。だから、最善を尽くす。それでも、もし、他の方法が見つからなければ──」




　ラピスは我に返って頭を振ると、大きな溜息をついた。机に花束はなく、ヘルガもいないようなので、花瓶に水を入れにいっているようだ。

（楔、ジェイドをこの身体に受け入れる……だ、駄目よ。彼に悪いわ。いくら私のためでも、そんなことで責任を感じてほしくない）

　そう考えながらも、ジェイドの部屋に助けを求めて飛び込んでしまった夜のことを思い出し、ラピスは顔を手で覆う。あの時のラピスは、雰囲気に飲まれていた。キスは甘くて美味しくて、彼に触れられた箇所がどこもかしこも熱くて、気持ちよくて、甘い痺れがたまらなくて。

（でももし、呪いとか関係なく彼が本当に望んでくれるなら、私は……）

　今夜も、ジェイドが帰宅すればキスによる治療が行われる予定だ。『楔を打つ』という方法があることを知ってしまった以上、ラピスはその行為を想像せずにはいられない。かといって、治療をしばらく取り止めるのも意識のしすぎだと思ったラピスは、一日中悶々としながら彼が帰宅するのを待っていた。
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　ジェイドは香の燃えかすと思しき黒い粉を前に考え込んでいた。これは北地区のある廃宿から持ち帰ってきたものだ。

　アゲートたちの捜索の結果、結界魔法により周囲から巧みに隠された一画が判明した。報告を受けたジェイドは見張りを配置させ、夜明けと共に踏み込む算段をつけたのだった。そして出入りする者を徹底的に見張り、怪しい者は確保しろとまで指示していた。

　しかし、結局朝まで動物一匹出入りはなく、夜明けを待って突入したところ既にもぬけの殻であった。こちらの動きを察知されたのか、またはラピスが言っていたとおりに『目が合った』からなのかはわからない。儀式に使用したと思しき呪具の一部や使用した痕跡はうまく隠せなかったようで、該当の部屋からいくつか証拠として回収してきたのだ。そこまではよかったのだが。

「謎の出火による建物の消失か……」

　翌日の夜、廃宿が不審火により全焼した。まだ捜索は不十分であり、次の日に人員を揃えて検証をする予定だった矢先の火事である。消火が追いつかないくらいの火力によって、廃宿はすっかり焼けて、建物の瓦解を残すだけになってしまった。

「何か知られたくないものがあそこに残っていたのか。徹底的に掘り起こしたところで、証拠物がこれだけではどうしようもないな」

　ジェイドが机から顔を上げると、証拠物の鑑定結果を報告に来ていたアゲートが首を垂れていた。

「面目ありません。まさか我々の結界魔法を破ってまで燃やされるとは思いませんでした」

「顔を上げろ、アゲート。我々全員の失態だ。相手がかなりの使い手だと思いたいものだな」

　魔法騎士の張った結界魔法が破られるなど、自分たちの威信にも関わってくる。禁呪の使い手だとしても、証拠隠滅のために現場に戻った対象をみすみす逃してしまっていた可能性を、ジェイドも否定できない。

「嫌ですよ、隊長……僕は生きた人の相手なんて真っ平ごめんですからね」

　アゲートが顔をしかめてぶるりと身震いする。

　彼の言う通り、ジェイドも仕事で生者を相手にするのは苦手だ。死霊をどうにかするのは後腐れがなくていい。浄化しようが強制的に討伐しようが、消滅してしまえばこちらのものだ。

　しかし生者は……遺された者や怨恨の相手には口がある。何とかしてほしいと助けを求めてきた家族が、命が助かった途端、手のひらを返したように魔法騎士たちを悪く言うのには辟へき易えきする。この間の被害者も、自分に非があることが明らかなのに、強い恨みによって悪霊と化した親友を口汚く罵っていた。禁呪を使った者も、多分生きている人のはずなので、対応が面倒なのは否めなかった。

「魔法師たちに頼んだとしても、奴らは研究室から出てこないんだぞ。『生ける屍』相手に戦力になる奴が何人いる？　かといって警務騎士たちは物理的には強靭だが魔法に明るくない。諦めろ、アゲート……我々しかいない」

　ジェイドはそう言うと、証拠物の鑑定結果をもう一度見た。燃えかすはヨモツフタバという樹木の皮を原料とした香で、魔法騎士たちにも馴染み深いものだ。魔法騎士は、この樹木をよく乾かして細く割ったものに聖言を刻み込む。そして死霊を強制的に浄化する際に矢じりをつけたり、燃やした煙で一時的な結界を作って死霊を閉じ込めたりする時に使用していた。

（殺した相手の魂を逃がさないために焚いていたことは間違いないだろう。『生ける屍』は魂なくして完成しない）

　ただひとつ気がかりなのは、ヨモツフタバの香は少し甘ったるい匂いだということだ。ラピスが証言したように『腐った肉や魚が焦げた』ような匂いでない。

　そして魔力を放出し切って白濁した魔晶石の欠片。これからは何の魔力も検出されなかったが、ラピスは橙色と紫色に輝いていたと話していた。

　橙色の魔晶石は生を象徴する聖なる力を秘めている。この魔力を、肉体の状態を維持するために作用させ、紫色の闇の魔力を秘めた魔晶石で魂を操って固定したとも考えられた。しかし、それだけでは禁呪は完成しない。

（血を媒体にした魔法陣……これに何が描いてあったのか、ラピスも覚えてはいないだろうな）

　ジェイドはこの手の魔法に詳しい者を何人か知っている。その筆頭とも言えるモリオン卿に協力してもらうしかないのだろうか。そんなことを考えていると、アゲートが気遣わしげな顔でジェイドを見ていた。

「何だ、どうした」

「あ……いや。隊長、彼女はどうしてます？　凄惨な事件を目撃してしまった反動とか出ていませんか？」

「夢見が悪いようだ。けなげにも私の前では気丈にしているがな」

「匿かくまっている以上、気晴らしもできませんからね」

「ああ。呪いの方は随分と回復してきているというのに、外に出してやれないのは可哀想だ」

　だからといって、気晴らしになるものがあるかといえば、残念ながら何もなかった。屋敷の庭など何の面白みもないもので、ミルフォード邸の見事な庭に比べると見劣りしてしまう。

「まあまあ、隊長。そんなに悩まなくても、ラピス嬢ならきっと大丈夫ですよ」

　アゲートがのほほんとした声を出す。

「何が大丈夫だというんだ」

　ジェイドはムッとして、したり顔のアゲートを見た。

「何がって、隊長が毎日定時で帰宅すれば、ラピス嬢もすぐに元気になりますよ。なんなら休みを取ったらいかがですか？　休みなら山ほど残ってますよ」

「こんな時に休みなど取れるはずもないだろう！」

　一刻も早くラピスの身の安全を確保しなければならないというのに、アゲートは一体何を考えているのか。ジェイドがギロリと睨むと、アゲートが盛大な溜息を漏らした。

「何だ、その溜息は。事件を解決すれば、彼女だって『死霊狩り』なんかに監視されることなく日常に戻れるんだ」

　ラピスも、自分たち死霊担当班の魔法騎士に監視される日々は辛いだろう。ジェイドは本気でそう思っていた。

「死霊狩りに監視って……駄目だ、これは、拗らせすぎて手に負えない。隊長、ラピス嬢がそう言ったのですか？」

「いや……だが」

「はいはい、もっと前向きに考えましょう。花とかお菓子とか、年頃の女の子には贈り物が一番です。ラピス嬢も、隊長からの贈り物であれば、喜んで受け取ってくれると思いますよ」

「は、花は、毎朝」

「おお！　で、どうなんです？　反応は」

　ジェイドは、ラピスに少しでも喜んでもらえればと、庭師が丹精込めて育てている花を毎日渡している。彼女はその花がなんの花なのか当てるのが楽しみだと言っていた。アゲートの言う通り、他に何か喜んでもらえることはないか。その時、ジェイドはあることを思い出す。ミルフォード邸の庭で、ジェイドは彼女とある約束をしていた──

「そうか、お茶会を……」

「は？　何です？　喉が渇いたのならそこに冷めきったお茶がありますよ」

「ああ、いや、すまない」

「なんでもない」とジェイドはアゲートから目を逸らす。ラピスは呪いが解けたらお茶会がしたいと言っていた。まだ完全ではないが、随分と見えるようになってきたのだと本人は嬉しそうだったので、あの庭で小さなお茶会を開くのもいいかもしれない。ジェイドはついでに冷めたお茶を飲み干すと、証拠物を保管するためを装って立ち上がる。

「アゲート、お前はモリオン卿をどう思う？」

「あの変人ですか？　あの人も我々とは違う意味で生きた人より死霊が大好きですからね……正直かかわりたくないです」

「だろうな」

「何かありましたか？」

「いや、彼女のことが知れたら大変だと思ってな。この間、宮殿の庭でモリオン卿と遭遇したが、彼女が侵入してきたことを知っていた」

　ジェイドは証拠物を丁寧に箱に戻すと、番号通りに並べ始める。アゲートは目を丸くしてジェイドを凝視していた。

「研究室から出てきたんですか、あの人」

「青白い顔で庭にいたぞ。我々を見たのか、それとも誰かに聞いたのか。多分、魔法師たちは目撃者に会わせろと言ってくるだろうが、彼女には一切接触はさせないつもりだ」

「わかりました。そのように」

　証拠物の入った木箱をアゲートに渡すと、ジェイドは執務室を後にする。ジェイドの一存では魔法師たちを抑えておくことが難しいので、魔法騎士団長にも事情を説明する必要があった。

（さて、尻尾を出すのはどいつだ？）

　魔法騎士たちは決して気を抜いていたわけではない。巡回や警備の隙を巧みに掻い潜り、廃宿を全焼させる魔法を使える者はそうそういるものではない。可能性があるとすれば、相手も魔法騎士団の内部情報を知っているということになる。動向が相手方に漏れているという前提であれば、もちろん全員疑ってかからねばならない。

　ジェイドは重い溜息をつくと、団本部のある棟へと向かった。
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「ジェイド、様、お帰りなさいませ」

　自宅に戻ったジェイドは、すっかり日課になったラピスからの出迎えを受ける。ラピスの装いは夜に相応しく、色味の濃い赤色のドレスだ。薄い金色の髪は綺麗に結い上げられ、見覚えのある花が飾られていた。

「ただいま、ラピス。ルルナルの花を気に入ってくれたのか」

　ジェイドの言葉に、ラピスは頬を染めて頷いた。

　自分の家のように自由にしてくれと言っているが、ラピスはやはり遠慮しているようだ。霊体の時は活発で元気がいい印象だったが、本来の姿はこちらの方なのだろうか。貴族の淑女としての彼女も悪くはない。しかしどちらかと言えば、ジェイドは目まぐるしく表情を変えて興味津々の様子を見せてくる彼女の方が好きだった。

　ジェイドがラピスの髪に手を伸ばすと、恥ずかしそうに微笑んでくる。それがとても可愛らしく思え、ついつい構わずにはいられない日々だ。

「よく似合っている」

「ありがとうございます」

　アゲートが一緒にいれば茶化されていただろうこのくすぐったいやり取りも、ここには揶揄う者も止める者も存在しない。ラピスが連れてきた侍女のヘルガですら、何故か二人の間に口を挟むこともない。むしろ歓迎している様子が見て取れ、ジェイドはどこまで受け入れてもらえるのか手探り状態であった。

　荷物と外套を使用人に預けたジェイドは、ラピスを伴って居間に向かう。ヘルガから指導を受けたように、彼女の右手を取って自分の肘に導く。すると彼女は小さく華奢な手でジェイドの肘を掴み、寄り添うように歩き出した。

「歩きにくくはないか？」

「はい、ジェイド様は身体ががっしりとしておられますので、安心して歩けます」

「普通に喋ってもいいのだぞ」

「それは……この家の主人に対して失礼はできません」

　今はクレスウェル家の使用人たちが控えているが、ラピスは二人きりになるといつものように話してくれる。ジェイドはその違いを楽しむのもいいか、とそれ以上は言うのを諦めた。

　ラピスは少しツンと顎をそらしてすました様子だ。それがまたなんとも可愛らしく、ジェイドは顔を緩めると居間の長椅子に彼女を座らせて人払いをした。

「そうだラピス、明日は休みを取ったんだが」

「お休みですか？　あれからずっと働き通しでしたから、心配しておりました。これで少しはゆっくりできますね」

　ラピスの声に安堵がにじむ。彼女は事あるごとにジェイドの心配をしてくれていて、そのことがむず痒くもあり、また嬉しくもあった。

「ラピス、くつろいでくれ。ここには私と君しかいないから」

　ジェイドはラピスの右隣りに座ると、もうその必要もないはずなのに何気なく彼女の手を取る。少しだけ指先が冷たくなっていて、ジェイドは温めるようにその手を包み込んだ。

「君をこんな風に閉じ込めてしまってすまない」

「そんな！　とてもよくしてもらっているわ」

「保護のためとはいえ、家から出られないのはきついだろう。明日、庭に出てみないか？」

　ジェイドはどうやって誘っていいのか皆目見当がつかなかったので、そのまま伝えた。魔法騎士などやっていると、こうした一般的なことですらできなくなってしまうのは弊害だ。

　ジェイドが心持ち緊張して返事を待っていると、意味を理解したラピスの顔が、まるで花がほころぶような満面の笑みになる。白濁部分が少なくなってきたきらきらとした青い目が輝き、釣られたジェイドの顔にも微笑が浮かんだ。

「貴方が案内してくれるの？」

　とても期待したようにラピスの声が弾んでいる。

「ああ……約束には少し早いが、庭で私とお茶を飲みながらゆっくり話そうか」

「本当？　すごく楽しみだわ！　誰かとお茶会なんていつ以来かな。ああ、ジェイド、誘ってくれてありがとう！」

「では、明日は良い天気になるように祈らなければな」

「任せて！　いいおまじないを知ってるの」

　ジェイドの手を両手で握り、喜びを露わにするラピスに、ジェイドは久しぶりに心の底から笑った。
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　翌日は、ラピスのおまじないのお陰なのか、朝からよく晴れていた。

「お嬢様、まだよくない夢が続いているのですか？」

「少しだけよ」

　ジェイドの屋敷に来てからラピスの状態は安定している。夢は見るものの、勝手に霊体になるようなことはない。それでも、毎晩眠るのが怖くて寝台の上でしばらく眠れず、昼間にうたた寝をして凌いでいた。そのことは、彼には隠しており、夜眠れず夢見も悪いラピスの体調はあまりいいとは言えなかった。

　しかし今日は違う。これからジェイドと庭で小さなお茶会を開くため、ラピスはいつもより念入りに支度をしていた。

「顔色は大丈夫そうに見える？」

「はい、紅がよく映えておりますよ」

「目元の影は消えてる？」

「お嬢様……今日はいい機会です。必ず魔法騎士様にご相談なさってくださいませ」

　これまで部屋からほとんど出ていなかったことに加え、連日の寝不足のせいでラピスの顔色は悪い。それを化粧で誤魔化してもらっていたが、ヘルガはそのことに反対のようだ。

「駄目よ。これ以上は迷惑をかけられない」

「それでは私から言わせていただきます」

「もう、わかったわよ。きちんと言うわ」

　ヘルガの圧力にラピスは渋々頷いた。ここで無理をして倒れるようなことがあっては、ジェイドにますます迷惑がかかってしまうことになる。しかし、どう切り出せばいいのかわからずラピスは悩んでいた。

（怖くて一人で眠れないって……子供じゃあるまいし）

　ヘルガが丁寧にラピスの髪を編み込むと、仕上げにアカシャの赤い花をさした。鏡の中に映るラピスの頭にぼんやりと赤い色が見える。これは今朝届いた花だ。ジェイドの庭にもアカシャの木があると知って、ラピスは密かに嬉しかった。この木は、二人が最初に出逢った場所にもあった思い出の木だ。

　早めに支度を整えたラピスがそわそわして待っていると、扉を叩く音が聞こえ、ジェイドの使用人の声がした。

「失礼します、ラピス様」

「もう時間？」

「いえ、お約束のお時間までまだ一刻ほどありますが」

「ヘルガ、出てちょうだい」

　中に入ってくる様子もなく、扉の側でやり取りをする声が聞こえる。そしてすぐにヘルガが戻ってきた。

「旦那様からのお手紙にございます。お読みいたしますか？」

「お父様から？　読んでもらっていい？」

「かしこまりました……『親愛なる娘、ラピスへ。目の調子はどうだ？　身体の調子は安定しているか？』」

　ラピスの所在は秘密になっていて訪問は控えるように指示を受けているので、様子が気になるのだろう。読み始めた手紙の中身は、ラピスを心配している内容ばかりであった。不自由はないか、怪我はしていないか、寂しくないか。まるで小さな子供のような扱いだ。

（もう、心配性なんだから）

　両親の心配する気持ちが、今のラピスにはよくわかる。少しだけ心配のしすぎではないかと思うこともあるけれど、これまでずっと守られていたことを思うと申し訳ない気持ちになる。無事呪いが解けて、勝手に霊体になってしまうという問題が解決したら、親孝行をしたかった。

「『お前がそちらに行ってからモリオン卿が訪ねてきた。手はず通り親戚の家に療養に向かったと話したのだが、治療のための新しいまじないの試作品を山ほど置いていった。それに、お前の状態を診察したいとかなりしつこくてかなわん。彼は公国魔法師協会の魔法師だ。ジェイド君に何とかしてもらえると助かるのだが、お前から話してもらえないか』……お嬢様、これは」

「治療とかなんとか言ってどうせ私のことを研究したいだけでしょう」

　モリオン卿はまだラピスが夢を渡る能力を持っていると思っているはずだ。それが本当は霊体になることだと知ったらさらにしつこくやって来るに違いない。呪いが巣くう目については、色々とまじないを作って持ってくるけれど、どれひとつとして効いた試しがないのだ。

「私はこれ以上彼の実験体になるのはごめんだわ」

　と言っても、ジェイドに何とかしてもらうのも違うと思うのだが。とりあえず、以前呪いの治療に携わった魔法師がしつこく訪ねてくると報告はしておこう、と考えたラピスは、ヘルガに手紙の返事を代筆してもらうことにした。




　◇◇◇




　ジェイドの補助で庭に出たラピスは、花が咲き乱れる小径を歩いていた。昨日もらったルルナルの白い花やムルシュの黄色い花が足元に見える。

「正直あまり手入れはしていなかったのだが、本邸から連れてきた庭師が頑張ってくれてな」

「素敵なお庭だってよくわかるわ」

　霊体になった時と違ってどこまでも鮮明に見えるわけではない。でもやはり、身体で感じる外の空気はよいものだ。

　ジェイドによれば、敷地全体に結界魔法が施され、ラピスやジェイドの姿が外からは見えないようになっているらしい。それだけなら簡単だが、もし侵入者がいたらその姿も隠されてしまうため、色々と調整に手間取ったと説明してくれた。

「君が喜ぶような優雅なことなど何もできはしないが……」

　椅子を引く音がして、ラピスは導かれるままにふかふかの座席に腰をおろす。薄い紅色の布で覆われた卓上には、何やらたくさんのお菓子類が用意されていた。茶色の塊があり、何だろうと思って手を伸ばしたところ、やんわりとジェイドの手が制した。

「色の濃い茶器にしてみたのだが、大丈夫だろうか」

「ええ、きちんとわかるわ。ありがとうジェイド」

「礼なら君の侍女に言ってくれ。お茶会などしたことがない私に色々と教えてくれたんだ」

　コポコポというお湯を注ぐ音がする。ジェイド自らがお茶を淹れてくれるようで、茶葉の清々しい香りを楽しんでいたラピスはその動作に視線を集中させる。彼の所作は慣れている者の優雅な手つきだった。

「……いい香り」

「熱いから気をつけてくれ」

　お茶のカップまでラピスの手を誘導してくれたジェイドの視線を感じる。そろそろとカップを持ち上げて口をつけたラピスは、鼻腔を抜けていく爽やかな香りとすっきりとした後味のよさに顔がほころんだ。彼らしいお茶だ、と感じたラピスはもう一口飲む。

「どうだろうか……」

「気分がすっきりする爽やかなお茶ね。初めて飲むけどすごく好き」

　香りを楽しみながら飲むラピスに、ジェイドもほっとしたようだ。彼は同じようにカップにお茶を注いで口をつけ、納得したような声を出した。

「本当はもう一種類のお茶を注ぐと色が変わる珍しいものなんだ」

「そうなの？　見てみたかったわ」

「君は今、どのくらい見えているんだ？」

「そうね……今の距離で、貴方の顔の輪郭がぼんやり見えるくらい。遠くは大きなものじゃないと形もわからないわ。でも近くなら、色も形もわかるの」

　ラピスとジェイドは向かい合って座っている。立って身を乗り出せば簡単に手が届く距離だったが、その表情までは残念ながらぼんやりとしか見えなかった。しかし、約ひと月前までは光を捉えるくらいしかできなかったことからしたら、大した回復ぶりである。日に日に広がっていく視界に、ラピスは毎日起きるのが楽しいくらいだ。

　ジェイドはラピスの呪いの状態が気がかりなのだろう。手に持った菓子を近づけてきて、種類は何かと聞いてくる。

「これはわかるか？」

「それは形でわかってしまうわ。インセルの砂糖菓子ね」

「では、これは見たことはないだろう」

「んん……黄色っぽいような」

　するとジェイドはその菓子をもう少しだけラピスに近づけてきた。

「ではこれくらいの距離では？」

「あ、星型になってるのね！」

「正解だ。さあ、口を開けて」

　ジェイドに促され、ラピスはおずおずと口を開ける。すると星型の菓子がそのまま口の中に放り込まれた。ラピスの口の中でその菓子が溶け、舌の上に花の蜜のような甘味を感じる。その甘さはどこかキスの甘さにも似ていて、ラピスの顔が熱くなった。

「とても、甘いわ」

「クレスウェル家伝統の菓子だ。名前はそのまま星ほし蜜みつと呼んでいる」

「もっとほしくなってしまう甘さね」

「もうひとつ食べるか？」

　ジェイドが星蜜をもうひとつ摘み、ラピスの目の前に差し出してくる。

（これは、また食べさせてくれるということ？）

　親密なやり取りにどきどきと胸を高鳴らせながら、ラピスは口を開ける。ゆっくりと入ってきたジェイドの指が、今度はなかなか口の中から出ていこうとしない。唾液がこぼれそうになり、ラピスがその指ごと星蜜を舐める。なにかとてもいけないようなことをしているような気になったけれど、ラピスはなんだが名残惜しくなって唇をぺろりと舐めた。

「美味しい」

　その甘さは、やはりキスの甘さとそっくりだ。

　ジェイドが席を立つ音がする。ラピスは隣にきた彼を見上げて、両手を伸ばした。予想していたとおりにぐっと抱き上げられ、あっという間にラピスは彼の膝の上で横抱きにされていた。あまりに近すぎて彼の顔が逆に見えない。

「ラピス、いいか？」

　ジェイドが何の了承を得ようとしているのか、ラピスには言われなくてもわかる。だから返事の代わりに、唇を差し出すようにして顔を上げた。

「ん」

　目が見えなくても、唇に触れる柔らかな感触はよくわかる。軽く触れるだけのキスで、ちゅっという音と共に唇が離れると、ジェイドが笑っているのがわかった。

「もう、それはずるいわ」

「君の唇があまりにも美味しそうだったからな」

「食べものじゃないのに」

「だが、とても甘くて何度でも食べたくなる」

　再びジェイドの顔が降りてきて、彼の瞳の色が見えたと思った時には、ラピスの唇は塞がれていた。彼の舌が、ラピスの口の中の星蜜の甘さを味わうように舐めつくしていく。すぐに舌が絡み合い、ラピスはお菓子の甘さよりも甘いキスに夢中になった。

「君の唇が菓子になったようだ」

「貴方も」

「今はまだ魔力は流していないのだが」

「本当？　なら貴方自身が甘いのね」

　ラピスはジェイドの温かく広い胸にすがりつき、甘えるように微笑みを浮かべる。すっかりこの腕の中が定位置になりつつあった。いつもの治療のキスは明かりを落とした薄暗い部屋で行われているけれど、今日は陽の当たる庭で、ラピスにはいつもより多くのものが見えている。

「ああ、貴方の目の色がわかる」

　ジェイドの赤い星の瞳が熱で蕩けたようになっている。しかしラピスはそこに少しの異変を見つけた。

「貴方の目、青かった部分が少なくなってるような気がするわ」

「君も気づいたのか？　君に再会してから瞳の縁の青い部分が少なくなってきているんだ」

「もしかして、その青いところは私の瞳の色だったりして」

　ラピスの瞳の色は本来青く、ジェイドの瞳の青い部分と同じ色だ。今は白くもやがかかっているものの、それでも随分と元の色に近くなってきている。それはまるで、彼の瞳の色を吸い取っているようだった。

「そうかもしれない」

　ジェイドに指で目元をくすぐられ、ラピスはどきりとした。その目は真剣で、俯こうにも顎に手を当てられて動くことができない。

「ラピス……眠れていないのか？」

　どうやらジェイドには、隠し事ができないようだ。化粧くらいでは、ラピスの不眠を誤魔化すことはできなかった。困ったように眉根を寄せたラピスは、観念して打ち明けることにする。

「ここに来てからは落ち着いているけれど、いつまた眠っている間に霊体になってしまわないか少し怖くって」

　ジェイドはこの屋敷全体に、死霊が出入りできないように特殊な結界魔法を張ってくれていた。これで理論的には、霊体となったラピスもこの屋敷から外へ出られないようになっているはずだ。

　ただ、死霊と違いラピスは生きているので、同じような効果を期待できるのかは不明である。この間のように、知らないうちに知らない場所に引き寄せられてしまうとも限らない状態で、ラピスは漠然とした不安を抱えていた。

「夢見も悪いのだろう？」

「それは多分、眠れないせいだと思うから」

「君がうなされているようだと、使用人から聞いているんだ。ここへ来た当初からずっとじゃないのか？」

　うまく隠していたつもりが、ジェイドにはすべて筒抜けであったみたいだ。夜中に飛び起きて窓を開けてみたり、眠れなくて朝早くから起きていたりすることもあるので、使用人に不審に思われたのかもしれない。

　もしかしたらヘルガがこっそり相談したのかも、と思いかけて、ラピスはそれは違うと思い直した。ラピスが幼い頃からずっと世話をしてくれているヘルガは、主人ラピスに黙ってそんなことはしない。

　二人の間に気まずい沈黙が降り、ラピスは小さな声で謝罪した。

「心配をかけてごめんなさい」

　ラピスには、この時ばかりはジェイドの顔が見えなくてよかった、と思えた。怒っているだろうか、呆れているだろうか。色々と想像しては心が重くなっていくけれど、直接その顔を見てしまうよりはずっとましだ。

　ラピスがそんなことを考えていると、彼の腕が身体に回り、強い力で抱きしめられた。

「私には……いや、私だから言えないか」

　ジェイドのその言葉を、ラピスは予想していなかった。苦しそうに絞り出された掠れ声が、ラピスの心に突き刺さる。何故そんな声を出さなければならないのか。ラピスには彼の気持ちはわからない。それでも、自分が彼を傷つけてしまったことだけはわかった。

「そんなことない……私はもう十分、これ以上ないほどに貴方に助けてもらって、申し訳ないくらいなのに」

「私がそうしたいからしたまでだ。親切の押し売りのようなものだから、迷惑ならばそう言ってくれ」

　ジェイドの声はどこまでも硬い。つい今しがたまで二人の間に流れていた甘い雰囲気は一変し、ぎこちなさと緊張が走る。

「ごめんなさい、これ以上貴方の足手まといにはなりたくなかったの」

　ラピスはぽつりと胸の内を漏らす。魔法騎士としてのジェイドの任務がどんなに大変なものか、ラピスは今まで知らなかった。特に現在、生ける屍の禁呪の捜査や通常の死霊に関する事件に加え、ラピスというお荷物を抱えている状態なのだ。少しくらい夢見が悪いからといって、一々甘えていては彼の身が持たない。

「ただ眠れないだけで貴方を独り占めにしてしまったら、貴方に救われることを待っている死霊たちに申し訳ないもの」

　ラピスが顔を上げて少しだけジェイドの胸を押しやると、彼の身体が強張った。

「死霊たちに申し訳ない？」

「そうよ。死霊だって、みんながみんな、なりたくて死霊になったわけじゃないと思うの。きっと私みたいに訳がわからなくて怖がっているはずよ。それを救えるのは、死霊担当班の魔法騎士だけなのでしょう？」

「ラピス、君は」

「私は貴方に救ってもらえた。こんなにも貴方のことを……」

　ラピスは「好きになってしまった」と続けようとして、言葉を飲み込む。ジェイドの負担になっている状況で、これ以上彼を追い詰めるようなことは言えない。だから、別の言葉を探して告げる。

「ありがとう、ジェイド。貴方のような心優しい魔法騎士に出逢えた奇跡を、私は大切にしたい」

「そうか。君は、そう思ってくれていたのか」

　ジェイドの身体から力が抜け、ラピスにぐったりと体重を預けてきた。逞しい体躯をしているので支えるのは大変だったけれど、悪い気はしない。広い背中に手を回して撫でてあげると、彼はラピスの肩に頭を載せてくる。

「今夜、君の部屋を訪ねてもいいか？」

「え？　治療ならいつもの時間に」

「治療だけでは終わらせたくない、と言ったら？」

　ラピスの肩から顔を上げたジェイドが、真っ直ぐにラピスを見つめてきた。その言葉の意味がわからず、しばらく考えていたラピスの脳裏に、思い当たることが一つだけよぎる。それはつい二、三日前に彼に提案された、魂を身体に定着させる方法。

「楔くさび……」

　ジェイドに抱かれ、その精を胎内に受けること。彼はそれを望んでいるのだろうか。ラピスの漏らした呟きを肯定するように、彼が手に力を込めてきた。

「聞いてくれ、ラピス」

　ラピスがよく見える位置まで顔を近づけてきたジェイドが、すうっと息を吸い込む音が聞こえる。

「君が、好きだ」

　ジェイドの赤い星と青い縁の不思議な瞳が、ラピスを真剣に見つめていた。そして急激に左手がカッと熱くなったかと思うと、今は霊体の状態でもないのに縁えにしの赤い紐が現れた。

　驚くラピスに対し、彼の方は落ち着いてそれを手繰り寄せる。引っ張られた左手は彼に掴まれてしまった。

「すまない、ラピス。私は君の呪いの元凶だというのに、君を好きだという気持ちが止められないんだ。君が好きだからキスのその先を望みたい。君を護るためには楔のことも大切だが、それとこれとは別だと信じてほしい」

「ジェイド、私……」

「好きだ。グイヤーニの森で君に逢った時から、ずっと君に焦がれていた」

「それは、私が貴方を死の呪いから助けてあげたから」

「違うっ！」

　ジェイドの鋭い声に、ラピスは驚いて身をすくめる。慌てたように謝罪した彼は、ラピスに許しを乞うように切ない声になる。

「驚かせてすまない。私は、君のことをずっと森の精霊だと思っていた。ずっと逢いたくて探して、見つからなくて。まさかこんな風に、想いを打ち明けられる日が来るとは思ってもいなかったんだ」

　ラピスとジェイドの間で、赤い縁の紐がたゆたう。その輝きは益々強くなり、ラピスの目に焼き付いた。

「君のことが好きなんだ、ラピス。健気な君が愛しい。君の笑顔を見るたびに、どうしようもなく君を独占したくなる」

「ジェイド……」

「私はこの縁を断ち切りたくはない。君も、この再会を大切にしたいと思ってくれているのなら、どうか私を受け入れてくれ」

　ジェイドの手が汗でしっとりと濡れている。いや、ラピスの手が汗をかいているのだろうか。ラピスがどう返事をするべきか迷っていると、ふいに彼の手が離れそうになった。ラピスは慌てて握り返すと、これまで言えなかった想いをポツポツと伝える。

「あ、あの、ね。貴方の、く、楔なら、大丈夫。それに、私、貴方のこと」

　再会はある意味衝撃的だった。でも、ジェイドに会ってからラピスの世界は広がった。まだ少年とも呼べる年齢だった頃よりも背が伸び、すっかり逞しい大人になった彼に惹かれないわけがない。

　再会してたったひと月あまりのことなのに、ラピスにとって彼と一緒にいることが当たり前になってきている。呪いのことを抜きにしても、キスをする度に親密になってくこの感情に、名前をつけるとしたらなんと呼べばいいのだろう。

「貴方のこと、好きなの。ジェイド、私も貴方のことが好きなの」

　言葉にするには色々な想いが重なりすぎて、うまく説明できそうにない。しかし、ラピスの口からするりと出てきた『好き』という言葉の中には、様々な感情が込められていた。

「本当、なのか？」

　ジェイドの声に、信じられないという感情が表れている。ラピスだって、彼が自分を好きだということがまだ信じられない。でも、彼の真摯な言葉は、嘘を言っているようには聞こえなかった。

「本当よ。昔も今も、貴方はとても素敵だもの。そうよ、少年だった頃の貴方も素敵な魔法騎士だったわ」

「死霊の断末魔の叫びで死にそうだったのにか？」

「私、初めて騎士様を間近で見て、とても格好いい貴方にすごくドキドキしたわ。夢だと思っていたから、目が覚めた時にがっかりしたことも覚えてる」

「君に呪いを肩代わりさせた挙句、君の十年間を奪ってしまったのにか？」

　そう告げたジェイドの顔は、今にも泣きだしそうに歪んでいた。

　そもそも、呪いを受けることになったのは、ジェイドの忠告を無視して触れてしまったラピスが悪い。ラピスの呪いの正体を突き止めてから、彼はずっと責任を感じているようであった。

「ジェイド、私はそのことで貴方を恨んだことなんて一度もないわ。私はあの時、死の呪いから貴方を救うことができてよかったと思ってる。それに、呪いが私に移ってきたことで貴方と再会できたのよ？」

　ラピスが夢の世界を渡り歩いていると信じ込んでいた頃は、呪いを解くためにもう一度会わなくてはと、ラピスはずっとジェイドを探していた。もし会えたら何を話そう。自分のことを覚えていてくれるだろうか。夢の中のことだから、きっと忘れてしまっているはず。そんな気持ちを抱えて、ラピスの方こそ彼に焦がれていた。

「貴方があの少年魔法騎士だってわかった時は、運命を感じちゃった。だって、想像していたよりずっと素敵になっていたんだもの」

「私もだ。君との再会は、運命だと思っている。君はあの頃よりもっと美しくなった……言っておくが、一目惚れだ。君にもう一度逢いたくて森に通い詰めるくらい、君に惚れ抜いている」

　情熱を秘めた瞳が、ラピスの視界の中で煌々と輝いている。普段は厳しく見えるジェイドの顔が、優しく緩むのは自分の前だけ。

　ラピスは、まだ霊体の時にしかはっきりと見ることができない彼を、生身の身体で見たいと思った。もっと強く感じたいと。

「私にかかった死の呪いが解けて目の色が変化し始めた時、周りの皆は私のことを、『精霊に愛されし者』と呼んだんだ。だからこの目がある限り、精霊は自分を愛して見守ってくれているのだと、ずっと信じていた」

　ジェイドの少しいたずらっぽい声に、ラピスはその話をどこまで信じていいのかわからなかった。まだ焦点の合わない目を必死に見開き、ラピスは彼を真正面に捉える。

「そうよ。貴方が好き。貴方がくれるキスも。キスだけじゃなくて、その先も……貴方の楔を、私に」

　次の瞬間、左手の縁の赤い紐から何か熱いものが流れ込んできた。それは一瞬にして身体中に広がり、左手の環指の付け根に戻ってくる。そしてちりりと灼けるような痛みが走ったかと思うと、指に濃い赤色の何かが浮かび上がる。恐る恐る見える距離まで手を持ち上げたラピスは、花を図案化したような見たこともない模様を確認して息を飲む。

「ジェイド、これは何っ!?」

　目の呪いが指にまで現れたのだろうか。不安になってジェイドにすがりついたラピスに、ジェイドが呆然としたような声で呟いた。

「まさか、『契約の証』なのか？」

「けいやくのあかし？」

「やはり君は精霊ではないのか!?　……これは『契約の証』だ。精霊が愛した者に加護を与えたその証。いや、本当に、まさか」

「それっていいものなの？　それとも悪いものなの？」

　見ると、ジェイドの左環指の付け根にも赤色の模様が浮き上がっている。まるで入れ墨のようにも見えるそれは、ラピスが彼の模様に触れると宝石のように煌めいた。彼がビクッと身を強張らせたので、ラピスは慌てて謝罪する。

「ごめんなさい、痛かった？」

「いや、痛いというよりは、心地よくて……多分、私と君の強い想いが形になったのだろうと思うが」

　ジェイドの様子がおかしい。そう感じたラピスは、広い背中に優しく手を当てる。

「それなら、悪いものではないのよね」

「もちろんだとも！　だが、君はいいのか？　これはお互いの魂と魂を縛るものだ。ここまで深く刻まれてしまえば、二度と離れられなくなる」

「離れなきゃならないものなの？」

　ラピスは縁のことや契約のことなど何も知らない。しかし、自分一人の一方的な想いではないというのであれば、何も問題はないように思えた。なぜならば、ラピスはジェイドのことが好きで、彼もラピスのことが好きだから。もう一度赤色の模様を見たラピスは、昔見た黒くて気味の悪い模様とは違って、まるでアカシャの樹の花のように美しいと思った。

「貴方の言う契約の証なのかどうか私にはわからないけれど、それだけ私たちの想いが深いってことなら大丈夫よ。だって、私は本当に本気で、貴方のことが好きだもの」

　するとジェイドはラピスをぎゅっと抱きしめてきた。深い森の香りがして、ラピスはそれを思い切り吸い込む。

「君には敵わないな……私も、君を愛おしく思っている。あの日からずっと、ずっと、好きだ」

　見つめ合った二人は、お互いに顔を近づけた。ラピスの唇にジェイドの唇が重なる。もう当たり前のように自然に受け入れたラピスは、口を開けるよう促してきた舌に応えた。すぐさま絡み合った舌はお互いを求め、水音が鳴るほど深くキスが続く。「好きだ」という囁きと共に繰り返されるキスに、ラピスはいつまでも彼のキスを受け入れていたい気持ちになった。

「今夜、いつもの時間に待っていてくれ」

「何か、あの……用意しておくものとか、あるの？」

「君が部屋にいてくれたらそれでいい」

　少し情熱的な、それでいて穏やかな時間がすぎていく。これ以上するとここで襲いたくなる、と言ったジェイドの膝の上に座ったラピスは、与えられるままに菓子を口にする。それはどれも甘くて美味しかったけれど、キスの方がもっと甘くて、もっと美味しい。そんなことを思いながら、ラピスは夜になるのが恥ずかしくも待ち遠しく感じられた。








第五章　楔









　その晩、いつもの時間より少し早く支度を整えたラピスは、そわそわしながら自室でジェイドを待っていた。

　何も知らないはずのヘルガはそんなラピスに気づいていたのだろうか。今夜は早々に下がってしまい、ラピスはもう半刻くらい落ち着きなく部屋を歩き回っていた。

「ラピス、私だ」

「は、はいっ、どうぞ」

　ラピスも極限まで緊張していたが、どうやらそれはジェイドの方も同じようだ。部屋に入ってきた彼は、長椅子に座るラピスの隣に座ったものの動こうとはしない。

「ラピス」

「はいっ」

「気は変わらないか？」

　ここにきてまでラピスを気遣うジェイドが、なんだかとても可愛く思える。きっと色々考えているに違いない。とっくに覚悟を決めているラピスは、彼に向き合うと手を伸ばした。

「ジェイド、大好き」

「なっ」

「絶対に嫌いになんてならないから、大丈夫」

「それはこちらの台詞だ」

　ジェイドがゆっくりとラピスの手を掴んで引き寄せる。こんな時にどんな風にするべきなのか知らないラピスは、唇を素直に受け入れた。鼻腔をくすぐるのはあの深い森の香りだ。魅惑的な熱と香りに包まれて、ラピスはそれだけで力が抜けたようになってジェイドに寄りかかる。

「ラピス……腕を首に回してくれ」

　ジェイドの温かい舌が唇をつつき、ラピスは抵抗なく迎え入れて舌を絡ませる。言われたとおりに腕をその太い首に回すと、キスがますます深くなった。

「んっ……」

「すっかりキスを覚えてしまったな」

「貴方が、教えた、んんっ……はぁ、んっ」

　ジェイドの瞳の中の赤い星が妖しく瞬く。ラピスは吸い寄せられるように目を閉じると、彼の舌をやわやわと優しく噛んだ。彼とのキスは蕩けるように甘く、ふわふわとした気持ち良さがやってくる。それは毎晩行っている治療の時と同じで、幾分緊張を緩めたラピスは唇をぺろりと舐める。

「魔力、流した……？」

「少しでも君の魂を安定させたいんだ。その、最中に抜け出てしまっては……困るというか」

　ジェイドが申し訳なさそうにしながら、ラピスの鼻に自分の鼻をすり寄せてくる。首に回した手を離し彼の頬を撫でると、彼は顔をずらしてラピスの指を口に含む。繊細な指先を柔らかな唇に吸われ、ラピスはふるりと小さく震えた。

「ラピス、移動するぞ」

　ジェイドはラピスを難なく抱き上げると、足音を立てることなく滑るように歩きだした。その間にも彼の唇はいたずらにラピスの顔を這い回り、鼻先を啄ついばんできては、戯れるように唇を舐められる。

　やがて、ラピスの背中が柔らかで滑らかな布に触れ、寝室に移動したのだと気づいた。寝台の上に沈んだラピスの身体に覆いかぶさってきたジェイドは、甘く低い声で乞い願う。

「キスのその先を、君と共に感じたい」

「あの、初めてだから、何もわからなくて」

「大丈夫だ。私に身を委ねてくれ」

　左手の環指から伸びる縁えにしの赤い紐が、お互いの魔力に呼応するように真っ赤に輝く。ラピスはジェイドの環指を引き寄せてキスをすると、羞恥心を堪こらえて彼の名前を呼んだ。

「ジェイド……」

「どうした、ラピス」

「私、もっと近くに……貴方を受け入れたい」

「君は本当にっ」

　その瞬間、まるで貪るかのようにジェイドが唇を押しつけてきた。先ほどの優しいキスとは比べ物にならないくらいの激しさを、ラピスは懸命に受け止める。強く吸われ、歯列をなぞられ、舌を噛まれ。口端からはどちらのものともわからない唾液があふれ、彼がちゅるりと音を立てて吸い上げる。

「ああ、ラピス……私の理性を試さないでくれっ」

　ジェイドが腰をぐいぐいと押しつけてきて、ラピスはあの夜の彼を思い出して息を飲む。腰の中心で固く盛り上がったそれは、不可抗力で裸体を見てしまった時にも感じたものだ。

　思わずびくりと震えてしまったラピスは、ジェイドが性的に興奮しているのだと理解した。怖くないわけではないけれど、その先が知りたい。ラピスは、今はそれを切望していた。

　寝巻きの胸元に飾られた紐を探り当てたジェイドが、乱暴な手つきでそれを引っ張る。すると寝巻きの前がはだけ、ラピスの肌が空気に触れた。

「あ、あまり見ないで」

「何故だ？」

「身体の方は不健康でしょ？　恥ずかしいわ」

「そんなことはない。ここも、ここも、すごく綺麗だ」

　薄暗い室内では、至近距離でもジェイドの顔がよく見えない。不安になるラピスに、彼は首筋や鎖骨、胸の真ん中に唇をつけて、言葉にして褒め称えてくれた。霊体の時に触れられたように、その度に甘い痺れが身体を駆け巡る。霊体の時とは違って身体の骨がふにゃふにゃになってしまうくらい、それは気持ちがいいものだった。

「ん」

　まだ物足りなく感じて、ラピスはキスをねだる。ジェイドの唇がラピスの唇まで戻ってきて、ラピスはそれを嬉々として迎えた。優しく唇を食んで吸う合間に、彼はラピスの名前を甘い声で何度も繰り返して呼ぶ。

「ラピス」

「ん……ジェイド」

「君は温かくて、柔らかいな」

「んっ、あぁっ」

「優しく、したいんだ、ラピス」

「ジェイド……もっと、近くに」

「ラピス、ラピス」

　ジェイドは自分の寝巻きを乱暴に剥ぎ取り、見事な上半身をさらした。しかし残念ながら、ラピスにはぼんやりとした肌色にしか見えない。すると彼がラピスの手を取り、自分の胸に手を誘導してきた。手のひらで感じるのは、温かくてしっとりとした肌だ。

「ここが私の心臓だ。わかるか？」

「……ドクドクしてる」

「君とこうしていると、高鳴りが治おさまらないんだ」

　それはラピスも同じだった。心臓の音が外に聞こえているのではと心配するくらい、ずっと鳴りっぱなしだ。ラピスはお返しにと、ジェイドの手を今度は自分の左胸に引き寄せる。

「私も同じ……ずっと鳴り響いているの」

　熱く、少しざらついたジェイドの手のひらが、ゆるゆるとラピスの胸の上を撫で回す。それでは物足りなくなったのか、彼は屈んで顔を寄せると胸に舌を這わせ始めた。生き物のように這い回る舌は、ラピスの胸の膨らみを余すことなく蹂躙していく。

「滑らかな肌だな」

「あっ、やあ……あん」

「ああ……ここもほしいのか？」

　ラピスの胸の頂を、ジェイドが執拗に舐め始めた。そこは他の場所よりも一際敏感で、今まで感じたことのない痺れが舌の動きに合わせ広がっていく。

「ああっ、やだ、それ、何」

「ここが好きだったか？　赤くなっているぞ」

「い、言わないで」

「何故だ？　君は可愛くて、私にはいじらしいくらいに愛おしく思えるんだ……」

　つんつんと胸の頂を指で弾いたジェイドは、ちゅうっと音を立てながらそこを口に含んできた。熱い口の中で胸の頂を転がされ、頂からきゅっと切ない痺れが広がっていく。

「あっ、んんっ、やあっ」

「君のここは、野苺のようだ」

「だからって、そんなに、んっ、吸ったら」

「とても甘い」

　まるで赤ん坊のように執拗に吸われ、ラピスは快感を覚え始める。反対の胸の頂を指で捏ね、弾き、もう片方の頂を焦らすように舐め上げるジェイドは、今どんな顔をしているのだろう。刺激によってすっかり敏感になった頂は、彼が与えてくる刺激と快感をもっとほしがった。

「ラピス」

「ん、あっ」

　ジェイドの舌が、だんだんと胸から下に降りていく。よく見えない分、感覚が研ぎ澄まされているのか、わずかな唇の動きにすら反応してしまいそうになる。恥ずかしくなったラピスは、声を漏らすまいと唇を噛むが、どうしても甘い響きを含んだ声は抑えられなかった。

「きゃ、んんっ……そんなところ、あんっ」

「怖がらせたくはない。ここから先に進んでも大丈夫か？」

　ラピスのことを気遣ってくれたジェイドが、腹に手を当ててその先を促してくる。腹よりさらに下、先ほどから身体中の快感が集まってきているそこに、彼を受け入れなければならない。ラピスが意を決して僅かに頷き返すと、彼は優しい手つきで寝巻きを脱がしていく。ついに下半身が空気に晒され、ラピスはぎゅっと目を瞑った。

「隠さないで。君はとても美しい」

「そんなこと」

「綺麗だ。君は綺麗で、可愛くて、本当に精霊のようだ」

　ジェイドの指先が、お腹よりも下に降りてくる。そこは女性の一番大切な場所だと、淑女教育で教わったところだった。

「柔らかな金色だな」

　金髪のラピスは、当然下の方も金色だ。ジェイドはそのことを言ったのだろうか。しかし、そんな考えも次の瞬間に霧散した。金色に覆われたその奥、ラピスが誰にも触れさせたことのない秘所に、熱が触れる。

「ひゃんっ」

「大丈夫、指で触れただけだ」

「ゆ、び？　あんっ、やぁ」

　熱く硬い感触にラピスが慌てて太腿を閉じようとして、ジェイドに阻まれた。指だという熱い何かが秘所に分け入ってきて、くちゅりという聞いたこともない音が響く。それが自分の秘所から聞こえてくることを理解したラピスは、ますます意識してしまった。意識すればするほど、敏感になっていく。

「ん、ん……ジェイド、私、なに」

「ここも、可愛い」

「あっ、やぁん、だ、だめ、んっ」

　秘所を探られる度に、ラピスの腰が勝手に跳ねた。どんなことをされているのか見えない。でも何故か自分の秘所は濡れていて、そこを執拗に指でなぞるジェイドはやめようとしない。胸の先に触られた時よりも強い痺れが、ラピスの秘所からお腹の中に広がっていく。

「やだっ、はぁっ、んんっ、なんでっ、触るの」

「ここに、私のものを受け入れられるようにするためだ」

「こんなところに……ひゃっ、あん」

　掠めるように指先だけで触れてくるジェイドに、ラピスは翻弄されて、あられもない声を上げた。すぐそこに何かが待っているような、しかしどうすればそれを得られるのかわからないもどかしさがラピスを襲う。

（気持ち……いい、の）

　自然とラピスの腰が浮き上がる。彼の指が与えてくれる快感を逃すように腰を持ち上げた。太腿の内側から秘所まで悪戯に指を這わすジェイドは、ラピスの反応を楽しんでいるように思える。自分ばかりが余裕がなく、弄ばれているように感じたラピスは、たまらないとばかりにとうとう叫んだ。

「ああっ、ん、ジェイド、いじわる、しないで」

「君を可愛がっているだけだ。では、ここの方がいいか？」

　そう言われると同時に、今までとは違う場所にジェイドの指が触れた。ラピスはいきなり感じた強い痺れに大きく身をよじる。秘所の少し上に、すべての熱と快感が集まってきたかのようだ。ゆるゆると動いたかと思うと、引っ掻くように動き、彼の指は自由自在にラピスをいじり倒す。

「ジェイド、ジェイド、も、だめ」

「いい子だ、そのまま感じてくれ」

「だって、や、熱い、あっ、あっ」

　ジェイドの指の動きが速くなる。それに合わせてラピスの中の快感がどんどん膨れ上がり、逃げたいのかもっとほしいのかわからなくなる。

「ジェイド、見えないっ、私、私、どうなってしまうの」

　怖くなったラピスがそう叫ぶと、温かい腕でふわりと優しく抱き締められた。その腕にしがみつくように抱き締め返したラピスは、まだ与えられ続けている快感が、弾け飛ぶような衝撃に見舞われた。

「あっ、ああ、ジェイド、ジェイド」

「ラピス、よく頑張ったな……」

　しなやかな筋肉がついた逞しい身体が、ラピスに覆い被さってくる。身体をびくりびくりと震わせて達したラピスを抱え込んだジェイドは、その額に優しくキスをした。

　ラピスは呆然として荒い息をはいていた。

　身体がばらばらになってしまったような気がして、熱を持つ腹の上に手を押し当ててみる。しかしそこは破裂しておらず、柔らかな肉が呼吸の度に上下に動くだけだった。

　こんな風になるのだと言ってくれれば、もっと早くに身構えることもできたかもしれない、とラピスは恨みがましくジェイドを見た。ぼんやりとしか見えないので、彼がどんな顔をしているのかわからないのが少し悔しい。

「今の、なに……私はどうなってしまったの」

「君は達したんだ」

「達する？」

「女性はここに触れられると、快感を得るようになっている」

　ジェイドが、先ほどまで執拗にいじっていた箇所に温かく柔らかい何かを押し当てる。達したばかりのラピスは、たったそれだけの刺激でまた快感を拾い、身体を弓なりにしならせた。

「ひゃあぁぁぁんっ」

　温かな吐息を脚の間に感じ、ラピスはそこで初めてジェイドが唇をつけていることに気づいた。ちゅっという音をさせて、規則的に刺激を与えてくる彼の頭を掴み、強過ぎる甘い痺れから逃れようと腰をくねらせる。ぬるりと舌で擦られる度に熱いほどの快楽をもたらし、蜜壺の入り口が引き攣るように反応する。ラピスの知らない熱が容赦なく追い詰める。

「あんっ、も、やだ、あ、ああ」

「嫌という割にはここが誘っている」

　ジェイドの舌が少しだけ下にずらされると、今度は指で散々撫でられた秘所が押し広げられた。すでに脚に力が入らなくなっていたラピスは、なす術もなく秘所にキスを贈られる。

「ジェイド、何をしているの……そこ、汚い」

「薄紅色の花びらのようで綺麗だ。それに、花蜜は甘い」

　秘所の中にジェイドの舌が押し入ってきて、目の奥にばちばちと閃光が走る。

（なんで、気持ちいいの、なんで、ああっ、そんな深くに）

　あられもない嬌声を上げたラピスは、枕に頭を押しつけて首を横に振り、次々と与えられる未知の刺激と快楽に恐れをなした。自分は一体どうなってしまったのか、そしてどうなってしまうのか。

「も、やめて……」

「痛いか？」

「き、気持ちよすぎて、ひゃんっ」

「準備が整うまでもうしばらくの辛抱だ」

　ジェイドの空いた方の手が、ラピスの胸に伸びてくる。胸の頂を探り当てた指が、そこをきゅっと摘んできた。そこから発されたビリっとした痺れが脚の間まで走り、ラピスはまたも達してしまう。ジェイドに身体の至るところに刺激を与えられ、声を上げて反応するラピスはもう息も絶え絶えだ。

「よく解しておかないと……多分痛い」

　ジェイドはすまなそうにそう言うと、ラピスの秘所の真ん中に舌よりも硬いものを挿し入れてきた。舌よりも強くそれを出し入れされ、ラピスは新たな刺激に身体を硬直させる。

（これはなに……指先？　そんなにかき混ぜられたら、私）

　ジェイドの指がぐちゅぐちゅと音を立てて胎内を動き回る。彼が花蜜といったものが、ラピスの秘所からだらだらと肌を伝ってこぼれていく。不思議な匂いが強く香り立ち、それはラピスの思考をぐずぐずに溶かしていった。

「君のここが誘ってる」

「も、もう……おねがっ」

「物足りなさそうだ」

　秘所の縁を舌でなぞられべろりと舐められる。その刺激により、秘所が勝手にびくんと収縮してしまうと、ラピスは羞恥から自分の顔を両手で覆った。

「ラピス、大丈夫か？」

「は、恥ずかしいの……私、こんなにもはしたない」

　もっと、と刺激をほしがる自分の身体を持て余したラピスは、か細い声しか出せなかった。ジェイドに腰を撫でられただけなのに、それすら気持ちよくて甘い悲鳴が漏れ出てしまう。

「はしたなくなんかない」

　ジェイドが僅かな抵抗を押し切るように、秘所を強く啜り上げて舐めしゃぶる。じゅるっという花蜜を吸う音がますます羞恥心を煽り、ラピスはしゃくりあげた。

「ジェイド……ふっ、ジェイ、ドっ」

「泣かないでくれ、ラピス。君はとても美しい。私ももう我慢できるかわからない」

「私、これで、く、楔くさびっ、受け入れ、られる？」

　ふいに秘所から唇と指が離れ、潤んだ目を向けたラピスとジェイドの赤い星の目が合った。もっとはっきり彼の顔が見たくて、ラピスは彼の顔を手探りで撫でる。目の位置や鼻の形、柔らかな唇を撫でて、霊体の時に見た彼の顔を脳裏に思い浮かべた。どうしてか、ラピスには彼が泣きそうになっているように思える。

「受け入れてくれ。お願いだ、ラピス。君が好きだ。愛してる。愛しているんだ」

　拒まれることを恐れているかのように、ジェイドが愛を囁きながら懇願した。

「私、大丈夫だから。貴方のことが好き、大好き、だから、貴方の楔くさびを、ここに」

　ジェイドが息を飲む音が聞こえ、次の瞬間ラピスの手は、硬くて熱くて滑らかな何かに押し当てられていた。それはちょうど彼の腰の真ん中の辺りにあって、ラピスは張り詰めたその熱さに声を失った。ラピスの手の中で、硬いそれがびくりと動く。

「怖がらないで触れてくれ。これが、君の中に入るんだ」

　ジェイドはラピスの手を離すことなく、熱く硬いそれにすりつける。つるんとして滑らかなところが濡れているのがわかった。

「ラピス……やはり怖いか？」

「そんなことない！　これは貴方のものだもの、怖くないわ」

「これが、君のここに入るんだ」

　それを想像して、ラピスの胎内がきゅんと切なく締まる。秘所の奥が引き攣れて、未知の恐怖よりも甘い期待の方が大きくなった。ジェイドはラピスの手を外すと、猛りを秘所の縁にぴたりと当てがう。

「好きだ、愛してる……ラピス、私を迎え入れてくれ」

　再び懇願するように言ったジェイドに、ラピスは恥ずかしそうにしながらも小さく頷いた。

「んっ、ああっ！」

　熱く蕩けた秘所が、ジェイドの猛りをゆっくりと受け入れていく。途中で引っかかるような痛みが走り小さく呻くと、彼はなだめるようにラピスの頬を撫でてきた。唇を噛んで痛みに耐たえるラピスは、彼を心配させないように微笑んでその手にキスをした。

「大丈夫か」

「う……ん、嬉しい痛みだから、大丈夫」

「魔力を流したら、少しはましになるはずだ」

「いっ、あぁっ！」

「すまない、もう、少しだ」

　秘所をぎちぎちと押し広げられ、裂けるような痛みに声を上げたラピスは、気を紛らわそうと唇を噛む。それに気づいたのか、すぐさまジェイドが唇で唇を塞ぎ、指を結合部に伸ばしてきた。溢れた花蜜を塗り込むようにして、彼の指が秘所の上にある敏感な箇所に当てられ、小さく円を描くように動く。ラピスの胎内を甘く激しい快感と痛みが突き抜け、それと同時に秘所が今まで以上に中から圧迫された。

「あぁぁぁ……」

「全部、入った……君の中は、とても熱い」

　ジェイドの猛りが侵入してくるのを阻んでいた処女おとめの証はもうない。彼が指の動きを速め、ラピスは迫り来る絶頂に身をよじった。痛みよりも快感が強いような気がする。胎内が優しい魔力にじんわりと侵食されていくような感覚を覚えたラピスは、彼が低い声で聖言を呟いていることに気づいた。

「ジェイ、ド、貴方の魔力、が」

「んっ」

「あっ、あんんんっ、やだ、なに」

「全部受け入れてくれ。君のナカに馴染むまでこうしているから」

　ジェイドが猛りをラピスの胎内に納めたまま、じっとして動きを止めた。動いていないはずなのに、ラピスの中はどくどくと脈打ち、流されてくる魔力による刺激で熱くて仕方がない。絶頂の波はすぐそこにまで押し寄せている。彼がわずかに指先を動かしただけで、ラピスの身体の中で膨れ上がっていた熱が弾け飛んだ。

「んあっ、ああっ、あぁぁぁ」

「くっ……あ、ああっ」

　唐突に秘所がビクビクと痙攣して、ラピスの脚に力が入った。たまらず猛りを突き上げてきたジェイドも、苦しそうな声を漏らす。猛りに絡みつく自分の胎内が言うことを聞いてくれない。ごつ、と奥まで届いてしまった彼の猛りがもっと奥にほしい、とラピスは腰を揺らす。

（なんて美しいの……吸い込まれそう）

　目を開いたラピスは、目の前に広がる鮮やかな世界に気づいた。ラピスの目は、確かにジェイドの赤い瞳を捉えている。それが意味することに感極まり、ラピスは溢れてくる涙を止めることができなかった。

　心配したのか、慰めるようにして髪や頬を撫でるジェイドに泣きながら微笑む。

「ジェイド」

「奥まで入った……大丈夫か？」

　気遣うように見てきたジェイドが、ラピスの額にキスを落とす。

「ジェイド、貴方がわかるわ」

「ああ、私も君も熱い」

「そうじゃないの。そうだけど、そうじゃない……ジェイド、貴方が見える、見えるのよ」

　薄暗い部屋の灯の中、ラピスには確かにジェイドの姿が見えていた。硬そうな黒い髪も、赤い瞳も、肩や腕に残る傷痕も。一瞬、また霊体になってしまったのかと思い、自分の身体を確かめたラピスは、自分の下半身と彼の下半身が密着している様子を目の当たりにして顔が熱くなる。

「私、霊体じゃないわ」

「ああ、もちろん。魂は身体にある」

「呪いが……解けたの？　貴方の姿がよく見える」

「見える？　本当か、ラピス！」

　焦点の合ったラピスの青い目と、赤一色になったジェイドの目が交差する。まじまじと目を覗き込まれたラピスは、瞬きをして涙を取り除く。せっかく見えているのに、涙で見えなくなってしまうのは嫌だった。

「信じられない、君の瞳から白い曇りが消えている……」

「貴方の瞳からも、青い部分が消えてしまっているわ」

「本当に私のことがはっきりと見えているのか？」

　ジェイドが半信半疑といった風に眉根を寄せたので、ラピスはその眉間に指を当てて優しく円を描く。

「そんな顔をしないで。眉間の皺が深くなって、跡が残ってしまうかもよ？」

　悪戯っぽく笑ったラピスを、ジェイドが目を閉じて抱きしめてきた。ぎゅうぎゅうと締めつけられて少しばかり苦しかったが、肩口に押しつけられた顔のあたりが濡れているような気がして彼の身体を抱きしめ返す。その時、まだ胎内にあった彼の猛りが奥を突き、ラピスは不意打ちのように与えられた快感に吐息を漏らす。もっと強く感じたくなってしまったラピスは、脚を彼の腰に巻きつけて自ら腰を押しつけた。

「こら、ラピス！」

「なぁに？」

「今の私を煽れば、きっと止まらなくなるぞ」

「止めないで……ジェイド」

　せっかく見えているのだから、顔や身体をもっと見て感じたい。そう耳元で囁けば、ジェイドが唸り声を上げながら腰を回して猛りをぐいぐいと押しつけてきた。

「ああっ」

　脚の間に立派な体躯を滑り込ませているジェイドが、裸体を晒した状態でこちらを見つめている。見えるようになったことで、ラピスは今の自分の状態をすべて把握することになった。無駄な肉が何一つない、筋肉が盛り上がった胸や腹部がラピスの柔らかく白い身体に密着している。呼吸をする度に肌が擦れ合い、お互いの肌を重ねていることを生々しく意識してしまう。

「ラピス、動くぞ」

　繋がっている場所に指を置いていたジェイドが、あの一番気持ちよく敏感な箇所を捏ね始める。達したばかりで強烈な余韻を残すそこから、また新たな快感が発せられた。

「あんっ、熱い……はぁん、んっ、ん」

　あられもなく腰を跳ねさせるラピスを、ジェイドが易々と寝台に押さえつけて腰をゆっくりと回し出した。彼の猛りを受け入れている胎内が、溶けて蕩けてたくさんの花蜜をあふれさせている。自分の身体のことなのに彼の方がよく知っているみたいだ、とラピスは思った。解けたラピスの髪が寝台の上に広がって、しっとりと汗をかいた肌に貼りついている。

「どこが気持ちいい？」

　欲望に硬くなった猛りが胎内を軽く擦り上げ、ジェイドが中を探るように律動する。擦れ合う場所が、押し込まれた先が、すべてが気持ちいい。ラピスが良い声で啼くと、彼はその箇所を執拗にぐいぐいと押してきた。花蜜が溢れ出し、いやらしいほどに水音が鳴り響く。

　ラピスの右太腿を抱えたジェイドが、まだ足りないとでもいうように、猛りを胎内のさらに奥深くに押し込んでくる。熱い猛りがぐぐっと圧力をかけてきて、ラピスは今までで一番甘い、ずくんとした痛みを感じた。

「教えてくれ、ラピス」

「やっ、あんっ、あっ、あ」

「奥を突かれるのが好きか？」

「わかんなっ、あっ、ん、んん」

「君の中が、熱くて」

「あんっ！」

「たっぷり濡れていて、たまらない」

「そこ、気持ち、い、やぁ、ああぁぁぁんっ」

　ジェイドから少し強めに穿うがたれ、ラピスは大きく啼いた。もう痛みはなかった。断続的に流れてくる魔力が作用しているのか、あるのはただ気持ち良さと、切なくなるような腹の奥の疼きだけである。猛りが小刻みに揺れると、ラピスの半開きになった口から唾液が零れ落ちる。

　ジェイドの猛りがギリギリまで引き抜かれそうになると、ラピスは切なげに鼻を鳴らして腰に絡めた脚に力を込めた。

（もっと、もっと……奥に）

　一気に奥まで突き挿れられるときゅうきゅうと中が締まり、ジェイドの猛りを離さないとばかりに包み込んだ。

「そんなに締めると、くっ」

「だ、だって、疼くんだもっ」

「どこが、どこが疼いているっ？」

「奥っ、もっと奥に、ああ、そこ、やぁっ」

　猛りを抜き差しする速度が徐々に上がり、ラピスの嬌声も意味をなさないものに変わっていく。ジェイドが敏感な部分を弄っていた指を離し、手のひらをラピスの腹の上に押し当ててきた。

「んんんーっ！」

　そのままゆさゆさと上から揺すられ、中から突き上げられ、ラピスは次々と与えられる快感に必死に息を吸い込む。ジェイドの瞳が熱く滾たぎっているような、どこか昏い翳かげりを帯び始める。ラピスは、何故彼がそんな顔をするのか知りたくて、腕を伸ばして首に絡めた。するとさらに抽送が速くなり、彼がある一点を執拗に突いてきた。

（ああ、もう、駄目）

　早く解放されたいような、まだ快楽に浸っていたいような、よくわからなくなったラピスは足の指にぐっと力を入れる。結合部から花蜜が流れ落ちていくのがはっきりとわかり、秘所がびくびくと痙攣し始めた。

「ジェイド、くるっ、熱いの、あっ、ああ」

「そのまま、我慢しないでいくんだ」

「あ、あ、あ、ああぁぁぁーっ！」

　限界を迎えたラピスの胎内が、ぎゅうっと締まった。最奥まで届いた猛りを離すまいと、何度も何度も痙攣する。それと同時に腹の奥で弾け飛んだ熱と快感が全身を回り、ラピスは腰を浮かして仰け反った。ジェイドはまだ腹の上をぐりぐりと押し撫でてきており、そこから発生する甘く蕩けるような痺れに甲高い声を上げる。

（な、に……何か、流れ込んで……）

　ほわり、と胎内に温かさを感じたラピスは、魔力とは違う温もりに顔をほころばせる。それはとても幸せで、愛おしくて。身体中に染み渡るように広がっていく多幸感に、自然と涙が溢れ出してきた。

　二度、三度と小刻みに突き上げ、ぐっと猛りを押しつけていたジェイドが、長い息をはいてラピスを抱きしめてくる。まだ断続的に痙攣が続いているラピスの胎内は、まるで彼が出ていくことを拒んでいるようだ。

「ラピス……すまない、激しすぎたか？」

　指先で涙を掬い取ったジェイドが、気遣わしげな顔で覗き込んでくる。ラピスは返事をしたくても声にならず、首を横に振って唇を差し出した。彼はすぐさま唇を塞いできて、ラピスの零れた唾液を吸い上げる。絡ませ合った舌から甘い魔力を感じ、ラピスは夢中になってキスを続けた。

「ジェイド」

「ん……何だ」

「すごく、満たされるような……幸せで、だから」

　うまく言えないことがもどかしく、ラピスは目に想いを込めてじっとジェイドを見つめる。彼の左環指に刻まれた模様を撫でると、そこが鮮やかな赤色に輝いた。

「満たされる、か」

「魔力とは違う、とても幸せな温かさが、お腹の真ん中にあるの」

　そう説明すると、ジェイドの顔に赤みがさした。細められた彼の赤い瞳が切なげに揺れる。

「それが楔くさびだ」

「これが」

「君の中に精を放った……すまない」

　ラピスはジェイドが何故謝っているのかわからなかった。初めから楔については説明を受けていたので、彼が罪悪感を覚える必要はない。それに彼は、抱きたいから抱いたのではなかったのだろうか。

「私、貴方が好きだから、あ、謝らないで」

「それはわかっている！　私も君を愛したくて抱いたんだ……そうではなく、君が、望まない妊娠をしてしまうこともあるから」

「先に説明すべきだった」と落ち込んだように話すジェイドに、ラピスはきょとんとした目を向ける。

「そんなの、貴方とこうなることを望んだ時に受け入れたわ」

「ラ、ピス」

「だからそんな顔をしないで」

　また、ジェイドが泣きそうな顔になる。彼の左手に手を絡ませ、ラピスが赤い印に唇を寄せると、彼も同じようにラピスの左手に唇を寄せてきた。

「ああ、好きだ、好きだ、ラピス、誰よりも好きだ、愛してる」

「私も同じ、好き。大好き」

　ラピスは微笑んで、ジェイドの目にキスをする。

「だから、嬉しいの。貴方のことをこんなに近くに感じられて、もっとほしくなるくらい」

「私だって、君がほしい。君が私のこと以外考えられなくなればいいと、本気で思うくらい」

　ゆるゆると腰を動かしたジェイドが、凄絶な艶を含んだ笑みを浮かべる。まだ硬い猛りで胎内をゆっくりとかき混ぜられたラピスは、たまらず切なげに啼いた。

「君の魂を、縛りつけてやる。身体にも、私にも……決して離れないように」

　あの昏く赤い瞳でラピスの目を見ながら、ジェイドはゆっくりゆっくり、焦らすように最奥まで満たす。その緩やかで甘い刺激に、ラピスの秘所から再び耳を塞ぎたくなるような卑猥な水音が聞こえてきた。

　ジェイドがラピスから身体を起こし、両太腿を掴んでまるで見せつけるようにして猛りをぎりぎりまで引き抜く。その状態で動きを止めた彼に、ラピスは自ら腰を揺らして促した。

「ジェイド、いじわる、やなの」

「私の魔力を、身体に馴染ませなければ」

「うそっ、目が笑ってる」

「そうか？　私も嬉しいんだ……長らくの恋が叶ったのだからな」

　ラピスの秘所がきゅうっと蠢うごめき、ジェイドの猛りを早く飲み込みたいと主張する。身体の力を抜いたラピスに、優しく浅い出し入れが繰り返され、彼がゆっくりじわじわと欲望を深く押し入れてきた。

　ラピスは、自分の脚の間に沈んでいく猛りを目の当たりにして、羞恥と快楽の狭間に立ちながらじっくりと眺めた。

　ジェイドの深く割れた腹筋が汗で濡れ、無数の傷痕が赤く色づいて浮かび上がっている。筋張った腕にも傷痕があり、それはあまりに逞しく、そして痛々しく思えた。魔法騎士であるが故に、彼は傷つきながら戦っているのだ。それは目に見える脅威だけでなく、目に見えないものとも相対して。

「貴方が、魔法騎士でよかった」

　熱い快楽の奔流に押し流される前に、ラピスはこれだけは伝えたいと必死に口を開く。まとまらない思考をかき集め、思っていることを言葉にして紡いでいく。

「貴方だけが、私の魂を見て、私の声を聞くことができるの」

　死霊を相手にしている魔法騎士の中で、たった一人ジェイドだけ。それは運命だとか、奇跡だとか、そう呼んでもいいものだと、ラピスには思えるのだ。

「私たちが、縁えにしで結ばれているのって、あんっ……そういう、ことじゃないかって」

　ジェイドが歯を食いしばり、瞳をぎらつかせて猛りを容赦なく一気に突き入れてきた。秘所からあふれ出した、どちらのものともつかない蜜が結合部をしとどに濡らす。二人の間に漂う濃厚な性の匂いに混じり、深い森の中のようなジェイドの香りがラピスの鼻腔を満たした。

「そうだラピスっ、君は、私のものだ！」

　獣のように激しく腰を振られ、硬く熱い猛りに容赦なく腹の奥を押し上げられ、ラピスの目の前が真っ白になる。霊体になった時とは違う種類の浮遊感を覚えたかと思うと、次の瞬間、ラピスは全身が内側から何かに締めつけられるような不思議な感覚に襲われた。

「んーっ、んんっ、はっ、ああぁっ」

　燻くすぶっていた快感が弾け飛び、胎内がびくびくと痙攣して、ラピスに達したことを伝えてくる。強い絶頂に悲鳴を上げたラピスの耳に、ジェイドの掠れ声が聞こえてきた。

「君は、また……私を救ってくれるのか」

　その意味を聞いてみたいと思ったラピスだったが、すがりつくようにかき抱かれ何も言えなくなる。その代わりラピスは、荒い息をつく彼の背中に手を回し、二人が睡魔に襲われるまでずっと撫でていた。




　翌朝、ラピスは急に寒気を覚えて目覚めた。

　ジェイドと温もりを分け合うようにして眠りについたはずなのに、敷布の上に手や足を伸ばして探るも見つからない。もそりと上半身を起こしたラピスは、目をこすりながら辺りを見回した。

「ジェイド？」

「起きたのか。まだ寝ていていいぞ」

　まだ暗いうちからジェイドが起きている。ぼんやりとしたラピスの様子に、彼は小さく笑い声を漏らす。

「夜も明けていないし、疲れているだろう？」

「どこに……」

「いくの？」そう言いかけたラピスは、そういえばここは自分に充てがわれた部屋だったことを思い出した。

　未婚の貴族であるラピスが、婚姻を約束したわけでもない男性と同じ部屋ですごすことは推奨されるべきことではない。使用人に見つからないうちに自室に戻るのだろう。もしくは、すでにばれていても今なら不問にできる時間帯なのか。そう考えて少し落ち込んだラピスに、ジェイドが近づいてきた。

「宿直の部下から伝令がきた……どうやら生ける屍に関係する者が見つかったかもしれないらしい」

　ジェイドの大きな手がラピスの頭を撫でる。その報告を聞いて顔を強張らせたラピスだったが、次いで眉間に唇を落とされ力を抜いた。

「詳しくはわからないが、帰りは遅くなりそうだ」

「……わかったわ」

　寂しいが、ラピスはそのためにここで保護されているのだ。事件が解決するに越したことはない、と平静を装った。

「目の状態はどうだ？」

「まだ少しもやがかかっているみたい」

「十年間も君に巣くい続けた呪いだ……まだ核を消滅させるには至らないか」

　ジェイドがラピスの目を覗き込み、そのまま瞼にキスをする。

「あまり連続して魔力を注ぐのも負担になる。もうしばらく不自由をさせてしまうな」

「私は大丈夫。これだけ見えるようになったのだもの。あと少しくらい待てるわ」

「何かあったら君宛に伝令を送る。結界魔法の範囲内であれば外に出ても大丈夫だろうが、くれぐれも気をつけてくれ」

　そう言って軽く唇にキスをしてきたジェイドに、ラピスも名残惜しく思いながら応えた。魔力は流れてこない、本当にただのキスだ。ちゅっという音と共に離された二人の唇が、もう少しとばかりにまた繋がる。

　すると、左環指のつけ根が熱くなり、縁えにしの赤い紐と花のような模様が光を放ちながら浮かび上がってきた。

「キスに反応しているのか」

「ジェイドでもこれの正体はわからないの？」

「ただの縁とは違うようだ。昨夜話した通り、契約に近い状態なのだろうな」

「いつでも貴方を感じていられるから、私は好きよ」

「私もだ……自分の存在を君に刻み込めたようで嬉しい」

　お互いに指を絡ませ合いながら、昨夜のことを再現するかのように激しく舌を絡ませ合う。その熱に頭がぼぅっとしてきたところで、名残惜しむようにゆっくりと唇が離された。

「もう、行かなくては。帰ったら続きをしよう」

「うん……気をつけて」

　今度こそキスを終えた彼は、わずかに微笑むと部屋を後にした。

　残されたラピスは寝台の上に身体を横たえる。腰や太腿に鈍い痛みを覚え、そうなるに至った行為を思い出して赤面した。

（やだもう……私ったら早朝から）

　楔くさびの効果を安定させるために、ラピスの胎内にはジェイドの精が残されている。先ほど身体を起こした時にとろりとあふれ出した感覚がしていたので、きっと下着は大惨事なはずだ。次々とあられもない内容を思い出してしまったラピスは、想像しただけできゅんと引き攣れるお腹を両手で抑えた。

（ヘルガは絶対気づくはずよ）

　元々ジェイドに対して肯定的なラピスの侍女も、婚姻前の行為にはさすがに難色を示すかもしれない。ヘルガが起こしにきたらなんて説明しよう、と考えながらラピスは目を閉じる。最近夢見が悪いラピスだが、彼の魔力に満たされたこの状態であれば大丈夫と思い、穏やかな眠りに落ちていく。

　そのまま昼近くまで寝過ごしたラピスは、何故か訳知り顔をしながらも何も聞いてこないヘルガによって起こされ、一人羞恥に身悶えることになった。
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　そわそわと落ち着かない昼過ぎ。

　ラピスはヘルガを伴って庭に降り、花壇に咲く花の色を確かめていた。少しもやがかかるものの、視力はおおむね良好である。霊体の時に見ていた時よりもきらきらと輝いて見えるのはどうしてなのか。

　これまでにジェイドから贈られてきた花々はどれも綺麗で、ラピスは飽きることなく庭の散策を続けていた。

「おや、君はラピス嬢ではありませんか。クレスウェル隊長と婚姻を結ばれていたとは知りませんでした。どうりでミルフォード卿が渋られるはずだ」

　と、そこに突然第三者の声が割り込んでくる。庭にはラピスとヘルガと庭師たちしかいないはずが、散策には似つかわしくない重たそうなローブを羽織った男がいつの間にか庭にいた。

（何故この人がここに？）

　その男は、魔法師のモリオン卿であった。ラピスはいきなり庭に入ってきたモリオン卿に、曖昧な笑みを浮かべる。ジェイドとこの男が知り合いだったことにも驚きだ。しかし、彼の背後で申し訳なさそうにしているこの家の使用人の姿に、ラピスは彼が使用人の話を聞かずに勝手に入ってきただけか、となんとなく察する。

（しまったわ……ジェイドにお父様からの手紙のことを相談するのを忘れてた）

　今さら思い出して後悔しても遅い。父親やラピスの悩みの元凶であるモリオン卿は、こうしてここにやってきてしまった。当然父親が居場所を漏らすはずもない。偶然訪ねてきたところに出くわしてしまったのか、それともラピスを探してやってきたのか。とにかく警戒するに越したことはないだろう。ラピスは自分の運の悪さに心の中で溜息をもらした。

「ご機嫌よう、モリオン卿。彼になんの御用でしょう」

　どうやらモリオン卿はラピスとジェイドが婚姻を結んでいると勘違いしているようなので、そこは敢えて否定せずに用件を尋ねる。随分と前に見た姿と変わらず、彼は青白い不健康そうな顔色をしていた。

「おや、私が見えるのですか？　ということは、呪いが解けたのですね。どうやって解呪したのです？　クレスウェル隊長は優秀な魔法師の素質がありますから、是非聞かせていただきたいものです」

「私は専門の魔法のことは何もわかりません。彼は今勤務中ですから、家にはおりませんが」

「彼は本日休みだと……いや、昨日だったかな？　しまったなぁ、行き違いになってしまったのか。どうしよう」

　うっかりしていた、と悪気がなさそうに笑うモリオン卿は、くるりと杖を回す。

「私と彼はよく仕事で一緒になるんですよ。実は彼に伝えたいことがあったのに」

「私は魔法騎士ではありませんからなんとも。団本部にいるかと思いますので、そちらの方にお尋ねくださいませ」

「そうだね。魔法騎士は秘密を山ほど抱えているから、ここで話すのはよくないな。くつろがれているところに割り込んでしまって申し訳ない。では失礼するよ」

　それだけを言い残すと、モリオン卿はあっという間に立ち去った。使用人たちがラピスにぺこぺこ頭を下げながら追いかけていく。

（私の能力の話をしないなんて珍しいこともあるものね）

　一体何をしにきたのかよくわからないまま、モリオン卿の突然の来訪は終わった。会えば必ず、会わなくてもしつこく、ラピスの能力についてありったけの知識と自論を語っていた彼にしては珍しいことだ。ラピスの呪いについても、うんざりしてしまうほど熱心にあれこれ研究していたというのに。

　さすがに勝手に侵入してきたことが気まずかったのだろうか。父親に手紙を出してまでなんとか接触を図ろうとしていた彼は、もしかしたらラピスの呪いが解けたとわかった時点で興味を失ってしまったのかもしれない。自由奔放な研究者である変わり者の彼のことだ、そんなこともあるのだろう。そう結論づけたラピスは、隣で同じことを考えていそうなヘルガを見る。

「なんだったのでしょうか。相変わらず失礼な」

「でも私から興味を失ったみたいだから、よかったんじゃない？」

「そうでございますね。もう煩わされずに済むと思えば……」

　唯一心配なことがあるとすれば、モリオン卿がラピスのことを誰かに話してしまうかもしれないということだ。これはジェイドに話しておかなければならないだろう。もう少し庭を散策しようと考えていたラピスだったが、予定を取りやめて部屋に戻ることにした。

「まさかモリオン卿がジェイドと知り合いだったなんて驚いた」

「お嬢様がお話しになられたのではなかったのですか？」

　ヘルガは手紙のことを言っているようだが、それは違う。ラピスは首を横に振ると、それを否定した。

「まだ相談していないわ。きっと偶然よね」

「そうでございますか。モリオン卿は公国魔法師でございますから、魔法騎士様方とご一緒にお仕事をなされることもおありなのでしょう」

「研究が好きすぎて私のことを実験体としてしか認識していないのが玉に瑕だけど……」

「それにしても不躾で無遠慮な振る舞いでございましたよ。今度あの方がこられた時は、私が追い返して差し上げます」

「ほどほどにね、ヘルガ……あれ？」

　憤慨するヘルガに苦笑しながら相槌を打っていたラピスは、一瞬だけ身体にまとわりつく膜のようなものを感じて立ち止まる。蜘蛛の糸が引っかかったような気がして顔面を手で払うも何もない。ラピスはそのことがどうも気になった。

「ねぇヘルガ……何か変な気配を感じない？」

「さぁ、私は特に何も」

「気のせいかな？」

　屋敷の中はいつも綺麗に掃除が行き届いているので、蜘蛛の巣があるとは考えられない。ヘルガも何も違和感はないようで、ラピスは首を傾げながら部屋に戻る。

（あの感覚……どこかで）

　しかし、いくら考えても思い出せず、ラピスの中に漠然とした不安が込み上げてくる。

　今夜はジェイドは帰ってこられないかもしれない。それだけで不安になっている自分に、ラピスは苦笑した。ここは結界魔法が張ってあるので安全だ。それに、楔くさびの効果のお陰で霊体になることはないはずである。

　ラピスはお腹に手を当てて、ジェイドの魔力で満たされた中心に意識を集中させる。もう身体中に散ってしまっていたが、それでも幸せな温かさを確かに感じ、ラピスは口元をほころばせた。








第六章　忍び寄る不吉なもの









　ジェイドは異様な状態の死体に眉をひそめた。

　それは身体の水分を搾り取られたかのように皺々になっており、まるで古代の腐敗処理を施した遺体のように見える。検分を担当している医術師と魔法師の後ろからその様子をじっと眺め、ジェイドは嫌な予感に眉根をひそめる。

「内臓が全部残った状態で、ここまで見事に腐敗処理を施す技術は未だかつて見たことがないな」

「ましてや身体に傷ひとつついていませんからね。自然死なのか、人為的なものなのか……はたまた呪いのせいなのか。貴方はどう見ますか、クレスウェル隊長」

　医術師が振り返ってジェイドにちらりと視線を送る。クリスターレン北西地区の路地裏で発見された死体は、不可解なことだらけであった。

　第一発見者は警らをしていた二人の警務騎士である。泥酔者が寝ているのかと思い近づいたところ、この干からびた状態の死体であったという。すぐさま回収され鑑定に回された死体は、驚いたことにまだ新しいものであることが判明した。胃の内容物は食べた時そのままの状態で、身体だけが干からびている。さらに腐敗処理のための薬剤などは検出されておらず、そんなことは自然にあり得ることではない。

「私も初めて見る。新しいはずの死体がからからに乾燥していて、なおかつ魔力が残されていない……そんなことができる死霊がいたら、それは神代に跋ばっ扈こしていた不死者かと疑いたくもなる」

　ジェイドの見解に、魔法師が神妙な顔で頷いた。

　まだ公式に発表はされていないが、首都クリスターレンに『生ける屍』が潜んでいるかもしれず、ジェイドたち魔法騎士がその行方を追っている最中だ。生ける屍は不死者と呼ばれる魔物の一種で、呪術により死体が生きているように動くものを言う。生者の魔力を吸って動くその死体は、はるか昔にはその習性を利用して兵器として使用されていた。セレンジェム公国では禁呪扱いとなって久しく、それを使うことはおろか、研究することすらも禁止されている。

（ラピスの見た生ける屍がこの遺体となった人物の魔力を吸い取ったのだとしたら……被害はもっと拡大するかもしれんな）

　それが意味するものは、術者の魔力だけでは魂と身体を維持できておらず、呪術を維持するために生者の魔力を必要としているということだ。もしくは、生ける屍に敢えて魔力を与えず、生者を襲わせたか。生ける屍は自ら魔力を作り出すことができないので、魔力を求めて街まち中なかを彷徨った可能性があった。

「死霊が関わっているなら我々の案件ではないということだな。頑張って犯人を捜してくれたまえ」

　と、離れたところで作業を静観していた騎士が、小馬鹿にしたような表情でジェイドを見てきた。彼は同じ魔法騎士ではあるが、魔法特務隊と呼ばれる花形の部隊に所属する精鋭だ。ジェイドと同じ時期に入団した彼は、死霊担当班の面々に対し事あるごとに突っかかってくる困り者だった。

「未確定の話でしかない。ギベオン、君の部隊も捜査に加わるべきだ」

　淡々とした声でジェイドが答えると、ギベオンは盛大に顔をしかめる。

「我々に死霊と対峙せよと？　不浄の魂に触れたら穢れてしまうではないか。お前はディアマンテ大公をそのような危険に晒すつもりか、ジェイド」

「そんなことは言っていない」

「何のための死霊担当班おまえたちだというんだ。すでに呪われているんだ。今さら不浄な者を相手にしたところで何ら問題はないだろう」

　ギベオンの言うことはある意味で正しい。ジェイドたちは多かれ少なかれ死霊により呪いを受けている。すでに解呪されているにせよ、常に死霊たちを相手にしている関係上、公こう家かの者たちの側に近寄ることはできない決まりがあった。その点、魔法特務隊は近衛隊に混じり宮殿の中枢を護る役目も担っている。公家や諸侯たちと密接に関わっている以上、万が一のことを考えて危険は侵せない、ということを言いたいのだとわかってはいるジェイドであるが。

「死は誰にでも訪れる。死して不浄の者になるか否かは、生前の人となりや行いによるところが大きいが……君の魂はどちらなのだろうな？」

「貴様……言わせておけば」

「君が天に召される時、我々が送らなければならないような死に方だけはしないでくれ」

　ぎりぎりと、辺りに聞こえるほど歯を食いしばったギベオンに、ジェイドは自分も大人おとな気げないと苦笑する。馬鹿にされるのは日常茶飯事であるが、今のジェイドにはどうしても許せなかったのだ。

　ラピスは、ジェイドたち死霊担当班の魔法騎士の役目は、死霊を救うことだと言ってくれた。訳がわからず怖がっている死霊が、救われることを待っているのだと。穢れを、死の呪いをものともせずに触れ、受け入れてくれた彼女に誇れる自分でありたい。ジェイドはそう考えるようになっていた。

「ふん、死霊と馴れ合って感化されたか。何を言われようとも我々は関わらんぞ。精々腐って爛れた死体に魔力を吸い尽くされないように気をつけるんだな」

　捨て台詞よろしく鼻息も荒く部屋を出ていくギベオンを、ジェイドは一瞥しただけですぐさま興味を失った。協力してもらえないのであれば用はない。口を開けば嫌味しか言わないような男と馴れ合うほど暇ではないのだ。ジェイドは成り行きを見守っていた魔法師に作業を続けるように指示を出そうとして、その魔法師も苦笑していることに気づいた。

「気にすることなんかありませんよ、クレスウェル隊長。あいつは恨みつらみ妬みの多そうな男ですから、少なくとも死して聖人になることはありませんね」

「まあ……よほど悔い改めないと無理だろうな」

「あの男がかかわらずとも私たちは協力を惜しみません。もしも生ける屍の仕業だとしたら、不浄だなんだと言っていられませんからからね」

「わかっている。取り急ぎ団長に報告したい。君が直接説明できるか？」

「わ、私が魔法騎士団長に、直々にですか!?」

　魔法師が目を見開いて羽根筆を取り落とした。

「ここに来ていただくわけにはいかないからな。何、心配はいらない。団長は我々を軽蔑するようなお方ではないさ」

「わ、わかりました！」

　魔法師が慌ただしく書類に見解を書き記していく。それを見ながら待っていると、扉が叩かれアゲートが入ってきた。その顔は不機嫌そうに歪められている。

「隊長、ギベオンの野郎に何を言ったんです？　すれ違いざまにあらゆる罵詈雑言を叩きつけられたんですが」

「私だけでは溜飲が下がらなかったか。すまないな、あまりにも腹が立って少し気に障るようなことを言ってしまったんだ」

「隊長がですか？　珍しいですね」

　日頃のジェイドの、酷い言われようは当たり前だという態度からは想像もつかなかったのだろう。興味津々な顔で見てくるアゲートに、ジェイドは何でもないという風に肩をすくめてみせる。

「それ、隊長の瞳の色と関係あります？」

　アゲートは目敏く見つけてしまったようだ。ジェイドの瞳の色は、ここひと月のうちに劇的に変わってしまった。この場合は元に戻ってきているという方が正しいのかもしれない。ジェイドの特徴的な赤い虹彩を取り囲んでいた青色は、もうわずか縁ふちにしか残っていなかった。その青色がすべて消えてしまった時、多分ラピスの呪いは解けるはずだ。そしてラピスの呪いの状態を生で見て模写までしたアゲートは、薄々そのことに気づいているらしい。

「彼女が、我々の任務が死霊たちを救うのだと」

「え、討伐とか祓うとか、よく言って浄化とかではなく……」

「死霊は我々が救ってくれるのを待っているのだと、彼女は言ったんだ。自身も霊体になるから、その気持ちがよくわかるとな」

　それを聞いたアゲートが、照れたように顔を緩め、頭の後ろをかいた。ジェイドもラピスからそれを言われた時は感動すら覚えたので、気持ちはわからないでもなかった。しかし何故直接言われたわけでもない彼が照れるのかさっぱり理解できず、むしろ腹立たしさすら覚える。

「へぇ、ラピス嬢が。悪くない、うん、悪くないですね」

「彼女は私に対して言ったのだが」

「隊長は心が狭いですね。いくら縁えにしで結ばれているからって、そういう独占欲はよくないですよ」

「縁、か……縁といえば、これを見てどう思う？」

　ぶつぶつと不満を漏らすアゲートに、ジェイドは手袋を外して左手を見せた。その環指には、昨夜ついたばかりの赤い模様が浮かび上がっている。キスをすると反応して赤く光るそれは、縁の赤い紐が可視化されたもののようにも思えた。

「何ですか、いつの間に刺青を。それにしては花のような形で可愛らしい……」

　訝しむように指を見るアゲートも、心当たりはないらしい。指先でなぞられた感触が気持ち悪く、ジェイドは反射的に指を遠ざけた。

「昨日、私と彼女の間で繋がっていた縁がこのように変化したんだ。精霊との契約の証のようで美しいだろう」

「契約の証……いやいやいやいや、それ、どんだけ愛されてるんですか」

　あっけにとられたようなアゲートの言葉に、ジェイドは少しだけ、いやかなり気分が上昇した。

（愛されてる、か）

　できるならば、そうであってほしい。自分の想いの深さは言わずもがなだが、ラピスも自分と同じくらいの気持ちを返してくれていたのであれば。知らず口元を緩ませて柔らかな表情を浮かべたジェイドを、アゲートがどこか羨ましそうに見ている。

「クレスウェル隊長、とりあえず報告書をまとめてみました」

「わかった。では報告に行こう。しばらくここを頼むぞ、アゲート」

「はいはい、了解です」




　緊張気味の魔法師を連れ立って、ジェイドは団本部にある団長室に向かう。途中魔法騎士たちのみならず、嫌な顔をする高官たちや一般文書官とすれ違ったが、ジェイドはもう以前のように端に避けたり人ひと気けのない場所を選んだりはしなかった。後に続く魔法師も最初はおどおどしていたが、ジェイドがあまりにも堂々としているので、次第に周りの反応を気にすることなく隣に並んで歩き出す。

（そう、卑ひ下げすることなど何もない）

　見つかった死体の状況は深刻で、クリスターレンに危機が迫っていることに違いはないが、ジェイドの心は今までになく晴れやかだった。




　◇◇◇




『すまない、今夜は帰れそうにない。しばらくは団本部に詰めることになるだろう。そこなら安全だ……なるべく早くかたをつけるから、待っていてくれ』

　ジェイドからの魔法で紡がれた伝令を受け取ってからもう三日。ラピスは何度も繰り返しそれを聞いては、窓の外をぼんやりと眺めていた。今日も天気は良く、生い茂る木々は目に痛いほどに青々としている。

　やはりあの呼び出しは生ける屍のことであった。ラピスは神話や歴史の書物などでしか知らないが、生ける屍は殺しても死なないという恐ろしい怪物だといわれている。ジェイドたち魔法騎士はそんな怪物を相手にしなければならず、ラピスは彼が怪我をしないか心配で、気がつけば溜息ばかりついていた。

「お嬢様、お庭にお出になりませんか？」

　気遣うように聞いてきたヘルガに、ラピスはそっと目を伏せて拒否の意を示す。

「ジェイドが帰ってくるまで屋敷からは一歩も出ないわ」

「そうは言いましても、前にも増して酷いお顔にございます」

「眠るのが少し怖いだけよ」

　そう答えると、ラピスは手元の日刊紙に目を落とした。視力が随分と戻ったことにより、少しの間だけという約束で読んでいるのだ。

　久しぶりに自分の目で見る文字に、塞ぎ込んでいた気分がわずかばかり浮上する。東の漁港でヤナス漁が最盛期を迎えたこと、今度開館する美術館のこと。読み聞かせではなく、自分で読めるという喜びに浸っていたラピスだったが、事件欄に目を通して顔を強張らせた。

（アンガシアの街で廃墓地に巣くっていた死霊に襲われ一人死亡、魔法騎士二名が重傷。マーセル教会礼拝堂に死霊が九日間立て篭もり、魔法騎士による封鎖が継続中。ハバナスの峠で悪霊が出没か、現在調査中）

　少ない文字数だが、ラピスにはジェイドたち死霊担当班がかかわっている事件なのだとすぐにわかった。怪我だけではなく命を落とすこともある危険な任務を、魔法騎士たちは日々人知れずこなしている。ラピスも、自分の体質により彼らとかかわらなければ、気にも留めなかったのかもしれない。

（知らない間にたくさん守られていたのに、私はジェイドのことを何も知らない）

　そうは思っても、聞いたところで話してくれるのだろうか。逆に心配をかけまいとして話してくれないかもしれない。しかしラピスは、ジェイドに関することであればどんな些細なことでも知りたいと思うのだ。ラピスは今まで、自分の体質と呪いに縛られて何一つやりたいことを考えたことがなかった。では呪いが解け、魂の状態が安定して霊体になることがなくなったらどうするのか。

（何でもいい、彼の力になりたい）

　自分の体験がジェイドたち魔法騎士の役に立つのであれば、是非協力したい。特に、少年だった彼を助けたラピスの浄化の力を自由に使うことができたら、呪いで苦しい思いをしなくてすむのではないか。ラピスは自分のこれからを考えながら、陽の当たる窓際でいつの間にかうとうとと居眠りを始めてしまった。




　まただ、とラピスは目を開いた。

　ここ最近続いている夢の続きだろうか。すぐにあたりを見回すとそこはどこかの街まち中なかで、人々が活気よく往来する市場の大通りであるようだ。いつものようにラピスの姿は見えていないらしく、ところ狭しと建ち並んだ出店からは様々な商品を売る商売人の威勢の良い声が響いてくる。自分の姿を確認したラピスは、霊体になった時と同じように青白い手にどきりとするが、いつもよりぼんやりとした意識に違和感を覚えた。

（これは夢、大丈夫、ただの夢よ）

　ラピスの目の前では商売人が熟れた赤い果実を手に取り、客のために皮を剥き始めた。薄く剥けた皮の下には、果汁をたっぷりと滴らせる黄色い果肉が詰まっている。情景がやけに生々しいが、まさか夢ではないのかとラピスは左手を確認する。しかし、左手には縁えにしの赤い紐は現れていない。それともジェイドがいなければ見えないものなのだろうか。

（夢なら早く覚めて、お願い）

　隣にラピスがいることなど知りもしない客が、柔らかそうな果肉を口の中に放り込んだ。よほど美味しかったのか、客は満面に笑みをたたえて目を瞑る。そして客が再び目を開けたその瞬間、ラピスは声にならない叫び声を上げて飛び退いた。

　濁った黄色い目。

　客はその目をぎょろぎょろと動かし、誰かを探しているように首を有り得ない方向に向ける。開いた口からは果肉がこぼれ落ち、それは鮮やかな赤い色をしていてまるで血肉を貪り食べているように見えた。

「どごだ……どごにぃる。みえなぃ、どごだ」

　呂律の回っていないような、気味の悪いしゃがれ声に、ラピスは後退る。

　それは、あの時に見た生ける屍だった。

　ラピスの姿が見えないのか、闇雲に手を振り回して空をかく。いつの間にか通りにあふれかえっていた人々は消え去り、ラピスと黄色い目の男だけになっていた。

（ほら、夢よ。夢だもの。目を覚まして）

　声を出してしまったら相手に気配を悟られそうで、ラピスは必死に口を閉じた。こんな時に限って、重りでもつけたかのように脚が重い。ふらふらとした足取りでラピスを探す男は、しつこく叫ぶように声を上げる。

「ぃない、どごだぁぁぁ」

　その場から離れたくても、何故か身体が動かない。まったく思い通りにならない夢に、まさか逆に自分の夢の中に入ってこられたのかとラピスは焦った。黄色い目の男は足元に黒く歪んだ魔力を滴らせ、ふらりふらりと不自然に揺れながらラピスに近づいてくる。ぶん、と振られた腕がすれすれのところで空を掻く。動けないラピスにはどうすることもできない。男の手の先が自分の腕に触れた時、ラピスは無我夢中で男を拒絶した。

『やだっ、私に触らないでっ！』

　リンという鈴の音と、パンッと弾けるような音がして男が仰け反った。ラピスに触れた手先からは焦げ臭いような嫌な匂いが立ちのぼり、煙が上がっている。見てはいけないとわかっていても、何故か目を逸らすことができなかった。

「みぃづげだ……ぞごがぁ」

　ラピスを捉えた黄色い目が縦に割れ、闇が溢れ出したかのように瞳孔がぽっかりと穴を開ける。その口が裂けんばかりに横に広がり、にたり、と嗤った。

『いやぁぁぁぁぁぁぁっ!!』

　叫び声を上げたラピスは、鈍い音を立てて転がり落ちた。逃げなければという一心で地面に這いつくばり、力の入らない脚を必死に動かす。

「いやぁっ、こないで、こないでっ！」

　ずりずりと身体を引きずって移動したところで、手に何か硬いものが触れた。それは冷たく、押したくらいではびくともしない。軽く錯乱状態になったラピスはその硬い何かを握った拳でどんどんと叩き、なんとか動かそうとがむしゃらに押した。

「お嬢様っ、一体どうなされたのです！」

　聞き覚えのある声がして、ラピスの肩が誰かに掴まれる。ラピスはあの男の手だと思い込み、叫びながら目を瞑って拳を振り上げる。そしてなんとか引き剥がそうと無茶苦茶に手を振り回した。何度か拳が相手に当たるも怯むことはなく、ラピスはとうとう腕を掴まれてしまい、背筋にひやりとした汗が流れ落ちる。

「離して！」

「お嬢様、私です、ヘルガでございます！」

「ヘルガ？」

「ヘルガです。お嬢様、目をお開けください」

　何かされる様子もなく、ラピスは恐る恐る目を開ける。ぼんやりと見えてきた視界には、いつもの見慣れたヘルガが心配そうにラピスを見ていた。

「あ、あ……ヘルガなの」

「はい、お嬢様」

「ここは、どこ？」

「ジェイド様のお屋敷です」

　辺りを見回したラピスは、ぐったりとして身体から力を抜く。すかさず支えてくれたヘルガの片頬が不自然に赤くなっており、ラピスは先ほど振り回した拳が当たってしまっていたことに気づいた。

「ごめんなさい、ヘルガ」

「私のことよりも、お嬢様のことです。一体何があったのですか？」

　ヘルガに促されたラピスは、今見たばかりの夢とも現実ともわからない不思議な出来事を話そうとして、あの濁った黄色い目を思い出す。まだその目が自分を見ているように思え、ラピスの身体は勝手にがたがたと震え出した。

「あの男が、私を、私、見つけられた」

「お嬢様、私には何が何やら……あの男とは誰です」

「黄色い目の、動く死体の男が、私、夢を見たの？　また、霊体になったの？」

　ここはジェイドの屋敷で、目の前にはヘルガがいるというのに混乱してしまった。ラピスはあれが夢なのか現実なのかよくわからない状態になる。ただの夢だと思っても、目を閉じれば黄色い目が鮮明に映し出され、忙しなく視線を彷徨わせる。

「お嬢様……まさか」

　その様子にただごとではないと察したのだろう。ヘルガはラピスをぎゅうっと抱きしめると、その背中を撫でさすってくれた。温かな体温が身体を包み込み、ラピスはふーっと深い息をはく。やがて身体の震えが止まったことを確認したヘルガは、背中から腕を離してラピスの両手を握ると目を覗き込んできた。

「お嬢様は確かにここにおられますよ」

「ええ、そうね。ここにいるわ」

「あの事件のせいで悪夢を見ているわけではないのですか？」

「自分ではわからないの……もしかしたらあの男が私を引き寄せているのかもしれない」

「わかりました、私にお任せくださいませ」

「な、何をするの？」

「ジェイド様に知らせに参ります。お嬢様はここでお待ちください」

「ヘルガ、置いていかないで」

　すがりつくと、ヘルガは優しく微笑んでラピスを立ち上がらせる。

「思いますに、お嬢様がご覧になったものは事件の重要な手がかりではないかと。夢であれ霊体であれ、お嬢様しか知り得ない情報は魔法騎士様方に速やかに報告すべきです」

　そう言われてラピスははっとした。自分が見たものをきちんと伝えれば、ジェイドの役に立つことになる。思い出すのが怖いなどと言っている場合ではない。よろけそうになりながらも、ラピスは両脚に力を入れた。

「わかったわ」

「お嬢様、ご無理はなさらずに……」

「怖くないと言えば嘘になるけれど、ここで怯えているだけは嫌なの」

　ラピスは深呼吸をひとつしてから、ヘルガの手を借りずに自分の脚で立つ。

「見たものを全部まとめるから、少し時間をちょうだい」

　普通に手紙を書いても誰かに見られるかもしれず、ラピスは伝令の魔法を使える使用人にお願いしてジェイドに連絡することにした。要点を紙に箇条書きにしてまとめ、なるべく経緯がわかるように心がける。

（この前霊体の時に久しぶりに文字を書いたけれど、あまり綺麗に書けないわ）

　約二年ぶりに生身の手を使って書いた自分の文字が、ラピスにはよれて見えた。ジェイドがこれを目にした時にどう思うのか非常に気になるので、これから毎日文字の練習もしておこうと考える。

　順を追って書いた手紙を読み直し、これなら伝わるだろうと手紙に封をしたラピスは使用人に渡す。すると使用人が呪文を唱えて手紙を伝令鳥の形に変え、窓を開けて空に放った。

「これでラピス様のお手紙は団本部に届きます。緊急指定にしておりますので、速やかに主人あるじ様の元へ届くかと」

「ありがとう。でも、個人宛なのに団本部に飛ばすのはどうして？」

「団本部は宮殿の敷地内にありますから、私どもでは直接お届けができない決まりなのです。悪しき魔法の類いがかかってないか調べられることになっております」

「そうだったの」

　検閲されるのかどうかは知らないが、何もおかしなことは書いていないので大丈夫だろう。

（早く届きますように）

　ラピスは、伝令が飛んでいったシルリアン宮殿のある方向へと目を向け、唇を引き結んだ。




　伝令を送ってから一刻ほど経った頃、ジェイドから返信がきた。この間届いた時とはまた種類の違う鳥の形をした伝令だったが、ラピスがいる部屋の窓をこつこつと突いて存在を報せる。

　ラピスは窓辺に駆け寄ると、窓を開けて魔法の鳥を室内へ招き入れた。ひとつ羽ばたいて中に入ってきた鳥は、ラピスが差し出した手のひらに載るとその姿を一枚の紙に変える。

「ヘルガ、出かける準備をお願い」

　素早く目を通したラピスは、使用人室に待機しているヘルガを慌てて呼んだ。

　手紙には団本部で詳しく話が聞きたいという内容が手短に書いてあった。他には何もなく、その点からもジェイドが忙しいのだとわかる。それでもきちんと自分の伝令が届いたことに安堵し、ラピスは何事かと部屋に入ってきたヘルガを急かして支度を始めた。

「それにしてもまた急な話でございますね」

　すぐにこちらに迎えを寄越すと書いてある手紙に、ヘルガは首を傾げる。

「一刻を争うほどのことなのかも。とにかく、私の見たものはよほど重要だったんだわ」

「団本部であればお嬢様の身も安全ですから構いませんが、淑女の支度は急には整いません」

「事件は待ってはくれないわ。失礼のないよう最低限の支度で十分」

　ぶつぶつとぼやくヘルガに、ラピスは手持ちのドレスの中でも一番堅実なものを選んだ。紺色で露出がほとんどないこのドレスであれば、団本部でも浮かないだろう。舞踏会に参加する訳ではないので、浮かれた装いをしてジェイドに恥をかかせることだけは避けたかった。




　ラピスが支度を整え終えた半刻後、屋敷に魔法騎士と思しき人物が訪ねてきた。どこにでもあるような箱馬車で、御者をはじめとする者は普通の装いをしていたが、いぶかしむ使用人に対して懐から何かを取り出して見せる。どうやら魔法騎士の身分を表す紋章らしく、それを見た使用人はラピスに向かって頷いてみせた。

（アゲート様たちじゃないのね）

　ラピスは見知った顔ではなかったことにがっかりしたが、魔法騎士は急いでいるようなそぶりで馬車をちらちらと見ている。

「貴方がミルフォード卿のご息女ですね。急なことで申し訳ありませんが、団本部までご同行願います」

「ええ、よろしくお願い致します」

　ラピスは見送りに出てきたヘルガに頷く。遊びに行く訳ではないので侍女の同行はできない。心許ないが、団本部にはジェイドがいる。ラピスは心を決めると、魔法騎士の手を借りて馬車へ乗り込んだ。

「どうぞ、そちらへかけてくれ」

　中には別の魔法騎士がいた。上流階級のような装いをした若い男性だが、ラピスに向かって微笑んではいても目は笑っていない。扉が閉められたので座るしかなく、ラピスは遠慮がちに騎士の向かい側に腰を下ろした。

「よし、馬車を出せ」

　騎士の声で馬車が動き出す。小窓から見えるヘルガの姿があっという間に小さくなり、ラピスは急に心細くなってきた。

　ここから団本部まで馬車で四半刻くらいの距離だというのに、一人で外出するのは久しぶりなのでラピスは妙に緊張していた。しかしそのことを知らない騎士は、無遠慮にもラピスをまじまじと見てくる。視線を感じるものの目を合わせるのははばかられる。ラピスは早くジェイドの元に行きたいとばかり考え、目の前の騎士のことはあまり考えないようにしていたのだが。

　いつまで経っても馬車は走り続けている。どうしたのだろうと窓の外を見たラピスは、いつの間にか馬車が宮殿に向かう大通りから逸れていたことに気づいた。

「あの……私は団本部に向かっているのではないのですか？」

「ほぅ、声はまずまずといったところか」

「え？」

　思わず顔を上げたラピスは、口元を歪めてこちらを見ていた騎士の態度が酷く横柄なことに驚いた。わざとらしく脚を組み換え、ラピスを見る目は冷ややかだ。

「ミルフォード卿のご息女とあいつがね。貴重な目撃者を軟禁してまで手柄を立てたかったというところか」

「な、軟禁!?　違います！　ジェイドは私を守るために」

「あんな厳重な結界魔法を幾重にも施しておきながらただ守るためだけと？　とんだ世間知らずだな、君は」

　結界魔法のことについては理由があるので反論をしたかったが、ラピスの能力についてこの騎士の知るところではない。それに、ジェイドや自分を小馬鹿にしているような物言いに、ラピスはむっとした。

「そんな言い方。貴方はジェイド……クレスウェル隊長の部下の方ではないの？」

「私があいつの部下だと？　そんなことは国が滅びようともあり得ないのだがね」

　目をすがめてラピスを見た騎士は、低く脅すような声を出してきた。

「私はギベオン・ウィドマン＝シュテット。魔法騎士団第三魔法特務隊の隊長をしているのだが、君の身柄をあの脆弱部隊に任せておくのは得策ではないと考えていてね。安心したまえ、今後は我々が君の保護を担当しよう」

「魔法特務隊ですって？　何故そんな人たちが。ジェイドと一緒に事件を捜査しているのですか？」

　魔法特務隊は、魔法騎士団のことをよく知らないラピスでも知っている、公国きっての精鋭たちだ。ギベオンと名乗った騎士がジェイドと同じ死霊担当班でないことに驚くとともに、あの伝令にはそんなことは一文も記されていなかったとラピスは不思議に思った。何かラピスの知らない取り決めでもあるのだろうか。しかしギベオンは大袈裟なほどに顔をしかめ、嘲るようにジェイドを貶めてくる。

「おいおい、あいつらと同じに考えてもらっても困るのだが。正直反吐が出る。死霊を相手に這いずり回ることしか能のない者が、君を守りきれるはずがない。伝令を受け取った者が私でよかったと、君も感謝することになるだろう」

「そんなこと言わないでください。ジェイドは、彼らは……待って、貴方が伝令を受け取ったの？　あれはジェイドに送ったものなのに何故貴方が読むの？　ジェイドから聞いたの？　あれは守秘の伝令よ」

　いくら悪しき魔法がかかっていないか調べられるとしても、守秘指定されている伝令の中身まで検閲されるとは聞いていない。ギベオンに対して一気に不信感が増したラピスは、ジェイドからの返信を取り出してもう一度確認する。

「それは私が送ったものだよ、ご息女殿」

「貴方が……では、私の伝令はジェイドに届いていなかったの？」

　魔法騎士の中でも、死霊担当班の騎士たちは色々と不遇を受けているとジェイドは少しだけ話してくれたことがある。死霊を屠り、浄化し、時に呪われることに、何故か負い目を感じている節があり、その度にラピスは否定してきた。しかしギベオンの発言からは、ジェイドたちを蔑んでいることがありありとわかる。同じ魔法騎士だというのに、まるで役に立たないもののように言われるのが、ラピスには我慢ならなかった。

「ジェイドの元へ連れて行ってください。私は、彼に伝えなければならないことがあるんです」

「あいつに何ができる。穢れた不浄なる魔法騎士に、何が。現に今、君はその死霊につけ狙われ害されそうになっているではないか」

「私だけではないわ、街の人たちにこれ以上被害が出る前に阻止しなきゃならないのを、貴方も魔法騎士ならわかるでしょう。何故協力できないの？」

　すると痛いところを突いてしまったのか、ギベオンの眉間に深い皺が寄る。ジェイドとこの騎士の間には、ラピスの知らない不仲の理由があるのかもしれないが、そんなことを言っている場合ではないはずだ。

「協力など、我々が介入すればすぐに解決することだ。君は大人しく情報を提供すればいい！」

　ラピスの考えは受け入れられないとばかりに、ギベオンは目を閉じてそれ以上話す気はないと意思表示をしてきた。力に物を言わせないところからするに、腐っても魔法騎士の精神は棄ててはいないようだ。

　まだ言い足りないラピスは、そんなギベオンをきっと睨み続ける。伝令を横取りしたことも許せないが、何よりも死霊担当班の者たちを、ジェイドを馬鹿にするこの騎士を許せそうにない。

　いらいらとしながら馬車に揺られていたラピスだったが、ふと、背筋に走った悪寒に後ろを振り向いた。

（何、今の……）

　とても鋭く冷たい刃を突きつけられたような、明確な殺意を感じる気配に、ラピスは身体を強張らせる。ギベオンの方からは何も感じず、それはひたひたと背後から押し寄せてきていた。まるで、あの生ける屍がすぐそこに居るような、じわりじわりと絡みついてくる異様な気配。堪らず席を立ったラピスに、ギベオンが煩そうに目を向けてくる。

「少々はしたなくないかね、ご息女殿」

「貴方は何も感じないの？」

「何がだ」

「この変な気配よっ！　とても冷たくて、こんなにも憎悪を感じるのに」

「何だと？　どこから……」

　ふと馬車の四隅を見上げたラピスは、そこに何の結界魔法も施されていないことに気づいた。ジェイドの屋敷にはどこにあっても魔晶石と結界魔法に守られている安心感があった。しかしこの馬車は、いわば剥き出しの状態だ。

「私を揶揄っているわけじゃないわよね!?」

「君のたわ言に付き合う義理はない！」

「もう、特務隊のくせに。これは死霊の気配かも……」

　ラピスの脳裏にもしかして、とある仮定が浮かんだ。この騎士には死霊の気配がわからないのかもしれない。ラピスたちもそうだが、弱い魔力しかない死霊たちは普通見えるものではない。強い魔力や想いを持った死霊が次第に力を得ることにより目に見えてくるのだ。ジェイドたちのように弱い魔力しか持たない死霊を見ることができる者は、魔法騎士の中でも特殊だったとしたら。

　最悪なことに、ラピスは気配や魔力を断つ結界魔法を有してはいなかった。しかも狭い箱馬車の中だ。外に出る以外に逃げ場はどこにもない。

「ねぇ、この馬車の行き先を団本部にして！」

「何を言っている、その手には乗らんぞ。案ずるな、行き先は我々の演習場だ」

「違うのよ、このわからず屋！　相手は死霊なんだからどこだって危険なの」

「だから、見え透いた嘘をつくな」

「貴方がわからないだけでしょう！　私には死霊の気配とかそういうのがわかるの。だから生ける屍なんて目撃して、目をつけられたのよ」

　そう主張したラピスに、ギベオンが初めて動揺したような顔を見せた。馬車の後ろをしきりと気にするラピスと同じように視線を移すと、信じられないとばかりに首を横に振る。

「君は、この馬車に生ける屍が迫っていると、そう言うのか？」

「そうよ！　こうしている間にも」

　その時、ドン！　という衝撃が走り、馬車が酷く揺れた。驚いた馬のいななきが響き渡り、「襲撃か!?」という騎士の声も聞こえてくる。

「きゃあぁぁぁっ！」

「な、何だ、どうした！」

　馬車の窓を開けて顔を外に出したギベオンが、すぐさま窓を閉じて慌て出した。何を見たのか、その顔色は青くなっている。ラピスも外の様子が気になるものの、外にいるのがあの生ける屍だったらと思うと、怖くて身を縮こませるしかなかった。

「隊長、何者かに襲われておりますっ、何だこれは」

「うわぁぁぁ、身体が、ば、化け物め！」

　御者台には御者と、もう一人魔法騎士が乗っていたはずだ。とうとう馬が言うことを聞かなくなったのか、襲われてしまったのかわからないがけれど、何者かと応戦する騎士の声が焦りを帯びている。

「貴方、結界魔法とか使えないの!?」

「わ、わかっている！」

　尚もがたがたと揺れる馬車の中で、ギベオンが手持ちの魔晶石に魔力を込めて呪文を唱え始めた。橙色の光がラピスを照らし、効果があったのか揺れが止まる。

「君はここにいたまえ、私は」

　何かを言いかけたギベオンの後ろから、バリバリと木が裂ける音がして馬車の側面の板が剥がされた。その歪な穴からは浅黒い手が覗いており、尚も板を剥がしにかかってくる。

　最早人間業とも思えない光景に、ラピスもギベオンも顔を引攣らせて凝視した。

「全然効いてないじゃない！」

「知るかっ、防護の結界魔法が効かないなどあり得ん！」

　そうは言っても、浅黒い手は御構い無しに板を剥いでいく。外の魔法騎士はどうしているのか、ラピスはもう考えたくもなかった。そしてとうとう頭一つ分くらいの隙間が空き、そこに土気色の頭が押し入ってくると、ラピスは隣にいたギベオンの腕を掴んで悲鳴を飲み込んだ。

「ああぁぁぁ、みづげだぁ……ごごにいだのが」

　穴からあの濁った黄色い目が覗き、ぎょろぎょろと動いたかと思うとラピスに視線を定める。それは間違いなくあの日見た生ける屍で、それはにちゃにちゃとした黒い脂のようなものを口から垂らしながら嗤っていた。

「くっ、くそっ！　不浄の者がぁっ！」

　魔法騎士の本分を思い出したのか、ギベオンが剣を抜いて振りかぶる。狭い馬車の中では不利な状況で、ラピスは巻き込まれないように床に伏せて切っ先を躱した。

　ぐちゃり、と腐った肉を断つような嫌な音が響き、生ける屍の手にギベオンの剣が突き刺さる。喜色の声を上げかかったギベオンだったが、しかしそれだけだった。剣の先はずぶずぶと手の甲に沈んでいくが、致命的な打撃を与えるには至らなかったようだ。痛みなどないように手を引いた生ける屍は、その肉が切れていることすら構わずに剣を掴む。そこには血などはなく、赤黒い肉が盛り上がって切れた箇所がみるみるうちに塞がってしまった。

「……化け物」

　呆然としたギベオンの呟きをどう思ったのかしらないが、生ける屍は身体をくねらせながら馬車の中に入ってくる。

「ねぇっ、浄化の炎とか、聖言とか刻まれた武器はないの!?」

　ラピスは明かりを灯したりお湯を沸かしたりといった、生活魔法しか使うことができない。

　しかしギベオンは魔法特務隊の隊長なのだ。炎の一つや二つくらい簡単に起こせるはずだ。ギベオンが言った『不浄の者』は、聖なるものを忌み嫌うことで知られており、浄化の魔力を込めた炎や聖言により討伐することができる。ラピスは期待を込めてギベオンを見た。

「そう簡単に言うな！　浄化の魔力などすべての者が持ち得るものではないのだぞ。ましてや聖言だと……そんなもの」

「ないのね。わかったわ、この役立たず！」

　ラピスはギベオンの剣を奪うと、自分ならできると呟きながら魔力を高めていく。あの遠い日にジェイドの呪いを浄化したのだ。今の自分にできないはずはない、とラピスは自分を叱咤する。

　生ける屍はよろよろと近づいてくるラピスに気づき、その手を闇雲に動かし始めた。剣は重く、非力なラピスではギベオンのように振りかぶることすらできない。でも、あくまで剣は媒体だ。ラピスの渾身の祈りを込めた魔力を、生ける屍の身体に埋め込むための触媒として利用するための。

「あぁがあぁぁぁぁ」

「こっちに、こないで！」




　リィーーーン




　澄んだような鈴の音と、べちん、という情けない音と共に、ラピスが振り下ろした剣身が生ける屍の腕に当たる。何の変化も見せない生ける屍だったが、ラピスの魔力が流れ始めると、身の毛のよだつような叫び声をあげて馬車から転げ落ちていった。

「ちょっと、隊長さん。これからどうすべきなの？」

「ちっ、馬車から離れて隠れていろ。私の炎で焼き尽くしてくれる！」

　ギベオンは嫌そうに剣を受け取ると、馬車の扉の蝶番を容赦なく壊して蹴破る。ラピスはドレスの裾が絡まないように持ち上げながら飛び降り、ようやく外の状況を目の当たりにして凍りついた。

「嘘……何これ」

　二頭の馬が、からからに干からびた状態で転がっている。その横には、御者の服を着た者が倒れているが、動く気配がない。

「見るな、考えるな！　走れ！」

　ギベオンの声にびくりとしたラピスは、できるだけ馬車から離れようと足を動かした。見知らぬ景色だが、どこかの公園の中のような雑木林に囲まれている。隠れる場所なら至るところにあるので、ラピスは道から逸れて林の中に入る。

（あれが生ける屍の仕業なの!?）

　それにしても生き物を干からびさせるとは、まさに化け物と呼ぶに相応しい所業だ。ラピスは後ろを振り返ることなく、少し離れた木の茂みに身を隠した。座り込みそうになるところを耐え、恐々と馬車の方を覗き込む。心臓の音が耳元で聞こえるくらいにどくどくと鳴り響き、歯がかちかちと鳴った。

「灰燼に帰せ、天を衝く業火！」

　空気が熱を持ち、そこに有り得ないほどの炎が出現する。ギベオンの詠唱と共に、あたりを真っ赤に染め上げる火柱が立ち、刺すような悲鳴が聞こえラピスは耳を塞ぎたくなった。さすがは魔法特務隊の隊長といったところか。ここがどこなのかわからないが、周りに人が居なくてよかったとラピスは思った。これならば生ける屍でもひとたまりもないだろう。

　そう安堵したラピスは、火柱の中に蠢く黒い影に気づいた。離れているのであまりよくは見えないが、それでも確かに動いている。未だ呪文を詠唱しているギベオンも、様子がおかしなことに気づいたようだ。火柱の側から離れると、剣に雷撃をまとわせて身構えている。

「おぉぉぉ……よぐもぉぉぉ、ごろじでやるぅ」

「この状態で再生するのかっ！」

　ぼこぼこと赤黒い肉を増殖させながら火柱の中から出てきた生ける屍は、ギベオンを獲物と定めたようだ。素早さこそないようだが、不自然に曲がる腕を振り回し、雄叫びを上げながら突進した。その一撃を剣で受け止めたギベオンは、また何かを詠唱して光る盾のようなものを展開した。それのお陰で生ける屍との距離は開いたが、苦戦しているのか苛立たしげな声が聞こえる。

　ラピスは、はらはらしながらもその様子から目が離せなかった。これが不死者という存在なのだろうか。特務隊の隊長が手も足も出ない状況に、次の獲物は自分だと脳が理解すると、足がすくんで動けなくなる。

（誰か、応援を呼ばなきゃ……ジェイドに、連絡を）

　しかし、ラピスは伝令など飛ばせない。足で応援を呼びに行くしかなく、膝をついた状態でじりじりと茂みから離れる。ギベオンは演習場に向かうと言っていたので、この道の先には魔法騎士たちがいる。先ほどの火柱を見て駆けつけている途中かもしれず、ラピスは震える手脚を動かして雑木林の中をよろけながら歩いていった。




「おやおや、このような場所で何を」

　ようやく駆け出したところで、ラピスの背後から男の声が聞こえた。ぎくりとして振り返ったラピスはしかし、視界が急に真っ暗になり尻もちをついてしまう。せっかく戻っていた視力が突然失われ、ラピスは何が起こったのかさっぱりわからなかった。

「誰!?」

　まさか魔法騎士団がラピスを不審者とみなしたのかもしれない、とラピスは助けを求める。

「誰なの？　お願い、助けて、生ける屍が」

　しかし何も返事がない。ぱきっと木の枝が折れる音がして、枯葉を踏む足音がラピスの隣で止まった。

「君はあれが何か知っているんだね。教えてくれたのは魔法騎士かな？　しかしあれはまだ完成されていないんだ。君に協力してもらいたかったのに邪魔をするから……まあいい、一緒にきてくれ」

「きゃあっ、触らないで、何、なんなの？」

「煩い口は塞いでしまおうか」

「んむむーっ、むむー」

　ぐいっと顎を掴まれたラピスは、口に何かを詰め込まれた。そこに染み込んでいたツンとする匂いの何かを思い切り吸い込んでしまい、込み上げてくる嘔吐感に涙があふれる。

「ああ、勝手に霊体になってしまっては困るから、縛っておこう」

　その言葉に、ラピスの背にひやりとしたものが走る。何故それを知っているのか。聞こうにも口を塞がれていて声が出せない。身をよじって男の手から逃れようとしたが、身体に痺れが走って動けなくなってしまった。

　完全に捕らえられてしまったラピスは、絶望の中ジェイドを呼ぶ。

（ジェイド、ジェイド……助けて）

「卿が素直に協力してくれていたらこんなことをしなくて済んだというのに」

　混濁していく意識の中、ラピスはこの声をどこかで聞いたような気がしていた。








第七章　正体を現した黒幕









　身体の周りで誰かが動いている。

　ラピスの鼻は甘ったるいような薬臭い匂いを感じ取り、手で鼻を塞ごうとして何故か身体が動かないことを不思議に思った。ゆるゆると目を開けると、最初は暗くて何も見えなかったが、慣れてくると魔晶石のような輝きが見え始める。

（何ここ……私、どうしてしまったの）

　生ける屍に馬車を襲われ、逃げたところまでは思い出せる。ギベオンが放った業火の魔法に、干からびた馬の死骸、そしてラピスの視界を奪った何者か……。だんだんと蘇ってきた記憶に、あのまま捕まってしまったのだろうと推測する。

（どこかの部屋？　身体が動かない）

　どうやら寝かされているらしく、真上に見えるのは様々な呪具が吊り下げられた天井であった。真ん中には鳥かごのようなものがあり、その中で淡く光る何かが飛び回っている。

「おや、お目覚めかな。もう少しで準備が終わるからそのまま寝ていてくれ」

　ラピスは真横から聞こえてきた声に驚き横を向こうとしたが、首すら固定されているのかわずかほども動けない。視線だけを向けると、そこには見知った顔があった。

「モリオン卿？」

「ああ煩いな。しばらく黙っていてくれないか」

　抑揚のない声なので余計に恐ろしく聞こえ、ラピスはそれ以上何もいえなくなった。どうやらラピスを捕らえてここに連れてきたのはモリオン卿だったらしい。どうりで聞き覚えのある声だったはずだ、とラピスは意外にも冷静に考える。

　しばらくするとモリオン卿は立ち上がり、ラピスを真上から見下ろしてきた。その目は至って普通で、表情も普段と特に変わった様子もない。そのことに異様さを感じたラピスは、刺激をしないように目を逸らす。

「さて、ラピス嬢。君の能力についていくつか教えてもらおうと思うのだけれども、何故夢を渡るなどと嘘をついたのかな」

「嘘なんかついてないわ……私がずっとそう思っていただけよ。それに、人々が紡いだ夢の世界を渡っているって言ったのは貴方じゃない」

　ラピスが毅然として言い返すも、モリオン卿は意に介していないような反応であった。

「宮殿の庭から君の気配がしたからおかしいと思っていたんだ。あの死霊狩りに匿われているとは思いもしなかったよ」

　死霊狩りとは聞き慣れない言葉であったが、それは多分ジェイドのことを指しているのだろう。何日か前にジェイドの屋敷で鉢合わせをしてしまった時に感じた違和感は、もしかしたらモリオン卿が何かをしたからなのかもしれない。ジェイドは泊まり込みで事件を追っていたので、その違和感は見過ごされてしまったようだ。

　ラピスが何も答えないでいると、モリオン卿は天井から吊された鳥かごを引っ張り、ラピスの頭上で揺らし始めた。

「生きたまま霊体になる秘術はこの国から失われて久しい。君は何故それを知っていたんだい？　夢を渡る能力も素晴らしいけれどね、所詮は夢だ。しかし霊体は違う。保有する魔力も与える影響力も、生身とは比べ物にならないくらい桁が違うんだ」

　鳥かごの中の光がぐるぐると暴れ回るように飛んでいる。それを恍惚とした顔で見ていたモリオン卿は、そのままラピスに目を移してきた。

「私に教えたまえ。君一人が持っていていい能力ではない。私であれば有効に使いこなせるんだよ……さあ、ラピス嬢。どうやって魂と身体を傷つけずに霊体になるんだ？」

「し、知らないわ」

　勝手にそうなるのだから、ラピスにわかるわけがなかった。しかし、モリオン卿はその説明では納得などできないようだ。

「死霊狩りに何か言われたかな？　これだから低俗で野蛮な者は。私はね、人助けの真っ最中なんだよ。君の能力があれば、多くの者を助けてあげられるんだ。どうだい、君も人助けがしたいだろう？」

　相変わらず一方的に話し続けるモリオン卿は、興奮したのか鳥かごを容赦なく揺らす。その衝撃に中の光が薄くなり、寿命がきてついたり消えたりする魔法灯のようになった。すると、部屋のどこかであの身の毛のよだつ雄叫びが聞こえた。その声にラピスは、生ける屍がここにいるのかと恐怖でぎゅっと目を閉じる。

「ごあぁぁぁっ、ぐるあぁっ！」

「ああ、すまないね。ほら、君の恋人は無事だよ」

　モリオン卿が鳥かごを掲げると声は収まったが、ラピスには何故ここにモリオン卿と生ける屍が一緒にいるのか理解できなかった。あの後、ギベオンが生ける屍を捕らえてモリオン卿に引き渡したのだろうか。モリオン卿は公国魔法師なので、不死者のような特殊なものを研究しているのか。

　ラピスは恐る恐る目を開け、部屋を確認しようと目を動かすが、頭が床ゆかに張り付いたように動かず断念した。

「モリオン卿……あの声は、生ける屍では」

　ラピスの問いかけに、何故かモリオン卿は誇らしげな顔になる。

「その通りだよ、ラピス嬢。生ける屍、不死者、死の兵士、呼び名はいくつもあれど、彼は元々人であった存在だ……きたまえ」

　モリオン卿が誰かに呼びかけると、どちゃり、どちゃりと濡れた重いものが落ちるような音が聞こえてきた。ほどなくしてラピスの側までやってきたそれは、黄色く濁った目をぎょろりと動かしてラピスを覗き込んでくる。喉元まで出かかった悲鳴を飲み込み、ラピスは背筋に走る悪寒に必死で耐えた。

「私の言うことしか聞かないから怖がることはないよ。君も知っての通り、この不死者は私が造ったのだからね。君はとてもいけない子だ……事情も知らないのに死霊狩りなんかに話してしまうのだから」

「な、何体いるの」

「まだこの不死者だけだよ。さすがの私も本人の同意がなければ術を施せないからね。彼は恋人を助けるために自ら被験者に志願してくれたんだ。とても美しい愛のなせるわざだ」

　何を食べているのか、もごもごと口を動かす生ける屍は、モリオン卿が持っている鳥かごをしきりと気にしている。

　ラピスは、ところどころ煤けながらも人の形を成している生ける屍に、ギベオンが負けてしまったことを悟った。あの火柱の魔法がまったく効いておらず、すべて再生してしまったらしい。

「わ、私にできることなんて何もないわ」

「あるとも。君は自由に身体から魂を切り離すことができるじゃないか。ここに入っているのは彼の恋人の魂でね。元の身体に戻してあげたいけれど、身体の方がそれを受けつけてくれないんだよ。ほら、君の隣にあるのがその身体さ」

　モリオン卿が手を動かすと、ラピスの頭が強制的に横を向く。すると目の前には、青白い魔法陣の中に横たわる若い女性の姿があった。

「彼女は不慮の事故で身体から魂が離れてしまってね。なんとかそのままの状態を保たせているけれど、もうそろそろ限界なんだ」

「し、死んでいるの？」

「そうとも言える。しかしそうではない。君は霊体になって身体を抜け出しても、死んでいるとは言わないだろう？」

　それはその通りだ、と思ったラピスだったけれど、隣の女性には生気が感じられない。鳥かごの中の光がこの女性の魂だとしたら、死霊になりきれないくらい微弱な魔力しかないのだろうか。ジェイドが言っていたように、魂が身体から離れすぎて死んでしまったのでは。

　ラピスの視界の端に、女性に寄り添うようにしてうずくまる生ける屍の姿が映る。モリオン卿曰く、不死者となってしまった彼はこの女性を助けたかったようだが、仮に彼女が助かったとしてこの先どうするのだろう。

「さて、君だけが頼りだ。霊体になった後、君はどうやって身体に戻っている？　何か特別な魔法があるのだろう」

「だから、知らないわ。失った魔力を求めて彷徨って、魔力を集めたら身体に戻るのだと、そんな風に言われたけれど」

「枯渇した魔力を集めれば。ふむ、あるいは魔力を注ぎ込めばいいと。しかしそれでは不死者と同じになってしまうが……仕方がない。ラピス嬢には今すぐに霊体になってもらおう。実際に私が見れば何かわかるかもしれない」

　鳥かごから手を離したモリオン卿が、ラピスの身体を跨ぐ。そのまま膝をつき、ラピスの頭を掴んで無理矢理自分の方に向けた。

「さあ、霊体になってくれ」

「やめて！　自分で自由に霊体になれるわけじゃないわ」

「そうかい？　ならば強制的に霊体になってもらってもいいのだよ」

　モリオン卿がくるくると指を動かすと、天井から何かが降りてきた。それを掴んだモリオン卿が、手にしたものをラピスに見せつけくる。

「これが何かわかるかい？」

「その、仮面……あ、貴方が、あの時の……ひ、人殺し」

「やはり見ていたんだね。本当にいけない子だ。これは死霊王の呪いの仮面だよ」

　その仮面は不死者に似た土気色をしており、額には紫色の魔晶石がはめ込んであった。モリオン卿は躊躇なくその仮面を被る。ラピスがあの夜に見たままの姿だ。

（剣の男は、モリオン卿だったの!?）

　呆然とするラピスの前で、額の魔晶石が不気味な光を帯びた。モリオン卿が不自然に頭を振り乱し、その身体がぶるぶると震えている。その異様な様子に、逃げたくとも動けないラピスは見ているしかなかった。

「その昔、不死者を統率するために創り出されたんだ。これがあれば不死者を生み出すことができるけれど、呪われているから制御が難しい……うっかり君を殺してしまうかもしれない」

　手をかざしてきたモリオン卿が、ラピスの聞いたことのない言葉で短く何かを詠唱する。するとラピスの身体から急に力が抜けていき、途方もない倦怠感に襲われた。

「ほら、魔力がどんどん吸い出されていくよ。なんとかしないと本当に死んでしまうかもしれないね」

　しかし、ラピスにはどうしようもない。どんどん抜け出ていく魔力のせいで意識を飛ばしかけたラピスだったが、ふいに左手の方から漂ってきた赤い紐状のものに気づく。

（ジェイド！）

　彼と魂が繋がっている証である縁えにし。ラピスはそれを掴もうと、右手に渾身の力を込めた。

「ジェイ……ド」

　ラピスの右手の指がわずかに動く。しかし持ち上がるところまではいかず、尚も魔力が吸い取られ、身体の末端が冷えて痺れてきた。

「ほらほら、もうそろそろ魔力が枯渇してしまうよ？　まあ、死んだら死んだで新鮮な身体が手に入るから、それに魂を移すという手もあるな。『移送』の応用を使えばいいか。ああ、それもいい、楽しみだ」

　もはや研究に取り憑かれたと言っても過言ではないモリオン卿の様子に、ラピスは何か手はないか考える。霊体になりジェイドに助けを求めることが一番よいが、都合よく霊体になれそうもない。縁えにしの赤い紐が繋がっているのでそこに何か込められないか。

　しかし、魔力はどんどん失われていき、ラピスは自分に迫りくる死に怯えていた。ぼんやりとしてきた意識の中で、ラピスは霊体になった時と同じような浮遊感を覚え始める。

『お……ね、がい』

　その感覚はどこまでも冷たく、それは生いき霊りょうではなく、死霊になることを意味していた。

『おねが……も……やめて』

　ふと、ラピスの耳に『お願い、もうやめて』と繰り返す、弱々しくか細い声が届いた。泣いているような、悲痛な声はどうやらラピスの真上の方から聞こえてくるようだ。ラピスはその声を無視できずに声をかける。

『何故泣いているの？』

『ああ……こちら側……きては駄目』

『こちら側って、貴方は誰なの？』

『ああ……お願い、お願い、彼を止めて』

『彼ってモリオン卿のこと？』

　ラピスが話しかけると、その声がはっきりと意思を持って話し始めた。

『あの悪魔ではないわ……私の側にいる人のことよ。私が死んでしまったことを受け入れられないの。だからあんな姿になってしまった』

　鳥かごが光り、中に薄っすらと女性の形が浮かび上がった。あの光はモリオン卿の言う通り、女性の魂だったようだ。初めて見る自分以外の霊体にラピスは驚いてとっさに起き上がる。

　そう、ラピスは起き上がってしまった。

　そのままふわりと身体が浮き上がると、ラピスは自分の身体を下に見ることになり慌てふためいた。意図せずして、最悪の状況で霊体になってしまったらしい。

（こんな時に！）

　ぎくりとしてモリオン卿を見下ろしたラピスだったが、何故かモリオン卿はラピスの身体を見ている。霊体の自分が見えていないのか、とラピスはそろそろと浮き上がり、天井からぶら下がっている鳥かごまで高度を上げた。しかし、妙な引力のせいで霊体の身体が重く感じる。

「おや……何か強い魔力を感じますね。まさか、既に楔くさびを打ち込まれているのか!?　あの忌々しい死霊狩りめ、余計なことをっ！」

　モリオン卿はラピスに打ち込まれた楔についても気づいてしまったようで、ここにきてがらりと口調を変えた。それは生ける屍の儀式をしていた時のように粗野で、そして狂気を秘めた声だ。

　ぶつぶつと何かを呟き始めたモリオン卿に、ラピスは次に何をされるのか戦々恐々として見ているしかない。すると、自分と同じように青白い姿をしている女性の霊体が、心配そうにこちらを見てきた。ラピスはモリオン卿の呪術で自分がとうとう死んでしまったのではないかと不安になり、とっさに身体に戻ろうとしたところを彼女に呼び止められる。

『今は危険よ！　大丈夫、貴女はまだ生きているわ』

　まるでラピスの考えていることを知っているかのように、女性の霊体が話しかけてきた。ふわふわとした柔らかそうな髪の、少し痩せた儚げな女性だ。

『生きているとか死んでいるとかどうやってわかるの？　私、もしかしたらもう……』

『貴女に繋がっているその赤い紐、そこから強い生の魔力を感じるわ』

　そう指摘され、ラピスは左手を見た。環指の付け根に入った模様は鮮やかに、そして縁えにしの赤い紐は煌々と輝いている。ジェイドに繋がるこれがあるお陰で、まだラピスの魔力は枯渇せずに済んでいるというのだろうか。

『強い絆ね……貴女が羨ましい』

　女性の霊体が悲しげに生ける屍の方を見る。彼女が手を伸ばすも、そこに縁は見えず、生ける屍は女性の身体をずっと見たままだ。『あんなに愛し合っていたのに、もう私の声も届かないの』と呟いた彼女は、懇願するようにラピスに目を向けた。

『お願いがあるの。私はここに囚われてから随分と経つわ……私、悪霊になんてなりたくない。どうか私とあの人を助けて』

『私にできることならもちろん助けたいわ。でも、貴女はもう元には戻れないの？』

　彼女が誰なのか知らないが、ラピスは放ってはおけなかった。変わり果てた姿になってしまった恋人を見る切なげな表情を、どうしても無視することができなかった。

『私もあの人も、もう死んでしまったの。あの人のせいでこんな目に遭わせてしまってごめんなさい。まだ間に合うわ。まだ理性があるうちに浄化して……彼の魂が完全に歪んでしまう前に、人として終わらせて！』

　彼女の嘆きが響き渡る。しかし、恋人であったという生ける屍やモリオン卿には聞こえていないようだ。ぽろぽろと光る涙を零しながら顔を覆った彼女を見たラピスは、意を決して部屋の中を確認した。

　モリオン卿の呟きはまだ続いている。部屋の中に立ち込めていた甘ったるい匂いは、腐ったものが焦げたような匂いに変化しており、あの夜と同じような香炉が設置されていることが確認できた。しかし、それ以上に最悪なことに、橙色と紫色の魔晶石が不気味に輝き、床に仰向けに寝かされているラピスの身体の周りに赤い魔法陣が浮かび上がっているではないか。

（何ということ、私も生ける屍にされてしまうの!?）

　それだけは阻止しなければならない。

　ジェイドに助けを求めるため、ラピスは生ける屍に見つからないように部屋の中をそっと移動する。結界があるのか、壁をすり抜けることは容易ではないようだ。酷い倦怠感と戦いながら、ラピスは縁で繋がった左手を壁に当てて外に出ようと必死になって力を込めた。

（お願い、ジェイド！　私はここよ、気づいて、私はここにいるの）

　ラピスの霊体に残っている魔力は多くはなく、枯渇しないように制御するのは難しい。しかし、ラピスは恐れることを辞めた。最悪、助からなかったとしても、この悪事を止めることができればいい。それがジェイドの役に立つのであれば本望だ、とラピスは肩の力を抜く。

（ジェイド、私を見つけて）

　ラピスはジェイドを思い浮かべた。

　少年だった頃の彼から、再会した時の鋭い目つきの彼、そして、あの不思議な赤い星の瞳を細めて柔らかく微笑む彼。キスをして、想いを交わし合った時の多幸感が、ラピスに力を与えてくれる。

（できれば、生きて貴方に逢いたいけれど）

　ジェイドは死霊を見ることができる魔法騎士だ。もし間に合わなくても、ラピスがこれだけ強い想いを持っているのだから、死霊になった自分を見つけてくれるはずだ。ラピスはありったけの魔力を左手に込め、赤い紐が繋がるその先にいるジェイドを呼ぶ。

『ジェイド！』




　◇◇◇




　魔法特務隊の演習場への道で天を衝く火柱が上がったと聞いたジェイドたちは、嫌な予感を抱えながら現場に急行した。途中、干からびた馬の死骸が現場に遺されているという伝令が入ると、ジェイドは待機している死霊担当班の部下に応援要請を送る。

　駆けつけた現場は大混乱で、負傷者がいるのか救護が行われていた。

「死霊担当班のジェイド・クレスウェルだ。中に入れてくれ」

　現場保存のために封鎖された結界をくぐり、中に踏み入ったジェイドたちは、腐臭と肉が焦げたような匂いに顔をしかめる。

「襲われた者は!?」

　いち早く現場に駆けつけていた魔法特務隊の騎士が、ジェイドを見て言いにくそうに顔を背ける。焼け焦げた馬車の残骸の向こうには、怪我をしたのか両脇を抱えられて移動する御者と、一人の男の姿がちらりと見える。しかしまだ人ひと集だかりの向こう側に誰かが倒れているようで、ジェイドは壁になっている騎士たちを押し退けた。

「もういい、見た方が早い……ギベオン、何故君が」

　そこにいたのは、血の気が引いた顔色で横たわる魔法特務隊のギベオンだった。焼け爛れ、真っ黒になった腕が剥き出しになっており、禍々しい魔力を放っている。

　その向こう側には伝令で受けた報告通りに、からからに干からびた二頭の馬が絶命していた。一目見て、先に発見された死体と同じ状態だとわかり、死霊担当班の面々に緊張が走る。

「……ジェイド、か……こんなこと、に、なるとは」

　意識はあるようで、ジェイドがきたことを認識したギベオンが掠れ声を出した。

「馬はやられたが、比較的軽傷らしい負傷者は今しがた運ばれていた。君の状態が一番酷いぞ」

　淡々と事実を述べるジェイドに、ギベオンは悔しそうに顔を歪める。まさか生ける屍に襲撃されるとは思ってもいなかったのだろう。ジェイドにも何故彼が襲われたのか疑問に思うところもあったが、魔法特務隊の者は保有する魔力が極めて高い。魔力を頼りに生ける屍が徘徊していたのであれば、ギベオンの高い魔力に反応することもあるだろうと考えた。

「何に襲われた？」

「件くだんの、穢れた死体、だ」

「逃げられたのか」

「…………魔法が、効かない、焼いても焼いても、再生する、化け物だ」

　ギベオンが放った業火の魔法は、どうやら生ける屍には効かなかったようだ。昔の記録にあるように、不死者と呼ばれる特性があるらしい。死霊や不死者には普通の魔法は効かず、浄化の魔力を持つ者か、聖言を付与した特殊な武器でないと討伐できない。

「まださほど遠くには行っていないはずだ！　カルセドニー、二個分隊を捜索に回せ。ショール、馬の死骸を鑑定に。アゲート、思うところもあるだろうが、ギベオンの呪いを分析してくれ」

「やっぱりこれ、呪いですよね。こんなに真っ黒になって……これは根深そうだ」

　ギベオンの黒い腕を嫌そうに見下ろしたアゲートが、手袋を浄化用のものに付け替えてしゃがみ込む。呪いと聞いて愕然としたような顔になったギベオンは、今まで聞いたこともないような弱々しい声で呟いた。

「天罰、か……」

「何が天罰だ。腕一本で済んでよかったな。我々はもっと酷い呪いを受けるぞ」

　いつになく刺々しい物言いのアゲートは、溜息をつきながらギベオンの腕を取る。とりあえずの処置として浄化の魔力を流し込んでいるのか、黒い腕の一部が元の肌の色に戻り始めた。

「いや、私は……私は、何ということをっ！」

　その様子をぼんやりと見ていたギベオンが、急にがばりと上半身を起こす。その尋常ではない様子に仰け反ったアゲートを押し退け、ギベオンはずりずりと膝をつきながらジェイドの側までやってきた。

「す、すまない。彼女を守れなかった、すまない」

「彼女？」

　ジェイドの心臓が、一瞬止まったように静かになる。ギベオンの口から彼女という言葉を聞いた途端、急に口の中がからからになった。どっどっどっどっ、と心臓の音が早鐘を打つように鳴り響き、背筋が凍りついたように冷たくなる。

「君は、何を言っている？」

　ギベオンが口を開くその速度が、やけにゆっくりに見える。

　ジェイドは考えたくなかった。彼が次に口に出すであろう名前を、想像すらしたくはなかった。

「ミルフォード卿のご息女が、連れ去られた。すまない、すべて私の責任だ、すまない、ジェイド」

　思わずギベオンの胸ぐらを掴んだジェイドは、ぼろぼろになった彼の騎士服の胸元からひらりと落ちた紙を凝視する。それは、クレスウェル家が使用する守秘の伝令だった。もちろんジェイドは、クレスウェル家から伝令が飛んでいたことすら知らない。それなのに何故これが開封された状態なのか。

　ギベオンから無造作に手を離し、彼が咳き込みながら地面にうずくまったことすら気にせず、ジェイドは震える手で紙を拾い上げる。そこに書いてある内容は、確かにジェイドに宛てられたラピスからの重要な情報であった。

「ラピス」

　ジェイドは掠れ声で呆然と呟く。

　周りでは、ジェイドの突然とも言える暴挙に、魔法特務隊と死霊担当班の騎士たちの間に険悪な空気が流れていた。しかし、ジェイドの呟きを聞き逃さなかったアゲートだけが、未だ咳き込んでいるギベオンに非難の目を向ける。

「貴様、ギベオン」

　返信の伝令の中身を読み終えたジェイドが、ギベオンを射殺さんばかりの目で睨みつけた。

「俺宛ての守秘伝令を勝手に開けただけではなく、俺の家からラピスを連れ出したのかっ」

　吠えるようなジェイド声に、特務隊の騎士たちが信じられないような目で一斉にギベオンを見た。当然守秘伝令を勝手に開けることは違反行為であり、検閲は正当な理由なくしてできるものではない。だが、それよりも聞き慣れない人物の名前に、アゲート以外のその場にいた全員が窺うようにジェイドに目を移した。

「彼女は唯一の目撃者として生ける屍に狙われていたんだぞ！　だから我々が警護を担い、あらゆる結界魔法で護っていたというのに……連れ出した挙句むざむざと連れ去られただと」

　歯を食いしばり、今にもギベオンに飛びかかりそうになったジェイドは、すんでのところで思い留まる。こんなことで言い争う時間が惜しい。少しでも早く、ラピスを助け出さねばならない。

　その事実は伏せられていたが、ことの重大さを知ったギベオンの顔が蒼白になる。

「誰にそそのかされた。目撃者のことは部内でも団長の命令により秘密だった」

「…………死霊狂いの、魔法師だ。奴が、お前が面白いものを隠して、いると」

　その瞬間ジェイドの身体から立ち昇ったどす黒く威圧的な魔力に、特務隊の騎士たちがごくりと唾を飲み込んだ。赤い瞳が魔力を帯びて煌々と輝いており、ジェイドのことをずっと側で見てきたアゲートですら額から汗を流している。

　日頃から人と接触することを極力避け、魔法騎士団内で静かに過ごしているジェイドの未だかつて見たことのない怒気に気圧されてしまったのか、ギベオンはがたがたと震えていた。

「アゲート、カルセドニーを呼び戻せ」

「はっ！」

「ラピスは生ける屍に居所を察知されていたようだ」

「まさか、隊長の結界魔法が破られるなど、そんな」

　たった今読んだばかりの伝令を握りしめ、ジェイドは血を吐くような声で指示を飛ばす。

「俺が留守にしている間に、モリオン卿が家に来たと書いてある。これですべて繋がった」

「くそったれ、あの研究馬鹿か！」

「緊急捜査権の許可を取る。モリオン卿の息がかかったあらゆる場所をしらみつぶしに捜索せよ！　容疑はミルフォード卿の令嬢ラピスの誘拐並びに、生ける屍の禁呪を使用した疑い、そして殺人だ」

　ジェイドが次々と出す指示を受け、死霊担当班の騎士たちが機敏に動き始める。気まずそうにしていた特務隊の騎士たちはおろおろとしているが、使えない者は必要ないと、ジェイドはギベオンを冷ややかに見下ろす。そして黒く変色した腕をおもむろに掴むと、力任せに引き上げた。

「騎士の使命は何だ、ギベオン」

「……くっ」

「何だと聞いている」

「……公国民の、安全……と、生命の保護、だ」

「ならばそれを果たせ。言い訳はその後だ」

　ジェイドが手を離す直前、ギベオンの腕に巣くっていた呪いがあっさりと消えた。あれだけ黒く染まり、最悪片腕を落とさねばならないような状態だったにもかかわらず、呪いの痕跡すら残さず綺麗に浄化されている。

　一介の魔法騎士にしては過ぎたるその能力の高さに、一連の流れを見ていた騎士たちは顔を引きつらせてジェイドのために道を開けた。今まで蔑み小馬鹿にしていた相手の実力を目の当たりにして、思うところがあったのだろう。共に任務をこなすことはないが、死霊を相手に命を賭して戦うジェイドたちは、決して特務隊に劣っているわけではない。ただ、お互い相手にするものが違うだけなのだ。

「よろしかったのですか、隊長」

「……呪い殺してやりたいくらいだが、そんなことをするとラピスが悲しむ」

　必死に怒りを堪えるジェイドに、アゲートはもう何も言わなかった。引き戻してきたカルセドニーたち二個分隊の元に踵を返したジェイドは、直ちに緊急捜査権の伝令を団本部に飛ばした。そして、ラピスの行方を追いはじめる。

（ラピス、どこにいる？　君は無事なのか）

　この広い首都クリスターレンを闇雲に探し回っても見つかるはずがない。部下たちにはモリオン卿の研究室を中心に捜索させてもそれでは遅すぎる。ジェイドは焦る心を抑えつつ、左手から手袋を外した。環指の付け根にある花を模した赤い痣に唇を落とし、魂が繋がる先にいるであろうラピスに呼びかける。

（お願いだ、返事をしてくれ……頼む！）

　ジェイドには、ラピスを失うことなど到底考えられなかった。あの笑顔が自分の前から消えてしまうなど、あってはならないことだ。もう一度逢いたくて、焦がれて、ようやく見つけた彼女を、早く取り戻さなければ。そうして飽きるほどキスをして、抱き合って、名前を呼んでもらうのだ。

　神経を研ぎ澄ませたジェイドは、己の魂に刻み込まれたラピスの存在を探る。すると痣が淡く光りはじめ赤い紐が現れた。二人にしか見えない縁えにしに、ジェイドは請い願う。あの優しく温かい魔力が繋がるその先へ導けと──




『お願い』




　その時、微かにラピスの声が聞こえたような気がした。ジェイドは逃すまいと魔力を高め、気配がする方向へ左手を向ける。その様子を固唾を飲んで見守っていたアゲートが、さっと手を振って部下たちを馬に騎乗させた。

『私はここよ』

　今度ははっきりと。弾かれたように顔を上げたジェイドは、自分の馬を引き寄せて飛び乗る。

「見つけた……私に続け！」

　手綱を引き、進路を演習場と真逆の方向に定めたジェイドは、街中で出せるぎりぎりの速度で馬を走らせた。その後に続くのは、もちろん死霊担当班の騎士たちだ。

「隊長、方角だけでも教えてください！」

　先頭を走るジェイドのすぐ横にまで馬を並べたアゲートが、慌てたように声をかけてくる。

「このまま通りを南下する。多分、酒場街だ」

　クリスターレン南西地区にある夜の街は、昼間は閑散としている。こんな真っ昼間からうろついている者はおらず、攫ったラピスを人に見られずに連れ込むにはうってつけの場所だ。声を張り上げたジェイドは、再び彼女との縁に集中した。途切れ途切れだが、ジェイドを呼ぶ声は続いている。

『ジェイド！』

（大丈夫だ、ラピス。もうすぐ私が行く）

　この声が聞こえる限りラピスは無事だ。ジェイドはそう信じて馬を駆りながら、団本部からの折り返しの緊急伝令を待った。




　◇◇◇




　一心にジェイドに呼びかけていたラピスは、輝きを増した縁の赤い紐と痣に、確かに届いているという確信を持った。冷え切っていた霊体が、じんわりと温かさを取り戻してきたようにも思える。

　しかし、安心はしていられない。ジェイドがここに助けにくるまでに、自分の身体が持たないかもしれない危機にある。禍々しく床に広がった魔法陣は、ラピスの身体にまで侵食していた。

「どこまで邪魔をするつもりだ、ああ、忌々しい、忌々しいっ！　狩ることしか能のない騎士どもめっ……何故私の有能さを認めない、何故研究の邪魔をする」

　モリオン卿の苛立たしげな声が部屋中に響き渡る。ラピスの身体の中心、ちょうど腹の真ん中あたりが青白く輝いており、その周辺はまだ魔法陣が届いていないようだ。

（ジェイドの楔くさびが守ってくれているのね）

　しかし、それもどこまで持つのかわからない。モリオン卿は天井から鳥かごを降ろし、今度はあの女性の霊体に向けて別の魔法を詠唱しはじめた。

『いやぁぁぁっ、痛い、やめてぇぇぇ！』

　鳥かごの中で女性が苦悶の叫びを上げ、荒れ狂ったようにのたうちまわる。ラピスはもう見ていられず一度は視線を逸らしたものの、やはり見過ごせないと危険は承知の上でモリオン卿に飛びかかる。

『やめなさいよ、この、このっ！』

　しかし、ラピスの青白い霊体では触れることすら叶わず、声も届かない。振り上げた拳はモリオン卿の身体をすかすかと通り抜けてしまい、詠唱を止めることはできなかった。女性の痛々しい叫び声はまだ続いている。

（何か、何か手はないの？）

　あたりを見回しても、呪具の類いしか見当たらない。もしやと思ったラピスは、気味の悪い魔物を模した香炉を掴もうと手を伸ばすが、何かの結界があるのか弾かれてしまった。

　その時、焦るばかりのラピスの目が、女性の身体の横でうずくまる生ける屍の姿を捉えた。土気色をした異形の男は、女性の恋人だという。モリオン卿はラピスの霊体を見ることができないようだが、この男はあの夜と、そして夢の中でラピスの存在を認識していた。

（まだ理性が残っているなら……もしかしたら）

　しかし、それはあまりにも危険な賭けだ。一瞬迷ったラピスだったが、背に腹はかえられないこの状況を打破するため、生ける屍に接触を図ることにした。

　馬車を襲った時とは違い、すっかり大人しい様子の生ける屍は、よく見ると目を閉じている。万が一のことを考えて、ラピスは刺激をしないように床に降りるとゆっくりと近寄った。

（モリオン卿は自分の言うことしか聞かないと言っていたけれど……）

　ここで騒がれてはすべてが無駄になってしまう。うずくまる生ける屍の前でしゃがんだラピスは、恐る恐る呼びかけた。

『ね……ねぇ、聞こえてる？』

　しかし反応はなく、そもそも動きがない。今度は手を伸ばして肩の付近に触れてみる。その肌はひやりと冷たく、ぞっとするような魔力を感じたラピスはすぐさま手を引っ込めた。

『ご、ごめんなさい』

『あんた、俺に何の用だ』

　まさか返事が返ってくると思っていなかったラピスは、驚いてその場から飛び退く。生ける屍は動いていない。しかし、声は確かにそこから発された。

『あ、貴方……その、今のは貴方の声、なの？』

　生ける屍のその土気色の身体の上に、ぼうっと淡い光が灯る。よくよく目を凝らして見ると、それは赤黒い文字のようなもので身体をがんじがらめに縛られた男の霊体であった。生ける屍とは違い澄んだ目の男は、真っ直ぐにラピスを見つめてきた。

『今ならあの魔法師の意識が逸れているからな。呪縛の効果が薄まっているんだ。用があるなら手短に話してくれよ』

『貴方、今は正気よね？』

『まあな。あんたには先に謝っておく。巻き込んでしまってすまない』

『すまないって、それで済むわけないじゃない！　貴方たちは何をするつもりなの？　貴方だって殺されてこんな姿になって、魔法騎士まで襲って私をこんなところまで連れてきて、一体何がしたいのよ』

　今まで散々怯えてきたのだ、ラピスの中に溜まった鬱憤がここぞとばかりに次々と出てくる。面食らったような顔をした男は苦笑した。

『彼女を生き返らせることができると、まだ間に合うと、そう言われて信じた俺が馬鹿だった』

『蘇生できると信じたの？　そんな神話の世界の話』

『あんた、今みたいに自由に魂と肉体を分離できるんだろ？』

『自由にできたら苦労はしないわ。体質よ』

　憤慨したラピスに、男は疑わしげな目を向けてきた。

『でもよ、モリオンはようやくあんたの秘密を手に入れたと喜んでいたぜ？』

『私の秘密……』

　やはり、モリオン卿は自分を研究の対象としてしか見ていなかったのだ。多分、ラピスの父親が治療を依頼した瞬間からずっと、ラピスの知らないうちに実験をされていたのかもしれない。

『あんたが使う秘術を利用すれば、あいつの魂を元に戻せ……せ、せ……』

　話の途中で黙り込んでしまった男が、がくがくと震えだす。身体中に巻きついてきた赤黒い文字が不気味な光を放ち、喉を反らせて獣のような声で吼えた男の霊体が唐突に消えた。

「おやぁ？　まだ自我が残っていましたか……それとも、そこに何かいますか？」

　ねっとりとしたモリオン卿の声が、ラピスのすぐ背後から聞こえた。そして、ゆっくりとこちらに近づいてくる気配がする。息を詰めたように身体を強張らせたラピスは振り返ることができず、縁えにしの赤い紐をぎゅっと握りしめた。

「誰と話していたのかな？」

　モリオン卿はやはりラピスのことが見えていないようだ。隣で立ち止まると、苛々したように鳥かごを叩き出す。

「ぐぅぅぅぅぅぅ、があっ」

「どうした、ご主人様の命令を聞けないのか」

「ああぁぁぁ」

「やれやれ、こういう時は我が身が呪わしいな。私が見える者であれば、こんな苦労はせずともよかったものを」

　片手を挙げたモリオン卿が、短く呪文を詠唱すると、床にうずくまった生ける屍の身体に赤黒い文字が浮かび上がる。すると弾かれたように顔を上げ、いきなり動き出した生ける屍が、モリオン卿の言葉に抵抗するかのように身体を左右に振りはじめた。苦しいのか、茶色の液体を口から撒き散らしながら、黄色く濁った目をぎょろぎょろと動かして喉を掻きむしる。

『ああ、ソーマスもうやめてっ！』

　鳥かごの中の女性が悲痛な声で生ける屍を呼ぶ。ソーマスというのが男の名前なのだろう。しかし彼女の声が届いていないのか、生ける屍はふらふらと立ち上がると、両手を突き出してラピスに飛びかかってきた。

（ジェイド！）

　ラピスは咄嗟に身をかがめて目を瞑り、生ける屍から身を守った。身体があるといっても生ける屍も死霊だ。霊体であるラピスに怪我を負わせることくらいきっとできるに違いない。

　様々なことが脳裏をよぎり、もう駄目だと思っていたラピスの耳に届いたのはしかし、金属製の何かが倒れる音と、木が裂けるようなバキバキという音、それに硝子が割れる音であった。




「そこまでだ、クォーツキー・モリオン！」




　それはあっという間の出来事だった。

　ラピスのすぐ側を、たくさんの人の足音が駆け抜ける。何かが砕け散り、閃光が走り、ラピスは魔法による小爆破の風圧をまともに浴びて吹き飛ばされた。

『きゃあぁぁぁっ』

　身体がぐるぐると回り、上下左右がわからなくなったラピスは硬い何かに囚われる。結界魔法にぶち当たってしまったのか、まるで金属の分厚い板に挟まれたような、身体を締めつけられるような感覚に思わず悲鳴が漏れた。痛くてもがいても、板はどんどんとラピスを締め上げてくる。

「無事だったかラピスっ!!」

　そうして金属の板から聞こえてきた声に、ラピスは抵抗をやめて勢いよく顔を上げた。突然周りの雑音が消え、ラピスの視界が揺れ始める。

　そこには、黒髪から覗く青い縁取りの、ラピスの大好きな赤い星の瞳がそこにあった。

『……ジェイド』

「遅くなってすまない」

『ジェイド』

「ラピス……ラピス！」

　ラピスは唇を噛みしめ、ジェイドにすがりつく。

　金属の板の正体は、まるで戦争にでも行くような装備を身につけたジェイドだったのだ。ますます彼の腕に込められた力が強くなるも、もう構わなかった。むしろ離さないでと思い、ラピスは伸ばした腕を彼の太い首に絡め、硬い胸当てに頬を寄せる。お互い名前を呼び合い、無事であることを確認し合った。胸当ては金属性で冷たかったが、彼の身体から流れてくる魔力は温かい。縁えにしの赤い紐は確かに繋がっており、それだけでラピスは安心できた。

「隊長、女性二人を無事確保しました！」

「魔法をかけられておりますっ、一人は、呼吸が」

「すぐに解呪せよ！　カルセドニー、それに近づきすぎだ、退がれ！」

　しかし、二人の間の静寂は一瞬にして破られる。そうだった。まだやらなければならないことがたくさんあるのだ。緊迫した状況を思い出したラピスは、ジェイドに訴えた。

『すべてはモリオン卿の仕業だったの。私も身体の方に何かよくない魔法をかけられているわ。もう一人の女性は……』

「わかった、君はよく耐えたな」

『死んでしまった恋人を蘇生できると言われたって。私のこの体質を利用して、魂を身体に定着させるって』

　そこまで一気に説明したラピスは、あの女性の霊体がどうなってしまったのか気になった。手袋越しに頭を撫でられながら、ラピスは部屋の中が一体どうなっているのかと見回して鳥かごを探す。ジェイドたちが踏み込んできた瞬間までは、モリオン卿が持っていたはずだ。

『ジェイド、あの鳥かごの中に女性の魂が……』

　騎士たちの足元の向こう側、そこに鳥かごらしきものを見つけたラピスは、そのことを知らせようとして──

「おっとそこまでです。彼女が死ぬところが見たいですか？」

　部屋の端に追い詰められ、魔法騎士たちに取り囲まれていたモリオン卿が声高に叫んだ。

「この不死者は、私の命令一つでこの場にいる者の魔力を吸い尽くすことができるのですよ。霊体となり無防備な状態の彼女たちは……ひとたまりもないでしょうね」

　モリオン卿は、何か強力な結界魔法を自分の周りに展開しているようで、騎士たちの武器がことごとく跳ね返されている。その紫色の薄い光の壁の向こうに、モリオン卿と敵意を剥き出しにして狂ったように吼える生ける屍がいた。

「ラピス、外に出ているんだ。なるべく遠くへ逃げろ」

　ジェイドが抱擁を解き、ラピスを割れた窓の方へと促す。抵抗もできないラピスが魔力を吸い取られてしまえば、残るは『死』しかない。悔しいけれどここはジェイドの言うことを聞いておくべきだと判断したラピスは、少しでも役に立てばと知り得る情報を伝える。

『待ってジェイド。あの生ける屍はモリオン卿に操られているの。まだ正気があるのよ』

「なんだって？」

『魂を魔法で縛られて苦しんでいるの。どこかに恋人の魂もあるはずよ。彼の名前はソーマス。ソーマスは、死んでしまった恋人を助けたかった。そこをなんとかできないかな』

　死霊を相手にすることは慣れているジェイドたちも、長らく禁呪とされていた生ける屍と戦ったことはないはずだ。

「ありがとう。君には驚かされるな……まったく、昔も今も、私は君の勇敢さに助けられてばかりだ」

　ラピスの言葉に頷いたジェイドは、素早くキスをする。わずかの間、視線を交わした二人はもう一度ぎゅっと抱き合って身体を離した。

　真剣な表情になったジェイドが、視線をモリオン卿に定める。禍々しい魔力に対抗するように揺らめかせた彼の魔力は、ラピスがよく知っている浄化の魔力であった。

『気をつけて』

「ああ、君のお陰で負ける気はしない」




　ラピスはこれ以上邪魔にならないように窓に向かう。張り巡らされていた結界魔法は破られており、今度はすんなりと外に出ることができた。外はまだ明るい。ラピスが囚われていた建物の周りには、何名かの魔法騎士たちが別の結界魔法を張っていた。

　後ろ髪を引かれながらもラピスは上空に上がる。

　ジェイドに触れたことによりわずかに魔力が補給できたようだが、それでもまだ足りない。身体から離れすぎてしまうことが怖くて、建物が見下ろせる位置に留まるとようやく胸をなでおろした。

『ソーマス、ソーマス……』

　そんなラピスの耳に、あの女性の嘆きが聞こえてくる。まさかこんなところまで声は届かないはずだ、ときょろきょろと見回したラピスの目が、魔法騎士に捕まっている女性の霊体の姿を捉えた。

『ちょっと、駄目、その人を浄化したら駄目！』

　慌てて急降下したラピスの声は、魔法騎士には聞こえない。あまりにも弱々しい魔力しかなく、今にも浄化されてしまいそうな雰囲気に、ラピスは彼女を助けるために騎士の間に入る。

『こんなところに飛ばされていたのね。私に触れる？』

『ああ、貴女は……ソーマスは、ソーマスのところに』

　儚げな細い手でラピスにすがりついてきた彼女を引き上げ、ラピスはもう一度魔法騎士の手が届かない上空へと連れて行く。ふと見た下の方では、何が起こったのかわからない様子の騎士がぽかんとした表情で上を見上げていた。

『お願い、私をあの人の、ソーマスのところまで運んで』

『そんなことをしたら貴女が』

　ラピスは、存在が希薄になっている女性を建物内に連れていくのは難しいのでは、と思った。今いる場所は結界魔法の外だが、あの中は魔法騎士たちの浄化の魔力で溢れているはずだ。ジェイド一人の魔力ですら圧倒されるほどだったので、それが集まっているとしたらあっという間に浄化されてしまいそうだ。

　しかし女性の意思は強かった。きらきらと涙が光っては消えていく目でラピスを見つめ、女性は微笑みとも憐れみともつかない表情になる。

『私ね、こんなことになっても、やっぱりあの人を愛してるの。だから、止めたい、助けたい。これ以上罪を重ねさせたくない……一人にしたくないの』

『わかったわ』

　その想いはラピスにも痛いほどわかった。もしジェイドが同じような状況になったとして、自分もそう考えるに違いなかったから。ラピスは女性の手を握り、安心させるように頷いた。

『ソーマスさんにその想いを届けましょう』

　ラピスが保有する魔力量では難しいかもしれないけれど、唯一の強みはラピスが生者であるということだ。繋いだ手からわずかずつ魔力を流していく。気を抜けば全魔力を吸い取られそうになり、ラピスは慎重になりながら女性を連れて建物に近づいた。

『ねぇ、貴女名前は？』

　ラピスの問いかけに、女性は手に力を込めて不安げな顔をする。

『名前で魂を縛るとか、支配するとかじゃないから大丈夫。私はラピスよ』

『ラピス、さん……私はルチル』

『よろしくね、ルチル……手を離さないでね』

　膜のように揺蕩たゆたう結界魔法の中に、まずはラピスが侵入する。やはりというか、凄まじいくらいの浄化の魔力を感じ、さすがのラピスも顔をしかめた。ルチルはといえば、息も絶え絶えといった様子で手から力が抜けている。

　異変に気づいた魔法騎士が駆け寄ってくる姿が見え、ラピスは彼らに捕まらないように割れた窓から中へと滑り込んだ。

（何これっ!?）

　ラピスは唖然とした。部屋の中は、魔法騎士たちの浄化の魔力と生ける屍──ソーマスが放つ禍々しい魔力がぶつかり合っている。

　前面で結界魔法を張っているのはアゲートだ。いつもの柔和な表情からは想像もつかないくらい厳しい顔をしている。絶え間なく詠唱を続けている若い騎士も、見たことがある顔だった。額からは滝のように汗が流れ落ち、他の騎士たちもとても苦しそうだ。

　そして彼らの中央には、足元に魔法陣を展開させたジェイドがいた。魔法陣はそれぞれ騎士たちの足元まで延びており、ジェイド自身の浄化の魔力を送り続けている。

『ジェイド！』

　ラピスの呼びかけに、ちらりと窓の方を向いたジェイドが驚いた顔になる。わかっている、安全な場所へと逃げたはずの自分が戻ってきたのだ。足手まといになることくらい、ラピスは十分なほど理解していた。

「何故戻ってきたっ！」

『彼女の魂を連れてきたわ！　ジェイドお願い、彼女、ルチルをなんとか向こうに送り込んで』

「ルチル？　その今にも消えそうな彼女では無理だ。その前に浄化されるか、吸収されてしまう！」

『私が守るから大丈夫……私を信じて、ジェイド』

　ラピスの真剣な眼差しから、ジェイドが苦悶の表情で視線を逸らす。葛藤している様子が手に取るようにわかり、ラピスも心が苦しくなった。しかし、この拮抗している状況を打破しなければ、誰も救われない。こうしている間にも、じわじわと結界魔法が侵食されていくのが見て取れた。

『お願い……します……私はどうなっても、構いません。ソーマスを……止めてみせます』

　震える声を出したルチルに、何人かの騎士が気づいた。藁をもすがる状況に、皆がジェイドの決断を待つ。迷っている暇はなく、小さく悪態をついたジェイドが声を絞り出した。

「……アゲート、お前の結界に穴を開けるぞ」

「それで隊長、あんな中に入っていくんですか。却下です」

「他に有効な手立てはない」

「当然ラピス嬢もそこにいるんですよねっ、隊長を止めてください！」

　ただ一人反対するアゲートは、生ける屍を睨みつけて声を張り上げる。

「昔からいつもそうです。その力のせいで、誰よりも死ぬような目に遭っておきながら」

「まだあのことを引きずっていたのかアゲート。あの時の氷の死霊の呪いはラピスが解いてくれたんだが。その彼女の提案だ……任せろ、勝算はある」

「聞いてませんよ、そんな話！　ええい、くそったれ、ならやりますよ！」

　腹をくくったアゲートが体勢を整える。ジェイドが手を伸ばしてきたので、ラピスはその手を握ろうとして少しためらった。放っているのは浄化の魔力だ。ラピスの身体伝いにルチルに作用してしまわないだろうか。

　ラピスは心配になり、ジェイドに向かって首を横に振る。

『駄目、ジェイド。彼女は私の魔力で守っているの』

「……仕方がない。くれぐれも無理をしないでくれ。私たちが盾になるから君たちは私の背後に」

『はい！』

　ラピスは指示通りにルチルと共にジェイドの背後についた。

「アゲート、私の合図で結界魔法を一部解除せよ。スフェンとカルセドニーはアゲートの補助、ハンクスは令嬢たちの身体を守れ。コーネル、ジャスパー、クロードは私と共に突入するぞ」

「了解しました」

「いつでもどうぞ」

「僕の分もあの狂人魔法師に食らわせてやってください」

　魔法騎士たちが呼吸を整える。ラピスもジェイドの背中から向こう側を覗いて身構えた。

「ではゆくぞ、五、四、三、二、一……障壁展開！」

　ジェイドの合図に、結界魔法にぽっかりと穴が空く。素早く押し入ったジェイドたちが光の盾を展開し、その後ろの空間にラピスとルチルが入り込んだ。

「ごろじでやる……ごろずごろず、おまえだちをごろずぅぅぅ！」

「もっとだ、もっと強く呪え、すべてを憎め！」

　向こう側の結界内に入った途端に、生ける屍の雄叫びとモリオン卿の声が聞こえてきた。肌を刺すような魔力が荒れ狂い、魔法騎士たちの食いしばった歯の隙間から耐えるような声が漏れる。

「ぐっ、これは、きついな……ラピス、彼女をここに」

『わかったわ！』

　険しい顔のジェイドから呼ばれたラピスは、ルチルと共にジェイドの横に移動した。

『さあ、ルチル、頑張って』

『ああ……あんなに苦しんでる。ごめんなさい、ごめんなさいソーマス』

　むせ返るほどの腐臭と、押し潰されそうなほど重い魔力にも怯ひるむことなく、ラピスの手から離れたルチルがふらふらと前に出る。生ける屍の黄色く濁った目がぎょろりとルチルを捉えると、盾になっているジェイド目掛けて狂ったように腕を振り下ろしてきた。

「があぁぁぁ、ぐぎ、ぎぎぎ、がぁっ！」

『ソーマス、もうやめて！　もういいの、お願い、私はここだから、貴方の側にいるからっ！』

　もがき苦しむソーマスに向かい、ルチルは懸命に話しかけた。

「うがぁぁぁっ、やめろ、ぞの声ば、やめろ」

『私よ、ルチルよ、ソーマス。聞こえているんでしょう？　お願い、もうやめよう、もう終わりにしよう』

　ルチルの声に反応した生ける屍──ソーマスの動きが迷いが生じたように鈍くなる。しかしモリオン卿がそのことに気づき、呪文を詠唱してソーマスの身体を覆う呪縛を強化した。

「何をやっているっ、魔法騎士などに不死者たるお前が負けるものか！」

　その声に負けじと、ルチルも叫ぶ。

『ソーマス、耳を貸しちゃ駄目っ！』

「さあ、奪え、殺せ！　死霊を屠るしか能のない愚鈍な騎士どもを、皆殺しにしろ！」

「うるざい、うるざい、うるざいうるざいぃぃぃ！」

　耳を塞いだソーマスが、苦しげな声を上げて暴れ始める。すると、魔法騎士たちの光の盾にひび割れが生じ始め、騎士の一人が片膝をついた。

　ルチルは光の盾の間から必死に呼びかけ、その手を懸命に伸ばしてソーマスに触れようとしている。

『私を見てソーマス、この手を取って！』

「ゔゔゔ……あああぁぁぁ、る、ちる、るちる」

『そうよ、もう大丈夫だから』

　狂気の狭間にわずかな正気が混じりはじめる。攻撃の手を止めたソーマスは、今度は自分の身体を搔きむしりだした。

「この、私の言うことが聞けないのかっ！」

　憐れなソーマスを盾に勝手なことばかり言うモリオン卿に対し、ラピスは怒りが込み上げてきた。身体を張って守ってくれているジェイドの隣に身を滑り込ませると、その左手に自分の左手を重ねる。

『ジェイド、モリオン卿には私の姿は見えていないから、私が気を逸らしているうちになんとかしてね』

「ラピス、駄目だ、それは許可できない！」

　ラピスの言葉に何かを感じ取ったジェイドが、制止の声を上げた。しかし、ラピスの決意は固い。

『私を信じてって言ったじゃない。今回もきっと大丈夫……だって、貴方からとっておきの魔法をもらっているもの』

　ラピスの身体には楔くさびの効果が残っており、唇にはジェイドから数えきれないほどのキスをもらっている。だから何も怖くはない、とラピスは暗示をかけるように呟いた。

　信じる力が奇跡を起こす。

　あの時のように、自分であれば必ずできる。

　揺るがないラピスに、ジェイドは悔しげに顔を歪めた。重ねられたラピスの左手を、ジェイドの左手がしっかりと捕まえる。二人の間で、縁えにしの赤い紐がふわりと柔らかな光を放った。

「君に救われるのは何度目だ。私は情けないな」

『そんなことない。私だって貴方に救われてばかりだし、貴方がいないと怖くて何もできないんだから』

「ラピス……私は君を失うことが何よりも恐ろしいんだ」

『私も同じよ。お願いジェイド』

　ラピスの懇願に弱いのか、ジェイドの瞳が揺れた。

「わかった。だが気を逸らせるだけだぞ。後は騎士に任せるんだ」

『ありがとうジェイド』

　微笑みと共に礼を述べたラピスに、ジェイドが一瞬目を閉じて、覚悟を決めた顔になる。

「そろそろ決着をつける。コーネル、クロード、モリオン卿が何かに怯んだら、迷わず片をつけろ。ジャスパーは私の援護を……一気に浄化するぞ」

　ジェイドの指示に頷いた騎士たちだったが、その顔はどこか不思議そうだ。ラピスの姿が見えていないのだから仕方がない。それでも、隊長たるジェイドを信頼しているのか、期待した目で見ている。

　ラピスは、ジェイドの楔を確認するようにお腹に手を当てた後、キッと前を見据えた。

『じゃあ、いくわよ』

「ああ、私も、全力でいかせてもらう！」

　ジェイドの手を離したラピスは、光の盾から飛び出して真っ直ぐにモリオン卿に突進する。

『信じれば、なんだって、できるのよ！　思い知りなさい、この悪党！』

　残った魔力を手に集め、ラピスはその無防備な腹目掛けて身体ごと突っ込んだ。




　リィーーーーン




　部屋の中に澄んだ鈴の音のような音が響き渡る。

「うわぁぁぁっ、な、何だ!?」

　ラピスはどすっという手ごたえを感じ、体勢を崩したモリオン卿もろとも床に倒れ込む。不可視の存在であるラピスからの予期せぬ一撃に、動揺したモリオン卿の詠唱が止まる。

　しかし、ぐずぐずはしていられなかった。すぐ背後に迫った魔法騎士たちの攻撃に巻き込まれないために、ラピスは素早くその場を離れる。

「うぉぉぉぉぉぉぉっ！」

「光こう綱こうよ、戒めよ！」

　迷いなく剣を構えて詠唱しながら飛びかかってきた魔法騎士が、モリオン卿の腕を斬りつけ、その身体を蹴り飛ばして拘束する。

「放せっ、愚鈍ども、低のふぐぅっ、ううぅ」

　舌を噛まないように魔法騎士から口に轡をかけられたモリオン卿が、床に転がった。

「腕力で俺らに勝てると思うなよ」

「お前なんか魔法がなければ何もできないくせに。手こずらせやがって」

　気味の悪い仮面を騎士たちに剥がされたモリオン卿は、急に静かになる。

　あっという間の出来事に呆気にとられたラピスだったが、部屋中に響き渡る絶叫にすぐさまそちらを向いた。

『ジェイド！』

　ソーマスの胸に剣を突き立てたジェイドが、青白い浄化の光に包まれている。そして抵抗するようにもがきながら、ソーマスは闇を凝こごらせたような不吉な気配のする魔力を身にまとっていた。

「ぐるじい、ゆるざないぃぃぃ、のろっでやる、ぐるじい、のろっでやるぅ！」

「彷徨える魂よ、人であったことを思い出せ、己の死を受け入れよ。汝を愛する者を……」

　ジェイドの良く通る声が、浄化の魔法を紡いでいく。

　荒れ狂う魔力でラピスが近づくことすらできない中、ソーマスにすがりついているルチルが叫んだ。

『ソーマス、もう苦しまなくていいの！　魔法騎士が、救ってくれるから、貴方と私を、救ってくれるからっ！』

「る、ち……るちる」

　ルチルの必死の叫びが届いたのだろうか。それまで抵抗して暴れていたソーマスの動きが、ピタリと止まった。

「そうだ、君の側で泣いているルチルを、これ以上悲しませるな、ソーマス！」

　ジェイドの剣から放たれた眩しいほどの光がラピスの目を焼く。やがてそれは部屋全体を覆い尽くし、そして何もかもを真っ白に染め上げた。

　禍々しい魔力が消え去り、きらきらとした輝きを放ちながら消えていく。その光は、ジェイドの浄化の魔法だったのだろうか。急に意識が薄れていく中、ラピスは温かな魔力が自分を包み込むのを感じた。




『ありがとう……』




　光が消える瞬間、ルチルの儚い声がラピスには確かに聞こえ、固く抱き合う男女の姿が見えたような気がした。








第八章　溶けるまで抱き合いたい









　心身共に疲弊した部下たちを医術院に押し込め、ジェイドは報告書を書いていた。やることは山ほどある。しかし、生ける屍は浄化され、元凶たるモリオン卿は拘束して監囚塔に収容されている。数箇所に点在していたモリオン卿の息がかかった研究室も、魔法特務隊の協力によりすべての証拠を差し押さえることができた。

　報告書に今後の捜査方針まで付け加えたジェイドは、大きく伸びをすると羽根筆を置いて溜息をつく。ジェイドにとって、今一番優先したいのはラピスのことだった。




　誘拐事件から三日。

　ラピスは生ける屍を浄化した際の魔力に当てられ、未だに目を覚まさない。魔力をぎりぎりまで使い果たして弱り切った彼女の魂は衰弱しており、なんとか身体に戻したもののずっと静かに眠っている。

　ジェイドは、ラピスの淡い金色のまつ毛に縁取られた青い瞳を早く見たかった。

（とりあえずの報告書はこれで終わりだ）

　力のないラピスの左手に指を滑らせたジェイドは、撫でながら魔力を流し込む。

「早く目を覚ましてくれ……君の声が聞きたい」

　ジェイドはラピスが眠る寝台に腰をかけ、常に身体のどこかに触れながら、事件の残務整理をしていた。彼女の体内で精製されるはずの魔力が足りず、失った魔力を外部から補わなければならないからだ。医術師によると、外部から魔力を送り込むことにより回復が早まるらしい。それを聞いたジェイドは、極力彼女に触れることで、なんとかして魔力を送り込もうとしていた。

　攫われた際に、ラピスはモリオン卿から『生ける屍』の禁術をかけられていた。しかし、ジェイドの『楔』と、彼女自身の浄化の魔力により、術は不完全であったようだ。彼女の白い肌の上に浮かんでいた不気味な赤い模様は、ジェイドが念入りに浄化したので今はきれいに消え去っている。

　ラピスの胸が穏やかに上下していることを確認したジェイドは、書き終えた報告書に伝令の魔法を施して窓から放つ。

　ラピスのこともあり、ジェイドは現在自宅から指揮を執っていた。当初は医術院で手厚い看護を受けさせようかとも考えていたが、彼女の身体に補填する魔力が自分以外のものであることがどうしても嫌だった。これは完全にジェイドの嫉妬とわがままであったが、幸いなことに彼女の侍女たるヘルガも賛同してくれたので、無事自宅療養に切り替えることができたのだ。魔法騎士団本部には話を通してある。ギベオンがクレスウェル家の私的な伝令を勝手に開封した罪を、個人的に問うことはしないと言えば、団本部もそれ以上は何も言わなかった。

　とはいえ、被害者にして唯一の一般目撃者であるラピスの回復を、捜査班が今か今かと待っている。さらに、父親であるミルフォード卿にもまだラピスの状況を告げていない。明日でもう四日目になり、これ以上伏せておくことはできないと、ジェイドは伝令を使って最低限の仕事をしていたが、明日は完全に休みを取ってミルフォード邸に説明に行くつもりであった。

（そういえば……）

　ラピスの髪を弄もてあそびながら、ジェイドは彼女の目を覚まさせる方法で、まだ試していなかったあることを思い出す。霊体の彼女を身体に戻す時には散々したが、眠りについてからは献身的に身の回りの世話をするヘルガに気が引けてやってはいなかった。

（キスをしたら、目覚めるのではないだろうか？）

　物語の中では、お姫様にかけられた呪いを解き、目覚めさせるのは王子様や勇敢な騎士のキスと相場が決まっている。自分は王子様にはなれないが、勇敢な騎士であるつもりだ。

　ジェイドは身体を傾け、ラピスの顎に手をかける。少しかさついた彼女の唇をそっと指でなぞり、ゆっくりと自分の唇を押し当てた。

（ラピス、目を開けてくれ）

　柔らかな唇に触れ、舌先でなぞり、口内へ舌を差し込む。そこから少しずつ魔力を注ぎ、少しでも反応がないかと全神経を集中させた。

「……ん」

　唇を食んで吸い上げると、明らかに自分の声ではない声が聞こえた。もう一度同じことをすると、わずかながら唇が意思を持ったように動いた。

「ラピス、戻ってきてくれ。私はここにいるから、君を怖がらせるものはもうないんだ」

　そう呼びかけると、確かにラピスの豊かなまつ毛が震えた。ジェイドの中に歓喜と安堵が広がり、早くその目が開かれないかとキスを続ける。

「……ラピス」

　舌先で優しく唇をつつき、わずかに開いた唇に舌を差し込む。少しずつだが、ラピスは反応を見せ始めた。ジェイドの舌先を迎え入れるように唇が開き、意思を持った彼女の舌が絡んでくる。

　ゆっくりとしたキスの合間に、少し苦しげな息遣いが聞こえてきて、ジェイドははやる気持ちを抑えつつ辛抱強く待った。ラピスの身体を空いた片腕で抱きしめ、徐々にキスを深めていく。「はぁっ」と掠れた声と共に口から息を吸い込んだ彼女が、ついにゆるゆると目を開いた。

　ジェイドは安堵のあまり、腰が抜けるかと思った。膝が震えてうまく力が入らない。

「おはよう、ラピス」

　ラピスはパチパチと瞬きをして、状況がよくわかっていないようなぼんやりとした顔でジェイドを見ている。青い瞳はまだ焦点を結んでいないが、それでもジェイドの顔に手を伸ばして頬をひと撫ですると花がほころぶように微笑んだ。

「ジェ、イド」

「違和感はないか？　痛いところは？」

　ラピスは起き上がりたかったのだろう。首だけ浮かして難しい顔をしたかと思うと、しばらく考えるようなそぶりを見せる。

「……うまく、力が入らない」

「君は四日間目を覚まさなかったんだ。何か飲めそうか？」

　ジェイドは寝台の横に置かれた給仕台から、甘味を入れた花茶を選んで吸い口つきのグラスに注ぐ。そしてラピスの背中の下に枕をあてがって上体を起こさせると、支えながらゆっくりと飲ませた。白い喉が上下して、すべてを飲み干すとふぅと息をつく。

「もう少し飲むか？　それともスープか何か、胃に優しいものを……」

　ジェイドの気遣いにラピスは首を横に振る。そして澄んだ青い瞳でじっとジェイドを見つめると、「ん」と短い声を出して両手を伸ばしてきた。一瞬何を求められているのかわからなかった。しかし、白かった彼女の頬が仄かに赤く色づき、口がきゅっと引き締められたのを見て、ジェイドは彼女の望む通りのことをする。

　ただただお互いを感じたくて、足りないものを補うように抱きしめ合った。

　どれほどの間抱き合っていただろうか。やがてラピスが、ポツリと呟いた。

「彼女たちは？」

「二人とも、浄化できた。君のお陰だ」

「そう……よかった」

　ラピスの儚げな笑みに、ジェイドは猛烈な後悔に襲われた。

「すまないラピス。君を護るためにここへ連れてきたというのに、逆に辛い思いをさせてしまった」

「貴方のせいじゃないわ。結界から出たら駄目だってあれだけ言われていたのに、何も疑わなかった私の落ち度よ」

「あいつも紛れもなく魔法騎士だ。見抜けるわけがない……君が、生きていてくれてよかった、本当に、よかったっ」

　じんわりとラピスの身体の温かさが沁み渡り、ジェイドは隙間なくぴたりと身体を寄せる。そんなジェイドに、彼女も身体を押しつけるようにすがりついてきた。

　しばらくすると、上半身だけで抱きしめていることが物足りなくなり、ジェイドは室内履きを蹴り飛ばすと寝台に乗り上げる。驚くラピスに負担をかけないように寝台の上で器用に反転して仰向けになると、自分の身体の上に彼女を乗せて脚を絡めた。

　ジェイドの胸の上に、淡い金色の髪がさらりとこぼれ落ちる。そして、恐る恐るといった風に、ラピスが柔らかな頬を胸に押しつけてきた。

「……心臓の音が聞こえる」

「ああ、君が目覚めたから、嬉しくて抑えきれないんだ」

「生きているのね」

「もちろん、君のお陰で」

「私も……生きているのかな」

　その声があまりにも哀しげで、ジェイドは思わずラピスを引き上げて、その白い喉に唇を当てた。一番太い血管の上を舌でなぞり、どくどくと脈打つ箇所を探り当てる。それは彼女が生きている証であり、ジェイドは飽きることなく唇で感じ取った。

「んっ……ジェイド」

　鼻にかかったような甘えた声を上げるラピスが、たまらなく愛おしい。

「君も、生きているよ」

「本当？」

「ああ。それに熱くて、甘くて、君の匂いがする」

　両手をついたラピスが上半身を離し、視線を合わせるようにしてジェイドを覗き込んでくる。そう、彼女の澄んだ青い目が、ジェイドをしっかりと捉えていた。

「君の目は、見えているのか？」

　気になったジェイドは、ラピスの青い目を見つめ返した。

「見えているわ。ジェイド、貴方は本当にジェイドよね？」

　その目にはまだ不安が渦巻いており、ジェイドは彼女の不安を払拭するように、頬から首筋、そしてなだらかな胸元へと指を滑らせた。

「ああ、私だ。夢でも、霊体でもないさ」

　ラピスの顔を真っ直ぐに見たジェイドは、彼女の目に浮かぶ涙を指ですくった。その左手環指には縁えにしの模様がしっかりと存在を主張している。彼女がそれに気づき、自分の環指の模様を確認して、涙をぽろぽろと零しだした。

「ラピスっ！」

　ジェイドはラピスをかき抱くと、性急にキスをする。それに応えるように彼女も唇を開き、深く深く舌を差し入れてきた。

　息もままならない程の激しいキスだったが、ラピスは嫌がるそぶりもなく、むしろもっと欲しいとばかりに押しつけてくる。

「ん……はぁっ、ジェイド」

　甘い吐息が零れた。ラピスが身体の力が抜け落ちたかのように体重を預けてきたが、ジェイドは魔力を流し込みながら、甘く柔らかな唇を十分に味わいつくす。途中、涙を湛えた瞳にキスをして、鼻先をすりよせ、戯れるように軽く唇を合わせながら。零れそうになる唾液を舐め取ると、ジェイドは銀糸を引きながら唇を離した。

「まだほしいか？」

「ん……」

　濡れた青い瞳が、甘く蕩けている。その瞳に映るジェイド自身も、熱く滾たぎるような赤い瞳をしていた。その目は、獲物を仕留めるかのように鋭い。しかし、ラピスはその目を恐れることなく受け入れて、赤い舌でジェイドの唇を舐めた。

「君は三日間も目が覚めなかったんだぞ？　状態は万全じゃない……今は控えておく方が賢明だ」

　本音を言えば、ジェイドはこのまま抱き潰してしまいたい衝動をこらえていた。ラピスが生きているということを、思う存分感じたかった。しかしジェイドは、あくまでも彼女の意思を優先させるつもりであった。

　そんな思いを知らないラピスは不満げな表情になると、ジェイドの胸をどんと突いてきた。

「『帰ったら続きをしよう』って、言ってくれたのに」

　拗ねたようなラピスの目がきらりと光る。それは彼女と抱き合い、楔くさびを打った翌朝にジェイドが彼女と交わした言葉だった。

「……続き、しないの？」

　とんでもないことを、いじらしくも可愛らしい顔で告げてきたラピスに、ジェイドの心臓はこれ以上ないほどに高鳴った。この愛しい人をどうしてやろうか。せっかく抑えていた欲望が、理性の箍たがをあっけなく壊していく。

「もちろん、するに決まっているじゃないか」

　ジェイドは目を細めながら、ラピスの耳元に熱い吐息を落とす。彼女は怯えるどころか、期待したように熱い目を向けてくる。もうジェイドは、自分を止めることを放棄した。

「君の熱い胎な内かに入りたい。何度でも精を注いで、楔で縛りつけて、君と溶けるまで抱き合いたい」

　ラピスの身体からゆっくりと寝巻きを剥がし、白く滑らかな肌を空気に晒す。今度は彼女を寝台の上に抑えつけると、彼女の美しい肢体にジェイドはごくりと喉を鳴らした。

「愛してる、君が欲しい」

　ラピスの胸元にちゅっと音を立てて強く吸いつくと、そこにアカシャの花弁のように赤い印が浮かび上がる。所有の証のようで、ジェイドは喉の奥で笑った。

　ラピスの胸の真ん中にちくりとした痛みが走り、ジェイドが唇をつけたその跡が濃い赤に色づいていた。顔を上げた彼とラピスの視線が絡み合い、どちらともなく破顔する。どこか少年のようにも見えるジェイドの微笑みが、ラピスは大好きだった。

　夢中になってラピスの白い肌に跡を残しはじめたジェイドが、豊かな白い双丘の頂きを交互に舐めて吸い上げる。指の先で緩急をつけて摘まれると、甘い刺激にラピスの身体が跳ねた。彼は柔らかな双丘を揉みしだき、頂きを舐めては転がし、ラピスは快感に身悶える。ちゅっと、わざと聞こえるように音を立てて啄ばまれると、あられもない嬌声がラピスの口から漏れた。

　ジェイドによって散々弄ばれた双丘はしっとりと汗に濡れ、熱くなったラピスの身体は薄紅色に染まっていく。

「ジェイド、甘いの、ちょうだい」

　頭の隅で、自分の身体が魔力をほしがっていることは理解していた。キスによって目覚めたラピスは、ジェイドが与えてくれたあの甘い魔力のせいか、身体が火照って仕方がない。直接彼の熱を感じたくて、もどかしげに服を引っ張ると、唸り声を上げた彼が釦ぼたんを引き千切りながら乱暴に服を脱いでいく。

「私の魔力に酔っているな？」

「ええ……だって、私の中が貴方の魔力で満たされているんだもの。でもまだ足りない、もっと」

　そう言って唇を差し出せば、煽られたジェイドが貪るようなキスをくれる。甘い魔力がラピスの身体を駆け巡り、熱を持ったお腹の真ん中や脚の間の秘所が熱く疼いて訴えてきた。思わずもぞりと脚を擦り合わせたことに、彼は当然気づいたようだ。

「そこも、足りないか？」

　少し意地悪に聞いてきたジェイドに、ラピスは素直にこくんと頷く。ぎらつく赤い瞳を細め、彼が下着の上から脚の間の割れ目をなぞると、それだけでも気持ちがよくて、ラピスは腰を揺らして受け入れる。

「あんっ、焦らしちゃやだ」

「焦らしてないっ、このままだと、君が傷つくんだぞ」

　ジェイドに手首を掴まれ、その手が熱く硬い何かに触れる。それは彼の猛りで、今にもはち切れんばかりにラピスの手の下で脈打っていた。これを受け入れた時の激しい熱さを、ラピスの身体は覚えている。じわじわと花蜜をにじませはじめたラピスの秘所は、すぐさま下着を湿らすほどにまで濡れていた。

　腰の横で結われていた紐を解かれ、下着を一気に取り払われる。露わになった秘所を指で直接なぞられると、ラピスはその刺激だけで快感を弾けさせてしまった。

「あぁぁぁんっ！」

「こんなに蕩けさせて、待っていたのか」

「んっ、あんっ、ジェイ、ド」

　まだ達して間もない秘所をもう一度指で弄いじられる。くちゅりと水音が聞こえ、ラピスは羞恥に顔を赤くして耐えた。腰砕けになってしまい、脚に力がまったく入らないラピスは、ジェイドの吐息を秘所に感じても抵抗らしい抵抗すらできない。白く細い足を大きく開かれ、花蜜で濡れている秘所をまじまじと見つめられる。

「ひゃんっ、やだ、だめなのっ、また、あぁっ」

　ラピスの秘所にジェイドの指が触れ、その中へと容赦なく指が埋められていく。そうかと思うと引き抜かれ、再び差し入れられ、くちゅくちゅと音を立てながら中を擦られたラピスは、高まっていく熱を逃がそうと腰を浮かせる。しかし、しっかりと固定された腰は動かず、執拗な愛撫で赤くなっているであろう秘所に、とうとう彼の唇がつけられた。

「綺麗だ……甘くて、熱くて」

「あぁぁぁっ」

「花蜜が溢れて止まらない」

「んっ、あぁ」

「可愛い啼き声だ」

　ジェイドが秘所に舌を差し入れ、花弁をつんつんと突くと、ラピスの膝が小刻みに震え出す。その間にもあの秘所の上にある一番感じる箇所を指で捏ねられ、ラピスは突然訪れた甘く激しい刺激に脚の先をぴんと伸ばした。

「ひぁぁぁんっ！」

　制御できない快感が、秘所からお腹の真ん中へと突き抜ける。ラピスは身体を大きく反らせ、腰を震わせながら迎えた絶頂になすすべもなく啼いた。

「すっかり赤く熟れているな」

「あっ、ん、も、だめ、ひゃんっ」

　指によって刺激されていた敏感な箇所は、いつの間にか唇に覆われて舌でつつき転がされていた。舌が当たる度に熱い刺激が走り、指で掻き回された秘所がずきんずきんと激しく疼きだす。

（足りない、足りない……埋めてほしい）

　秘所の奥がきゅんと引き攣り、ラピスはジェイドの髪を掴んでその先を促した。はしたないとか、いやらしいとか、そんなことを考える暇もなく、彼から与えられる甘い刺激がもっとほしくて、彼の熱を身体の奥に迎え入れたくてどうにかなりそうだ。

「お願い、あんっ、ジェイド、奥に」

「ラピス、ラピス……わかった」

「はぁ、んん……貴方を、ここに、ああっ、感じ」

「ああっ、私も、君の胎内に」

「あっ、あっ、あんっ」

「いくぞっ」

　ジェイドがラピスの目を見ながら、赤黒くそそり勃った猛りを秘所に当て、ゆっくり押し進めていく。ラピスは最初のように痛みがあるかも、と少しだけ身構えたが、それはまったくの杞憂だった。

　熱く花蜜をたたえた秘所が、押し入ってくる猛りを引き入れるように蠢く。胎内を押し広げられていくことすら気持ちよく、ぬちぬちという音と共に猛りの根元まですべて飲み込んでしまった。

「君の中は、温かいっ」

「ジェイド……楔くさびを、打って」

「ラピス」

「もう駄目かと思った時、貴方の、楔を、ここに感じたの」

　ラピスは自分の平らな腹を両手で抑えて微笑んだ。あの楔がなければ、きっと自分は死んでいただろう。ラピスを繋ぎとめたのは、ジェイドの楔に込められた想いだ。

「縁えにしの先に、貴方を感じたから、頑張れた……好きよ、ジェイド。貴方を愛してる、愛してる、溶け合いたいくらいに、愛してる」

「ラピス、愛してる。これからも君を護りたい、護らせてくれ。ずっと、私と共に」

　ラピスの手の上に、ジェイドの手が重なった。ゆっくりと優しく浅い出し入れが繰り返され、胎内から溢れ出した花蜜が猛りをさらに奥へと誘う。

「あ……私も、貴方を守りたい」

　ラピスはジェイドの手に自分の指を絡ませ、その唇に約束の証としてキスをした。すると彼は自分の気持ちをうまく言い表せないのか、困ったように微笑んだ。

「もう、十分すぎるほど護られているよ」

　ジェイドの鋭い目つきと冷静な態度の裏には、傷つきやすい繊細な心があることをラピスは知っている。本人は傷ついていることすら気づいていないかもしれない。

　ぐっぐっと奥を突く猛りに甘く啼きながら、ラピスはその心を守りたいと逞しい背中に腕を回した。魔法騎士であるジェイドのように強いわけではない。特別な魔法が使えるわけではない。それでも、彼のことを理解して癒してあげたいと願う。

「あんっ、ジェイド、ジェイドっ」

「ラピス、私の守護精霊、もう離さない、離してやれない！」

「離さないで……ずっと、そばに」

「ああ、わかった」

　やがてジェイドが律動を速めると、ラピスの胎内もそれに合わせるかのように蠢いた。

「あん、はっ……あんっ、う、んっ」

　ラピスの唇からは、艶めくような嬌声が漏れる。その甘い声をもっと聞きたい、と彼が耳元で囁き、ラピスの反応を見ながら熱い猛りで中をかき混ぜた。その度にラピスの腰は跳ね上がり、胎内の奥のさらに奥に収束してくる快感に何も考えられなくなる。

「ラピス、私に縛られてくれ、魂ごとっ」

　ジェイドがすがりついてくるラピスをしっかりと抱きとめ、擦るように激しく攻めて突き上げた。妖しく蠢くラピスの中が熱く蕩けるように絡みつき、身体に火がついたような感覚に陥る。その時ラピスは、彼の瞳に揺らめく昏い炎を確かに見た。底知れない闇をたたえた瞳孔の奥に吸い込まれそうだと思いながらも、不思議と怖くはなかった。

（貴方の抱える闇ごと、私が守るわ）

　しがみついたラピスの手が汗ですべり、ジェイドの背中に爪を立ててしまったが、彼の動きは止まらない。むしろますます激しく、そして狂おしいまでの想いをぶつけてきた。

「んふっ、あっ……熱いっ、ひゃんっ」

「君は、美しい、私のラピス、ラピス……」

　熱くて本当に溶け合いそうな身体と魂を感じ、注ぎ込まれる魔力を受けて胎内が歓喜する。じゅぷじゅぷと猛りを出し入れされる度に絡みあう水音に煽られてしまい、ラピスは揺れ動く腰を止めることができない。

「ジェイ、ド、も……きちゃう、熱いの、くるっ」

「ああ、ああ、共に」

　ぞくっとするほど艶めいたジェイドの姿に、ラピスの中から愛おしさが溢れ出した。この逞しい腕も、厚い胸も、引き締まった均整の取れた身体も、低い声も、熱い眼差しも。みんなみんな、すべて自分のものだと、ラピスの独占欲が膨れ上がる。

「ジェイドっ、もう、んっ……好きっ、ジェイドっ、ジェイド」

　名前を呼ばれたジェイドの動きが益々激しくなる。容赦なく打ちつけられる腰から逃れるようにずり上がった身体が抱き込まれ、ラピスは快楽に必死に耐えるように激しく首を振った。

「はあっ、はあっ……くっ……ラピス、もう、出すぞ！」

「あぁぁぁっ、ジェイド、ジェイド！」

　ジェイドが荒々しく最奥を突き上げ、ギリギリまで引き抜き、再び奥まで埋め込む。卑猥な水音が激しくなり、パンパンという身体がぶつかり合う音が加速したかと思うと、一瞬の間を置いてぎゅっと腰を押しつけてきた。

「あ、あぁぁぁんっ！」

「くはっ……くうっ、ふっ」

　魔力を帯びた精が勢いよく吐き出され、そのあまりの快感にラピスの頭の中が真っ白になった。規則正しく痙攣して締めつける胎内は、彼の熱い精を零すまいと猛りを包み込む。

（貴方の魔力は、こんなにも温かい）

　放心したように身体を寝台へと沈めたラピスは、再び打たれた楔の熱にようやく生きていると思った。あの甘くて温かい多幸感に、ふにゃりと顔を緩めると、同じく優しい目をしたジェイドが顔を覗き込んでくる。荒い呼吸を整える間もなく探るように腰を揺らしてきた彼に、ラピスは脚を絡めて応えた。

　するとジェイドが身体を反転させ、ラピスは繋がったまま彼の上に乗り上げた。くん、と腰を上下させた彼の猛りが今までとは違う箇所を擦り、ラピスは大きく身体を震わせる。

「あっ、ああっ！」

「君が、ほしいだけ動いてくれ」

「そんなの、無理っ、あんっ、深いの」

「なら私が動いてもいいか？」

「う、ん……ジェイド、奥、そこ」

「ラピス、もっと欲しがってくれ」

　さらに深く、ジェイドの猛りが容赦なく穿たれる。両手を彼の胸につき、揺れる身体を必至に制御しようとして、与えられる新たな快感に背中をしならせる。ラピスの腰を掴み、反応を楽しむように腰を突き上げる彼に翻弄され、喘ぎ、豊かな髪を振り乱した。

「ジェイドの、いじわるっ」

　そう叫んだものの、ラピスはついに自ら腰を持ち上げて、ジェイドの腰に擦りつけた。胎内を抉られる度に、いい箇所を突かれる度に漏れる声を抑えられない。彼に与えられた魔力が作用しているのか、きゅうきゅうと締まる胎内すべてが甘い痺れを訴えてきた。

（気持ちいい、お腹の奥、気持ちいいの）

　たっぷりと注がれたジェイドの精が秘所を濡らす。欲望に正直なラピスの身体は、彼が与えてくれた快楽をすっかり覚えてしまったらしい。

「気持ちいいか？」

「んやぁ、あっ、聞かない、で」

「ああ、ここもすっかり蕩けてしまっているな」

「んんーっ、揺らさ、ないで」

「そうか？　その割には、離してくれないぞ」

　ジェイドの長い指がラピスの秘裂の中に潜り込んでくる。あの敏感な箇所を捏ねられて、熱い刺激に腰が跳ねる。すると胎内に入っている猛りが奥を刺激することになり、ラピスは意地悪をしてくる彼をきっと睨むと、お返しとばかりにぶ厚い胸の上にある突起を引っ掻いた。

「ラピスっ、ん、あっ！」

　不意を突かれたジェイドが、喉を反らして声を上げる。惚けたような潤んだ赤い瞳が、ラピスを咎めるように見てくる。しかし、全然怖くない。

「貴方も、そこ……んっ、好き？」

「……やったな」

「だって、やっ、あんっ、ジェイド、激しっ」

　唸るような声を上げたジェイドが、容赦なく腰を押しつけはじめた。ぐちゃぐちゃに掻き回され、何度となく突き上げられ、ラピスはこのまま一つに溶けてしまえたらと願う。お互いの魔力が交じり合い、唇からは飲み込めなかった唾液が溢れ、汗で滑る手に力を込める。

　もどかしくなったのか、ジェイドは上体を起こしてラピスを抱きしめると、首筋や胸元に赤い印をつけていく。カッと熱く燃えるような衝撃を最奥に与えられ、ラピスの快感が倍増した。

「ラピス、ラピス」

「もっと、たくさん、ああっ、そこ、そこに、ほしいの」

「たくさん、何がほしい？　教えてくれ」

「ジェイドが、ほしいの！　その奥に、あんっ、もっと近くに、貴方を、んんっ」

　密着する肌の間には、どちらのものかわからない汗が流れていく。すっぽりと猛りを飲み込んだ胎内が、歓喜に震えて収縮しはじめる。ラピスは飛んでいきそうになる理性を必死に掻き集め、汗で滑るジェイドの背中にしがみつき、請い願った。

「もっと強く、愛してっ、私……魂を、貴方に、ジェイド」

　その声に、左手の環指からぶわりと赤い縁えにしの紐が噴き出した。身体の周りをゆらゆらと揺蕩たゆたうそれは、何かを訴えるように煌々と輝いている。

「ラピス、私は、君のものだ……私のすべてを、君に捧げる」

「私、私も、貴方のものよ。ジェイド、ジェイド、ずっと、貴方だけのもの」

　二人の視線が交わり、環指に刻まれているお互いの花の模様にキスをする。これは契約だとラピスにもわかった。お互いの魂を縛るための契約で、ある種の呪いである。

「離さないで」

「離すものか」

　あとはもう、嵐のようであった。ラピスはせり上がってきていた快感を一気に解放し、ジェイドは狂ったように腰を突き上げる。もうお互いの境界がわからなくなるくらいに混ざり合った二人は、弾け飛んだ意識の果てにしっかりと抱き合う。

「きゃあぁぁぁんんっ」

「くっ、は……ラピス、愛して、いるっ」

「…………愛して、る、ジェイド」

　ラピスは胎内の奥にジェイドの精を感じ取ると、あられもない絶頂の声を上げ、そして囁くように愛の言葉を贈った。




　◇◇◇




　ジェイドは魔法騎士団本部の執務室で、一連の事件の書類を確認していた。モリオン卿は罪状通りに裁判にかけられることになる。公判部としては『封魔の刻印』と『一生涯の幽閉』を求刑しており、多分その通りになる見通しだ。

（相変わらず国は生温い）

『生ける屍』という禁呪を使用した時点で、反逆罪に問えるだろう。さらには、四人の命を奪った殺人罪、誘拐罪までついている。しかも理由は『蘇生』の実験であり、どこまでも自分勝手なもので、ジェイドとしては納得がいかなかった。

　兼ねてより、不死者の禁呪に興味があったモリオン卿は、ある事故現場に遭遇し、目の前で恋人を失ったばかりのソーマスという男を甘言でそそのかした。ソーマスの恋人であるルチルの魂を魔法で捕らえ、ソーマスを騙して殺害し、実験を行ったのだ。禁呪は成功したものの、魂の維持に魔力が必要になり、夜の街で何の関係もない者を襲わせたのだという。研究室からも干からびた死体が二体見つかったが、それも生ける屍と化したソーマスにより魔力を吸い取られて殺されていた者たちだった。

　ラピスについては、過去に呪いの治療を依頼されたその時から興味を持っていたようだ。舞踏会のあの夜、たまたまモリオン卿が張った結界に引っかかったラピスを、すでに蘇生の研究対象として目をつけていたという。ジェイドの私邸に匿われていたことで、それまで仮説でしかなかったラピスの能力について確信を得たモリオン卿は、ギベオンを仕掛けて結界の外に連れ出すことに成功したのだ。

（まったく忌々しい限りだ）

　しかし、モリオン卿は腐っても貴族だ。貴族特権の残っているセレンジェム公国では、貴族に対する死刑はよほどのことがない限り適用されない。それこそ、大公を暗殺するなど、公家に直接危害を加えなければ法により守られる仕組みだった。

　加えて、モリオン卿は狂人であっても公国魔法師である。彼の研究欲は凄まじく、その成果はめざましいものがあった。研究のための犠牲は当たり前だという思想は危険ではあるが、国としては膨大なる知識を失うのは惜しいと考えているのだろう。『封魔の刻印』で魔力を封じて制御し、『一生涯の幽閉』で生かさず殺さず、うまく利用できる時に利用する方針のようだ。

「……まあいい。首を刎はねることなど、容易たやすい」

　ジェイドの目に剣呑な光が灯る。

　伊達に年中死霊を相手にしているわけではない。ジェイドは、自分で手を下さなくとも始末する方法などいくらでも知っている。死霊をけしかけるもよし、呪い殺すもよし。死霊に対する結界魔法を担当するのは、ジェイドたち死霊担当班の魔法騎士だ。結界を操作して証拠を残さずことを成すことくらい、隊長たる己の権限でどうにでもなる。

　そんなことを考えながら、ジェイドはふと左手の環指に目を落とした。ラピスと身体を重ねながら新たに結んだ契約の証は、彼女のように優しい温もりを伝えてくる。

（……彼女はそれを望まないだろうな）

　昏い考えに蓋をしたジェイドは、直接謝罪に来たギベオンに対するラピスの態度を思い出す。あれは、ジェイドにとってもある意味衝撃的だった。ラピスが目覚めて四日ほど経った時の話だ。




「申し訳ないことをした。君には、謝罪してもしたりない……どうか、償いをさせてほしい」

　気位ばかり高い傲慢なギベオンが、ラピスに向かって深く頭を下げている。ついぞ見ることはないと思っていたその姿を、ジェイドは複雑な思いで静観していた。

　団長からラピスが目覚めたことを聞いたのだろう。自宅謹慎中であるにもかかわらず、特別許可を得てクレスウェル邸を訪ねてきたギベオンは、ラピスに会うなりずっとこの体勢だった。戸惑うようにジェイドを見上げたラピスが、眉根を寄せて困り果てたような顔になる。

「あの……隊長さん、もう、いいですから」

「いいものか！　私は、騎士としても、貴族としても、許されないことをしてしまったんだ」

「えっと、それについては、私からは特に」

「許してほしいなどとは言わない、むしろ許さないでくれ！」

　気持ちが悪くて、反吐が出そうだ。正直なところ、ジェイドはこのまま叩き出したい衝動と戦っていた。それをしないのはラピスが会って話を聞くと言ったからだ。彼女が望むことを、ジェイドが妨げるいわれはない。しかし、性格が変わったように真摯に謝罪を続けるギベオンに、一体何があったのかだけは気になった。

　生ける屍に腕を掴まれ、直接魔力を吸い取られたギベオンには、その後遺症が残っている。あの時現場で解呪してやったジェイドは、身体を蝕んでいた呪いを完全に浄化せずに核を残したままにしていたのだ。ギベオンが魔力を使おうとすると、その核が大半を吸収してしまい、以前のように火力が高い魔法を使用できない。それはラピスを危険に晒したギベオンに対する、ジェイドからの私的な制裁だった。

「ラピスが戸惑っているだろう。もう帰れ。彼女は君の謝罪を受けた」

　ジェイド宛の守秘伝令を勝手に検閲したことについては、団長により直々に処分が下されている。ギベオンは降格し、次の異動で首都クリスターレンから遥か離れた極寒の土地に赴任が決まっていた。実質的な左遷であり、当分の間は戻ってこられない。

「私は彼女と話をしているんだ、お前には関係ない！」

　ギベオンが顔を歪めて大声を出す。どうあってもジェイドに対しては上からものが言いたいようだ。それはそれで構わないし、本人が知り得ないところで報復済みなので露ほども痛くはない。そろそろ本気で摘まみ出すことを考えはじめたジェイドは、隣で目を吊り上げてむっとした顔をしているラピスに気づき驚いた。

「ちょっと、何でそんなに偉そうなの？　全然反省してないじゃない」

「こ、これは……その、す、すまない」

「私じゃなくて、ジェイドに謝りなさいよ。他の騎士の皆様にも散々迷惑をかけたんでしょ？」

「そう……だが、しかし」

「私のことはどうでもいいわ。謝罪は受け入れました。そんなに償いたいなら、騎士として正しい行いをして、みんなに感謝されるようになりなさいよね」

　ラピスの剣幕にしどろもどろになったギベオンが項垂れる。その様子を見たジェイドは、久しぶりに声を上げて笑った。こんなに愉快なことはない。ジェイドの守護精霊は、昔から一筋縄ではいかない性格だったことを改めて認識する。くっくと笑いが止まらないジェイドに、ラピスは恥ずかしそうに頬を染め、ギベオンは歯を食いしばってジェイドを睨みつける。

「またそんな顔を……それとも本当は自分の非を認められないの？」

　しかし、再びそれをラピスに咎められたギベオンは、とうとう悔しそうに、消えそうな声で謝罪した。

「………………すまな、かった」








エピローグ









　事件からひと月あまり。

　ラピスはミルフォード邸に戻ることになった。ジェイドの献身的な治療によって視力はすっかりよくなり、呪いの核が完全に消えたことが確認されたのだ。

　さらに楔くさびによって魂が身体に定着したのか、事件後は一度も霊体になっていない。ついに夜に怯えることのない日常が戻ってきたラピスはしかし、ジェイドが側にいることにすっかり慣れてしまっていた。

「お嬢様、指示された荷物をすべて運び終えました。他にはございませんか？」

「ありがとうヘルガ。後は大丈夫よ」

　ラピスに割り当てられた部屋は、がらんとしてしまい妙に寂しい。

「では私は使用人の方々に挨拶をして参ります」

「ええ、私も下に降りるわ。大変世話になったと、感謝していると伝えてちょうだいね」

「かしこまりました」

　ヘルガと共に部屋を辞したラピスは、階下に降りて外に出る。クレスウェル邸はとても広いが、ヘルガの補助なく自由に歩行できるようになったラピスは、敷地内であれば一人で散策することを許可されていた。

　この私邸は、魔法騎士として首都で勤務をするジェイドに、領地の本邸にいる父親が貸し与えたのだという。

　同じ貴族でも首都で代々要職につくミルフォード家とは違い、クレスウェル家は地方の領地を治める貴族である。いつか領地に帰るのだろうか。そうであれば、いずれ誰かと婚姻を結ばなければならなくなる。その誰かが自分であれば、と願ってはいるけれど、ラピスはジェイドから明確な言葉をもらってはいなかった。

（ジェイド、私はこれからどうすればいいの？）

　ジェイドと縁えにしで繋がっているにしても、これ以上彼の側にいる理由がなくなってしまった。ラピスは二人の関係が今後どうなるのか不安で、家に戻れることを素直に喜ぶことができないでいる。

　ぶらぶらと庭先を歩いていたラピスは、ジェイドと度々お茶を飲んだ四阿あずまやに目を向けた。アカシャの花は見頃を終え、その赤い花が散った跡に小さな青い実をつけ始めている。

（まさか、私に逢うために庭に植えたなんて）

　ラピスのことをグイヤーニの森の精霊と勘違いしていたジェイドは、再会を願って植えたのだと教えてくれた。二人にとって、図らずも思い出の木になったアカシャの木の花は、縁えにしの刻印となって左環指に刻まれている。

　この縁を、ルチルは強い絆だと言っていた。そして羨ましいとも。彼女とその恋人ソーマスの間には縁の赤い紐はなかった。しかし最後の最後で確かに想いが通じていた。二人が抱き合いながら浄化されていく姿を目にしたラピスは、死して一緒になった悲しい恋人たちに思いを馳せる。霊体の強い想いにより魂を繋ぐというこの縁がある限り、ジェイドを諦めなくてもいいのだろうか。ラピスはその先を考えるのが怖かった。




　しばらくして門の向こうで鳴き声を上げる馬に気づいたラピスは、早歩きで玄関まで戻る。そこには紋章入りの立派な馬車が二台横付けされており、既に御者が待機していた。もうすぐ出発なのだろう。後ろ髪を引かれる前にと、ラピスは先に馬車に乗ることにする。

「ラピス、ここにいたのか」

　と、背後からジェイドの声がした。父親に経緯と顛末を説明するため、彼はミルフォード邸まで付き添ってくれるのだ。このために休みまで取ってくれたことを申し訳なく思いながらも、別れの時が少しでも延びることが嬉しくもあり寂しくもある。気を抜いたら涙が出そうになり、ラピスは何でもないような顔をして振り返った。

「ジェイ……ド」

　そこにいたのは、確かにジェイドだった。しかし、いつもの黒い騎士服ではなく、何故か式典用の白い騎士服を身につけている。肩章も煌びやかながら、目にも眩しい銀糸を縫い込んだ白い外套など今まで見たこともなかった。さらには飾り羽根に紋章のついた制帽に、意匠を凝らした装飾の剣まで帯剣しており、その豪華さにラピスは目がまん丸になる。

「何か変なところでもあるか？」

「変じゃないっ、か、格好いい……じゃなくて、えっと、もうっ……やっぱり格好いい」

「そうか。君にそう言われると少し照れるな」

　わずかに頬を染めてはにかむように微笑んだジェイドに、ラピスはついつい見惚れてしまった。短めに整えられた黒髪はさらさらで、彼の鋭い目がたまらなく「素敵」だ。そう呟いたラピスは、近寄ってきた彼が差し出してきた手を取る。聖言が刻まれた黒い手袋ではなく、礼装用の白い手袋にどきどきと胸が高鳴った。

「君も綺麗だ。やはり青色のドレスはよく似合うな」

「あ、ありがとう……でも何故、そんなに畏まった格好なの？」

「もちろん君のご両親に会いに伺うのだから、失礼があっては駄目だろう？」

「そうかもしれないけれど……」

　もう一度全身に目を滑らせたラピスは、どう見ても端正で凛々しく、見目麗しい魔法騎士隊長然としたジェイドの姿に赤面する。呪いのことや事件のことについて説明するなら、普通の騎士服ではいけなかったのか。疑問が尽きないラピスに、彼が意味ありげに身を屈めて顔を寄せてくる。

「私は、君を離さないと言っただろう。今から、その約束を取り付けに行くんだ」

「ジェイド、それって」

　ラピスは弾かれたように顔を上げた。いたずらっぽい顔のジェイドが、にんまりと赤い目を弓なりにしてラピスを見ている。しかし、すっと真顔になり片膝をついた彼は、ラピスの左手に触れるか触れないかのぎりぎりなキスをして、自身の左手を胸に当てた。

「君を愛してる。私と生涯を共にしてくれ、ラピス」

　飾り気のない、真っ直ぐな言葉だった。しかしラピスにはこれ以上ない求婚の言葉であり、何か返事をしようとするも、感激のあまり声が出てこなかった。

　それでもジェイドの想いに応えたくて、ラピスは片膝をついたままの彼に抱きついた。

「ラピス？」

「……っ、ふっ」

　ラピスの口から、返事の代わりに嗚咽が漏れ出る。

「どうしたんだ。嫌だったか？」

「い、嫌じゃないっ、ないのっ」

「ならば、婚姻を結んでくれるということか？」

「ええ、貴方と、一緒になりたい」

　これまで、そういう話から遠ざかった生活を送っていたラピスは、信じられない思いだった。憧れはあった。他の貴族の令嬢たちのように、色恋の話に花を咲かせ、夜会で素敵な男性と踊ることができたなら、と。時々訪ねてくる従姉妹の話が羨ましく、しかし呪いと体質のせいで外出が許されず、諦めかけていた。

　ジェイドの制服を汚さないように顔を離したラピスは、ぽろぽろと零れる涙を慌てて手巾で拭う。夢の中の少年だった彼と、大人になってから出逢えたことすら奇跡だったというのに、こんなに幸せでいいのだろうかと不安になってくる。

「ラピス……」

　ジェイドの優しい声に、ラピスは涙でぐしゃぐしゃになってしまった顔を隠す。彼の前では綺麗な自分でいたかった。

「嬉しっ、の、じ、ぶんには、縁がないことだって、思ってたから」

　しゃくり声で何とか涙の訳を説明したラピスを、ジェイドは強い力で引き寄せ抱きしめた。せっかく汚れないようにと離れたラピスだったが、彼は痛いほど腕に力を込めてくる。

「私もそうだった。何せ、一目惚れした相手が守護精霊だったからな。おまけにこんな仕事をしているから、正直考える暇などなかった」

　ジェイドの大きな手が、ラピスの背中をゆっくりと撫でる。

「でも、君ともう一度逢えた。守護精霊ではなく実在する人だと知った時から、君と共にあるにはどうすればいいか、ずっと考えていたんだ」

　耳元で囁かれる低い声にラピスは頷き返す。

　好きになるのはあっという間だった。気づいたらジェイドの瞳に囚われていて、彼だけがほしかった。甘いキスも、その先も、彼だからこそ受け入れられた。

「離してやれないと、言っただろう？　契約の証で私の魂と君の魂を縛りつけた。だから君は、私から絶対に離れられないんだ。嫌がっても、泣いても、叫んでも……死が訪れても。怖いか？　残念ながらもう遅いが」

　二人の環指に刻まれた『契約の証』に、まさかそんな効果があったとは、ラピスは知らなかった。ジェイドは知っていたようだけれど、そんなこと今さらだ。離れられないことよりも、ラピスは離れることを恐れていた。

「怖くない。離れる方がずっと怖い。私、わがままで、言い出したら聞かないから、きっとこれからも貴方を困らせるかもしれないけれど、大丈夫？」

　挑むように見上げたラピスに向けて、ジェイドが破顔した。彼は胸元から取り出した新しい手巾で、ラピスの涙を拭うと、その瞼にキスを落とす。

「可愛いじゃないか。君のわがままなら大歓迎だ」

「そ、それに、また霊体になっちゃうかもしれないんだから」

「だったら毎晩……いや、いつでも君に楔を打ち込んであげよう。何度でも、ほしいだけ」

　ジェイドが思わせぶりな腰つきで押しつけてきたので、すっかり覚えてしまったラピスはお腹の奥に甘い引き攣れを感じる。

「ま、毎日、甘いキスで目覚めさせて」

「仰せの通りに」

「お願いだから、私を置いていってしまわないでね」

「ああラピス、そんな可愛いことばかり言うと、君の家に挨拶にいくのが遅れてしまうのだが」

「ジェイド？」

「私の愛がどれだけ重いか君は知らないだろう。ひとつ、謝罪しなければならないことがある」

　急になんだろうかと、ラピスは首を傾げた。

「どうしたの？」

「あの時、私と君の名前を縛ったことを許してくれ」

「えっ!?」

　ぐいっと横抱きにされたラピスは、あっという間にジェイドのキスで口を塞がれた。熱く柔らかな唇から大好きな甘い魔力が流れ込み、すぐに蕩けてしまう。

（今、何か大切なことを告げてなかった？）

　ラピスの目の端に、赤い縁の紐がちらりと見えた。名前を縛ったとは、いつの時点でのことなのだろう。最初に出逢った日からなのか、再会を果たした時なのか。聞きたいことがあったはずなのに、甘いキスによってラピスの思考が溶けて流されていく。




　夢中になって貪るようにキスを続ける二人に、待ちくたびれたヘルガの溜息が聞こえてきた。

（あともう少しだけ）

　心の中で忠実な侍女に謝りながら、ラピスは戯れてくるジェイドの舌を甘噛みして、舌先で労わるように撫でる。唇の隙間から「愛してる」と囁いたラピスは、煽られた彼の本格的な深いキスに酔わされる。

　その左環指の縁の証は、二人のこれからを祝福するように柔らかな光を放っていた。
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